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締め切り間際に、Red Hatと五橋研究所のパ
ートナー契約が突然打ち切られたというニュース
が飛び込んできた。日本語redhat Linuxを開
発／販売していた五橋研究所は、今後Red Hat
のロゴと名称を使えないことになった。その結果、
五橋研究所は新会社のレーザーファイブから新
たにLASER5 Linuxをリリースした。
7月から8月にかけて、Debian GNU／

Linuxをベースにした新しいディストリビューシ
ョン「Dice Linux」と「でびまる」が発表され
た。最近、Red Hatベースのディストリビュー
ションばかり目立っていたが、Debianから新し
い試みを始めようという動きだ。
Red Hatが新たな日本語版Red Hat Linux

をリリースするのは間違いない。Caldera
OpenLinuxは本格的な日本進出の構えを見せて
いるし、カナダのStorm Linuxにはすでに日本
語マニュアルがあるようだ。SuSE Linuxといっ
た海外のディストリビューションも、日本へ進出
してくるかもしれない。
新しいディストリビューションが参入すれば、

既存のディストリビューションはバージョンアッ
プで立ち向かう。これからますます開発競争が激
しくなっていくだろう。いよいよ戦国時代である。

ディストリビューション
戦国時代

今月のイベント

イベント Linux West（COMMUNET '99）
内容 有料セミナー、オープンセミナー(無料)

の開催、Linux関連企業による、Linuxを
使ってのシステム構築等の展示など。

期間 1999年9月14日（火）～9月16日（木）
会場 ATCホール（大阪市住之江区）
お問い合わせ COMMUNET 事務局

TEL 06-6612-3773
http://www.jma.or.jp/communet/

イベント LinuxWorld Expo/Tokyo'99
内容 コンファレンス、ワークショップ、展示会
期間 1999年9月29日（水）～9月30日（木）
会場 東京ファッションタウン（江東区有明）
お問い合わせ LinuxWorld運営事務局

TEL 03-5276-3751
http://www.idgexpo.com/linuxexpo/
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技術評論社は、6月18日に発売したVine Linux
1.1 CR Official製品版に、Wnn6 Ver.3をバンドル
した「Vine Linux 1.1 CR with Wnn6」を、9月17
日より限定2000本で発売する。また、同時にVine
Linux 1.1CR Official製品版の登録ユーザーに対し
てバージョンアップ版の販売（直販のみ）も行わ

れる。
「Vine Linux 1.1 CR with Wnn6」は、オムロ

ンソフトウェアより7月29日に発売されたかな漢
字変換システム「Wnn6 for Linux/BSD Ver3.0」
を、Vine Linux用にカスタマイズしてバンドルし
たもの。

Distribution

かな漢字変換にWnn6 Ver.3をバンドルした
「Vine Linux 1.1CR with Wnn6」

発売日 1999年9月17日

URL http://www.gihyo.co.jp/

発売 技術評論社
TEL 03-3225-3481
価格 9800円

ネットビレッジから、LinuxのX-TTサーバ環境
に対応したTruetypeフォントデータ集「Linuxの美
しいフォント集」が発売される。名人「下村芳流」
新規書き下ろしの美しい「ペン字」2書体を含め
た全12書体を収録している。

対応するOSは、TurboLinux、redhat Linux、
Debian GNU/Linux、Vine Linux、Plamo Linux、
FreeBSDなどのX-TTサーバ対応環境、および
Windows95/98/NT。

収録Truetypeフォントは、芳流行書（ペン字行
書体）、芳流行書（ペン字楷書体）、鎌倉（太行書
体）、かんてい流（中かんてい流）、東山（極太角
ゴシック体）、桃山（極太丸ゴシック体）、北山
（極太角ポップ体）、斑鳩（中細明朝体）、東山
（太角ゴシック体）、飛鳥（中教科書体）、鎌倉
（中太行書体）、桃山（中細丸ゴシック体）の全12
書体。

Software

Linux用のフォント全12書体「Linuxの美しいフォント集」

発売日 1999年9月24日

URL http://www.netvillage.co.jp/

発売 ネットビレッジ
TEL 0426-70-7771
価格 3800円

ぷらっとホームからISP向けの19インチラック
マウントPCサーバ「Trus-1」、「Trus-2」が発売さ
れた。Trus-1は高さ44mm、Trus-2は高さ88mm
と、従来製品と比べ4分の1もしくは2分の1の薄
さとなっている。
Trus-1は、CPUがCeleron-433MHz、メモリ

64Mバイト（最大768Mバイト）、ハードディスク
は9GバイトのUltraWide SCSIタイプ、Ethernetコ
ントローラにIntel82558を搭載。IDEハードディス

ク8Gバイトを搭載した「Trus-1i」も用意されてい
る。Trus-1が31万8000円、Trus-1iが24万8000円。
Trus-2は、CPUにPentium III 600MHzを1基搭

載した「Trus-2S」と、同CPUをデュアル構成に
した「Trus-2D」の2モデルが用意されている。メ
インメモリは128Mバイト（最大1Gバイト）、ハー
ドディスクは9GバイトのUltraWide SCSIタイプ、
EthernetコントローラにIntel82558を搭載。Trus-
2Sが39万8000円、Trus-2Dが49万8000円。

Hardware

19インチラックマウントPCサーバ「Trus-1」、「Trus-2」

発売日 1999年8月20日

URL http://www.plathome.co.jp/

発売 ぷらっとホーム
TEL 03-3251-2600
価格 24万8000円～

アクアリウムコンピューターから、日本語
redhat Linux 6.0をプリインストールした小型サー
バ「BlueGrass」が発売される。本体サイズが幅
92×高さ218×奥行185mmと非常に小さいことが
特徴で、CPUがMediaGXM-233MHz、メモリは
64Mバイト(最大128Mバイト)、ハードディスクは
6.4Gバイト、100Base-TのEthernetを搭載してい
る。マザーボードは台湾ADVANTECHのPCM-
5820。キーボード、マウス、モニタが接続可能な
インターフェイスを内蔵している。
今回発売される「BlueGrass」は、プロトタイ

プバージョンで限定30台の発売となる。10月より
正式出荷開始。すでに、メールマガジン専門サイ
ト「まぐまぐ」の一部のサーバとして導入される
など実際に運用も開始されている。9月14日～16
日まで大阪ATCホールにて開催されるLinuxWest
と、9月29日～30日まで東京ファッションタウン
で開催されるLinuxWorld Expo/Tokyo99で展示さ
れる予定。
出荷開始は9月30日。販売総代理店はデジタル

デザイン、Web上での販売 (http://aqua.mag2.
com/) はまぐまぐが行う。

Hardware

世界最小サイズのLinuxサーバ「ブルーグラス」

発売日 1999年9月1日

URL http://www.aqua-computer.com/

発売 アクアリウムコンピューター
TEL 06-6569-1006
価格 22万8000円

News Express
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SGIから、オペレーティングシステムにLinuxを
採用したエンタープライズサーバ「SGI 1400L」
が 発 売 さ れ る 。 CPUは 、 Pentium III Xeon
500MHz、4プロセッサまでのSMP（Symmetric
MultiProcessing：対称型マルチプロセッシング）
に対応する。メモリは256MバイトECC付き（最
大4Gバイト）、SCSIインターフェイスカードを2
枚内蔵し、1枚はNarrowコネクタで主に低速な周
辺機器用、もう1枚は、LVD（低電圧差動）SCSI、
Ultra SCSI、Ultra2 SCSIに対応し、高速ハードデ
ィスクを接続する。ハードディスクは、最大6台で
109Gバイトまで内蔵可能で、ホットスワップにも
対応する。

400Wの電源を3台搭載していて、1台が故障し
ても残りの2台から供給され、故障した電源を通
電中に交換できるリダンダント機能がある。ケー
スは、幅311×高さ483×奥行635mmで、タワー
型のほかに、ラックマウントタイプも用意されて
いる。
SGI Linux Environment with Rea Hat Linux 6.0

は、Red Hat Linux 6.0をベースに、SGIがプラッ
トフォームに合わせていくつかの機能を拡張して
いる。
なお、SGI 1400L/1400Mはすでに米国では発売

されており、日本国内での発売は、10月からの予
定。

Hardware

SGI初のIntelアークテクチャのサーバ
「SGI 1400L Server for Linux」

発売日 1999年10月

URL http://www.sgi.co.jp/

発売 日本SGI
TEL 0120-161086
価格 米国価格7935USドル（エントリーモデル）から

アークブレインから、Pentium III 600MHzデュ
アルプロセッサを搭載した「POLY Dual 1200シ
リーズ」が発売された。
OSにTurboLinux日本語版4.0を搭載したPOLY

Dual 1200BDU-LNXは 、 CPUに Pentium III
600MHz×2、メモリ128MバイトECC付き（最大
1Gバイト）、ハードディスクは9GバイトのUltra2
SCSIタイプを搭載している。メタルフルタワーケ
ースは、幅191×高さ610×奥行572mmで、10個
の5インチベイと400W電源を装備している。価格
は64万8000円。
同時に、Pentium III 600MHzシングルプロセッ

サの「POLY 1200B5シリーズ」も発売された。
OSにTurboLinux日本語版4.0を搭載したPOLY

1200B5/U2W-LNXは 、 CPUに Pentium III
600MHz、メモリ128MバイトECC付き（最大1G
バイト）、ハードディスクは9GバイトのUltra2
SCSIタイプを搭載している。AXPミドルタワーケ
ースは、幅197×高さ508×奥行432mmで、3個
の5インチベイと4個の3.5インチベイ、250W電源
を装備している。価格は43万8000円。

O Sは、T u r b o L i n u x 日本語版のほか、
WindowsNT Workstation 4.0のモデルも用意され
ている。ハードディスクはメタルフルタワーケー
スの場合、最大で18Gバイトのドライブを7台ま
で対応可能となっている。
全モデルとも、100BASE-TX/10BASE-T対応ネ

ットワークカードを標準搭載した。

Hardware

Pentium III 600MHzデュアルプロセッサ搭載の
「POLY Dual 1200シリーズ」

発売日 1999年8月1日

URL http://www.arcbrain.co.jp/

発売 アークブレイン
TEL 03-3375-8968
価格 43万8000円～

日本ヒューレット・パッカードから、Windows、
Linuxに対応したDATドライブ「HP SureStore
DAT24eU」が発売された。

HP SureStore DAT24eUは、DDS1、DDS2、
DDS3に対応し、容量は最大24Gバイト(非圧縮時
12Gバイト)、転送速度は毎秒2Mバイト(1時間に
7.2Gバイト)。3時間で最大24Gバイトのデータバ
ックアップが可能となっている。
インターフェイスは、Single-Ended Narrow

SCSI-2。また、ドライブ自身が常にドライブとテ
ープの状況を監視し、定期的なメンテナンスが必

要な場合や故障時に警告メッセージを対応したバ
ックアップソフトウェアを通じてユーザーに通知
する「TapeAlert機能」や、アナログの波形データ
を正確に認識し、エラーレートの低減を図る「フ
ィードフォワードイコライザ」を搭載している。

対 応 OSは 、 Red Hat Linux 5.2の ほ か 、
Windows 95/98、Windows NT Server 3.51/4.0、
Windows NT Workstation 4.0、Sun Solaris 2.3以
上、IBM AIX 3.2.5/4.X、SGI IRIX 5.1以上、IBM
OS/2 Warpなど。

Hardware

Linuxに対応したバックアップ用DATドライブ
「HP SureStore DAT24eU」

発売日 1999年8月4日

URL http://www.jpn.hp.com/go/tape/

発売 日本ヒューレット・パッカード
TEL 03-3335-8333
価格 23万5000円



Linux magazine October 199928

Linux対応のFlash Playerが公開

1999年8月25日

米Macromediaは、9月1日より「Flash

Player for UNIX」の無償公開を開始する

と発表した。Linux、Sun Microsystems

のSolaris、SGIのIRIXに対応したソフト

ウェアが用意され、Netscape Navigator

のプラグインとして動作する。Netscape

Navigatorのバージョン3以降に対応する。

FlashはMacromediaが開発したグラフ

ィック、動画、MP3オーディオ、入力フ

ォーム、インタラクティブ性を実現する

ファイルフォーマットであり、Linux版、

Solaris版に関しては今までベータテスト

が行われていた。

Macromedia （http://www.macromedia.com/）

日本HP、Linuxサービスを本格始動

1999年8月25日

日本ヒューレット・パッカードは、

LinuxをプリインストールしたPCサーバ

「HP Linux E60」を9月1日に発売する。

エントリークラス P C サーバ「H P

NetServer E60」に、日本語redhat Linux

5.2をプリインストールしたもの。HP

NetServerシリーズを取り扱っている販売

会社が、HP NetServer E60と、日本HP

のサポートおよびプリインストールサービ

ス、そして販売会社オリジナルのサービ

スを組み合わせたうえで販売する。価格

は販売各社により異なるが、HPによると

50万円以下になるという。

HP Linux E60シリーズでは、Linuxサポ

ートが付いている「HP Linux E60 S-

Pack」とLinuxサポートなしの「HP

Linux E60 I-Pack」の2製品が提供され、

サポート付きの「HP Linux E60 S-Pack」

は、本体「HP NetServer E60」の3年間

の「ハードウェア・パック」（翌日訪問の

メインテナンス）のほか、1年間のWeb、

メールによる技術支援、障害発生時に電

話による切り分け支援のサポートなどが

提供される。

FreeTypeライブラリがAppleの特許を
侵害している?

1999年8月19日

フリーなT r u e T y p eラスタライザ

「FreeType」を開発している「FreeType

プロジェクト」は、FreeTypeで使われて

いる手法に関連した、Appleの持つ特許を

発見したと警告した。同プロジェクトで

は、これが直ちに特許侵害にあたるかは

分からないが、FreeTypeを使うことがア

メリカや日本などで違法である可能性も

あるとしている。現存のところ、Appleの

法律部門にメールを送り、その返事を待

っているところだという。

TrueTypeラスタライザとは、ベクトル

データであるTrueTypeフォントを、実際

に表示される形式のビットマップデータ

に変換するもの。FreeTypeはX-TTや

VFlibなどに使われている。

オムロンソフトウェア「Wnn」（うんぬ）
のJava版をWeb上で無償公開

1999年8月16日

オムロンソフトウェアは、マルチプラ

ットフォームで動作する「Scalable Wnn」

（スケーラブルウンヌ）をJavaで開発、9

月から同社のWebページで評価版のダウ

ンロードが開始される。

マルチプラットフォーム化するために、

WnnをJavaで書き直し、Wnnの各機能を

「Plug」と呼ばれるモジュールに分割、こ

れによりPDAのようにハードウェアリソ

ースの限られた環境でも、必要な機能を

セレクト／組み合わせて実装できる。

PDAでの利用を考えると、ネットワーク

に接続することにより、サーバ側の言語

処理環境と協調し、辞書の共有や高度な

変換、多数の文字フォント使用など、ハ

ードウェアが持っていない機能も使うこ

とができるようになるのがメリットとな

る。また、中国語、韓国／朝鮮語などの

言葉が、日本語と統一的に扱えるマルチ

リンガルであることも、特徴の1つ。

Wnnは、クライアント／サーバ方式の

ほか、アプリケーションから直接変換エ

ンジンを制御する方式をサポートしてい

る。Scalable Wnnでは、クライアント／

サーバ方式の場合はWnn4、Wnn6同様、

クライアントとしてMuleやxwnmoが利用

可能だ。アプリケーションからの直接制

御では、Javaアプリケーション、Java

Appletからの利用ができる。

オムロンソフトウェア

（http://www.omronsoft.co.jp/）

米SGI、XFSのソースコードの一部を
GPLで公開

1999年8月16日

米SGIは、ファイルシステム「XFS」

のソースコードの一部をLinuxに移植し

て、GPLのもとで公開した。XFSは同社

のOS「IRIX」で使われているファイルシ

ステム。XFSをLinuxに移植するというこ

とは、すでに5月に発表されていた。今回

公開したのはソースコードのごく一部分

であるため、これだけではXFSを使用す

ることができない。

XFSは、ファイルシステムを更新する

際にログをとる（ジャーナリングファイ

ルシステム）ため、突然のシステムクラ

ッシュでもファイルシステムの修復が極

めて速い。現在Linuxで主流のファイルシ

ステムext2では、fsckによる修復に時間

がかかってしまううえ32ビットファイル

システムであるため2Gバイトを超えるフ

ァイルを扱うことができないのに対し、

XFSは64ビットファイルシステムである

ため非常に大きなファイルを扱うことが

できる。

Open Source XFS

（http://oss.sgi.com/projects/xfs/）

from

www.Linux24.com

News HeadlineNews Headline

News Express
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Oracle8i for Intel-Linux

ダウンロード開始

1999年8月12日

米OracleのWebページで、Oracleの最

新バージョンであるOracle8iのLinux対応

版ダウンロードが始まった。開発者用ライ

センスとして無料でダウンロード可能だ。

Oracle8iは、Oracle8にJava、EJB

（Enterprise Java Beans）、CORBAとい

ったテクノロジーを実装し、同社が開発

したJDK1.1準拠のJVM（β）を搭載、

「SQLJ」と呼ばれる機能により、Javaの

コード内にSQL文を埋め込んだ「Javaス

トアドプロシージャ」を実行できる。

Javaストアドプロシージャは、Visual

Cafe、Borland JBuilderといったJavaの

開発ツールで作成できる。

同社ではこのほか、Oracle8iによる

Webアプリケーションを作成するツール

「Oracle WebDB」もダウンロードできる

ようにした。

Oracleのテクニカルサイト

（http://technet.oracle.com/tech/linux/）

Red Hatが株式を公開、株価は3倍以上に

1999年8月12日

大手のLinuxディストリビューターのひ

とつ、米Red Hatが11日、初の株式公開を

行った。Red Hat株はNASDAQでの公開直

後の46ドルから順調に値を上げ、最高値

56.75ドルに達したあと、52.06ドルで取引

を終えた。公開前の株価14ドルからは

38.06ドル高、272％も値を上げた。Red

Hat社長のRobert Young氏は9100万株を

所有しており、公開によって一度に3億ド

ル近くを手にしたことになる。

この株式公開は、オープンソース製品

をメインに据えた企業としては初めての

ものであり、値動きが注目されていた。

Red Hat （http://www.redhat.com/）

Domino R5 for Linux Sneak
Previewが登場

1999年8月11日

米ロータス社のサイトに、Webアプリ

ケーションサーバ「Domino R5」のLinux

版がアップロードされた。今回は

「Sneak Preview」ということで、正式版

のGold Versionまではまだまだといった

ところだが、インストールしたテスターか

ら、早くもフィードバックが返ってきて、

反響の大きさを伺わせる。

ただし、Lotusはそのリリースノートの

中で、このバージョンはあくまでもSneak

（コッソリと、密かに） Previewであり、

実稼働環境へのインストールは推奨しな

いことを強調している。L o t u s は、

Domino R5のベータ版を秋口には登場さ

せたい意向。

Domino公式サイト

（http://www.notes.net/）

「GCC 2.95」がリリース

1999年8月1日

GNU ProjectとGCC／EGCSの開発チ

ームは、7月31日（現地時間）、コンパイ

ラスイート「GCC 2.95」をリリースした

と発表した。GCCとEGCSの開発を、

GCC Steering Committeeが統合して行っ

ていくという4月の発表以来、初めてのバ

ージョンアップとなる。

これまで、GCCの開発はGNUプロジェ

ク ト を 推 進 す る Free Software

Foundationが行っていた。一方、GCCか

ら派生したEGCSの開発は、Cygnus

Solutionsが 運 営 す る EGCS Steering

Committeeが行っていた。GCCとEGCS

の完全な統合を目指して、EGCSの開発

を行っていたEGCS Steering Committee

がGCC Steering Committeeと名称を変更

して、開発の責任を負っている。

機能としては、安定版リリースのGCC

に、性能が高いとされているEGCSの機能

の統合が計られている。具体的には、オ

プティマイザの性能の向上、Javaのフロ

ントエンドの統合など、サポート言語に対

する機能追加、実験段階だが国際化のサ

ポートなどの機能も組み込まれている。

今回のバージョンアップでは同時に、

「GCC」の正式名称「GNU C Compiler」

を「GNU Compiler Collection」と変更。

これは、C言語以外に、C++、Objective

C、Ada 95、Fortran 77、Pascalなど複

数の言語をサポートしている現状に合わ

せたものとなっている。略称はこれまで

どおりの「GCC」のままとなる。

IBM、PCサーバ「Netfinity」でLinux
サポートを強化

1999年7月29日

米IBMは27日（現地時間）、同社が販

売するPCサーバ「Netfinity」シリーズ向

けに、Linuxのサポートを強化すると発表

した。これによれば、同シリーズにおけ

る 、 Red Hat、 Caldera、 SuSE、

TurboLinuxについて、無償で90日間の標

準サポートが提供されるという。

同社では、DB2のLinuxへの移植を7月

末に、またLotus Notes/DominoのLinux

移植を年内に予定している。

NEC、NECパーソナルシステムと共同で
コンシューマー向けLinuxサービスを開始

1999年7月19日

NECは、同社の販売会社であるNEC

パーソナルシステムと共同で、コンシュ

ーマー向けデスクトップパソコン

「ValueStar NX」シリーズ、ノートパソコ

ン「LaVie NX」シリーズ向けに、Linux

サポートサービスを開始すると発表した。

サービス自体はすべて、NECパーソナル

システムが行う。

提供されるサービスは、Linuxのインス

トールや、ネットワークセットアップ、

周辺機器の設定、Linuxインストール後の

サポートなど。これには、Windows 98と

Linuxのマルチブート環境の設定や、同社

で動作確認済みの外付けモデム、モデム

カード、ネットワークカードの設定など

が含まれる。

対応する製品は、5月以降に発売され

た「ValueStar NX」シリーズと「LaVie

NX」シリーズで、対応ディストリビュー

ションはTurboLinux 日本語版 4.0のみ。
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米Phatは8月7日、Phat Linux 3.0をリリースした。Phat

Linux 3.0はFAT16とFAT32ファイルシステムに対応しており、

FAT上の1ファイルを、Linuxのext2ファイルシステムとして、

ループバックデバイスによりマウントする。これにより、Linux

用にパーティションを切り直す必要がなくなるほか、FAT上で

UNIXのファイルを扱えるようにしたファイルシステム

UMSDOSと比べて、ファイルへのアクセスが速い。Phat Linux

3.0には新たにKDEがプリインストールされ、Windowsユーザ

ーにとってより使いやすくなっている。パッケージシステムに

はRPMを採用している。

Phat Linux 3.0のCD-ROMは、メールにより注文することが

可能(下記webページ参照)。価格は20ドル。また、Phat Linux

のサイトよりダウンロードすることもできる。

Phat Linuxのホームページ (http://www.phatlinux.com/) 

Distribution
News Express

Windowsパーティションにインストールできる「Phat Linux 3.0」リリース

Dice Linuxは、Debian GNU/Linuxのサブセットとして開発さ

れたもので、同ディストリビューションと100％の互換性を持つ。

開発チームのProject Diceは、Debian GNU/Linuxのシステムの導

入方法や配布形態のありかたを探究するために組織されたボラ

ンティアベースのプロジェクト。

Dice Linuxは、Debian GNU/Linuxの数千からなる膨大な収録

パッケージを厳選し、ソース、バイナリを含むCD-ROMで計2枚

というコンパクトな容量とした。また、Debian JP Projectが

Debianに提供した日本語環境なども収録されている。

そのほか簡単インストーラにより、dselectを使用することな

くインストールできる。また、エディタ「dedit」 、メーラー

「dmail」、やPPPツール「dppxp」などを含む、「Dice Tools(略

称 dtools)」と呼ばれるツールを収録する。dtoolsはGPLのライ

センスに従って配布される。

Debian GNU/Linuxをベースとしたディストリビューション「Dice Linux」

Debian GNU/Linuxベースの新ディストリビューション「で

びまる GNU/Linux 0.1」が7月末にリリースされた。今回のリ

リースはパッケージ選別の方向性やこれに対するユーザーの意

見を聞くための評価版。

でびまるは、Dice Linuxとは別のディストリビューションで、

「でびまる制作委員会(仮称)」が開発を行なう。

でびまるには、dselectを使用しない簡易インストーラが付属

する。

また、Debian GNU/Linuxの公式CD-ROMは、Debianフリー

ソフトウェアガイドラインに適合しない「non-free」といわれ

るソフトウェアは、再配布に問題がないパッケージでも収録し

ていないが、でびまるは、CD-ROM配布での便宜を計って、再

配布に問題のないnon-freeパッケージを収録していくという。

CD-ROMはソース込みで多くとも2枚におさめる予定。

Debianベースの新ディストリビューション「でびまる 0.1」リリース

ドイツのSuSEから、「SuSE Linux

6.2」が発売された。新バージョンでは

カーネル2.2.10、glibc 2.1、XFree86

3.3.4を採用している。デスクトップ環

境はKDE 1.1.1となっており、前バージ

ョン6.1で採用されたGNOMEは今回バンドルされていない。

また、今回新たに、1台のPCで同時に複数のOSを稼動させ

るVirtual Platform「VMware 1.0」の30日間トライアル版をバ

ンドルする。このほかに、RealPlayer 5.0、 StarOffice

5.1(Personal Edition)、WordPerfect 8(Download Edition)、

IBM ViaVoice Developer's Kit、Runtime Kit Beta 1.0などが付

属する。

価格はパッケージ版が46ユーロ(約5600円)。アップデート版

が38ユーロ(約4600円)。同社のWebページで購入できる。

SuSE、VMware 1.0トライアル版をバンドルした「SuSE Linux 6.2」を発売

カナダの Stormix Technologiesは、 7月 6日 、 Debian

GNU/Linuxをベース（Kernelは2.2系）としたディストリビュ

ーション「Storm Linux」のアルファ版を公開した。

Storm Linuxで 、 も っ と も 目 を 引 く の が 「 Storm

Administration System（SAS）」だ。SASはシステム管理者向

けのツールで、クライアントソフトからネットワークからでも

操作することができる。

同社Webサイトには、すでに日本語インストールマニュアル

が公開されている。

Stormix Technologiesは、1999年2月に、Linuxを対象とし

たアプリケーションプログラムやツールを提供する目的で設立

された。Storm Linuxは、オープンソースで開発を進めること、

すべての製品に関してGPLを使うことを明言している。

Stormix Technology Inc. (http://www.stormix.com/) 

カナダから新しいディストリビューション「Storm Linux」リリース
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Red Hat日本代理店の五橋研究所は8月26日、米国Red

Hat社とのパートナー契約を解除したと発表した。現在進

行中の日本語redhat Linux 6.0の開発は中止し、それに代

わるLASER5 Linux 6.0を9月17日に発売するという。

LASER5 Linux 6.0は開発中だった日本語redhat Linux 6.0

とほぼコンパチブルになるもよう。

五橋研究所は、1997年2月より米国Red Hat社とパート

ナー契約を結んでおり、日本語redhat Linuxの開発、販売

を行ってきたが、今後はRed Hat Linuxをベースに、日本

語ローカライズした独自ブランド「LASER5 Linux」とし

て開発していくという。

五橋研究所では、8月31日に全額出資の子会社としてレ

ーザーファイブ株式会社を設立し、日本語redhat Linuxを

開発していたOS事業部を全営業権とともに移管する。レー

ザーファイブは設立時、従業員16名で資本金は1000万円と

なる見込み。今後は、レーザーファイブがLaser5 Linuxの

開発、プロモーション、販売、サポートを行うことになる。

すでに発売中である日本語redhat Linux 6.0 Server

EditionなどのRed Hat製品についてのサポートは、レーザ

ーファイブが引き続き継続して行う。また、Red Hat製品

の輸入販売は継続して行い、日本語版redhat Linux 5.2の

FTP版は、1999年8月24日より180日間だけ配布を続ける

が、その後は配布を中止するとのことだ。

関係者の話によると、Red Hat社はパッケージ1本あた

り3000円のライセンス料を要求しており、五橋研究所がこ

れに応じなかったところ、8月24日、突然契約解除の通告

が届いたという。これにより五橋研究所はRed Hatのロゴ

マーク（シャドーマン）とRed Hat Linuxの名称を使用で

きなくなった。

なお、Red Hat社会長ボブ・ヤング氏は9月8日から幕張

メッセで開かれるWORLD PCフォーラム99に合わせて来

日する予定であり、その際に日本法人設立の発表があると

も言われている。

この件について編集部からの問い合わせに対し、Red

Hat社の広報担当者はノーコメントと回答している。

レーザーファイブのホームページ（http://www.cdrom.co.jp/）

日本語redhat Linux 6.0はLASER5 Linux 6.0として発売へ

Red HatとLASER5、突然の契約打ち切り

レーザーファイブから、LASER5 Linux 6.0が9月17日に

発売される。LASER5 Linux 6.0は、英語版のRed Hat

Linux 6.0をベースに日本語化したもので、価格は1万2800

円。90日間3件までのサポートを電話、FAX、電子メール

で受けられる。

また、サポートと各種付属ソフトウェアを省いた廉価版

として、LASER5 Linux 6.0 日本語入力キットが6800円で

発売される。これには、ATOK12 SEとWnn6 Ver.3が付

属している。

LASER5 Linux 6.0はカーネル2.2.xを採用しているので、

複数CPUを搭載したシステムでのSMP（対称型マルチプロ

セッシング）に対応し、RAID、UPS、DATなどのサーバ

周辺装置もサポートを広げた。デスクトップ環境として、

日本語化したGNOMEとKDEを採用していて、Windows

ライクなGUI環境を使用することができる。

日本語入力には、ATOK12 SE for LinuxとWnn6 Ver.3

をバンドルしている。リョービの商用フォント5書体と、

WindowsとLinuxのデュアルブートを簡単に行えるSystem

Commander Lite、3DCGアニメーションソフトBlender、

暗号化telnetのSSH、バックアップソフトのBRU、ウイル

ス対策ソフト、Open Sound Systemなどが付属する。

Red Hat Linux 6.0を日本語化したディストリビューション

LASER5 Linux 6.0

製品名 LASER5 Linux 6.0
価格: 1万2800円
問い合わせ先: レーザーファイブ

03-5296-0670
http://www.cdrom.co.jp/
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ターボリナックスジャパンから、TurboLinux PRO 日

本語版 4.2が9月10日に発売される。TurboLinux PRO

日本語版 4.2は、7月9日に発売されたTurboLinux 日本

語版 4.0を一部改良し、日本語オフィススイートの

Applixware 日本語版 4.4.2をバンドルしたものである。

TurboLinux PRO 日本語版 4.2の価格は2万9800円で、

90日間3件までのオンラインサポートが付いている。従来

のTurboLinux PRO 2.0、PRO 3.0、スタンダード版4.0

の利用者は、Webからオンラインで申し込むと1万9800円

でアップグレードできる。また、学生、学校教職員、教育

機関向けにアカデミックプライス版1万9800円も発売され

る。

■Applixware日本語版 4.4.2

Applixwareは、米applix社が開発しているオフィスス

イートで、その日本語版4.4.2は、日本語ワープロによる

文書や報告書の作成、データ分析、メールの送受信、イ

ラスト描画、図面作成などの機能を持っている。インス

トーラ、メニュー、ヘルプ、オンラインブック、マニュア

ルのすべてを日本語化し、インラインで日本語入力がで

きる。

Applixwareは、表1のような機能を統合していて、共

通の操作環境で作業が行えるようになっている。それぞれ

の機能を連携できるので、たとえばワープロ文書中に表計

算の結果を貼り付けたり、グラフィックスツールで作成し

た画像をプレゼンテーションツールで利用することが可能

である。

また、フィルタ機能が拡張され、WindowsのMicrosoft

Office 97のWordやExcel、PowerPointで作成したデー

タを読み込むことや、GIFやJPEG、TIFFなどのさまざま

な画像フォーマットに対応した。

■商用ソフトウェア

日本語入力には、ATOK12 SE for LinuxとWnn6

Ver.3をバンドルしている。リョービの商用フォント5書体

と、WindowsとLinuxのデュアルブートを簡単に行える

System Commander Lite、多くのサウンドカードに対応

するOpen Sound Systemも付属する。

■TurboLinux 日本語版 4.2

ベースとなっているTurboLinux日本語版が4.0から4.2

にバージョンアップされた。カーネルのバージョン番号は

2.2.9と変わらないが、セキュリティ対策のパッチが当てら

れ、チューニングも行われたようだ。

XFree86は 3.3.1か ら 3.3.4に な り 、 Intel i740、

SiS530/620、 3Dfx Voodoo（ banshee、 Vodoo3）、 S3

Trio3D、Matrox G400、nVIDIA RIVA TNT2、RAGE

LT PROといった新しいグラフィックスカードに対応した。

そのほか、MS-DOSフォーマットのフロッピーディスク

をマウントせずに使えるようにするNtoolsと、MP3プレー

ヤソフトのxmmsを追加した。

オフィススイートApplixware 日本語版 4.4.2をバンドル

TurboLinux PRO 日本語版 4.2

名称 機能
Applix Words 日本語ワープロ
Applix Spreadsheets 表計算
Applix Presents プレゼンテーションツール
Applix Graphics グラフィックスツール（ドロー／ペイント）
Applix Mail メール送受信
Applix Data データベースアクセス
Applix Builder カスタムアプリケーション作成
Filters データ変換（MS Office、画像データ）

表1 Applixware機能表

価格: 2万9800円
問い合わせ先: ターボリナックスジャパン

03-3469-8388
http://www.pht.co.jp/

TurboLinux PRO
日本語版 4.2
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レーザーファイブから、日本語redhat Linux 6.0

Server Editionが8月24日に発売された。日本語redhat

Linux 6.0 Server Editionは、英語版のRed Hat Linux

6.0をベースにサーバ専用の日本語インストーラを追加し

ている。開発は、レーザーファイブとサードウェア

（http://www.3ware.co.jp/）が共同で行った。

日本語redhat Linux 6.0 Server Editionの価格は4万

9800円。180日間3件までのサポートを電話、FAX、電子

メールで受けることができ、インストール以外の質問も受

け付ける。それ以降は延長サポート（1年間5件、12万円）、

追加サポート（2件につき5万円）などの有料サポートが用

意されている。

■簡単インストール

インストール時に、「インターネットサーバ」と「LAN

サーバ」を選ぶことで、それぞれに必要な機能が自動的に

インストールされ、表1のような設定ユーティリティを使

って、メニューによる対話式で入力していくことで簡単に

Linuxサーバを構成することができる。また、インストー

ル終了後にコマンドラインから同じ設定ユーティリティを

起動することができるので安心だ。

インターネットサーバの場合、IPマスカレードや、ファ

イアウォールとしての設定が簡単に行える。

LANサーバの場合、ファイル／プリンタ共有（Samba）

を自動インストール。Sambaの設定では、WindowsNTサ

ーバとの共存も考慮されている。

サーバではパフォーマンス、信頼性のためにRAIDハード

ディスクを使うことが多いが、日本語redhat Linux 6.0

Server Editionでは、表2のRAIDコントローラを自動認識

する。ソフトウェアRAIDも設定でき、RAID0（ストライ

ピング）、RAID1（ミラー）、RAID4、RAID5に対応する。

カーネル2.2.5を採用しており、複数CPUを搭載したシス

テムでのSMP（対称型マルチプロセッシング）に対応する。

付属のセキュリティマネージャでは、パケットフィルタ

リングによるファイアウォールを設定でき、Web、DNS、

SMTPなどの必要なポート以外を塞ぐことが簡単にできる。

インターネット、イントラネットサーバを簡単に構成できる

日本語redhat Linux 6.0 Server Edition

ネットワーク（ネットワークカード2枚差し対応、IPマスカレード設定を
含む）
Samba（WindowsNT サーバとの共存を含む）
メールサーバ（中継専用サーバ設定を含む）
DNS（DNSレコードの追加設定可能）
DHCP設定
セキュリティ（SSHインストール、ファイアウォール設定を含む）
起動サーバ選択
表1 設定ユーティリティ

IBM ServerRAIDシリーズ
DPT SmartRAIDシリーズ
Mylex DAC960
Compaq Smart-2/P RAID Controller
AMU MegaRAID
表2 対応するハードウェアRAIDコントローラ

BRU 2000 backup soft
Phoenix Adaptive Firewall
Objectivity/DB
Empress
Sybase Adaptive Server Enterprise
サイボウズOffice
iOffice2000
OfficeExchange
Active! mail
F-SECURE Anti-Virus
Sophos Anti-virus
System Walker
富士通 Fortran&C++
L@mail
FREQSHIP-mini UPS soft
APC UPS Daemon
Roxen Challenger Web Server
SSH表3 バンドルソフトウェア

価格: 4万9800円
問い合わせ先: レーザーファイブ

03-5296-0670
http://www.cdrom.co.jp/

日本語redhat Linux
6.0 Server Edition
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Sophos Anti-Virus（以下、SAV）

は、ネットワーク環境に対応したウ

イルス対策システムだ。ネットワー

クへの負荷を最小限に抑えた、集中

的なウイルス管理を可能にする。

インターネットの普及によって、

我々の生活や仕事は便利になったが、

反面、ウイルスによる被害も増加し

ており、今や他人事として無視でき

ないものとなっている。ウイルスは、

毎月数百件に及ぶ新種、亜種が発見

されており、ウイルスを特定するデ

ータファイルは頻繁に更新する必要

があるが、多くのマシンが接続され

た大規模LANでの更新作業は、非常

に手間がかかる。

SAVは、ウイルス検索エンジンで

あるSWEEPと、ウイルスチェックの

必要性を判断するクライアント・サ

ーバシステムであるInterCheckとを

分離することで、集中管理を実現し

ている。InterCheckクライアントに

は、環境に応じてスタンドアローン

型とネットワーク型の2種類がある。

スタンドアローン型は、コマンド

の実行、マクロウイルスの危険性が

あるデータファイルへのアクセス、

フロッピーディスクの挿入を監視し

ており、それらが起こるとSWEEPを

起動してウイルスチェックを行い、

検査結果をチェックサムファイルに

保存する。同じファイルに再アクセ

スする際、チェックサムを照合して

変更のないことが確認されれば、不

必要なチェックは行われない（図1）。

対してネットワーク型は、ローカ

ルに保存してあるチェックサムファ

イルに加えて、サーバ上のセントラ

ルチェックサムファイルも参照する。

ネットワーク時代のウイルス対策

Sophos Anti-Virus for Linux
サーバに最適なDual Pentium III搭載マシン

Personal Station DP500

34

36

ネットワーク対応の
ウイルス対策システム

機能を分離して
柔軟な運用が可能に

大規模LANの全マシンに、アンチウイルスソフトをインストールして回るのは非常に大変だ。
サーバで集中管理できるSophos Anti-Virusがあれば、手間をかけずにLAN全体をウイルスか
ら守ることができる。

Sophos Anti-Virus for Linux

ネットワーク時代のウイルス対策

製品名 Sophos Anti-Virus
価格 Linux版は個人使用に限って無償。ファイルサーバライセンスは、

9万9000円（サーバ1台、クライアント1～10台）から
問い合わせ先 シー・エス・イー プロダクツ販売部

03-3463-5633
http://www.cseltd.co.jp/sweep/
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ここで、チェックの必要ありと判断

すると、InterCheckサーバにファイ

ルを転送し、サーバ上のSWEEPにウ

イルスチェックを行わせる（図2）。

サーバ上でウイルスチェックを行

う場合は、ファイルの転送が起きる

ため、トラフィックの増加が心配に

なる。しかし、セントラルチェック

サムファイルは、すべてのクライア

ントで共用されるため、あるクライ

アントが使用し安全が確認されたフ

ァイルは、ほかのクライアントから

もチェックなしでアクセス可能だ。

このように不要なファイル転送を抑

えることで、ネットワークへの負荷

を低減している。

また、SWEEPとInterCheckが分離

されていることで、いろいろな形式での

運用が可能になっている。大規模LAN

では、ネットワーク型InterCheckク

ライアントを各クライアントマシンに

インストールし、ウイルスチェックは

すべてサーバで行うことで、クライア

ントマシンの性能低下を防ぐことがで

きる。InterCheckクライアントのイ

ンストールやアップデートは、サーバ

から実行できるため、全クライアント

マシンを渡り歩く必要はない。

ノート型マシンの場合、クライア

ント側にもSWEEPをインストールし

ておけば、社外で使うときもウイル

スチェックが可能だ。対応プラット

フォームは、サーバ、クライアント

とも非常に多岐にわたるため、多種

のマシンが混在した環境にも対応で

きる（表1）。

シー・エス・イーでは、SAVの

Linux（Intel）版とFreeBSD版を、

個人使用の場合に限って無償で提供

しており、同社のWebサイトからダ

ウンロードできるようになっている。

無償提供版の場合、サポートは受け

られない。しかし新種のウイルス発

見後、すぐに発表される緊急データ

ファイルは、製品版と同様に利用で

きるうえ、月に一度の頻度で新しい

版が提供されるので、日々増え続け

るウイルスへの対応という点では問

題ない。

付録CD-ROMに、最新のSophos

Anti-Virus for Linux（Intel）無償提

供版を収録した。

無償提供版には、ネットワーク対

応のInterCheckクライアントは含ま

れていないため、LAN上の他のマシ

ンに対するウイルスチェックはでき

ない。だがLinuxマシンでSambaを動

作させ、Windowsマシンのファイル

サーバとして利用しているような

SOHO環境では、Linuxマシン上の共

有ディレクトリを定期的にウイルス

チェックするといった使い方でも、

かなり効果があるだろう。

もちろん、より厳密なウイルスチ

ェックが必要な場合や、大規模な環

境で管理コスト削減が求められる場

合には、製品版が有効である。SAV

for LinuxのInterCheckサーバは、一

般的なLinuxのデーモンとして機能す

るため、今までの管理の一環として

ウイルス管理ができる。たとえばロ

グ記録はsyslogを利用するし、また

ウイルス発見時には管理者にメール

で通知させることも可能だ（画面1）。

図1 スタンドアローン型InterCheckクライアントの動作 図2 ネットワーク型InterCheckクライアントの動作

InterCheck 
クライアント 

InterCheck 
クライアント 

SWEEP

SWEEP

クライアントマシン 

リモート 

ローカル 

検索 

転送 

照合 

照合 照合 

セントラル 
チェックサム 
ファイル 

チェックサム 
ファイル 

fll.xls

InterCheck 
クライアント 

クライアントマシン 

リモート 

ローカル 

照合 
チェックサム 
ファイル 

fll.xls

検索 

Linux／FreeBSD版を無償
で提供

サーバ Linux(Intel、Alpha)、FreeBSD、WindowsNT(Intel、Alpha)、NetWare、OS/2、
AS400、Solaris(SPARC、Intel)、ほか

クライアント Windows3.1、Windows95/98、WindowsNT Workstation、DOS、Macintosh、OS/2
表1 対応プラットフォーム

画面1 ウイルス発見の通知メール
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ぷらっとホームから、ミドルタワ

ーの本格サーバ向けマシン「Personal

Station DP500」（以下DP500）が発売

された。CPUにPentium III 500MHz

を2個搭載したデュアルプロセッサの

マシンで、メモリは256Mバイトを標

準搭載している。そのほかのハード

ウェアスペックは表1をご覧いただき

たい。

まず、ADAPTECのAHA-2940UW

というSCSIインターフェイスを標準

装備していて、ハードディスクとCD-

ROMがSCSIで接続されていることに

注目したい。

AHA-2940UWは、UltraWide SCSI

対応で、最大40Mバイト／秒の速度

でデータを転送できる。IDEインタ

ーフェイスでもUltra DMAいう規格

では、最大33Mバイト／秒や66Mバ

イト／秒でデータを転送できるが、

ドライブが対応しているだけでなく、

OS側のサポートも必要である。

LinuxはUltra DMAに対応してい

るが、最新のカーネル2.2 .xでも、

IDEのデフォルト設定がPIO転送にな

っているように、まだ完全に対応し

ているとはいえないようだ。そうい

う意味でも、よく使われている安価

なIDEではなく、SCSIインターフェ

イスのドライブを使用している点は

サーバ向きである。

ハードディスクはIBMのDDRS-

39130Wで、回転数が7200rpmと高速

のものを使用している。CD-ROMは、

PLEXTORのPX-40TWという40倍速

のドライブだ。CD-ROMドライブで

UltraWide SCSIに対応したものは珍

しい（写真3）。

電源部は、250Wの2重化したリダ

ンダント電源を使用しているため、

もし片方の電源が故障しても本体に

影響なく、通電中にホットスワップ

交換が行える。通常のATX電源と同

じサイズの場所にリダンダント電源

が入っているのには驚いてしまった

（写真4）。

なお、注文する際に必要に応じて、

CPUをPentium IIIの550MHzに、メ

モリは最大1Gバイトまで拡張するこ

とができる。そのほかにオプション

として、モニタ、UPS無停電電源装

サーバに最適なDual Pentium III搭載マシン

WebサーバやファイルサーバとしてLinuxを利用している人も多いだろう。ネットワークやクラ
イアントマシンの性能が上がってくると、サーバの能力不足を痛感する。Pentium III 500MHzを
2つ搭載した高速デュアルCPUマシンはそのような条件でも余裕をもって対応できる。

Personal Station DP500

製品名 Personal Station DP500
価格 39万8000円
問い合わせ先 ぷらっとホーム

03-3251-2600
http://www.plathome.co.jp/

高速、デュアルCPUの
サーバ向けマシン

写真1
ケ ー ス 内 部 の よ う す 。
Pentium IIIが２つ見える。ハ
ードディスクはUltraWide
SCSIの9Gバイトを搭載。

写真2
ケース背面パネル。電源部
のほかに背面パネルにもフ
ァンが取り付けられていて
CPUの冷却を助けている。



置、DATバックアップテープ装置、

Accelerated-X商用Xサーバソフトウ

ェアが用意されている。また、ケー

スはラックマウントタイプも用意さ

れている。

DP500ではオペレーティングシス

テムがオプションとなっているが、

Linuxのほかに、FreeBSD、Solaris、

Windows 95/98/NT、BeOSの中から

選 ぶ こ と が で き る 。 も っ と も 、

DP 5 0 0 はデュアル CPU なので、

Windows 95/98といったシングル

CPUにしか対応していないOSを使う

必然性はないだろう。

Linuxの場合は、Vine Linux 1.1CR、

TurboLinux日本語版4.0、Slackware

3.6J、日本語redhat Linux5.2、英語版

Red Hat Linux 5.2（あるいは6.0）と

いうように、ほとんどのディストリ

ビューションを選べる。

今 回 は 、 7 月 に 発 売 さ れ た

TurboLinux日本語版4.0を、プレイン

ストールしたDP500を試用した。

さて、DP500の簡単なベンチマー

クを行ってみた。CPUとハードディ

スクの性能を測るために、Linuxカー

ネルのコンパイル（make）時間を測

定した結果が表1だ。

TurboLinux日本語4.0のLinuxカー

ネルは、/usr/local/linuxディレクト

リに入っている。それを別の２つの

ディレクトリにコピーして、それぞ

れを別のコンソールからログインし

mak eした。また、Mak e f i l e の

“MAKE=make”行に、オプション

として-j3を付けて、2プロセス同時実

行によるmakeも測定した。

1台のコンソールの時は、2プロセ

ス同時実行の方が、1プロセスだけよ

りも1.8倍ほど速くmakeが終了する。

2台のコンソールの時は、オプション

の有無による違いはほとんどない。

そして、1台のコンソールで1プロセ

スの場合（片方のCPUが遊んでいる）

と比べて、わずか10秒ほど余計な時

間で、2つ分のmakeを終えている。

すなわち5％ほどのオーバーヘッドは

あるが、2人で2台のシステムを使っ

ているときと同様の仕事が行えると

いうことだ。

このテストは、DP500をプログラ

ム開発用サーバとして、複数のプロ

ジェクトを同時にコンパイルしたと

きを想定したものである。結果を見

ると、2人が同時に使ったとしても、

ほとんどパフォーマンスが落ちてい

ないのが分かる。

Webサーバやファイルサーバなど

で、複数の人がコンテンツを共有し

て扱う場合には、1台のシステムで済

ませたいが、性能の高いマシン、レ

スポンスの速いマシンが必要だ。そ

ういう用途にDP500のようなデュア

ルCPUマシンが向いているだろう。
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makeコマンド コンソール1 コンソール2
make 4分12秒 なし
make -j3 2プロセス同時 2分19秒 なし
make 4分21秒 4分21秒
make -j3 2プロセス同時 4分23秒 4分23秒

写真3
CD-ROMドライブは、一般的なATAPI（IDE）ではなくUltraWide
SCSIで接続される。

写真4
電源部は２重化されていて、もし片方が故障しても通
電状態のまま交換可能。

OSは自分で選ぶ

気になるデュアルCPUの
性能は？

表1 Linuxカーネル2.2.9のmake実行時間

CPU Pentium III 500MHz×2
メモリ 256MバイトSDRAM（PC/100）
マザーボード TYAN S1832DL Tiger100
ハードディスク 9Gバイト（UltraWide SCSI）
CD-ROM 40倍速 PLEXTOR PX-40TSi/UW（UltraWide SCSI）
フロッピードライブ 3.5インチ TEAC FD-235HG
ビデオカード Matrox Millennium G200 AGP 8Mバイト SGRAM
ネットワーク 10/100Mbps PCI DEX21140-AF
SCSI I/F ADAPTEC AHA-2940UW
キーボード 109日本語キーボード
マウス Logitech MouseMan（3ボタン）
ケース ミドルタワー SONGCHEER TQ-700RS
外形寸法 185（W）×480（H）×430（D）
電源 250W/ATX リダンダント
OS オプション
価格 39万8000円

Personal Station DP500のハードウェアスペック



HDE-WUIは、ホライズン・デジタル・
エンタープライズ（HDE）社が開発した、
Linux上で動作する、GUIによるサーバ管
理ツールである。HDE-WUIによって、ユ
ーザー管理やデータのバックアップ、
Web、POP、FTP等各種サーバ機能の起
動・停止といったサーバ管理者の日常業
務が、Webブラウザ上のグラフィカルな
環境で行えるようになる。
Linuxは、サーバOSとして、「安定」

「少ないリソースのマシンでも動く」とい
った特長を持つ。しかし、各種サーバプ
ログラムの設定や条件変更は、テキスト
の設定ファイルをエディタで修正しなが
ら行わなければならない。また設定ファ
イルの書式も、それぞれのサーバプログ
ラムで異なっている。そのため、Linuxサ
ーバの管理には、豊富な経験に裏打ちさ

れた高い技術力が必要であった。HDE-
WUIは、これら多岐にわたるLinuxサーバ
の管理を、統一されたGUI上で行うツー
ルである。
対応ディストリビューションは、Red

Hat Linux 5.X、 6.0、 TurboLinux 4.0、
Vine Linux 1.1である。

■インストールは容易

HDE-WUIは、機能別に分割された
RPMパッケージで提供されているため、
インストールはrpmコマンドを用いて、簡
単に行える。パッケージの構成を表1に示
した。wuiserverは、Apacheそのものであ
るが、HDE-WUI専用にポート番号6951を
使用する。その上でHDE-WUIの本体であ
るwuiが動作し、さらにその上で各モジュ
ールが動作している。セキュリティ保持

のために、HDE-WUIを用いるシステムは、
シャドウパスワード方式を使用しなけれ
ばならない。
HDE-WUIを起動し、Webブラウザで

http://ホスト名:6591/admin/にアクセス
し、認証に成功すると管理用メニューが
表示される。そこから「初期設定ウィザ
ード」を選択すると、サーバマシンに関
する初期設定が行える。画面1からも分か
るように、Windowsマシンと同じ感覚で
操作が可能だ。ヘルプが必要な項目には、
「？」アイコンが付いており、マウスカー
ソルをアイコン上に移動すると、説明が
表示される。
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表1:HDE-WUIの構成 画面2 ユーザーアカウントの管理

画面1 セットアップウイザードのネットワーク設定

Linuxマシンでネットワークサーバを立ち上げたいが、viを使いこな
して設定ファイルを変更できる管理者がいない。こういう場合でも、
HDE-WUIを使えば、Webブラウザで簡単にサーバの設定が可能だ。

Webブラウザで
Linuxの

システム管理を
簡単に！

HDE-WUIFree Products

wuiserver（Apache） 
 wui 
  wui-admin（管理者用パッケージのベース） 
   wui-accesslog Webサーバアクセスログ 
   wui-account  ユーザー管理 
   wui-backup バックアップ 
   wui-maintenance サーバの起動・停止、マシンの負荷チェックなど 
   wui-ml メーリングリスト管理 
   wui-network IPアドレス、ホスト名設定 
   wui-sysaccount 特殊ユーザー（root、bin等）管理 
   wui-syslog ログファイル閲覧 
   wui-wizard サーバ設定ウィザード 
  
  wui-service（サービスモジュールのベース） 
   wui-mod_atalk.init Netatalk（AppleTalkファイル共有）管理用モジュール 
   wui-mod_dhcpd DHCPサーバ管理用モジュール 
   wui-mod_ftp FTPサーバ管理用モジュール 
   wui-mod_httpd Webサーバ管理用モジュール 
   wui-mod_named ネームサーバ管理用モジュール 
   wui-mod_sendmail MTA管理用モジュール 
   wui-mod_smb Samba（Windowsファイル共有）管理用モジュール 
   wui-mod_tcpd アクセス制限設定用モジュール 
  
  wui-user（一般ユーザー用） 



■統一的管理が可能

初期設定が終わり、サーバ運用中に必
要な操作も、管理用メニューから行う。
新規ユーザーの登録を行うには、管理用
メニュー左端の「ユーザアカウント」を
クリックする（画面2）。同様に、「メンテ
ナンス」から負荷状態、ディスク、メモ
リの使用状況の確認（画面3）、「システム
アカウント」からrootなど特殊ユーザーの
パスワード変更（画面4）、「システムログ」
から/var/log以下にあるログファイルの閲
覧ができる（画面5）。各種サービスの設
定についても、現在の状態の確認や、始
動、停止、次回起動時にサービスを動作
させるかどうかの設定を、統一的に行う
ことができる（画面6）。
以上のようなサーバ管理業務以外にも、

インストールされているrpmパッケージの
リストアップ、各パッケージに含まれて
いる情報の確認、パッケージの削除も行
える（画面7）。
また一般ユーザー用パッケージ（wui-

user）をインストールしている場合、http:
//ホスト名:6591/user/にアクセスし、認

証に成功すると、画面8の一般ユーザー用
の画面が表示される。ここでは、パスワー
ドの変更とメールの転送先指定が行える。
Linuxに不慣れなユーザーを抱える管理者
にとっては、ありがたい機能である。
最近、HDE-WUIと同様の機能を持った
ソフトウェアが海外でいくつか発表され
ているが、HDE-WUIには日本語の分かり
やすいインストールマニュアルが提供され
ており、また画面表示も日本語であるた
め、導入・運用はスムーズに行えるであ
ろう。このような「簡単にネットワーク
サーバを立ち上げ、設定・管理はWebブ
ラウザで」という思想は、 L i n u x
magazine No.2で紹介したCobalt Qube2
のそれと非常に似通っている。いわば、
「ソフトウェアCobalt Qube」である。こ
ういった思想の製品が現れるのは、やは
りこの分野の需要が大きいためであろう。
インターネットサーバの管理に関して

は、Windows NTはGUIを使えるが、リ
モート管理が難しく、Linuxはリモート管
理が可能だが、テキストファイルを修正
しなければならなかった。しかしHDE-

WUIをLinuxと組み合わせることで、一般
的なWebブラウザのインターフェイスを
用いての、リモート管理が可能になった。
「Windows NTの管理者をしているので、
インターネットの理論的なことは分かる
のだが、viやEmacsに慣れてないから、
Linuxの管理はしたくない」というような
人々に対して、Linux導入の敷居を下げる
効果があるだろう。
HDE-WUIの正式版は、9月上旬より

Webサイト（http://www.hde-wui.com/）
から、無料でダウンロードできるように
なる予定である。今回はベータ版のHDE-
WUIをTurboLinux 4.0上で使用した。付
録CD-ROMに、記事で使用したHDE-
WUIを収録した。正式版とは一部異なる
可能性があることをお断りしておく。
HDE社は、HDE -WUIをフリーソフト

ウェアとして公開し、さらに時期は未定
だがオープンソース化も検討しているそ
うである。同社のオープンソース運動へ
の姿勢と、HDE -WUIの能力とがあいまっ
て、正式公開後には多くの支持を受ける
と思われる。

画面3 ディスク、メモリの使用状況 画面4 特殊なユーザーアカウントの管理 画面5 システムログの閲覧

画面6 ネットワークサービスの設定 画面7 rpmパッケージの管理 画面8 ユーザー用パスワード変更とメール転送の設定
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基調講演

Moloney氏の基調講演は、いくつか

のデモンストレーションを中心に進め

られた。「Google」（http://www.

google.com/）は新しいタイプの検索

エンジン。Yahoo!のようにキーワード

にマッチするリンクがたくさん出てく

るのではなく、キーワードに最もふさ

わしいと思われるページへ直接ジャン

プする「I'm feeling lucky」ボタンが

特徴。デモンストレーションでは、

「Simpsons」「yeah baby」「Linus」

などのキーワードで検索してみせた。

どんな検索結果になるかは、自分で試

してほしい。

このほか、X Window Systemでの

デュアルモニタサポート、MP3、16ノ

ードクラスタマシンを使ったCGレンダ

リング、クラスタ管理システムが披露

された。

最後のデモンストレーションには、

Intel社のAndrew Grove会長が登場

し、IA-64の性能をPR。IA-64で動作

するLinuxの応用例として高性能な

Webサーバの可能性を示した。デモン

ストレーションでは、Pentium Ⅲで

IA-64エミュレータを動作させ、その

上でLinux on IA-64を動作させたが、

結果的にわかりにくいものになってし

まった。

デモンストレーションにはVA LiNUX

Systems（http://www.valinux.com/）

がかなりの協力をしていたもようで、

何人かの技術者をデモンストレータと

して壇上にまで送り込んでおり、まる

でVA LiNUX Systemsの基調講演の

ようだったのも印象的だ。

動くモノがすべてを語る Sean Moloney （Intel Corp.上級副社長）

Intel社のAndrew Grove会長も登場してLinux on IA-64
をPR。

Intel社上級副社長Sean Moloney

8月9日～12日、“LinuxWor ld

Conference & Expo” が 、 米 San

JoseのSan Jone Convention Center

で開催された。このイベントは、

Linuxに関連のあるコンファレンス、

チュートリアル、およびLinux関連製

品やコミュニティの展示会からなる本

格的なトレードショーとなっている。

コンファレンスには、Linuxをはじめ

とするオープンソースソフトウェア開

発者のコアメンバーが集まり、会場に

は自由闊達な雰囲気がただよった。

展示会は、出展した企業やコミュニ

ティが158を数え、今年3月に同地で

開催された前回と比べて倍の広さに拡

大した。

以下、このイベントを訪れた日本オ

ラクルの宮原氏が、出席した基調講演

のようすと展示会場で目についたもの

をレポートする。

文・写真：宮原 徹
Text • Photo : Tohru Miyahara

Report
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まず最初に壇上に上がったVA

LiNUX SystemsのLarry Augustin氏

が会場に「この中でオープンソースソ

フトウェアにコントリビュートしたこ

とがある人は？」と問いかけると、数

十名の手が挙がった。立ち上がった彼

らに対して、会場から惜しみない拍手

が送 られた。 さらに「 この中 で

Microsoftのソフトウェアにコントリビ

ュートしたことがある人は？」と問い

かけると、失笑が漏れた。オープンソ

ースムーブメントを歓迎するこうした

雰囲気の中、Linus氏が招かれて登場

した。

Linus氏は技術的な話をするのが一

番エキサイティングだから、と切り出

して、まずカーネル2.2.11のリリースを

報告した。今回から管理がAlan Cox

氏に引き継がれ、「自分はうまくリリ

ースできるようにと祈っただけ」とお

どけて見せた。

Linus氏の目下の作業は次の安定バ

ージョンであるカーネル2.4であり、数

週間以内に仕様をリリース、4カ月後

の12月を目標にソフトウェアをリリー

スするもよう。カーネル2.0から2.2ま

でのリリース間隔よりかなり短期間だ

が、これは大幅な変更をしないで、安

定と高速化、2.2で積み残した課題に絞

ったためということであった。順調に

進めば、楽しみなクリスマスプレゼン

トになるだろう。

カーネル2.4で注目したいのは、USB

のサポート強化である。現在のPCはほ

とんどがUSBインターフェイスを備え

ており、ノートPCではUSBしかないも

のもある。当面サポートされるのは、

キーボードやマウス、カメラやスキャ

ナといった基本的な周辺機器のみだが、

いずれにせよ歓迎すべきことである。

続くQ&Aセッションでは、踏み込

んだ内容の質疑が数多くやり取りされ

た。「キーノートスピーチ」らしから

ぬ光景かもしれないが、これもまた、

ハッキング好きなオープンソースソフ

トウェアの雰囲気にはぴったりかもし

れない。
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パネルディスカッション いかにしてオープンソースソフトウェアを共同開発するか

VA LiNUX SystemsのLarry Augustin

社長をモデレーターに、Linux、Samba、

Apache、XFree86、FreeBSDなど有

力なオープンソースソフトウェアのコ

ア開発者が集まって、開発手法や考え

方をテーマにパネルディスカッション

が開催された。

「どのようにして複数のプログラマ

ーが開発を進めているのか」について、

Linus氏は「（結局のところ）お互いが

信頼しあって開発を進めている」と述

べた。前日の基調講演では「今までは

うまくいかなかったが、カーネル2.4で

は大勢の開発者による共同開発で混乱

をきたさないように、ソースコントロ

ールをきちんと行いたい」といったこ

とを発言していたが、それ以上に大切

な「気持ち」の問題を言い表していた

のではないだろうか。

L i n u s 氏を始め、S a m b a 、
Apache、XFree86、FreeBSDの
コア開発者が一同に会したパネ
ルディスカッション。

Free Software Foundation、コミュニティ賞を受賞

カーネル2.4はクリスマスプレゼント？ Linus Torvalds
技術的な話をす
るのが一番エキ
サイティングだ
から、と切り出
し た L i n u s
Torvalds氏。

最後に、コミュニティの貢献者に贈

られる「コミュニティ賞」が発表され

た。今回は、フリーウェアの先駆者で

あるFree Software Foundationが選

ばれた。 壇 上 に上 がった代 表 の

Richard Stallman氏は、いつものよう

にGNUの始まりとフリーソフトの意義

を語り始めたが、壇上ではしゃぎまわ

るLinus氏の子どもたちに毒気を抜か

れたか、話をほどほどに切り上げて賞

金の2万5000ドルを受け取った。

賞金2万5000ドルの特大の小切手を受け取るFree
Software FoundationのStallman氏（右端）。

LinuxWorld Conference & ExpoLinuxWorld Conference & Expo



Linux magazine October 199942

展示会場 Distribution

Corel

Corelブースでは、「Corel LINUX」（3月の発表時はCorel Desktop
Linux）がお目見え。親しみやすいGUIが特徴で（写真右上）、Qtで
作られたインストーラはWindowsと見紛うばかり。入力が必要なの
はユーザー名やIPアドレスなど4項目だけだ。起動後の操作環境も、
KDEをベースに環境設定用のコントロールセンターなどが追加さ
れ、WindowsユーザーならLinuxを知らなくてもすんなり使えそう。
当初はIntel版が提供され、その後NetWinder用にStrongARM対応
版がリリースされるという。
http://www.corel.com/

Caldera Systems

Caldera Systemsはさきごろ、SPARC版「Open
Linux」をリリースした。また、MCG（Motorola
Computer Group)、LINEO社（旧Caldera Thin Clients
社）と共同で組み込み系のLinuxソリューションを発表
しており、この分野のビジネスをリードすると目され
る。Motorolaとの関係から、当然PowerPCにも対応す
る と 思 わ れ 、 Open Linuxは 、 Intel、 SPARC、
PowerPCの多様なアーキテクチャに対応しそうだ。写
真は、ブースで催された現金つかみ取り。
http://www.calderasystems.com/

Red Hat Software

Red Hat Softwareブースでは、特に目を引く新しい展示
や発表はなく、株式公開ばかりが話題になった。Bob
Young氏を始めとする同社の幹部が会場を訪れることも
なく、記者会見も開かれなかった。これでは来場者に、
コミュニティを放ってマネーゲームに奔走しているかの
ような印象を与えかねないと思う。株価は加熱している
ようだが、かなり醒めた目で見られていたのではないか。
http://www.redhat.com/

TurboLinux

TurboLinuxは、クラスタサーバを中心に展示。日本語
版、中国版の「TurboLinux Workstation 4.0」も並ぶ
なか、英語版の展示が3.6だったのはなぜだろうか。
他社のソフトウェアにTurboLinux対応の記載があるも
のが増えてきており、前回と比べて確実に認知度が上
がっていると感じられた。
http://www.turbolinux.co.jp/

Stormix Technologies

Stormix Technologiesは、リリース前のまだ無名のディス
トリビューション「Strom Linux」を出展。開発はカナダ
で行われているが、コアメンバーに日本から池田篤司氏
が加わっている。ちょうどブースにいた同氏の説明を聞く
ことができた。Strom Linuxは、Debianパッケージを使用
し、インストーラにはGTKを使用、ターゲットはエンド
ユーザーだという。年内に英語版を出荷、日本語にもす
ぐに対応できるように現在開発中で、来年には日本語版
を出荷したいとのこと。
http://www.stormix.com/

（池田氏は日刊アスキーL inu xにコラムを掲載中：
http://www.ascii.co.jp/linux/）

SuSE

SuSEは、最新版の「SuSE Linux6.2」を展示。SuSEといえば、
ヨーロッパで普及しているディストリビューションの感がある
が、米国でも着々とパートナーを増やしているようだ。日本への
進出も伝えられているだけに、今後の動向に注目したい。
http://www.suse.com/
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展示会場 Hardware

VA LiNUX Systems

VA LiNUX Systemsは、社長のLarry Augustin氏が今回のイベントの実
行委員長を務め、会場に用意された来場者用のメール用端末（同社の
ローエンドマシン）すべてを提供している。展示ブースでは、ラックマ
ウント型のサーバ機も展示され、充実したラインナップぶりを見せた。
http://www.valinux.com

Compaq Computer

Compaq Computerは、Alpha、Intelアーキテクチャの幅広
いソリューションを展示していたが、特にEコマース向け
の高可用性、高パフォーマンスのサーバソリューションに
力を入れていた。この分野は買収したDECのAlphaマシン
の戦略と重なるが、今後Linuxが大きな位置を占めると推
測されるだけに、これからの動向が注目される。
http://www.compaq.com/

SGI

SGIは、O2などのグラフィックワークステーションで有
名だが、今回のイベントに合わせて企業向けLinuxサー
バを発表した。ファイルサーバ、インターネットサーバ、
データベースサーバなど、ローエンドからミドルレンジ
をターゲットにしたLinuxビジネスを展開することにな
りそうだ。
http://www.sgi.com/

Sun Microsystems

Sun Microsystemsは 、 SPARC用 の RedHat
Linux、 Caldere OpenLinuxを展示したほか、
LinuxとSolaris間のソースコード／バイナリ互換
性のデモンストレーションを行った。Linuxについ
ていえば、SPARC以上にJavaに興味があるのだ
が、今回はJavaに関する特別な発表や展示もなく、
少し残念だ。
http://www.sun.com/

PFU America

PFU Americaは、おなじみ「Happy Hacking Keyboard」の普及版HHK Liteを特価
59ドルで販売。インターフェイスはPS/2のみで、DIPスイッチによるキーアサイン
の変更などをサポートしている。このほか、CELL COMPUTING社のPCMCIAカー
ドと同サイズのマザーボードの展示もあって、こちらはオンボードでMMX Pentium
233MHzを搭載。これなら世界最小のクラスタマシンが作れそう。
http://www.pfuca.com/

Penguin Computing
Penguin Computingのマシンは「エンペラ
ー」「アデリー」「ロックホッパー」などペ
ンギンシリーズの製品名になっている。今
回は、AMDのAthlonを使った「キング」シ
リーズを発表した。会場では、会期中に発
表された最新CPU Athlon 650MHzを使っ
たLinuxシステムをデモンストレーションし
た（写真右）。AthlonのLevel2キャッシュは
最大8Mバイトで、IntelのXeonプロセッサ
より大容量だ。これがサーバでどの程度の
パフォーマンス差となるのか、大いに興味
を引かれる。
http://www.penguincomputing.com/

サイバネテック

日本から出展したサイバネテック社は、
小型L i n u xサーバ「Pa t h F i n d e r」
「PathExplorer」を出展。もともとNTP
サーバとして開発されただけあって、非
常にコンパクトで、プリンタサーバボッ
クスのような感じだ。
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TreLOS

TreLOSは、Linux上でWindowsを動作させる「Win4Lin」を出展。
VMwareと比べて、Windows95/98に特化している分、非常に高速である。
Windowsのファイルを直接Linuxのファイルシステムにインストールし、
シェルから「win &」と入力すると、Windowsが独立したウィンドウで起
動する。現在は英語版のみで、8月下旬からβ版を同社のサイトで配付、
9月末に50ドル程度で出荷の予定とのこと。日本語版の開発も検討中だ
が、発売時期や価格などは未定。
http://www.trelos.com/

IBM

IBMブースで目を引いたのは、マシンではなく、
Lotus Notes/Domino for LinuxのSneak Preview版だ
ろう。会期に合わせてインターネットで配付を開始し
たこともあり、かなりの来場者が関心を寄せていた。
現在はデータベースアクセス機能とORB機能がない
が、製品版では他のプラットホームと同様に実装され
る。サーバ用途のキラーアプリケーションとなり得る
だけに、製品版の早い出荷が期待される。
http://www.ibm.com/

Cygnus Solutions

Cygnus Solutionsは、GNUソフトウェアのソリューシ
ョンビジネスを提供している会社だが、今回は統合開発
環境「CODE FUSION」をリリースした。高速な
C/C++コンパイラとデバッガ、クラスブラウザなどが統
合されており、Oracleなどの開発にも利用されていると
のことであった。
http://www.cygnus.com/index.html

Applix

Applixは、オフィススイートの「Applixware」で知られるが、
今回注目されたのは統合開発環境「SHELF」。Metrowerksや
Cygnus Solutionsと違うのは、GUIデザイナーを備えている
こと。ウィンドウにボタンやテキストボックスなどを配置し、
それぞれのオブジェクトにCのコードを記述できるので、感覚
的にはVisualBasicに近い。3Com社のPalmとPCを連動させ
る「PalmDesktop for Linux」の開発にも使われ、かなり本格
的なソフト開発にも利用できるようだ。
http://www.applix.com/

AbiSource

AbiSourceは、オープンソースのワードプロセッサ
「AbiWord」の開発元である。今回はSourceGearとい
うスポンサーがつき、コミュニティスペースではなく
大きなブースを構えての出展となり、驚かされた。今
後、両者がどのような関係で提携していくのか詳細は
不明だが、オープンソース活動のひとつのモデルとし
て面白いと思う。AbiWordは最初からクロスプラット
フォームを意図し、ブースではiMacでも動作していた。
http://www.abisource.com/

Metrowerks

Metrowerksは、統合開発環境「Code Warrior」
をデモンストレーション。これまでのRedHat版に
加えて、SuSE版もリリースした。しかし、どち
らもGCCを利用するGNU版の展示だけで、同社
独自のコンパイラを組み入れたProfessional版が
なかったのは残念。
http://www.metrowerks.com/

展示会場 Software
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FreeBSDとWindows NTに関する11の
YESとNO。もちろん、NOばかりなのは
……。（FreeBSDのブースで）

あれ？　前回と同じ小人（GNOME）が
寄付を求めてますよ。（Free Software
Foundationのブースで）

ペンギン着ぐるみ其の弐。胸には「Good morning,
Mr.Gates. I'll be your server today!」のメッセージ。某
社のコピー「Where do you want to go today?」に対す
る答えになっている。（Penguin Computingブースで）

子豚さんが出迎えてくれるBRICK House社のブース。
なぜ子豚かというと、セキュリティ重視のWebサーバを
「三匹の子豚」の「レンガの家」になぞらえているので
した。

客寄せのロボット。どうやらどこかで操作している
らしいが、作りも動きもナイスな感じ。AIBOもいい
けど、こんなの1台欲しい？　（SGI社のブースで）

なんとも涼しげな筐体のマシンを発
見。エアブラシで南極のペンギンが
描かれている。売り物かと思ったら、
展示用の1点ものでした。残念。
（Alpha Computersブースで）

パネルディスカッションに「本物の」ペンギンが参加。白熱した議
論もしばし休みになるのでした。

前回は新型ビートルの抽選会を催したLinuxCare社だが、今回
はバン。残念ながら、応募資格が米国在住なのでした。（Linux
Careブースで）

場内を歩き回るペンギン着ぐる
み其の壱。なんだか見た目がア
ニメのペ○ペンに似てはいない
か？　（Sybaseのブースで）

展示会場 Amusement
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ディストリビューション

Caldera
OpenLinux 2.2の全貌

本国では死ぬほどメジャーなのに、日本ではナゼかウケ

ないミュージシャンは多い。そういう人が来日するとき

は、決まって「最後の大物」とか「玄人好みの実力」と

かいった言葉で形容されるものだ。そして、日本の

Linux界にもやってきたのだ、「最後の大物」が!! しか

も、ド派手なインストーラ、ビジュアルなデスクトップ

画面、わかりやすすぎる管理ツール、高機能アプリケー

ションの搭載で、ちっとも「玄人好み」じゃない。そう、

わかりやすくて、凄い機能満載なのだ。どうやら日本語

も通じるらしい。名前は「Caldera OpenLinux

2.2」。その実力のほどをとくとご覧いただきたい。

本国では死ぬほどメジャーなのに、日本ではナゼかウケ
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Caldera OpenLinux（ 以 下 、

OpenLinux）は、日本国内での知名度

はお世辞にも高いとはいえないが、米

国ではRed Hat Linuxに次ぐシェアを

持つといわれる人気ディストリビュー

ションである。さらに前バージョンの

OpenLinux 1.3が 、 米 Network

Computing Onlineの 「 1999 Well-

Connected Award」において、Sun

MicrosystemsのSolaris 7やNovellの

NetWare 5を抑えて「Best Network

Operating System」に選ばれるなど、

その評価は高い。OpenLinuxはどんな

ディストリビューションなのか？　ま

た、この人気の秘密は何か？　では、

この未知のディストリビューション、

OpenLinux 2.2が持つ実力の全貌を探

ってみよう。

OpenL i n uxは、米国Ca l d e r a

Opensystemsによって'95年10月より

開発・販売・サポートがなされている

Linuxディストリビューションで、日

本国内では、アミュレットが販売と日

本語環境のサポートを行っている。最

新バージョンは'99年4月にリリースさ

れた2.2で、 Linux kernel2.2と glibc

2.1、そして統合デスクトップ環境に

KDE1.1を採用している。また、パッ

ケージ管理方法にRPMを用いているた

め、Red Hat系と思われるかもしれな

いが、インストーラ、管理ツールなど

多くの独自性を持ったディストリビュ

ーションである。

■いち早いKernel 2.2とglibc 2.1のサ

ポート

Linux kernel 2.2がリリースされた

のは記憶に新しいところだ。本格的な

SMPのサポートなど、Linux kernel

2.2は多くの機能が実装された最新の安

定版カーネルである。Red Hat Linux

6.0のリリースによって初めてLinux

kernel 2.2に触れた読者も多いだろう。

しかし、実は最初にLinux kernel 2.2

を組み込んで製品リリースを行ったの

は、このOpenLinux 2.2であり、米国

での注目度も高かった。glibc 2.1につ

いても同様で、日本語ディストリビュ

ーションの多くが、アプリケーション

などの日本語環境の互換性などの理由

から glibc 2.0を利 用 しているが、

OpenLinuxはいち早くglibc 2.1をサポ

ートしている。

■一貫したKDEのサポート

現在では、KDEを標準のデスクトッ

プ環境としてサポートしているディス

トリビューションは少なくない。しか

し、ほんの1年前は、SuSE Linux

（欧州で人気の高いディストリビュー

ション）とLinuxPPC、そしてこの

OpenLinuxくらいしかKDEをサポー

トしているディストリビューションは

なかった。このような一貫したKDEサ

ポートの経験により、KDEインターフ

ェイスはOpenLinuxの中で自然になじ

んだ環境となっている。

■美しく、使いやすさを追求したインス

トーラ

今回、OpenLinuxを評価してみて最

も驚かされたのが、「LIZARD」と呼

ばれるインストーラである。詳細につ

いては、次ページからの紹介記事を参

照してほしいが、GUIツールキットと

してQtを利用したこのインストーラは

とにかく美しく、簡単なのだ。これま

で持っていたLinuxインストーラへの

イメージをまったく覆してしまうほど

の出来で、Windowsアプリケーション

とも引けをとらない。また、Windows

ユ ー ザ ー が 同 じ デ ィ ス ク 内 に

OpenLinuxをインストールすることを

考慮して、 P a r t i t i o n M a g i c や

BootMagic（いずれも機能限定版）を

同梱するなど、さまざまな工夫がなさ

れている。

■独自のGUI管理ツールを搭載

OpenLinuxは、管理ツールとして独

自のGUIツール「COAS」を利用する

ようになっている。このCOASは複数

のモジュールからなる管理ツールの総

称で、管理に必要な機能の多くをGUI

ベースで設定することができるように

なっている。

では、これらの特徴の中でも特に

OpenLinux独自の部分を中心に次ペー

ジから紹介していこう。

Caldera OpenLinuxとは？

写真　Caldera OpenLinux 2.2

価格：9,800円
販売代理店：アミュレット（http://www.amulet.co.jp/）

What's OpenLinux 2.2?
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ディストリビューションの評価にお

いて、インストーラの占める割合は大

きい。魅力的なアプリケーションパッ

ケージや初期設定の豊富さなどももち

ろん重要な要素だが、それらはユーザ

ーの好みなど主観的な部分が大きい。

何といっても、（バージョンの違いこ

そあれ）同一のカーネルを使い、動か

しているアプリケーションの多くが

GNUツールという現状では大きな差は

生まれにくい。依然として、Linuxの

壁はインストールなのである。では、

このOpenLinuxのインストーラはどう

だろうか？

前バージョンまでのインストーラ

「 LISA」（ Linux Installation &

System Administrator）から一新さ

れたインストーラ、「L I ZARD」

（LInux wiZARD）はOpenLinux 2.2

の目玉といえる強力なインストーラで

ある（LIZARDが起動しない環境用に

LISAも利用可能）。LIZARDの特徴は、

端的にいえば次の2つに絞れるだろう。

■Qtを用いた美しい画面

まずは、画面1を見てほしい。これ

は、Xの設定が終わってからのインス

トール画面ではなく、ブート直後から

このようなグラフィカルな画面でイン

ストールが行なえるのである。これは、

KDEで利用されていることで有名な

GUIツールキット「Qt」を利用したも

ので、起動時のアニメーションも含め

てかなり美しい出来である。これは、

カーネルが読み込まれるまでは、専用

のグラフィック描画ルーチンを用いて

画面を作り、カーネルがロードされた

あとは、XのVGAサーバーを利用して

Qtを呼び出していると予想される。

■設定項目を極力減らし、簡単インスト

ール

ビジュアル要素に加えて、初心者が

インストールにつまずかないようにす

るため、ユーザーの入力項目を極力減

らしている。入力が必要な項目で主な

ものは、次のとおりである。

・ディスクのパーティション設定

・キーボード設定

・ディスプレイ設定

・rootのパスワード設定

・一般ユーザー登録

・ネットワーク設定

これらのうち、キーボード設定や

rootのパスワード設定などは知識を要

求されるものではないし、ネットワー

ク設定もDHCPを利用できる環境なら

難しくはない。したがって、多少の知

識が要求されるのはパーティション設

定（画面2）くらいで、悩むところは

ほとんどない。

以上がLIZARDの主な特徴だが、ハ

ードウェア検出などインストーラに求

められる機能は全て備えている。おそ

らく足りない機能は日本語表示くらい

ではないだろうか（英語のほかに、ド

イツ語、フランス語、イタリア語をサ

ポートしている）。このあたりは今後

に期待したいところだ。もっとも、

GUIで直観的に操作できるため、一度

Linuxのインストール経験のある人な

ら、英語表示であってもさほど戸惑う

ことなくインストールできるだろう。

驚異のインストーラ「LIZARD」

画面1 起動時から立ち上がるグラフィカルなインストーラ 画面2 パーティション設定画面

美＋易＝「LIZARD」
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■工夫されたインストール待ち時間

LIZARDでは、インストールの待ち

時間にテトリス風のゲームをやって時

間をつぶすことができる（画面3）。あ

まり魅力を感じない人もいるかもしれ

ないが、こんな細かいところまで配慮

されているのはうれしい。何よりもこ

ういった配慮こそがこれまでのLinux

に欠けていた部分だろう。

OpenLinuxはビジネス利用を強く打

ち出したディストリビューションで、

現在のビジネス環境で多くのシェアを

持つWindowsとの共存についてもよく

考 慮 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、

Windowsアプリケーションのような感

覚でOpenLinuxをインストールできる

のだ。

WindowsマシンのCD-ROMドライ

ブ に Install CD-ROMを 入 れ る と 、

AutoRun機能により画面4のインスト

ール画面が起動する。ここから、

PowerQuest（http://www.power

quest.com/）が開発したディスク管理

ツール「PartitionMagic」の機能限定

版がインストールされ、Windowsが使

用しているFAT16やFAT32領域から、

GUI操作でLinuxが利用するext2領域

を作り出すことができる。ext2領域が

できてしまえば、あとは通常のインス

トールと同様の手順で、OpenLinuxを

新しく作り出したext2領域へインスト

ールできる。

なお、WindowsとOpenLinuxの起

動の切り替えは、Windowsからのイン

ストール手順の最後にインストールさ

れるPowerQuestのブートセレクタ

「BootMagic」（機能限定版）によって

行う。

さて、ここまでLIZARDの利点を説

明してきた。では、LIZARDには問題

点はまったくないのだろうか？　結論

からいうといくつかある。今回の評価

中に感じた不便なところをいくつか次

に列挙してみよう。

■日本語表示ができない

LIZARDは、日本語表示の機能を持

っていない。これは、海外のディスト

リビューションなので仕方のないことか

もしれない。しかし、LIZARDは多国

語対応のインストーラで、ベースとな

っているQt2.0もマルチバイト対応なの

で、実装はそれほど難しくないはずだ。

日本語表示の機能はぜひともほしい。

■LILOをどこに書き込むかわからない

LIZARDではLILOをどこに書き込

むか質問してこない。これは、ディス

クに関する知識がない人には難しい質

問であり、怖い作業でもあるので、こ

のあたりを考慮しなくてもいいように

という初心者向けの配慮なのだろう。

しかし、1台のハードディスクに複

数ディストリビューションをインスト

ールして、ブートセレクタなどでOSを

切り替えている人には、この指定がな

いとかえって不安になる。しかも、緊

急ディスクも作成しないので、場合に

よっては、インストール後により複雑

な作業を強いられることもあるだろう。

どうやらLinuxパーティションの先頭

セクタに書き込まれるようだが、この

あたりはオプションで選べるようにし

てほしいところだ。ただし、Windows

と共存するインストールを行ったとき

は、BootMagicがMBRにインストー

ルされるので問題はない。

■やはり重い

インストール時間が長く、重い感じ

がするのは否めない。ただ、このよう

な人のために前バージョンまでのイン

ストーラ「LISA」も残されている。

古いマシンにインストールするときな

どは、一度考慮してもいいだろう。

画面3 インストールの待ち時間にできるゲーム 画面4 Windowsからの自動起動

Windowsからの
インストールも考慮

LIZARDの課題は？
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OpenLinuxのインストーラLIZARD

がいかに今までのLinuxインストーラ

の常識を覆すものかは前節で述べたと

おりである。当然ながら、ユーザーの

使いやすさを追及した設計思想は、イ

ンストール後の使い勝手の中にもいた

るところに反映されている。

具体的には、一般ユーザーにはKDE

1.1、管理者にはGUIベースの管理ツー

ル「COAS」が提供されており、旧来

のLinuxの作法に不慣れなユーザーで

も戸惑わずに利用できるようになって

いる。

ここでは、このKDEとCOASについ

て触れる。なお、KDEについては、す

でにLinux magazine No.2の32ページ

からの特集「KDE vs. GNOME」で

詳しく解説したので、ここでは概略だ

けを示す。

KDE（the K Desktop Environment）

は、GUIツールキットとして「Qt」を

採用した統合デスクトップ環境で、

OpenLinux以外にも欧州で人気の高い

ディストリビューション「SuSE

Linux」などにも標準のデスクトップ

環境として採用されている。

最近では、「Red Hat Linux 6.0」や

「TurboLinux 日本語版4.0」といった

最新ディリビューションでも採用され

るなど、KDEは人気が高まりつつある

が、OpenLinuxは以前のバージョンか

らKDEを標準採用しており、システム

との一体感も高い。

今回紹介するOpenLinux 2.2の搭載

されているのはKDE 1.1（後述の「か

ぼす」をインストールするとKDE

1.1.1となる）で、次のような特徴を持

っている。

■Windowsライクなインターフェイス

画面5を一見してわかるとおり、ス

タートメニューのようなメニューから

アプリケーションを起動するところや

画面下のパネルは、かなりWindowsを

意識した作りとなっている。

さらに、システム設定を行うツール

「Control Center」も、壁紙の変更方

法などWindowsと酷似している。

Windowsユーザーなら、おそらくすぐ

に使いこなせるはずである。

■テーマウィザードによるLook & Feel

の変更

OpenLinuxでは、各ユーザーの初回

ログイン時に「The KDE Wizard」

が自動的に起動され、ここからテーマ

選択やアイコン設定などが行えるよう

になっている（ KDE メニューの

［ Utilities］ -［ KDE Configuration

Wizard］を実行しても起動する）。こ

こから選択できるテーマには、KDE標

準テーマのほか、Windowsテーマ、

MacOSテーマ（画面6）、BeOSテーマ

使いやすさを追求したデスクトップ環境

画面5 OpenLinuxのデスクトップ「KDE」ログイン画面（root） 画面6 MacOS風のデスクトップ

画面7 KDM

直観的なインターフェイス
「KDE」
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の4つから選択できる。ただし、お世

辞にも似ているとはいいがたい。これ

は、KDEのテーマ設定がタイトルバー

やデスクトップの背景の配色程度しか

変更できないためである（GNOMEは

GUIツールキットレベルでテーマに対

応している）。なお、テーマについて

の詳細は、http://kde.themes.org/を

参照してほしい。

■KDMの採用

OpenLinuxは、標準でグラフィカル

ログインを採用している。このログイ

ン画面もXDMではなく、KDEによっ

て提供されるXDMの代替モジュール

「KDM」（画面7）を利用しており、美

しいログイン画面が現れる。

OpenLinuxは、管理ツールもGUIベ

ースのものを提供し、クライアントだ

けでなく管理者にも使い勝手の向上を

図るような配慮がなされている。これ

は 、「 COAS」（ Caldera Open

Administration System）と呼ばれる

もので、表1に示したような管理機能

を提供してくれるGUIモジュール群で、

米国で人気の高いスクリプト言語

「Python」で記述されている。COAS

は、機能ごとのモジュールに分かれて

おり、linuxconfのような統合的なコン

テナ環境がないため、必要な設定ごと

に対応するモジュールを起動して利用

する（画面8）。COASを起動するには、

画面9のようにKDEのメニューから必

要なモジュールを選んで、起動すれば

よい。

さらに、Webブラウザからのアクセ

スも行なえるようだ。

ただし、COASはいろいろ便利な面

を持つことも確かだが、やはりそれぞ

れのモジュールをメニューから選ばな

いといけないのは面倒である（しかも、

1つ起動するごとにダイアログボックス

が開き、［OK］ボタンを押さないとい

けない）。さらに、このようなGUI管理

ツールは最近のディストリビューショ

ンには付属していることが多く、この

COASもそれらと比べて特別に使いや

すいというわけではない。
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画面9 KDEメニューからCOASを起動する

ネットワーク管理
TCP/IP（NIS、リゾルバ）
イーサネットインターフェイス
メール転送

デバイス管理
キーボード
マウス
プリンタ

システム管理
アカウント
デーモン
ファイルシステム
ホスト名
リソース情報
日付／時刻／タイムゾーン

カーネル設定

ソフトウェアインストール

表1 COASが持つ管理モジュール

画面8 GUI管理モジュール「COAS」

GUI管理ツール群「COAS」



商用版OpenLinuxには、いくつかの

商用アプリケーションが付属している。

dosemu上で動作するDR-DOSやLinux

magazine No.3の195ページで紹介し

た多機能バックアップツール「BRU」

などが同梱されているが、ここでは目

玉ともいえる「WordPerfect 8」と

「StarOffice 5.0」の2つについて紹介

する。

Word Perfectは、Corel（ http://

www.corel.com）によって開発／販売

されているワープロである。

Linuxでは、Microsoft Wordや一

太郎のようなWindowsのワープロに匹

敵する機能を持ったものは、まだ出て

いない（TurboLinux 4.0に同梱され

ている「一太郎Ark」も、機能は少な

くHTMLエディタといったほうが近

い）。その点、Windows用のWord

Perfectとデータ互換で、機能もほと

んど変わりのない、このWord Perfect

はLinuxとしては画期的なアプリケー

ションといえよう（画面10）。

StarOfficeは、Star Division（http:

//www.stardivision.com/）が開発し

たアプリケーションスイートで、表2

に示すような機能を持っている。画面

11を見ればわかるように、かなり

Microsoft Officeを意識したアプリケ

ーション構成となっている。さらにイ

ンターフェイスもツールバーの構成な

どまでもMicrosoft Office酷似してい

る。

ただ、Microsoft Officeと異なり、

各アプリケーションを個別に起動する

のではなく、各アプリケーションは

「StarDesktop 5.0」と呼ばれるコンテ

ナアプリケーション上で起動するよう

な仕様となっている。これは、ある目

的のドキュメントを作成しようとする

と、それに応じたアプリケーションが

呼ばれるようになっており、ユーザー

がアプリケーションの役割をあまり意

識せずに、ドキュメント中心にデータ

作成できるように配慮した結果だろ

う。感覚的には、Microsoft Office95

に同梱されていた［バインダー］機能

に近い。

上記の商用アプリケーションは、か

なり有用なアプリケーションで、使え

るビジネスアプリケーションが少ない

といわれるLinuxに大きな恩恵をもた

らしてくれるだろう。しかし、肝心の

日本語が使えないのだ（後述の「かぼ

す」をインストールしても同様）。そ

のため、これらの高機能な商用アプリ

ケーションも、おそらく日本ではあま

り利用価値はない。これは、今後に期

待するしかない。
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同梱の商用アプリケーション

画面10 ワープロアプリケ
ーション「WordPerfect 8」

画面11 アプリケーショ
ンスイート「StarOffice
5.0」

モジュール名 機能
StarDesktop 5.0 各アプリケーションを統合す

るワークスペースコンテナ
StarWriter 5.0 ワードプロセッサ
StarCalc 5.0 表計算アプリケーション
StarImpress 5.0 プレゼンテーションツール
StarDraw 5.0 ドローアプリケーション
StarBase 5.0 データ管理ツール
StarMail 5.0 電子メールクライアント
StarDiscussion 5.0 NetNewsクライアント
StarChart 5.0 グラフ作成ツール
StarImage 5.0 イメージエディタ
StarMath 5.0 数式作成ツール
StarSchedule 5.0 スケジュール管理ツール

表2 StarOffice 5.0で動作するモジュール群

Word Perfect 8

StarOffice 5.0

しかし…
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ここまで紹介してきたように、

OpenLinuxは非常に高機能なディスト

リビューションなのだが、国産ディス

トリビューションではないため、日本

語環境の取り扱いが気になるところだ

ろう。これは、次に紹介する日本語化

ツールによって対応がなされている。

■日本語化キット「かぼす」

日本語環境については、国内で販売

代理を行うアミュレット（http ://

www.amulet.co.jp）が、Open Linux

に日本語環境を構築する追加パッケー

ジ集「かぼす」を作成しており、これ

をインストールすることにより、画面

12のように日本語の入力／表示が可能

となる（本誌付録CD-ROM Disk2に

収録）。なお、「かぼす」のインストー

ルで実現できる詳細な項目は表3のと

おりである。この「かぼす」は、

「OpenLinux 2.2 英語版」パッケージ

に無償で添付されている。また、FTP

サイトでも公開されている（ftp://ftp.

amulet.co.jp/pub/kabosu/）。

■「かぼす」のインストール

「かぼす」は日本語化RPMバイナ

リの集まりなので、rpmコマンドを使

って個々にインストールすることも可

能だが、対話的なインターフェイスを

持ったインストーラ（シェルスクリプ

ト）が用意されているので、特に理由

がない限りは、このインストーラを利

用することをお勧めする。たとえば、

本誌付録CD-ROM Disk2を利用して

インストールするなら、CD-ROMをド

ライブにセットして、

$su -

Passward

# mount /mnt/cdrom

# cd /mnt/cdrom/KABOSU

# sh ./setup

とする。あとは、表示された説明にし

たがって、リターンキーを押していく

だけでよい（画面13）。

［重要］

この「かぼす」をインストールする

と、StarOffice 5.0が起動しなくなる

という現象が編集部にて発見されまし

た。「かぼす」開発元のアミュレット

では原因を調査中です。インストール

する際は、この点を了解のうえ、自己

責任においてインストールを行ってく

ださい。

■日本語マニュアル

OpenLinuxには日本語マニュアルが

存在しない。ただし、「かぼす」をイ

ンストールすれば、「OpenLinux 2.2

英語版」パッケージ同梱の英文マニュ

アル「GETTING STARTED GUIDE」

の日本語訳が付属（HTML形式） し

ているし、http : //www.amu le t .

co.jp/caldera/colman/index.htmlでも

日本語訳の一部（Part1～2）が公開さ

れている。
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日本語環境への対応

画面13 「かぼす」の
インストール画面

画面12 日本語化され
たOpenLinuxのデスク
トップ環境

統合デスクトップ環境「KDE」の日本語化
日本語FEP「Canna」によるかな漢字変換入力
エディタ「XEmacs」での日本語利用
「X-TT版フォントサーバ」による日本語
TrueTypeフォントの利用
「PPxP」による簡単かつ高速なダイアルアップ接続
「pTeX/pLaTeX」による組版
「GhostScript」経由による印刷
日本語のターミナルやコードコンバータなどの
利用が可能
「OpenLinux 2.2 英語版」パッケージ同梱の英文
マニュアル「GETTING STARTED GUIDE」の
日本語訳が付属（HTML形式）

表3 「かぼす」によって実現される日本語化機能



ビジネス分野での使用を強く意識し

ているOpenLinuxは、サポートやトレ

ーニングなどにも積極的に取り組んで

いる。

■サポート

OpenLinuxは 、 Caldera Systems

にユーザー登録を行ってから90日間、

もしくは5件までのインストールサポー

トが行われている。

また、Support Knowledge Base

（http://support.calderasystems.com/

）で、FAQを検索することもできる。

■トレーニング

さらに、管理者や開発者向けに豊富

なトレーニングコースを設けている。

詳細については、h t t p : / /www .

calderasystems.com/education/cours

es/を参照してほしい。

これらの豊富なサポートやトレーニ

ングコースも残念ながら英語しか利用

することができない。当面は、販売元

のアミュレットが提供しているLinux

セミナーやメーリングリストを利用す

るしかできない（詳細については、

http://www.amulet.co.jp/caldera/su

pport.htmlを参照してほしい）。

このあたりは、国産ディストリビュ

ーションに比べると大きく劣っている

と い わ ざ る を 得 な い と こ ろ だ 。

OpenLinuxが日本で普及していくため

には不可欠な要素には違いないので、

今後のサポートの充実に期待したい。
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サポート環境＆Specification

Caldera OpenLinux
PC/AT互換機

Caldera Systems, Inc.
2.2.5

Red Hat Linux

2.2.5
glibc2.1※1

3.3.3.1
△※2

△※3

×
△(PCIカード＋一部のISAカード)

rpm
○

○（COAS）
○（COAS）

○（kpackage）
○（control center）
×／○（COAS）

○
○/KDE 1.1※4

http://www.calderasystems.com/
－

OpenLinux 2.2 英語版ボックス
（販売元：アミュレット、9,800円）

※1 「かぼす」インストール後はglibc2.1.1+localedata-ja
※2 「かぼす」をインストールすることにより可能
※3 「かぼす」に収録
※4 「かぼす」をインストールするとKDE 1.1.1となる

ディストリビューション名
対応ハードウェア
開発元
最新バージョン
ベースディストリビューション
収録ソフトウェア
カーネルバージョン
libc（glibc）バージョン
XFree86バージョン
日本語対応アプリケーション
X-TT
インストーラ
日本語表示
ハードウェアの自動識別
パッケージ方式
パッケージ形式
依存関係チェック
設定ツール（GUI）
ユーザー管理
ネットワーク管理
パッケージ管理
デスクトップ環境
ランレベル／実行サービス
標準設定ファイルの有無
bash
X／標準ウィンドウマネージャ
入手方法など
オフィシャルサイト
ミラーサイト（日本）
販売CD-ROM

備考

そのほか

画面14 Support Knowledge Base

画面15 Calderaが提供するトレーニングコース

■Specification
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OpenLinuxは、人気のある米国とは

異なり、日本では知名度、シェアとも

に低迷していた。紹介記事では触れな

かったが、OpenLinuxにはNetWare

クライアントの機能がある（バインダ

リ、NDSの両接続に対応）。これが、

米国では大きなメリットとなったが、

NetWareの普及率があまり高くなかっ

た日本では、これはたいした利点とは

いえなかったということも一因として

あるだろう。

また、前バージョンのOpenLinux

1.3に対応した日本語追加キット「ゆ

ず」を販売元のアミュレットが作るま

で、日本語化は個人が行わなければな

らなかったことも普及を妨げていた。

前バージョン対応の「ゆず」、そし

てOpenLinux 2.2に対応した日本語追

加キット「かぼす」の登場によって状

況はある程度改善されている。

さらに、OpenLinux 2.2を利用した

ソリューションサービスが、ネオナジ

ー（http://www.neonagy.com/）に

よって提供されている（画面16）。

OpenLinuxや各種アプリケーションの

インストールからインターネットサー

バーの構築やネットワーク導入支援と

いった「ネットワーク導入サービス」、

PostgreSQLを用いたシステム開発お

よびメンテナンスを行う「データベー

ス開発サービス」、障害発生の開発支

援やシステム保守を行う「サポート保

守サービス」といった3つのコースが

設けられている。このようなソリュー

ションベンダーの登場は、ユーザーに

対する安心感を与え、OpenLinux普及

への好材料となるだろう。

あとは、インストーラ、アプリケー

ション、サポート、トレーニングなど

の日本語対応が強く望まれるところだ

が、60ページからのRansom Love氏

のインタビューにもあるとおり、開発

元のCaldera Systemsも日本市場にも

強い関心を持っており、日本市場参入

へ向けていろいろな動きを見せている。

ディストリビューションの日本語対応

はもとより、日本語によるサポートや

トレーニングなども、そう遠くないう

ちに実現しそうである。

OpenLinux 2.2は、VineLinuxなど

と比べると日本語への対応度について

は及ぶべくもないが、インストーラの

出来などは新しいディストリビューシ

ョンの時代が近いことを感じさせる。

折りしも、先日開催されたLinux

World Conferenc & Expoで参考出展

された、Co r e l（ h t t p : / / l i n u x .

corel.com/）のコンシューマー向けデ

ィストリビューション「Corel LINUX」

（画面17）は、GNU/Debian Linuxを

ベースとしているものの、KDE採用や

Qtを採用したグラフィカルで簡単なイ

ンストーラという点がOpenLinuxと同

様であり、グラフィカルなインストー

ラが今後の大きな流れになっていきそ

うである。
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OpenLinuxの普及と可能性

画面17 Corel LINUX（http://linux.corel.com/linuxproducts_distribution.htm）画面16 ネオナジー（http://www.neonagy.com/index-j.html）

これまでのOpenLinux

国内普及に向けて

ディストリビューションの
新潮流
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言語の選択

インストール時の言語を選択します。日本語はありませんので、「English」

のままでよいでしょう。この画面でマウスを動かすと、自動的にマウスの種

類が識別されますので、「Next>>」ボタンを押してください。もしマウスが

自動で識別されず、マウスカーソルが動かない場合は、タブキーを押して

「Next>>」ボタンにフォーカスを移動し、リターンキーを押してください。

ここでは、本誌付属CD-ROM Disk1

に収録されているOpenLinux 2.2のイ

ンストール方法を説明します。なお、

このOpenLinuxは英語版であり、基本

的に日本語環境を考慮しておりませ

ん。あらかじめご注意ください。

インストールは、CD-ROMからのブ

ートで開始されますが、CD-ROMブー

トが利用できない場合は、次の手順で

インストールを始める前にブートディ

スクを作成する必要があります。

Windows環境の場合、次の手順のと

おりです。

1.フロッピーディスクドライブに初期

化済みのフロッピーディスクを挿入す

る。

2.CD-ROMをドライブに挿入して、

Auto Runで起動するインストール画

面 か ら 、「 Install Products」 －

「 Create Floppy Install Diskettes」

を選択する。

3.さ ら に 「 Create Lizard Install

diskette」を選択する。

4.「Enter destination drive:」の質問

に、フロッピーディスクを挿入したド

ライブ（通常はA）を入力し、ディス

クの作成を開始します。

これで、インストールディスクが作

成されました。また、インストール作

業中にモジュールディスクの挿入を求

められることがあります。その際は、

上 記 手 順 の 3.で 「 Create Lizard

Modules diskette」を選択し、同様の

手順でモジュールディスクを作成して

ください。

また、CD-ROMのcol/ launch/

floppyディレクトリにあるinstall.bat

（インストールディスク）やmodules.

bat（モジュールディスク）を実行し

ても作成できます。

なお、既存のLinux環境では、CD-

R O M を マ ウ ン ト し て か ら 、

col/launch/floppyディレクトリに移

り、それぞれ次のコマンドを実行して

ください。

$ dd if=install.144 of=/dev/fd0 

$ dd if=modules.144 of=/dev/fd0

さあ、次世代のインストーラ、

LIZARDを堪能してください!!

付録CD-ROM収録!!
Caldera OpenLinux 2.2のインストール

Windowsからのブートディスクの作成

LIZARD Start!
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インストールするディスクの指定

インストールするディスクとパーティションを設定します。ディスクに以前

作成したL i n u x用のパーティションがある場合は、「Prepa r e d

Partition(s)」が自動的に選択されます。新たにLinux用パーティションと

スワップパーティションを作成したい場合は、「Custom (Expert only!)」

を選択します。なお、ハードディスク全体をLinuxで使用する際は「Entire

Harddisk」を選択します。

マウスの設定

前の画面でマウスが正しく認識されなかった場合は、キーボードのタブキ

ーとカーソルキーを用いて、マウスの種類を選択します。

パーティションのフォーマット

Linux用のパーティション（Root Partition）をフォーマットします。

Root Partitionを選択し、「Format chosen partitions」ボタンを押しま

す。

パーティションの作成

ディスク1台につき、4つの領域が表示されます。拡張パーティションがあ

る場合は、論理ディスクも表示されています。パーティションを選択して

「Edit」ボタンを押すと、ダイアログが表示されるので、各種条件を設定しま

す。Linux用のパーティションは、System typeを「Linux」、Mount

Pointを「／」にして、bootableにチェックを入れてください。スワップパ

ーティションは、System typeを「Swap」にしてください。

設定後「Write」ボタンを押して、パーティション情報を書き込みます。

ただし、以前作成したパーティションの条件（サイズなど）を変更している

場合、そのパーティションの中身は消えてしまいます。本当に消してもかま

わないパーティションなのか、十分に確認してください。
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rootユーザーのパスワードの設定

rootユーザーのパスワードを設定します。Root Password欄に入力後、

Confirm Spelling欄に再度同じパスワードを入力します。

画面モードの設定

画面の解像度、色数、リフレッシュレートを設定します。使用可能なモー

ドが表示されていますので、使用したいモードを選んでください。モードを

選択後、「Test this mode」ボタンを押すことで、実際にそのモードで表示

できるかどうか、確認できます。

ディスプレイの設定

使用するディスプレイを設定します。リスト内に自分のディスプレイがあ

れば、それを指定します。見つからない場合は、「Typical monitors」から

指定します。水平・垂直周波数の同期範囲は、モニターの説明書などで確認

してください。

ビデオカードの設定

使用するビデオカードを設定します。すでにCard Type欄に正しい名前が

表示されている場合は、そのまま次の画面に進みます。VGA/SVGA

compatibleと表示されている場合は、左端の「Probe」ボタンを押して、

ビデオカードの検出を行います。

インストールするパッケージの指定

インストールするパッケージを指定します。選択肢は、上から「最小限」、

「お勧め」、「お勧め＋商用製品」、「全部」の4種類です。ここでインストール

しなかったソフトウェアも、あとで追加インストールできるので、あまり深く

考える必要はありません。

「Next>>」ボタンを押すと、ファイルのコピーが始まります。これ以降

の設定作業中、バックグラウンドでコピーが行われています。
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ユーザー名の設定

マシンを使用するユーザー名を設定します。本名、ログイン名を入力し、

ルートと同様にパスワードを入力します。シェルは特に好みがなければ、デ

フォルトのbashのままでかまわないでしょう。「Add User」ボタンを押す

と、登録され、下のリストに表示されます。2人以上のユーザー名を設定し

たい場合は、本名の入力から繰り返します。

この画面では、最低1人のユーザー名を設定しないと、「Next>>」ボタン

が押せないようになっています。

インストール終了まで

ファイルコピー中は「Finish」ボタンが押せませんが、インストールが終

わると、「Finish」ボタンが押せるようになります。

インストール終了まで、テトリスライクな落ちゲーで遊べますが、夢中に

なりすぎると、インストール終了に気がつかないことがありますので注意し

て下さい。

タイムゾーンの設定

リストから「Asia/Tokyo」を選択するか、世界地図上で東京付近をクリ

ックして、タイムゾーンを設定します。下のラジオボタンは、「Hardware

clock runs in local time」に設定します。

ネットワークの設定

ネットワーク関係の各種設定を行います。ネットワークシステムに応じて、

「No ethernet」、「Ethernet configured using DHCP」、「Ethernet

configured statically」を選択します。

以下「Ethernet configured statically」を選択した場合は、IPアドレ

ス、ネットマスク、ゲートウェイ、ネームサーバ（DNS）、ホストネームをそ

れぞれ設定します。予備のネームサーバがある場合は、Backup #1欄に入

力します。
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Caldera Systemsについて

－－まず、Caldera Systemsのバック

グランドについて教えてください。

Love：弊社は、95年10月に設立され

ました。もともとは、Novell内のアド

バンスドリサーチグループとして、

Linux関連の製品開発に携わっていま

した。しかし、その後就任したCEO、

Bob Frankenburgが、Linuxに興味

を示さなかったので、Novellを出て

Calderaを設立しました。

－－現在のCalderaはどのようなビジネ

ス展開をされているのでしょうか？

Love：現在のCalderaには2つの部門が

あります。1つは、Linux関連の企画・

開発を行っているCaldera Systemsで、

その成果となる製品が「Ca lde r a

OpenLinux」（以下、OpenLinux）で

す。弊社のLinuxへの取り組み姿勢は、

はじめからビジネス用途をターゲット

とした製品展開を考えており、デベロ

ッパー関連の人たちを対象としたもの

ではないという点で、ユニークな進め

方をしてきたと思っています。

そして、もう1つの部門が組み込み

系のビジネスを行っているLineo（旧

Caldera Thin Client）です。

－－DR-DOSをリリースしている会社

ですね。

Love：そうです。DR-DOS以外にも

Embrowser（旧Web Spider）という

組み込み用途のWebブラウザ製品もリ

リースしています。そして、この

LineoにOpenLinuxのライセンスを提

供することになり、先日発表したとこ

ろです。したがって、今後は組み込み

用途でもOpenLinuxの技術が利用され

ていきます（編注：現在、Line o

Embedixとして製品リリースがなされ

ている）。

Caldera OpenLinuxのセールスポイント

－－Linux人気の高まりとともに、さま

ざまな特徴を持ったディストリビューシ

ョンが次々にリリースされています。そ

の中でOpenLinuxが持つセールスポイン

トとはどんなところでしょうか？

Love： 第一の特徴は、弊社でしっか

り管理されているディストリビューシ

ョンであることです。つまり、バラバ

ラな寄せ集めの製品として提供するの

ではなく、いろいろなLinux関連のテ

クノロジーを1つのソースとして集め

て、ソリューションとして製品化を行

っています。

－－それは、どのような意味を持ちま

すか？

Love：サポートが充実すること、さら

にシステムインテグレートを行うにあ

たって最適化を行って、それに基づい

てソリューションを提供していくこと

ができるということが利点です。さら

に、セキュリティ面でも優れています。

それは、Webからただかき集めただけ

のソリューションではなく、弊社が手

を加えた製品として提供しているから

です。

－－ユーザーが安心して利用できると

いうわけですね。

Love：そうです。さらに、もうひとつ

の重要なセールスポイントとして「使

いやすさ」が挙げられます。Open

Linux 2.2のLIZARDインストーラは

グラフィカルなもので、Linuxの難し

さをある程度緩和することに成功して

いると思います。Windowsから移行し

てきたユーザーには特に効果を発揮す

るでしょう。

－－LIZARDは日本のユーザーにも大き

なインパクトがあるインストーラだと

思います。インストーラ以外にも「使

いやすさ」を体感できる機能はありま

すか？

Love：システム管理についても同様の

ことがいえます。これは、COAS

（Caldera Open Administration System）

が重要な役割を果たします。この

COASは、KDEからの起動はもとより、

Webブラウザを介したシステム管理が

できるということが大きな利点です。

－－たしかに、OpenLinuxを実際に使

ってみると、いたるところで「使いや

すさ」という一貫したポリシーは強く

感じますね。

Love：また、ターゲットを絞ったパッ

ケージングを行っているということも

セールスポイントといえます。つまり、

サーバ、組み込み市場のように、ある

業務に特化したソリューションにも対

応できるようなパッケージを提供して

いるのです。最初のセールスポイント

と重なりますが、ただ単にまとめただ

Linux magazine October 199960

D
is

tr
ib

ut
io

n

高機能な商用ディストリビューション「Caldera OpenLinux」の開発

はもとより、日本市場への展開や、組み込みLinux「Lineo Embedix」へ

のライセンスなど、このところ活発な動きを見せている、Caldera

SystemsのCEO、Ransom H. Love氏に話を聞いた。

Caldera Systems CEO,Inc.

Ransom H. Love氏
インタビュー



けのものを渡しているのではなく、企

業の環境を構築するために使えるパッ

ケージを作って、それを統合できるよ

うにしてから提供しているからこそで

きることといえるでしょう。

－－サポートはどうでしょうか？

Love：もちろん、サポートも重要なセ

ールスポイントです。弊社は、トレー

ニングとサポートという両方のインフ

ラを提供することを目指しています。

なぜなら、クライアントがLinuxの知

識を持たないことには、それを利用す

ることができないからです。したがっ

て、この状況を打破する意味でもトレ

ーニングの提供は不可欠なのです。さ

らに、製品サポートをとおして、世界

中に販売を広げていくための知識を蓄

積していくのです。このサポートは、

IBMなどのビジネスパートナーとの連

携しながら、より良いものを提供して

いくつもりです。

日本市場への展開

－－世界的な視点から見ると、日本語

を利用する日本は、かなり特殊性を持

った市場であると思います。今後、日

本での展開にあたって、どのような対

応をお考えですか？

Love： 多くのクライアントは信頼で

きる会社から製品を買いたいと考えて

いるでしょう。ですから、まず信頼で

きるパートナーを見つけて、密なパー

トナーシップを築きます。そして、そ

のパートナーが教育からサポート、日

本語化までを行うようにしたいと思い

ます。さらに、そのパートナーがクラ

イアントが必要とするソリューション

を提示し、それに基づいて日本の市場

が必要とする製品を投入していきま

す。そのためにも、まずより良いパー

トナーシップの締結が先決です。

－－既存の日本語ディストリビューシ

ョンに対するアドバンテージはどのよ

うな形で提供していきますか？

Love：まず、日本語化を進め、品質

の優れた製品を出していくことが前提

です。さらに、クライアントが満足で

きる製品をしっかりしたチャネルを通

して販売し、サポートしていくことで

アドバンテージを出していきたいと思

います。弊社は、IBMを通して販売し

ているサポートや20コース用意してい

るトレーニングには非常に自信を持っ

ており、これらも日本語で対応できる

ようにしていく予定です。

Linuxのビジネス展開に向けて

－－サポートやトレーニングの強化な

ど、日本でもビジネス色の強い展開を

されていくのですね？

Love：はい。ただし、弊社は日本市

場に限らず、一貫してビジネス展開を

考えたLinuxの開発を行っています。

Linuxに対する関心は、日本でも、そ

して世界中で盛り上がっています。し

かし、Linuxをビジネスの中でどのよ

うに展開していくかということについ

ては、まだ世界的にも始まったばかり

で、各社が評価を進めているところで

す。私は、キーとなるクライアントに

対して製品を提供するところからビジ

ネスは発展すると考えています。その

ためには、それを提供するためのパー

トナーシップが非常に大切になります。

そして、そのパートナーにはソリュー

ションやテクノロジーがすでにあると

い う こ と が 前 提 で す 。 そ れ は 、

Windows NTからの置き換えを考え

ているクライアントに満足してもらえ

るような製品を提供しなければならな

いからです。そのためのパートナーシ

ップを築いていって、今後の展開を図

るための努力を進めているところです。

（聞き手：編集部 北野）
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Linux vs. NT
LinuxとWindows NTを徹底比較。
それぞれのメカニズムを探る！
Photo:Shuichi Mito (Dee)
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1999年に入ってから、日本での

Linuxの勢力は急速に拡大してきた。メ

ディアには毎日のようにLinux関連ニュ

ースが登場しており、またLinux関連製

品も分野を問わず多数発表されている。

そんな中、最近の傾向として感じるのは、

仕事でLinuxを使う環境が急速に整って

きていることだ。たとえば、今号の第2

特集で扱っているグループウェアでも、

最近はLinux対応が目立つ。もちろんグ

ループウェアはビジネス市場向けのソフ

トウェアである。また、大手PCサーバメ

ーカーも、これまでは自社のPCサーバが

Linuxで動作することを確認するだけに

とどまることが多かったが、最近、サポ

ートはもちろんLinuxをPCサーバにプレ

インストールして販売するようになって

きた。これならばシステムの導入も比較

的容易であり、またサポートもあるから、

安心して仕事に利用できる。

PCサーバのOSといえば、現在はマイ

クロソフトのWindows NTが幅を利か

せている分野である。Windows NTは、

名前に「Windows」と入ってはいるも

のの、MS-DOSを祖とするWindows

95／98とはまったく別の系統で開発さ

れたOSである。基本的に1種類のアーキ

テクチャでサーバとワークステーションそ

れぞれの分野をカバーし、ビジネス市場

で大きなシェアを誇るOSである。特に

Windows NTのシェアが大きいのは、

ローエンドからミッドレンジのPCサーバ

用途だ。

一方のLinuxは、特にインターネット

関連のサーバに採用されているほか、OS

自体のコストが低いことからローエンド

のPCサーバと組み合わせて販売される例

が増えてきている（前述のプレインスト

ールPCサーバもこれ該当する）。今後ミ

ッドレンジまでLinuxが伸びるようだと、

LinuxはWindows NTと激しく競合す

ることになる。両者はお互いに市場のシ

ェアを奪い合うライバルとなるだろう。

今後は両者が混在するシステムが多くな

ったり、両者のうちどちらを導入するか

選択しなければならない場面も増えたり

することが予想される。つまりLinuxユ

ーザーでも、Windows NTのことをあ

る程度知っておくほうが望ましいわけだ。

そこで今回は、LinuxをWindows

NTを技術面・機能面で比較することで、

それぞれの特徴や得手・不得手など明ら

かにしていく。第1部では、現在の「モ

ダン」なOSに必要とされる機能を解説

するとともに、LinuxとWindows NT

のカーネルアーキテクチャに触れる。第2

部では、サーバOSの基本的なサービスに

ついて、両者を機能面で比較する。それ

では「敵を知り、己を知れば、百戦危う

からず」を実践してみよう。



;

;プロセス管理

;

ユーザーが実行するプログラムは、

実行形式のファイルに格納されて通常

はディスク上に置かれている。プログ

ラムを実行するには、この実行形式の

ファイルをメモリ上へ読み込んできて、

CPUやメモリリソースなどの環境

（「実行コンテキスト」という）を用意

し、実際にCPU時間を割り当てる必要

がある。これを行うのがプロセス管理

である。

LinuxやWindows NTのようなマル

チタスクOSでは、通常、1つのシステ

ム上で複数のプログラムが実行される

ことになるが、この場合、各プロセス

にどのように時間を割り振るか（スケ

ジューリングするか）とか、その優先

度の管理、メモリリソースなどが不足

した場合のプロセス全体のスワップア

ウトやスワップインなどの処理なども

行われる。

また最近のOSでは、プロセスよりも

さらに小さい実行単位としてスレッド

（thread）という機能を用意しており、

プロセス管理のオーバーヘッドの軽減

や、マルチプロセッサシステムにおけ

る全体的な性能の向上を目指している

（図「プロセスとスレッド」参照）。

この場合、プロセスはプログラムを

ロード・実行するためのアドレス空間

の割り当て単位となり、スレッドは、

CPUに対する実行時間の割り当ての単

位となる。1つのプロセスの中には、

複数のスレッドが含まれ、その内の1

つがメインスレッドとして最初に実行

が開始される（つまり、プロセスの中

には、少なくとも1つのスレッドが存

在する）。そして、そのメインスレッ

ドから、必要ならばさらに補助的なス

レッドが起動される。グローバルなコ

ードやデータ領域はプロセス全体で共

有されるが、これとは別に、スレッド

ごとにCPUなどのレジスタリソースや

スレッド独自のスタック領域などが含

まれた、「スレッドコンテキスト」と

いう実行環境が用意される。OSは、

プログラムのロードやアドレス空間の

割り当てはプロセス単位で行い、実際

のCPU時間の割り当ては、スレッド単

位で行うことになる。

プログラムの実行をスレッド単位で

行えるようになるメリットは大きい。

たとえば複雑なユーザーインターフェ

イスや外部との通信を含む、ワードプ

ロセッサやHTMLエディタのようなア

プリケーションを考えてみよう。この

ようなアプリケーションでは、エディ

タとしてユーザーの入力を受け付けて

画面に表示する必要があるが、この場

合、ユーザーの入力に対して1文字ず

つ画面を描画していると、非常に遅く

て使いづらいものになる可能性がある。

そこで、ユーザーの入力を受け付け

るスレッドや、それに基づいて内部の

データ構造を管理したり、画面の描画

指示を出したりするスレッド、ウィン

ドウシステムからの指示によって画面

の再描画などを行うスレッドなど、複

数のスレッドを使うように設計してお

くと、プログラムの応答性が向上する

し、開発の手間も削減される。

スレッド化しておけば各機能は独立

することになるので、描画が完了しな

くても、次の入力を行うことができる。

また、検索／置換機能や、ファイルの

保存、印刷、HTMLエディタならば

Webサーバとのアップロード／ダウン

ロード機能などもスレッド化しておけ

ば、バックグラウンドでの処理やイン

クリメンタルな処理なども容易に実装

できるであろう。

また、スレッドを使うもう1つの目

的として、マルチプロセッサシステム

などにおける処理性能の向上が挙げら

れる。スレッドをサポートしているOS

では、通常はスレッド単位にCPUを割

り当てるようにスケジューリングを行

う。このため、プログラムが複数のス

レッドを使うようにできている場合

（マルチスレッド対応）、密結合の対称

型マルチプロセッサシステム（SMP、

物理メモリ空間を共有して動作するマ

ルチプロセッサシステム。各CPUの役

割は対等で、すべてのCPUから同じよ

うに主記憶にアクセスできる）ならば、

複数のCPU上で同時にスレッドが動作

するため、全体的な処理性能を向上さ

せることができる。

実際には、主記憶へのアクセスが競

合するなどのオーバーヘッドがあるの

で、CPUの数に完全に比例して処理性

能が上がるわけではないが、たいてい

の場合は効果がある。特に、多数のク

ライアントからの処理を同時に処理し

なければならないサーバ用途や、画像

処理アプリケーションにおけるフィル
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プロセス管理

文：デジタルアドバンテージ 打越浩幸
Text : Hiroyuki Uchikoshi

オペレーティングシステムの機能



タ処理のような用途では、その効果は

大きい。

このように、スレッドを複数のCPU

で効率よく分担して処理するために

は、OS側の対応が欠かせないが、OS

によってはまだ十分サポートしていな

い場合がある。最初にシングルCPUを

前提にして作られたOSは、（Linuxを

含む、ほとんどのUNIX系OSは、当初

はマルチプロセッサシステムをサポー

トしていなかった）、マルチプロセッサ

システム上で動作させると、リソース

の競合や不整合が起こってしまうので

ある。

これに対処するためには、たとえば

リソースに対してはすべて排他的なロ

ックをかけてからアクセスするなどの

対策を完全に行わなければならない。

しかしこれは非常に手間がかかる作業

である。

そのため暫定的に、カーネルはその

ままにしておいて、ユーザープログラ

ムでのみマルチスレッドを使えるよう

にしたシステムが使われることがある。

このようなスレッドを「ユーザーモー

ドスレッド」とか「ライトウェイトス

レッド（軽量スレッド）」といい、ユ

ーザープログラム内のスレッドライブ

ラリで擬似的にスレッド環境を構築、

スケジューリングしている。この場合

のスレッド間でのコンテキストスイッ

チや、各プロセッサへのスレッドの割

り当てなどはユーザープログラム側で

行う必要がある（実際には、スレッド

ライブラリの内部で処理されるので、

ユーザーが細かくコンテキストスイッ

チングを制御したり、スケジューリン

グアルゴリズムを管理したりする必要

はないが）。

UNIX系OSでは、POSIX標準に基

づいたpthreadというユーザーモード

スレッドのライブラリが使われている。

これを利用すると、ユーザープログラ

ム内では複数のスレッドを複数のCPU

に割り当てて同時に実行することがで

きる。しかし、システムコールなどは

どれか1つのスレッドが実行している

と、他のスレッドはブロックされてし

まう（待たされる）システムが多い

（システムから見ると、あくまでも1つ

のプロセスにすぎないから）。そのため、

完全なスレッドサポートをしたOSと比

べると、システムのパフォーマンスが

劣ることになる。

ただしLinuxにはclone()というシス

テムコールが用意されており、複数の

スレッドからのシステムコールを同時

に処理することもできる。clone()は

fork()のような機能を持っているが

（fork()を呼び出すと、呼び出し元のプ

ロセスとまったく同じメモリ空間を持

つ、別のプロセスが生成される）、元

のプロセスとアドレス空間などを共有

している。つまり、異なるプロセスID

を持つ2つのプロセスに分離するが、

リソースは共有していて、通常のスケ

ジューリング規則が適用される。これ

はまさにスレッドそのものであるが、

psコマンドなどでは2つのプロセスに

見える（詳細は後述）。

Windows NTは、もともとマルチ

プロセッサ、マルチスレッド対応のOS

なので、Win32 APIのひとつとしてス

レッドAPIを備えている。これによっ

て生成された各スレッドは、NTカー

ネル自身がスケジューリングして実行

する。マルチプロセッサシステムにお

ける分散処理も、カーネル自身が行う。

なおWindows NTには、スレッド

以外に、ファイバ（fiber）という機能

も用意されている。これは、いわゆる

ユーザーモードスレッドであり、スレ

ッドコンテキストの中で実行される。

スケジューリングやコンテキストスイ

ッチングなどは、ユーザーのプログラ

ム自身で行う必要がある（カーネルサ

ポートのないユーザーモードスレッド

やライトウェイトスレッドに相当す

る）。
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プロセスn

CPU1 CPU2 CPU3 CPU4
ハードウェア（CPU） 

コード 
コード 

コード 

コード 
コード 

データ 

スレッドコンテキスト 

レジスタ スタック 

スレッドコンテキスト 

レジスタ スタック 

プロセス2

プロセス1

図「プロセスとスレッド」

プロセス（プログラム）とスレッド（プログラムの実行単位）を分離して、1つのプロセスを複数のスレッドで処理で
きるようにしている。



；

；メモリ／バッファ／アドレス空間管理

；

メモリ管理とは、システムに搭載さ

れている物理メモリを、プログラムや

OSカーネルからの要求に応じて、割り

当てたり、不要になったものを回収し

たりして後の用途に備えるなどの処理

を行う。

割り当てられた物理的なメモリは、

各プロセスの実行のために使われたり

するほか（プログラムコードや動的／

静的なデータ領域、スレッドコンテキ

ストなど）、OSカーネル内部で、プロ

セスやスレッドを管理するための各種

の構造体や、ディスクやネットワーク、

デバイスドライバとの入出力のための

各種のバッファなどにも利用される。

現在の一般的な32ビット OS環境で

は、通常は1プロセス当たり2～4Gバ

イト程度のメモリアドレス空間が割り

当てられることが多い（プロセスごと

に4Gバイトのアドレス空間が割り当て

られるので、アドレス空間の総計は、

実際のプロセッサでアクセス可能な物

理メモリサイズよりも大きくなる）。

このアドレス空間内には実行ファイル

から読み込まれた、プログラムのコー

ドや初期データのほか、実行中に動的

に増減するデータ領域（ヒープ領域）

や、スレッドごとのデータやスタック

領域などが配置される。また共有ライ

ブラリなどもこのアドレス空間内に配

置される。図「プロセスのアドレス空

間」に、LinuxとWindows NTにおけ

る、各ユーザープロセスのアドレス空

間を示しておく。

ところで、以上の処理は物理的なメ

モリをどう管理するかという処理であ

ったが、より進んだ現代のOSでは、

あらゆるオブジェクトにアドレス（ア

ドレス空間）を割り当てて、OSカー

ネルやプログラムから直接アクセスで

きるようにするという方法が進んでい

る。

たとえば、メモリマップドファイル

などはこの典型的な例といえよう。こ

れは、ファイルをアドレス空間内のど

こかにマッピングしておくと、そのア

ドレス空間をポインタで参照するだけ

で、ファイルの内容にアクセスできる、

という機能である。いちいちバッファ

に少しずつ読み出してきたりする手間

をかけずにファイルにアクセスするこ

とが可能となる。

この手法では、ユーザープログラム

でのバッファリングの管理などが不要

になるというメリットがある。従来、

ユーザープログラムでは、ファイル入

出力のパフォーマンスを向上させるた

めに、ある程度大きなサイズ（実際に

プログラムで必要なデータは、そこか

らさらに小さく分けて使用する）を単

位としてデータを読み書きするバッフ

ァリング処理を自前で用意していた。

ユーザープログラム側であらかじめ
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アクセス不可能領域 

メモリマッピング／ 
共有ライブラリなど 

スタック領域 

ユーザープログラム領域 

（カーネルメモリ空間の 
マッピングに使用） 

FFFFFFFFH

(ラージメモリオプション 
未使用時)

(ラージメモリオプション 
使用時)

C0000000H

80000000H

40000000H

00010000H
00000000H

アクセス不可能領域 

アクセス不可能領域 

ユーザープログラム領域 

（OSシステム空間） 

（メモリマッピングや 
DLL、スタック領域を含む） 

Linuxシステムにおけるメモリマップ Windows NTシステムにおけるメモリマップ 

図「プロセスのアドレス空間」

LinuxとWindows NTそれぞれのユーザープログラムからみたメモリアドレス空間のレイアウト。いずれのOSでも、アドレス0から始まる領域は、NULLポインタ割り当て検出などの
ためにアクセス不可能領域となっている。Linuxでは、サポートする物理メモリの最大サイズによって、プログラムから利用できる上限が変わる。これは最大1Gバイトまでサポート
する場合のレイアウトである。Windows NTでは、標準では最大2Gバイトのアドレス空間が利用できるが、Windows NT Server Enterprise Editionのラージメモリサポート機能を使
うと、最大3Gバイトまで利用可能となる。

メモリ／バッファ／
アドレス空間管理



バッファリング処理用のバッファなど

を用意する必要がないので、必要なメ

モリの量が減少する。もちろんこの場

合でも、OS内部ではメモリマップドフ

ァイルのために、実際にはデータのバ

ッファリング処理を行っていたりする

が（そうしないとパフォーマンスが出

ないから）、システム内の他のプロセ

スとの兼ね合いや物理メモリの空き具

合などを勘案して、最適に決定される。

後述する最近のマイクロカーネルベ

ースのOSでは、このような考え方をさ

らに徹底的に押し進めて、物理メモリ

は単にアドレス空間（ディスクや各種

のリソースが含まれる）のためのキャ

ッシュに過ぎない、という概念を採用

しているものがある。プログラムの実

行に必要となる各種のオブジェクトは

巨大な（仮想的な）アドレス空間内に

散在しており、実際にCPUが必要とし

た時点でそれらが物理的なメモリ上に

呼び出されてくるのである。

物理メモリにマッピングされる単位

は、一般的には各CPUの物理的なペー

ジサイズ（4Kバイトないし8Kバイト

のものが多い）が最小単位となるが、

実際にはワーキングセットサイズを考

慮して、適切なサイズが選ばれる。ワ

ーキングセットサイズとは、よくアク

セスされる、ある特定範囲のアドレス

空間のことで、このサイズが大きいと

ヒットする確率が高くなるが、メモリ

をそれだけ大量に使用することになる。

また空きメモリがなくなった場合は、

各プロセスやスレッドの優先度、アク

セス頻度などを考慮して、不要なオブ

ジェクトやページがディスクなどにス

ワップアウトされたり、（読み出しの

みのプログラムコードページならば）

内容が破棄されたりする。

この方式のメリットとしては、シス

テム全体を通して最適なメモリ割り当

てができるということが挙げられる。

あらかじめ固定的なバッファ領域を用

意しておく必要はないし、同じオブジ

ェクトはシステム全体を通して一カ所

でしかキャッシュされていないので、

無駄にキャッシュ内で重複することが

ない。これはプログラミング方法にも

よるが、たとえば、カーネル内とユー

ザープログラム内の両方で、同じファ

イルが同じようにバッファリングされ

ることがなくなり、メモリが有効に利

用できるようになる。

;

; デバイス管理（デバイスドライバ）

;

システムで利用できる各種のハード

ウェアデバイス（ディスク型デバイス、

キャラクタ型デバイス、各種入出力装

置、ネットワークデバイス、グラフィ

ックスデバイスほか）を制御するのが

デバイス管理である。

一般的なOSでは、最低限のデバイ

スとの入出力ルーチンと割り込みハン

ドラさえ用意すれば、あとは上位に用

意されたファイルシステムドライバや

ネットワークドライバなどがそれらの

機能を使って、ファイルシステムやネ

ットワーク入出力、グラフィックス描

画などを行ってくれるようになってい

る。

デバイス管理におけるもうひとつの

大事な機能としては、各種のハードウ

ェアアーキテクチャに依存するような

機能を抽象化して、さまざまなハード

ウェア上でOSを実行できるようにする

ということが挙げられる。

現在では、ほとんどのプログラムや

OSはCやC++言語のような高級言語で

記述されるため、CPUやマシンのアー

キテクチャなどが異なっていてもあま

り依存することはないが、OSの核とな

る部分ではどうしてもCPUに依存した

処理を行わざるを得ない。

このようなハードウェア依存の項目

としては、デバイスとの入出力や割り

込みハンドリング、物理メモリの管理

や仮想記憶のためのページング処理、

ブート処理などがあり、これらはアー

キテクチャごとに個別に開発される。

たとえば、現在のLinuxでは、x86ア

ーキテクチャのほか、Sparc、Alpha、

arm、mc68000、PowerPCなどがサポ

ートされている。Windows NTでは、

x86とAlphaアーキテクチャがサポート

されている。いずれのOSでも、アーキ

テクチャの違いはなるべく局所化する

ように設計されており、少なくともC

言語のような高級言語で記述している

限りは、各プロセッサアーキテクチャ

に依存しないで済むようになっている。

;

; 割り込み／例外処理

;

一般に、割り込みや例外は、ハード

ウェアによって引き起こされるが、場

合によってはソフトウェアから擬似的

に発生させることもある。各種の割り

込みや例外を統一的に処理できるよう

に仮想化するのもOSに求められる機能

である。

また、リアルタイム用途などに向け

て、プロセスや割り込み処理の優先度

を上げて、必ずサービスが実行される

ようにしたり、ある一定時間以内の割

り込み応答を保証したりすることもあ

る。

；

；プロセス間通信

；

プロセス間通信機能とは、2つ以上

のプロセスの間で、データをやり取り

したり、同期を取ったり、イベントを

送るなど、協調して処理を行うために

必要な機能である。通信の相手は同じ
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システム上のプロセスだけではなく、

他のシステム上で動作しているプロセ

スと同期を取ることもできる。これに

より、複数のプロセスが共同して処理

を進めたり、異なるシステム間で通信

をしたりすることができる。

代表的なプロセス間通信のための機

能としては、シグナル（イベントの通

知）や共有メモリ、プロセス間パイプ、

名前付きパイプ、IPC（Inter Process

Communication）、RPC（Remote

Procedure Call）、メッセージキュー、

セマフォ、ストリーム、ネットワーク

コネクションなどがあり、これらは用

途によって使い分けられている。

IPCやRPCは、異なるプロセス間で

も、サブルーチンを呼び出すような

（一見すると）手軽な方法で、プロセ

ス間通信を行うための手段である。一

般に、異なるCPUアーキテクチャ間で

プロセス間通信を行うと、多バイトデ

ータのバイトオーダー（ビッグエンデ

ィアンかリトルエンディアン）などの

影響を受けないように、データのバイ

トオーダーの変更なども行われる。

；

；ファイルシステムサポート

；

ファイルシステムとは、プログラム

やデータを格納するためのファイルを

階層的に構築、管理するための機能で

あるが、それ以外にも名前空間として

の役割（データを格納するだけでなく、

各種のリソースを識別するための機

能。デバイスファイルやロック用ファ

イル、共有リソースの管理などにも使

われる）も持っている。

また、単にファイルを独自のフォー

マットで管理するだけでなく、他のOS

システムとのデータ交換などの用途も

考えると、広く普及しているMS-DOS

フォーマットのディスクや、メジャー

な他のUNIXのファイルシステム、

CD-ROMのISO9660などの広く普及し

ているファイルシステムなどへもアク

セスできる必要がある。さらに、物理

的なローカルディスク上のファイルだ

けではなく、ネットワーク経由で他の

システム上のファイルシスムへもアク

セスするためのネットワークファイル

サービス機能も、最近のOSでは必須

といえる。

このような多様なファイルシステム

を実装するために、OS内部では、仮

想的なファイルシステムのマウント機

構を用意して、複数のファイルシステ

ムを同時に、柔軟に混在させて利用で

きるようにしている。

現在一般的に広く使われているファ

イルシステムとしては、UNIXなどの

ufsやext2ファイルシステム、Minixフ

ァイルシステム、MS-DOSやWindows

NTのFAT、VFAT、NTFS、HPFS

ファイルシステム、CD - ROMの

ISO9660ファイルシステムなどのほか、

ネットワークファイルシステムとして

NFSやSMB（Samba）、AppleShare

（netatalk）などがある。

;

; ユーザー管理／セキュリティ機能

; 

システムにアクセスするユーザーを

識別したり、そのユーザーの権限に応

じた操作のみを実行できるように管理

したりするのもOSに必要な機能であ

る。

UNIXでは、歴史的に、ユーザー名

とグループ名だけを使ってこの処理を

行っている。商用UNIXでは、さらに

細かいユーザー権限などを管理する機

能を持っているが、Linuxではそのよ

うな拡張は行っていない。必要ならば、

アプリケーションが個別に独自のセキ

ュリティ機能を提供している。

Windows NTでは、基本的には、

システム内のすべてのオブジェクトに

対して、それを操作したりアクセスし

たりする権限を個別に設定して管理し

ている。オブジェクトへアクセスする

場合は、ユーザーやグループ名に基づ
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ファイルシステムサポート

ユーザー管理／
セキュリティ機能

サーバプロセス 

データ読み出し データ書き込み 

ユーザープロセス 

（a）パイプ（名前付きパイプ） 

サーバプロセス 
Entry Server(引数） 

｛ 
　　関数本体 

} 
 

Call Server(引数）;

ユーザープロセス 

（a）パイプ（名前付きパイプ） 

サーバプロセス 
共有メモリ領域 

（各プロセスのアドレス 
空間内にマップされる） 

データ読み出し データ書き込み 

ユーザープロセス 

（a）パイプ（名前付きパイプ） 

パイプ 

関数呼び出し 関数呼び出し 

図「プロセス間通信の方法」

2つのプロセス間で通信するには、2つのプロセス間で通信チャネルを開設するパイプを使ったり、LPC/RPC（手続き
呼び出し）でサーバ側のサービスエントリを呼び出したり、共有メモリで直接データを読み書きしたりする方法がある。
また、シグナルやイベントで相手側に通知したり、スレッド間でセマフォやミューテックスなどを使って、同期／排他
制御をする方法もある。



いてまずアクセス権の検査が行われ、

それをパスしない限りアクセスしたり、

操作したりすることができない。さら

に監査機能（オブジェクトへのアクセ

スの記録を取っておく機能）も備えて

いる。Linuxの場合は、監査機能が必

要ならアプリケーションレベルで対応

する必要がある。

;

;グラフィックス機能

;

最近では、グラフィカルユーザーイ

ンターフェイスの普及により、OS全体

の機能としても、グラフィックス機能

のサポートが求められるようになって

きている。

もともとUNIX系OSでは、グラフィ

ックス機能はOSのサポート範囲外であ

り、必要ならば各ユーザープログラム

側で個別に対応していた。が、最近で

はOSの基本機能として、X Window

Systemを備えていることが多い。こ

の場合、グラフィックス機能として求

められるのは、ユーザーインターフェ

イス用途なら単純な2次元描画機能で

もよいが、最近ではゲームやOpenGL

を使うアプリケーションなどの要求に

応えて、グラフィックスカードの持つ

3次元描画機能などもサポートされて

いる。ただしGUIの不要なサーバ用途

などでは、X Window Systemは不要

であり、Windowsと違ってシステムに

必要なメモリが少なくてすむ。

これに対してWindows NTの場合

は、システム自体がウィンドウシステ

ムをベースとしたOSであるため、

Win32 APIセットの中にグラフィック

ス描画機能が含まれている。また、ゲ

ームやグラフィックス向けアプリケー

ションのために、DirectXやOpenGL

などのAPIセットも備えている。最近

のグラフィックスカードは高度な3次

元描画機能をサポートしているが、そ

れらを有効に使うためには、ポリゴン

データやモデリングデータなどを直接

グラフィックスチップに渡し、なるべ

くチップの持つ機能（ポリゴン単位で

の描画や座標計算、テクスチャマップ、

アルファブレンディング、アンチエイ

リアシングほか）を有効活用する必要

がある。そのためにも、DirectXや

OpenGLなどのAPIセットのサポート

が必要なのである（Win32 APIだけで

は単純な2次元描画しかできない）。

;

;ネットワーク機能

;

ネットワーク機能は、現在のOSシ

ステムでは必須の機能といえる。複数

のコンピュータ間でデータをやり取り

したり、インターネットにアクセスし

たりするのに、ネットワークの機能は

欠かせないからだ。

OSに求められるネットワーク機能と

してはさまざまなものが考えられるが、

現実的には、TCP/IPをベースにした

一連のプロトコルや各種のサービスが

求められている。あとは各OSや環境

ごとに独自のプロトコルやサービス

（Windows環境のSMBプロトコルや、

MacintoshのAppleShare、NetWare

のファイルサービスなど）も用意され

ていれば、他のシステムとの相互運用

性が高くなる。

OSに求められるネットワーク機能と

しては、各種のネットワークデバイス

に対する接続機能のほか、TCP/IPな

どのコアプロトコル、およびその上で

動作する各種のネットワークサービス

（Web、メール、FTP、telnet、NFS

ほか多数）がある。どれだけネットワ

ークサービスが充実しているかだけで

なく、その安定性やパフォーマンスな

ども重要な要素といえる。

;

; 64ビットCPUアーキテクチャのサポート

;

コンピューティング性能の向上に伴

って、近い将来CPUも64ビット化が進

むことになる。64ビット化することに

より、データの処理幅が広がって演算

能力が向上するというメリットもある

が、当面は、より広いアドレス空間が

利用できるということの意義が大きい

と思われる。現在の32ビット OSで

も、ファイルマッピング機能などを使

おうとすると、32ビットアドレス空間

（4Gバイト）では明らかに不足してい

るからだ。ただしこのためには、OSの

サポートするアドレス空間やAPIセッ

トが、64ビット化される必要がある。

商用UNIXではすでに64ビット化が

行われており、LinuxでもSparcプロ

セッサのために64ビットシステムコー

ルの実装が行われている（Mercedプ

ロセッサ用の開発も進んでいる）。

Windows NTでも、現在のWin32を

拡張してWin64 APIの仕様策定と実

装が行われようとしているが、実際に

利用できるようになるのはまだまだ先

のようである。

●

これら以外にも、OSには、その導

入や運用のしやすさ、スケーラビリテ

ィ、パフォーマンス、耐障害性、異種

アーキテクチャサポートなど、さまざ

まな機能が求められている。デスクト

ップや組み込み用途からエンタープラ

イズ環境まで、1種類のOSですべてカ

バーできるのが理想であろうが、現実

的にはこれは無理といえる。ユーザー

は1種類のOSだけにこだわることなく、

その機能や将来性なども加味して、複

数のOSシステムやマシンアーキテクチ

ャを使ってシステムを構築したり、維

持管理したりする必要があるだろう。
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OSシステムの構造には、大きく分

けると、モノリシックカーネル構造を

採用したものとマイクロカーネル構造

をベースにしたものの2つの種類があ

る。前者は伝統的なシステムで使われ

ている手法であり、マイクロカーネル

は比較的最近のOSで採用されている

アーキテクチャである。

;

;モノリシックカーネルOS

;

モノリシック（monolithic、一体型）

カーネルは、カーネル内部に各種のさ

まざまな機能やサービスを組み込んで、

全体としては巨大な1つの構造となる

ように作られているOSのことである。

最初に作られたUNIXを始め、伝統的

なシングルCPU向けのOS（4.4BSDま

でのUNIXや、Windows 95/98、MS-

DOSなど）はすべてこのモノリシック

構造のOSとして作られている。

当初Minixを参考に作られたとされ

るLinuxも、このモノリシック構造の

OSである。このような構造のシステム

は特に珍しいものではない。最初は簡

単な機能しか持たなかった基本システ

ム（もしくはプロトタイプ）に対して、

ネットワーク機能や高性能な入出力機

能、グラフィックス機能、新しいデバ

イスに対するサポートなどを次々に追

加していくと、どんなソフトウェアで

も巨大化の一途をたどり、その内部は

相互に複雑に関連する、多数の機能モ

ジュールで構成されるようになる（図

「モノリシックカーネル構造のOS」参

照）。OSに対する機能追加要求がなく

ならない限り、このような巨大化、複

雑化の傾向はずっと続くことになる。

しかしシステム全体の性能を向上さ

せるために、マルチプロセッサシステ

ムや分散システムなどをサポートしよ

うとすると、このような構造が性能向

上の足かせとなることは明らかであろ

う。先に述べたように、OSカーネルを

マルチプロセッサ／マルチスレッドで

動作させたくても、もともと排他制御

などを考慮していないプログラムでは、

マルチスレッドで動作させることはで

きないからだ。もしマルチスレッドで

動作させると、内部的なデータ構造に

不整合が生じてしまう可能性がある。

たとえばあるプロセスを生成する処

理を考えてみよう。このためには、プ

ロセス用のデータ構造体を割り当て、
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文：デジタルアドバンテージ 打越浩幸
Text : Hiroyuki Uchikoshi

モノリシックカーネルOSとマイクロカーネルOSモノリシックカーネルOSとマイクロカーネルOS

ユーザープロセス1

システムコール呼び出し 

ユーザープロセス2 ユーザープロセス...

ネットワーク 
プロトコルスタックn

プロセス間通信 

メモリマネージャ 

バッファマネージャ 

セキュリティマネージャ 

デバイスドライバ1

デバイスドライバn

ファイルシステムハンドラn

ファイルシステムハンドラ1 機能モジュールn

デバイスマネージャ 

ネットワーク 
プロトコルスタック1

グラフィックス／ 
マルチメディア 

機能モジュール2
機能モジュール1

OSカーネル 

図「モノリシックカーネル構造のOS」

モノリシックカーネルのOSでは、1つのカーネルコードの中に各モジュールがすべて含まれており（しばしば、巨大な実行ファイルになっている）、それらはデータ構造や各種のル
ーチンを共有しながら密接に絡み合って構築されている。これらはすべて1つのアドレス空間の元に置かれ、データを共有しながら動作している。場合によっては、カーネル内部で
複数のスレッドが動作している。

モノリシックカーネルOS



関連する各種のリソース（シグナル、

スレッドコンテキスト、新しいプロセ

スIDほか）など確保する必要がある。

途中で他のシステムコールに割り込ま

れてしまうと、これらのデータ構造の

整合性が保てなくなり、システムが破

綻するのである。

そこでシステムのマルチスレッド化

のためには、まずユーザーモードスレ

ッドをサポートしてユーザープログラ

ムのスケーラビリティを確保しておき、

その後カーネル内部をマルチスレッド

実行できるようにOS内の各部を修

正・変更するという手法が取られる。

カーネル内部のマルチスレッド化が完

了するまでは、カーネルは常に単一の

CPUでしか動作しないように、排他制

御が行われる。つまり、複数のプロセ

スから同時にシステムコール呼び出し

が発生しても、現在処理中のシステム

コールが完了する（もしくは、自発的

に他のシステムコールの処理にスイッ

チする）まで、後続のシステムコール

の処理を待たせておくのである。シス

テムコールの処理性能はプロセッサ1

台分に限定されるが、ユーザープロセ

スはマルチCPUの恩恵を受けることが

できる。

Linuxでは、2.2よりも前のバージョ

ンのカーネルがちょうどこの状態に相

当している（図「カーネルがマルチス

レッド対応していない場合のLinux」

参照）。さらにLinuxにはclone()システ

ムコールがあるので、ユーザープログ

ラムではシステムコールを発行しない

限り、複数のCPU上で同時に動作する

ことができる。

そしてLinuxのカーネル 2.2以降で

はこれよりもやや進化している。カー

ネル全体でシステムコールを1つずつ

排他的に処理するのではなく、カーネ

ルの中の限定的な部分（タイマーリス

トを処理する部分、runqueueを処理

する部分、物理ページを割り当てる部

分など）ごとに排他制御を行うように

なっている。このため、複数のプロセ

スからのシステムコール呼び出しを同

時にカーネル内部で処理することがで

きるようになった（図「カーネルがマ

ルチスレッド対応した場合のLinux」

参照）。CPUが複数あれば、それらは

同時に処理されるので、カーネルコー

ドのスケーラビリティも高くなってい

る。

;

;マイクロカーネルOS

;

マイクロカーネルOSとは、従来のモ

ノリシック型のOSにおける構造を再構

築して、非常にコンパクトにまとめら

れた「マイクロカーネル（mic r o

kernel）」と、サービスを実現するた

めの「サーバプロセス」を分離した構

造のOSである。ユーザープロセスから

見たOSカーネルのインターフェイスや

機能は同じであり、従来のプログラム

をそのまま動かすこともできるが、そ

の内部構造は大きく変更されている

（図「マイクロカーネル構造のOS」参
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4つのプロセスが4つのCPU上でそれぞれ実行されているとき、2つのプロセスから同時
にシステムコールを呼び出しても、後から呼び出したほうは、カーネルの入り口でブロ
ックされ（スリープ状態になる）、最初のシステムコールの処理が完了（もしくはそれが
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4つのプロセスが4つのCPU上でそれぞれ実行されているとき、2つのプロセスから同時
にシステムコールを呼び出しても、カーネルの入り口で待たされることなく、両方のシ
ステムコールの処理が異なるCPU上で同時に実行される。これによりパフォーマンスが
向上する。なお、システムコールに関係のないユーザーモードプロセスはそのまま各
CPU上で実行される。
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照）。

マイクロカーネル方式では、カーネ

ル内部には必要最低限の機能しか実装

されていない。プロセス／スレッド管

理、メモリ管理、プロセス間通信機能、

割り込み／例外処理、デバイスドライ

バ（ハードウェア）インターフェイス

などである。このほかにも必要に応じ

て、オブジェクト管理や、セキュリテ

ィ機能なども入れられることがあるが、

基本的にはカーネル内部では非常に限

られた処理しか行わず、モノリシック

型のOSで提供されていたような各種の

システムコールはすべて、ユーザーモ

ードで動作している（つまり、ユーザ

ープログラムと同じ特権レベルで動作

している）、カーネル外部のサーバプ

ロセスにおいて実行される。

たとえば、ディスク上のファイルシ

ステムへのアクセスや読み書き、バッ

ファリング処理、ネットワークプロト

コルの処理などもすべて、外部のサー

バプロセスが担当する。また、仮想記

憶システムにおけるページフォルト処

理（物理メモリがマップされていない

アドレス空間へアクセスした場合に、

そのページの内容を外部のディスクか

らメモリへ読み込んでくるなどの処理）

は、すべて仮想記憶管理のためのサー

バプロセスで行い、デバイス入出力や

割り込み処理などもカーネルの外部で

処理される。

このようにマイクロカーネル方式の

OSでは、OSの提供するサービスをす

べてクライアント／サーバ形式で処理

することが大きな特徴となっている。

この場合の処理の流れは次のようにな

る。まずアプリケーションプログラム

が呼び出したシステムコール（たとえ

ば、ファイルのopenやread／writeな

ど）は、マイクロカーネル部へ渡され

る。その後、あらかじめ登録されてい

るサーバプロセスへ引数と共に渡され、

システムコールが処理される。そして、

処理の結果は逆の順序をたどって、サ

ーバプロセスからカーネルを経由して、

最初に呼び出しを行ったアプリケーシ

ョンプログラムへと戻される（図「マ

イクロカーネルOSにおけるサービスの

呼び出し」参照）。

実際には、これらのマイクロカーネ

ルやサーバプロセスに対する呼び出し

は、プロセス間通信機能やRPC（リモ

ート手続き呼び出し）によって行われ

る。そのためマイクロカーネル方式の

OSでは、カーネルのサービスとして、

プロセス間通信機能があらかじめ用意

されている。

モノリシックカーネル方式に比べる

と、マイクロカーネル方式では、アプ

リケーションプログラムとサーバプロ

セス間でのモード遷移や、パラメータ

渡しのオーバーヘッドが大きくなって

いる。それにも関わらず、このような

サーバ／クライアント方式を使ってOS

の機能を実現しているのは、機能拡張

の容易さや、モジュラリティ（モジュ

ール性）、スケーラビリティなどの能

力が優れているからである。

機能拡張が容易であるというのは、

OSのサービスを各種サーバプロセスで

実現しているため、特定のOSの機能
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ユーザーモードで動作しているカーネル外部のサーバプロセスにおいて実行される。



にとらわれず、各種のサービスを容易

に追加、変更、拡張することができる

ということを意味している。どれか特

定のサービス（たとえばLinuxのシス

テムコール）だけにとどまらず、BSD

UNIXや、POSIXのインターフェイス

に準じたUNIXサービスを提供し、し

かもユーザープログラムごとに異なる

サービスを利用することもできる。た

とえばWindows NTでは、Win32だ

けでなく、OS/2やPOSIX準拠のイン

ターフェイスも同時に実現している。

もちろん常に単一のインターフェイス

だけを実現してもよいのであるが、必

要ならば複数のサービスを、同時に実

現する事ができるのがマイクロカーネ

ル方式のOSの大きな特徴である。

モノリシックカーネルのOSでは、

（歴史的に）システム全体がある特定

のサービスやシステムコールに向けて

最適化されており、まったく異なる新

しいサービスやアプリケーションイン

ターフェイスを実装するのは困難なの

が普通である。OS内部のデータ領域

や各種のサービスのためのルーチンが

相互に複雑に関連していて、ある特定

の機能だけを取り出して変更したり、

機能追加したりすることができないか

らだ。

これに対してマイクロカーネル方式

のOSでは、各サービスが独立したサー

ビスプロセスとして実現されているの

で、機能拡張などに伴う修正や追加が

比較的容易であり、その分、開発のた

めの工数やデバッグ作業なども少なく

てすむということになる。ただし、実

際にはクライアント／サーバ型で実装

しなければならないため、このような

プログラミングスタイルに馴れていな

ければ、逆に開発効率が低くなるかも

しれない。そのため無理に各サービス

を分けて実装するのではなく、たとえ

ば当面は既存のUNIXカーネルを1つの

プロセスにしてしまって、シングルサ

ーバ方式でUNIXを実装するというこ

とも可能であるし、またよく行われて

いる。このような柔軟性も、マイクロ

カーネル方式の利点といえる。

スケーラビリティが優れているとい

うのは、マルチプロセッサシステムな

どを使えば、システムのパフォーマン

スを向上させることができる、という

ことを指す。OSのサービスを提供する

サーバプロセスが複数に分かれている

ため、マルチプロセッサシステムなら

ばこれらのプロセスを各CPUで分散処

理することにより、ユーザーアプリケ

ーションだけでなく、カーネルの性能

もスケーラブルに拡張することができ

るのである。これは大規模なマルチプ

ロセッサシステムでは、大きなメリッ

トといえる。

このほかにも、各サービスプロセス

が分離独立しているので、あるサービ

スが障害を起こしても、その影響が他

へ及ばないというメリットもある（も

っとも、サービスが利用できなくなる

ことには代わりがないので、これはあ

まりメリットとはいえないかもしれな

いが）。

;

;マイクロカーネル方式のデメリット

;

以上のようにスケーラビリティなど

に優れたマイクロカーネル方式である

が、ユーザープログラムとサーバプロ

セス間の通信などのせいで（プロセッ

サの特権モードの変更などが頻発する

から）、オーバーヘッドが大きくなると

いう欠点もある。そこで、現実のマイ

クロカーネル方式のOSでは、いくつか

のサーバプロセス（たとえばWindows

NTの描画ルーチンなど）をカーネル

内に実装し、余計なオーバーヘッドを

避けるようになっているのが普通であ

る。

Linux magazineOctober 1999 73

カーネルモード 

ユーザーモード 

サーバプロセス 

LPCや共有メモリ、
パイプなどを使っ
たプロセス間通信
機能 

システムコール 
受付エントリ 

サーバ呼び出し システムコール呼び出し 

システムコール 
呼び出し用スタブ 

ユーザープロセス 

マイクロカーネルによるメッセージパッシング 

図「マイクロカーネルOSにおけるサービスの呼び出し」

ユーザープロセスがシステムコールを発行すると、それはマイクロカーネルを経由して、サーバプロセスへと送られる。
実際には、ユーザープロセスとサーバプロセス間で通信するためのチャネル（LPC：Local Procedure CallやRPC：
Remote Procedure Call、共有メモリ、パイプなど、さまざまな方法を使って実現できる）を確保し、それを使ってサ
ーバとクライアントが通信を行う。この方式では、モノリシックカーネル方式よりもコンテキストスイッチのオーバー
ヘッドが多くなるため、パフォーマンス的には不利になることが多い。
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;

;モノリシック構造のLinuxカーネル

;

それでは、LinuxとNTについて、そ

の内部構造を見てみよう。

すでに述べたように、Linuxのカー

ネルは現在のところはモノリシック型

の構造を採用している。各種のデバイ

スドライバやサービス（ネットワーク

サービスやファイルサービス、キャッ

シュ管理ほか）などはあらかじめカー

ネル内部に組み込まれており、それら

がすべて1つのアドレス空間内でデー

タ構造などを共有しながら動作してい

るのである。そのためシステムコール

や割り込み処理を実行するときは、カ

ーネル内部でのリソースへのアクセス

に対する競合を避けるため、排他制御

が行われている。

マルチプロセッサシステムの恩恵を

最大限に受けるためには、カーネル内

部のサービスなどを積極的に分離独立

させて、複数のプロセスやサービスに

分割するのが一番良いと思われるが、

実際には開発工数などを考慮して、現

在の所はまだ部分的なリソースの排他

制御にとどまっている。

Linuxにおけるシステムコールの排

他制御の方式は比較的単純で、当初は

カーネル全体をロックするようになっ

ていた。その後カーネル2.2以降では、

局所的なリソースごとに排他制御をす

る方式に改められている。

これにより、マルチプロセッサシス

テムの場合には同時に複数のシステム

コールが処理できるようになっている。

ただし現在でも、システムコールの処

理中に他のシステムコールの処理が割

り込むことはできないようになってい

るので、優先度の高いプロセスであっ

ても、現在処理中のシステムコールが

完了するか、ウェイト状態に入るまで、

処理が待たされることになる。

■UNIXにおけるシステムコール処理

ここで、Linux（や伝統的なUNIX）

におけるシステムコールの処理方法を

説明しておこう。システムコールを発

行するには、x86アーキテクチャの

Linuxの場合は、引数を各レジスタに

セットしたあと「INT 80H（ソフトウ

ェア割り込みの0x80番）」命令を実行

する（図「x86 Linuxにおけるシステ

ムコール処理の概要」参照）。すると

今まで「ユーザーモード」で実行され

ていたプロセスのコンテキストが「カ

ーネルモード」に切り替わり、カーネ

ル内部へと制御が進んでいく。Linux

（や伝統的なUNIX）では、ユーザープ

ログラムからシステムコールを発行す

ると、このようにユーザーコンテキス

トの延長としてカーネル内部へと制御

が移行し、処理が行われる。

ネットワークのクライアント／サー

バ方式のアプリケーションなどのよう

に、複数のプロセスからの（システム

コールの）処理要求をその入り口でキ

ューイングしておいて（待ち行列に溜

めておいて）、それを順次取り出しな

がら、1つずつ順番に処理する、とい

うような形態にはなっていない。いっ

てみれば、カーネルというコードやデ

ータを、マルチスレッドで各ユーザー

プロセスが共有しながらそれぞれ実行

しているといえるだろう。だから、1

つのプロセスで同時に発行できる（同

時に処理できる）システムコールの数

は、1つまでしか許されない。カーネ

ルサポートのないユーザーモードスレ

ッド（軽量スレッド）を使っても、複

数のスレッドからシステムコールを同

時に発行することはできない。実行で

きるスレッドコンテキストは、常にど

れか1つしかないからだ。

ただしLinuxでは、clone()システム

コールを使って1つのプロセス中に2つ

以上のスレッドを生成することができ

る。この場合のスレッドは、カーネル

側から見ると単に複数のプロセスのよ

うに見えるので（実際そのように扱わ

れている）、各スレッドが独立してシ

ステムコールを発行することができる。

ところで、プロセスがシステムコー

ルを処理中かどうかは、psやtopコマ

ンドで表示されるWCHAN（ウェイト

チャネル。プロセスがどういう要因で

停止しているかを示すイベント）フィ

ールドを見れば分かる。ここにカーネ

ル内部のルーチン名（もしくはアドレ

ス数値）が表示されていれば、システ

ムコールを処理中である。もっとも、

ここに表示されている停止要因は、ほ

とんどの場合、（デバイスや他のプロ

セスなどからの）データの入出力待ち

か、シグナルによる外部からの停止指

示によるものである。

さて以上のような仕組みのため、

UNIXではカーネル内部にある各種の

データ構造体などは、当初から（マル

チプロセッサをサポートする前から）、

各所にリソースを排他的に制御する機

能が組み込まれていた（複数のプロセ

スから共有されているため。スレッド

対応プログラムを書いたことがある人

なら分かるであろう）。そしてまず基

本的な方針として、システムコールの

処理は途中で中断されないように作ら

れている。

ただし、たとえばファイル読み出し

のシステムコールではディスクからの

入力待ちが生じるので、このような場

合は、自発的にプロセス自身がsleep()

して、他のプロセスに積極的にCPU時

間を渡すというふうにインプリメント

されている（ユーザープロセスはプリ

エンプティブなマルチタスクだが、カ
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ーネル内部は協調的マルチタスク方

式）。だから、カーネル内でのプロセ

スの停止は、必ずsleep()や、ほかのシ

グナル待ちなどでしか起こらないとい

うことになる（WCHANのアドレスが

常にsleepなどの「きり」のよい値にな

っているのはこのためである）。オリジ

ナルのUNIXのインプリメンテーショ

ンがリアルタイム処理に向いていない

のは、このような事情による。割り込

みが発生しても、現在実行中のシステ

ムコールなどの処理が終わらない限り

タスクスイッチが行われないので、一

定時間以内のタスクスイッチを保証す

ることができないのである。

なお、もっと細かい単位での排他制

御では（例：プロセステーブルの更新

とページテーブルの更新を連続して不

可分で行うなど）、一時的に割り込み

を禁止にしたり（割り込み禁止フラグ

を立てる）、割り込み許可レベルを高

くしたりする（緊急度の高い割り込み

だけはとりあえず受け付けることがで

きるようにするため）などの手法が使

われている。

しかしマルチプロセッサシステムで

は、これらだけでは十分とはいえない。

割り込み禁止などの措置は、それを実

行しているプロセッサでのみ有効な方

法であり、他のプロセッサからのメモ

リアクセスを禁止することはできない

からだ。だからマルチプロセッサシス

テムでカーネルコードを同時に実行さ

せると、データ構造の一貫性が壊れる

可能性がある。

そこでLinuxの2.0では、とりあえず

カーネルコード全体を排他的に処理す

るという方法を採用した。つまり、複

数のプロセスからシステムコールが発

行されても、どれか1つのプロセッサ

でのみ逐次的に処理するのである。パ

フォーマンスを考えるとあまり望まし

い方法ではないが、開発工数を抑えて

マルチプロセッサ対応させるという点

では、有効な方式だといえる。もとも

とカーネルコードの実行時間はユーザ

ープログラムに比べると非常に短いの

で、システムコールの頻度が多くない

環境では十分実用的である。

ただ、ネットワークやディスク入出

力、タスクスイッチなどの頻度が高く

なる用途（エンタープライズ向け用途

など）ではやはり望ましくないので、

Linuxの2.2以降では、カーネルコード

をマルチスレッドで実行できるように

改良が施された。

まず排他制御の方式として、マルチ

プロセッサシステムで使われているハ

ードウェアスピンロック方式を取り入

れている。スピンロックとは、条件が

満たされるまでその場でループして待

つための命令のことであるが、排他制

御したい部分が小さければ、十分実用

的な方法である。これを実現するため

には、メモリの読み出しと値のセット

というメモリアクセスサイクルを、他

のプロセッサに割り込まれずに不可分

に実行する必要があるが、CPUにはこ

のための命令が用意されている（Test

and Set命令など）。これを使って排他

制御したいコード部分を保護する。

さらに、排他制御の単位を細かく管

理して、複数のプロセッサ上で不必要

にお互いを待つことがないようにして

いる。例えば、プロセステーブルとi-

nodeテーブルを同時に操作しないとい

うことがあらかじめ分かっていれば、

これらを排他制御するために異なるス

ピンロック変数を使うことができる。

もし同じスピンロック変数を使って排

他制御を行うと、プロセステーブルを

操作する処理によって、まったく関係

のないi-nodeテーブルの処理ルーチン

が待たされてしまうことになるからだ

（シングルプロセッサのときはこれでも

問題ない。もともと同時に実行される
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カーネルモード 

UNIXのカーネルコード部分 
（すべてのプロセスで共有） 

ユーザーモード 

ユーザープロセス1

レジスタ←パラメータ 
  INT 80H

レジスタ←パラメータ 
  INT 80H

OSカーネルのコード OSカーネルのコード 

共有データ構造／ 
共有リソース 

ユーザープロセス2

カーネルモードへの 
コンテキストスイッチ 

 

カーネルモードへの 
コンテキストスイッチ 

 

協調的マルチタスク 
（マルチスレッド） 

プリエンプティブ 
マルチタスク 

協調的マルチタスク 
（マルチスレッド） 

プリエンプティブ 
マルチタスク 

図「x86 Linuxにおけるシステムコール処理の概要」

ユーザープロセスでシステムコールを発行すると（x86アーキテクチャでは、レジスタにパラメータをセットしてINT
80Hを実行する）、プロセスのコンテキストが「ユーザーモード」から「カーネルモード」に切り換わり、カーネル内の
コードへと制御が移行する。カーネル内では、複数の（カーネルモードの）プロセスがリソースを共有しながら、マル
チスレッドで実行している。そのため、各所にカーネルリソースの競合を防ぐための排他制御機構が組み込まれている。
ユーザープロセスは任意の時点で割り込まれるプリエンプティブマルチタスクであるが、カーネル内部ではシステムコ
ールの処理が終了するか、入出力の完了待ちなどの時点でのみプロセスのコンテキストスイッチが行われる。

Linux vs. NT
LinuxとWindows NTを徹底比較。それぞれのメカニズムを探る！



ことはないからだ）。

以上のような処理によって、カーネ

ルの2.2以降では、カーネルコードもマ

ルチプロセッサで動作するようになっ

ている。

■カーネルスレッドのサポート

Linuxではこのほか、カーネルサー

ビスをサポートするために、カーネル

モードでいくつかのスレッド（カーネ

ルモードスレッド）が動作している

（図「Linuxのプロセス例（カーネルモ

ードスレッド）」）。init（初期プロセス）

のほか、kflushd（ディスクなどバッフ

ァの書き出しのためのデーモン）、

kswapd（プロセスの自動的なページ

アウトのためのデーモン）などである。

これらは、定期的な処理や、システ

ムコール処理を補助するためのルーチ

ンであるが、プロセスとして実装した

方が望ましいので（ユーザープログラ

ムの状態に関わらず、常に動作してい

る必要があるため。プロセス形式にな

っていないと、システムコールの処理

時やタイマー割り込み時などに付随的

に動かすことしかできないので、非常

に扱いづらいし、プログラミングも困

難になる）、特別にカーネルモードで

動作するプロセスとして実装されてい

る。

一般のユーザープロセスとの違いは、

コードがカーネル内部に置かれていて、

カーネルとデータ構造を共有している

という点にある。カーネル内部のデー

タへアクセスする場合のオーバーヘッ

ドがなくなるし、カーネル内のルーチン

を呼び出す場合でも重いコンテキスト

スイッチが不要になるので、高速、軽

量なサービスを実現することができる。

;

;マイクロカーネル方式のWindows NT

;

Windows NTは、このマイクロカ

ーネル構造をベースにしたOSである。

ただし純粋なマイクロカーネル方式で

はなく、パフォーマンス向上のために、

かなりの部分を特権モードで動作する

NT Executiveという形で実装してい

る（図「Windows NTのOS構造」）。

カーネル側で各種のサービス（ファ

イルシステムドライバやウィンドウマ

ネージャ、GDIサービスなど）が動作

しているのは、すでに述べたように、

性能低下に対する対策である。開発当

初のNTでは、GDI、すなわち描画ル

ーチンはユーザープロセスとして実装

されていたが、現在ではその一部がカ

ーネル側に移されるなど、さらにチュ

ーニングが進んでいる。

図「NTのタスクマネージャ」に示し

たのは、あるNT Serverマシンにおけ

るタスクマネージャの表示例である。

このうち、「System」として表示され

ているのがカーネルモードで動作して

いるOS部分を表している。カーネル内

部だけでも数10個のスレッドが動いて

いるが、それ以外にもカーネル外部で

システムをサポートするために数多く

のサービスプロセスが動作している。

;

;グラフィックス／マルチメディア機能の比較

;

次に、両OSにおける、グラフィック

スなどのサポートについて見ておこう。

■Windows NTのグラフィックス機能

サポート

Windows NTは、もともとWindows

3.1やWindows 95などから継承した

Win32 APIセットをサポートしている

ため、2Dや3Dのグラフィックス機能

をサポートしている。Win32だけでは

足りない用途に対しては、OpenGLや

DirectXなどのグラフィックス用途に

最適化されたAPIセットも用意されて

いる。グラフィックスチップの持つ機

能も積極的にサポートしているし、場

合によっては次々と仕様を拡張して、

機能強化を図っている。もちろん、相

次ぐ仕様の追加や変更はプログラマー
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USER 
root 
root 
root 
root 
root 
bin 
root 
root 
daemon 
root 
root 
root 
root 
bin 
root 
root 
root 
wnn 
wnn 
root 
root 
root 
tadayo-m 
root 
root 
root 
root 
root 
root 
root 
root 
root 
root 
root 
root 
root

PID 
1 
2 
3 
4 

118 
163 
175 
182 
191 
200 
209 
228 
240 
245 
259 
260 
262 

26736 
26737 
29757 
3013 
12163 
12164 
7771 
7811 
7818 
7823 
4981 
4982 
4990 
4991 
5003 
13661 
13663 
13664 
15213

%CPU 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

%MEM 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0.1 
0 
0 
0 
0 
0.8 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0.5 
0 
0 
0 
0.1 
0 
0 
0 
0 
0.2 
0 
0.3 
1.1 
0.5 
0.3

VSZ 
768 
0 
0 
0 

260 
776 
824 
1084 
804 
812 
796 
5064 
1204 
1416 
744 
744 
736 
1268 
19096 
744 
744 
3464 
1836 
744 
1840 
1476 
744 
1452 
1372 
1448 
1924 
1168 
2416 
13292 
2312 
2176

RSS 
76 
0 
0 
0 
48 
0 

292 
0 

108 
128 
76 

2220 
64 
48 
0 
0 
24 
0 
0 
0 
0 

1396 
0 
0 
0 

372 
0 
0 
0 
0 

608 
0 

1012 
2936 
1292 
780

TTY 
? 
? 
? 
? 
? 
? 
? 
? 
? 
? 
? 
? 
? 
? 
tty5 
tty6 
? 
? 
? 
tty4 
tty2 
? 
ttyp0 
tty3 
? 
? 
tty1 
ttyp0 
ttyp0 
ttyp0 
ttyp0 
ttyp0 
? 
? 
? 
ttyp0

STAT 
S 
SW 
SW 
SW 
S 
SW 
S 
SW 
S 
S 
S 
S 
S 
S 
SW 
SW 
S 
SW 
SW 
SW 
SW 
S 
SW 
SW 
SW 
S 
SW 
SW 
SW 
SW 
S 
TW 
S 
S 
S 
R

START 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
17-Aug 
18-Aug 
18-Aug 
18-Aug 
20-Aug 
21-Aug 
21-Aug 
21-Aug 
21-Aug 
21-Aug 
21-Aug 
22-Aug 
22-Aug 
22-Aug 
22-Aug 
22-Aug 
23-Aug 
23-Aug 
23-Aug 
23-Aug

TIME 
1:22 
0:10 
0:00 
1:02 
0:00 
0:00 
1:30 
0:00 
0:00 
0:26 
0:00 
0:01 
0:00 
0:01 
0:00 
0:00 
1:54 
0:00 
0:00 
0:00 
0:00 
1:50 
0:00 
0:00 
0:00 
0:35 
0:00 
0:00 
0:00 
0:00 
0:00 
0:00 
0:00 
0:00 
0:00 
0:00

COMMAND 
init 
[kflushd] 
[kpiod] 
[kswapd] 
/sbin/dhcpcd-c 
[portmap] 
syslogd 
[klogd] 
/usr/sbin/atd 
crond 
inetd 
/usr/bin/atok12x 
sshd 
/usr/sbin/cannase 
[mingetty] 
[mingetty] 
update(bdflush) 
[jserver] 
[jserver] 
[mingetty] 
[mingetty] 
/usr/X11R6/bin/xt 
[bash] 
[mingetty] 
[smbd] 
nmbd#NAME? 
[mingetty] 
[su] 
[bash] 
[su] 
#NAME? 
[pppd] 
xdm 
/usr/X11R6/bin/X 
-:0 
ps aux

カーネルモードスレッドの
例。ここには3つ（PID=2
～4）ある。独立したユー
ザープロセスではないの
で、VSZやRSSフィール
ドは0になっている 

こちらはサーバサービス
や一般のユーザーのア
プリケーションプログラム 

図「Linuxのプロセス例（カーネルモードスレッド）」

あるLinuxマシンにおけるカーネルモードスレッドの例。カーネルモードスレッドとしてkflushd、kpiod、kswapdが動
作しているのがわかる。

マイクロカーネル方式の
Windows NT

グラフィックス／
マルチメディア機能の比較



にしてみればあまり嬉しくないのかも

しれないが、たとえば現状のDirectX

6.0だけではチップの持つ高性能な3次

元描画機能を有効に活かすことができ

ないことを考えると、これを避けるの

は難しい。

グラフィックスチップの機能強化は

これからもさらに進み、たとえば3Dグ

ラフィックスならば、ポリゴンデータ

の座標計算なども描画パイプラインに

マージされるであろう。しかし一方、

CPU側でなるべく多くの計算処理を担

当するというシステムもあるはずなの

で、さまざまなコンフィギュレーショ

ンに対応できる、より柔軟なAPIセッ

トが求められることになるだろう。

■Linuxのグラフィックス機能サポート

Windowsと同じような環境を求めよ

うとすると、Linuxでは、X Window

Systemをベースにすることになるであ

ろう。

しかし実際には、特に日本語環境を

考えると、ワープロや表計算などの用

途ではLinuxはあまり向いていないと

いえる。アプリケーションはいくつか

あるものの、既存のワープロ製品の置

き換えやデータの互換性などを考える

と、Linuxだけで既存のWindowsを置

き換えるにはまだ不十分というのが実

状といえる。製品の選択肢が少ないだ

けでなく、機能もまだ十分ではない

（使うかどうかは別にして）。

また、X Window Systemは印刷環

境に対しては何のサポートもしてくれ

ないので、データを印刷するためには、

現状では各アプリケーションがプリン

タの制御コードを独自に出力するしか

ないようである。

となると、サポートできるプリンタ

の種類にも限界があるし、今後も急激

に環境が改善される見込みはあまりな

いように思える。

もしWindowsなどの環境をLinux上

でも実現したいのならば、高性能な

Windows環境エミュレータが開発され

るのを待った方がいいかもしれない。
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カーネルモードで動
作しているスレッド。
ここでは43スレッド
ある 

こちらはサーバサー
ビスと一般のユー
ザーのアプリケー
ションプログラム 

図「NTのタスクマネージャ」

あるWindows NT Server 4.0マシンにおける、タスクマネージャの例。カーネルモードで動作している各種のExecutive
サービスなどは、すべて「System」というプロセス（プロセスIDは2）の所に表示されている。ユーザーモードで動作
しているサーバサービスと、一般のユーザープログラムの区別は特にない。

ハードウェア 

ハードウェア抽象化レイヤー（HAL） 

システムサービス 

ウィンドウ 
マネージャ／ 

GDI

オブジェクトマネージャ セキュリティ参照 
マネージャ 

プロセス／ 
スレッドマネージャ 

IPC（プロセス間通信） 
マネージャ 仮想メモリマネージャ I/Oサブシステム 

カーネルドライバ カーネル 

Win32サブシステム 

Win32アプリケーション Win16アプリケーション 

DOSアプリケーション 

POSIXサブシステム OS/2サブシステム 

POSIXアプリケーション OS/2アプリケーション 

カーネルモード 

ユーザーモード 

N 
T 
シ 
ス 
テ 
ム 

 

図「Windows NTのOS構造」

Linux vs. NT
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複数のユーザーが使用する（マルチ

ユーザー）OSの場合、そのユーザー群

をどのように管理するかということは、

非常に重要なOSの機能である。今日

ではネットワークサポートがOSにとっ

て当たり前になったため、ネットワー

ク接続されたコンピュータ全体でのユ

ーザー管理機能も必要とされている。

Linuxでのユーザー管理は、一般的

なUNIX同様、使用者ごとに「ユーザ

ー」というアカウントを発行して管理

する。ユーザーアカウントは、パスワ

ードで認証して使用者を確認し、利用

できるリソースを制限したり、使用者

のプライベートな設定を有効にしたり

するのに使われる。

またユーザーを集団ごとに管理する

ために「グループ」というアカウント

が存在する。グループを使えば、リソ

ースへのアクセス制限などの設定が容

易になる。

ユーザー／グループアカウントには、

それぞれUIDとGIDというユニークな

番号が割り当てられる。これはrootア

カウントといくつかのウェルノウンア

カウントを除けば、管理者が任意に番

号を指定できる。

ア カ ウ ン ト 情 報 の 保 管 先 は 、

/etc/passwd（ユーザー）、/etc/groups

（グループ）である。最近は、シャド

ウパスワード方式が採用されているケ

ースが多く、この場合、パスワードは

rootしか読めない/etc/shadowに別保

存される。これは、/etc/passwdが一

般ユーザーでも読み出せるためセキュ

リティ面で好ましくないことと、読み

出しを禁止してしまうとホームディレ

クトリやシェルなどを参照する多くの

機能で不具合が生じてしまうことから

だ。

以上は単体のLinux環境でのユーザ

ー管理だったが、複数のLinux環境で

はNISなどのディレクトリサービスを

利用することになる（コラム「NIS

（Network Information Service）」を

参照）。

Linuxを含むUNIX系OSは、多少の

違いはあるが、ユーザーの管理方式は

よく似ている。これに対してWindows

NTのユーザー管理は、似ている点も

なくはないが、UNIX系OSとはかなり

異なる印象を受ける。設計思想が異な

るということだろう。以下では、

Windows NTのユーザー管理・認証

機能のうち、LinuxなどUNIX系OSと

は異なる独自の部分に焦点を当ててみ

た。

■アカウントを識別するSID

LinuxでもWindows NTでも、ユー

ザーやグループなどのアカウントを作

成すると、必ずIDと呼ばれる数値が割

り当てられる。システム内部では、ア

カウント名より扱いやすいこのIDで管

理されている。

双方のOSで異なるのは、このIDの
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ユーザーの管理・認証ユーザーの管理・認証

Linuxの
ユーザー管理・認証

Windows NTの
ユーザー管理・認証

編集部

Linuxを含むUNIX系OSにも、NTのドメイ

ンのようなネットワーク上のコンピュータを

論理的なグループにまとめ上げる機能があ

る。代表的なのはNIS（Network Information

Service）やNIS＋である。どちらもSun

MicrosystemsのUNIXに初めて実装されたも

ので、NIS＋はNISに対して性能やセキュリ

ティなどを強化したバージョンである。ノベ

ルのNDSのようなディレクトリサービスの一

種といえる。

NISの目的は、UNIX系OSで動作する複数

のコンピュータ間で、ユーザー名やグループ

名、パスワードなどの情報を共通に保つこと

である。NISを導入すると、NISドメインと

呼ばれる論理的なグループに参加しているコ

ンピュータには、どれも同じユーザー名／パ

スワードでログインできる。

NTのドメインとNISの間で大きく異なるの

は、NTドメインではユーザー認証までドメイ

ンコントローラに集中していたのに対して、

NISでは各コンピュータでユーザー認証が行

われるという点である。NISのクライアント

は、ユーザー情報などNISドメインで共通の

情報をNISサーバに要求して入手し、ユーザ

ーの認証を行う。

またNISが共通に保つファイルには、hosts

などユーザー管理と直接関係のないファイル

も含まれるし、異なるOS同士でもNISにさえ

対応していれば同じNISドメインで情報の共

通化が図れるなど、NTにはない特徴も多い。

Column

NIS
（Network Information Service）



つけ方である。Linuxではroot以外、

管理者がIDの数値を指定できるし、そ

の値も単純な数値でよい（rootは必ず

0である）。Windows NTの場合、ID

はSID（ Security Identification、セ

キュリティ識別子）と呼ばれ、システ

ムから唯一無二の数列が自動的に割り

当てられる。つまり管理者にもSIDの

数列は自由に指定できない。SIDの実

体は、画面「Windows NTのSIDの

例」のように非常に長い数列である。

SIDが割り当てられるのは、実はユ

ーザーアカウントだけではない。

Windows NTが取り扱うオブジェク

トのうち、保護される必要があるもの、

つまりセキュリティが考慮されるオブ

ジェクトに対しては、固有のSIDが割

り当てられる。当然グループアカウン

トにもSIDがつけられる。また最初か

ら作成される予約済みのオブジェクト

には、どこでも同じSIDが割り当てら

れている。

SIDが唯一無二の固有なIDであり手

動で指定できないという特徴が、

LinuxとWindows NTの間で、ユーザ

ー／グループアカウントの取り扱い方

の差を生んでいる。たとえば、ある既

存のユーザーアカウントを削除し、再

び同じ名前でユーザーアカウントを作

成したとしよう。Windows NTの場

合、削除前のユーザーアカウントで所

有していたファイルに対して、同じユ

ーザー名でアクセスしても、その権利

がないとされてアクセスできないのだ。

これは削除前と削除後で、アカウント

のSIDが異なるため、システムが別の

ユーザーと認識するためである。

Linuxなら、削除前のユーザー名とユ

ーザーIDを使ってユーザーアカウント

を作成すれば、アカウントは復活して

以前使っていたリソースにもアクセス

できるはずだ。

また、複数のマシンを同じユーザー

が使用する場合、Linuxならユーザー

名とユーザーID、グループID、パスワ

ードなどを統一して各マシンにアカウ

ントを作成すればよい。しかし、

Windows NTでは同一のSIDを持つユ

ーザーを作成できないので、複数のマ

シンにまったく同じユーザーアカウン

トを用意するのは不可能だ。そこでア

カウント情報は一箇所に集中してユー

ザー認証もそこで行い、リソースを持

つマシンはそこへユーザー認証を依頼

する、というスタイルをとる（これが

後述のドメインによるユーザー認証で

ある）。

■アカウント情報の格納先

Linuxの場合、ユーザーアカウント

情報は/etc/passwd（シャドウパスワ

ードは/etc/shadow）に、またグルー

プ情報は/etc/groupに保存される。い

ずれもプレーンテキストファイルであ

り、/etc/shadow以外は一般ユーザー

でも容易に読み出せる。

これに対してWindows NTでは、

ユーザー／グループの情報はSAM

（Security Account Manager）デー

タベースに保存される。これはアカウ

ントのパスワードをキーとして暗号化

されたデータをまとめたバイナリファ

イルだ（実体は<WinNTディレクトリ

>¥system32¥configにあるSAMとい

うファイル）。一般ユーザーはSAMデ

ータベースをオープンできないし、

Service Pack 4以降ではSAM全体を

さらに暗号化できるようになった。こ

れでSAMデータベースをバックアップ

したファイルをクラックして、パスワ

ードを得るといったことも難しくなる。

図「Windows NTのセキュリティに

関わるコンポーネント」は、Windows

NTのセキュリティ関連コンポーネン

トの連携を表している。ユーザーが対

象のシステムにログオンしようとする

と、そのアカウント名でSAMデータベ

ースが検索され、パスワードが照合さ

れる（ユーザー認証）。パスワードが

合っていたらSAMデータベースから関

連するSIDが抽出され、アクセストー

クンと呼ばれる情報のセットに格納さ

れる。以後、そのユーザーがファイル

などにアクセスしようとすると、アク

セストークン内のSIDとファイルのア

クセス権のリスト中にあるSIDとが照

合され、アクセス可能かどうかチェッ

クされる。SAMとSAMデータベース

はログオン時の要として働くわけだ。

そのため、セキュリティ面では前述の

暗号化のように注意が払われている。

■ビルトインアカウント

画面「ドメインユーザーマネージャ」

は、Windows NTでユーザーやグルー

プのアカウントを作成・設定するツー

ルである。この画面のユーザー名の欄

にあるAdministratorとGuestというユ

ーザーアカウントは、システムによっ

て最初から組み込まれているビルトイ

ンアカウントである。これらのアカウ

ントは、Windows NTをインストール
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すると必ず作成される。

AdministratorはUNIX系OSのroot

に相当するユーザーアカウントで、シ

ステムの管理に利用する。もう一方の

Guestは、アカウントを持っていない

ユーザーからのアクセスを制御するの

に使われる。アカウントのないユーザ

ーからのアクセスには、このGuestア

カウントが使われるので、Guestアカ

ウントからのアクセスを許可すれば、

誰からでもアクセス可能なリソースを

用意できる。インターネットなど外部

接続のない小規模なLAN環境では、

Guestアカウントを使うとアクセス権

の設定が容易になるなどのメリットは

あるものの、セキュリティホールにも

なり得るので、デフォルトではGuest

アカウントは無効になっている。

グループについても、特殊な機能を

もったビルトインアカウントがいくつ

かある。たとえば、システム管理者の

ためのグループとしてAdministrators

グループが、またファイルのバックア

ップを担当するグループとしてBackup

Operatorsグループが用意されている、

といった具合だ。必要に応じて、ユー

ザーアカウントをこれらのグループに

入れれば、各ビルトイングループに与

えられた機能が利用できるようになる。

このほかにも、システムが提供する

各種機能をユーザーやグループに「権

利」として与えることができる。画面

「ドメインユーザーマネージャ」の右下

のように、システムをシャットダウン

したり、システム時刻を変更したりす

るといった権利を、ユーザーやグルー

プに与えられる。実際には、グループ

を作成して権利を与え、その権利を必

要とするユーザーをグループに入れる、

という方法が推奨される。

なおLinuxにもrootをはじめとする

ユーザーやグループが最初から用意さ

れる（標準ユーザー／標準グループと

呼ばれる）。しかし、Windows NTの

ビルトインアカウントのほうがより細

かく定義されている。

以上はWindows NT単体でのユー

ザー管理について記したが、もともと
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画面「ドメインユーザー
マネージャ」

ユーザーの作成・変更・
削除のほか、ユーザー権
利も設定できる。

ビルトインアカウント

Executiveサービス 

アクセス確認 
監査チェック 

セキュリティ 
参照モニタ 

監査ログ 

Win32サブシステム 

その他の環境サブシステム 

ログオンプロセス SAMデータベース 

セキュリティ原則データベース Win32アプリケーション 

カーネルモード 

ユーザーモード  

セキュリティ原則 監査メッセージ 

認証 

セキュリティアカウントマネージャ 
（SAM） 

ローカルセキュリティオーソリティ 

図「Windows NTのセキュリティに関わるコンポーネント」

Windowsネットワークで
のユーザー管理・認証



Windows NTには、Windowsネット

ワーク全体のユーザー管理を担当する

能力がある。次は、Windows NTが

どのようにWindowsネットワークでの

ユーザー管理・認証に関わるかを説明

してみる。なお、ここで使っている

「ドメイン」とはWindows NT独自の

概念であり、DNSにおける「ドメイン」

とはまったく異なることに注意してい

ただきたい。

■論理的なグループの必要性

Windowsネットワークでは、複数の

コンピュータを束ねる論理的なグルー

プとして、ワークグループとドメイン

の2種類が用意されている。論理的な

グループとは、ネットワーク構造に依

存しないグループのことで、複数のサ

ブネットをまたいでグループを形成し

たり、WAN経由のリモートコンピュ

ータも加えたりすることができる。ワ

ークグループやドメインという論理的

なグループの目的は、実際の組織構成

に適した形で複数のコンピュータをグ

ループ化することと、それにより各種

リソースの共有やユーザー情報の管理

などを効率よく行うことが挙げられる。

■ワークグループ

ワークグループはコンピュータ数も

それほど多くない小規模なWindowsネ

ットワークに適した論理グループであ

る。なぜなら、ユーザーやリソース、

セキュリティの管理を一元化して効率

を上げるという機能がワークグループ

にはほとんど備わっていないからだ。

実際の組織構成に合わせて、ファイ

ル／プリンタ共有などのリソースをグ

ループ分けすることだけが目的といっ

てもよい。

ワークグループで各コンピュータの

リソースにアクセスするには、基本的

にコンピュータごとに配置されたユー

ザー情報をもとにユーザー認証が必要

になる。つまりコンピュータごとにい

ちいちログオンする必要がある。この

手間を省くには、ワークグループ内の

すべてのコンピュータでアカウント名

とパスワードの組を同じものに統一す

る必要がある（ログオンが透過的に行

われる）。逆にいえば、こうしたユー

ザー管理の手間が許容できる程度の台

数しか、現実的にワークグループでは

管理しきれないといえる。

■ドメイン

ワークグループに対するドメインの

特徴は、ユーザー管理を一元化したこ

とである。ドメインでは、ドメインに

参加するコンピュータ全体に通用する

ユーザー／グループアカウントが提供

される。

ドメインのユーザー情報は、ドメイ

ンコントローラと呼ばれるコンピュー

タで保持・管理される。ドメインコン

トローラとなったWindows NTマシン

では、図「Windows NTのセキュリテ

ィに関わるコンポーネント」のSAMデ

ータベースにドメインのユーザー情報

が蓄積されるほか、ドメインのユーザ

ーに対する認証も行われる。リソース

を公開する各コンピュータは、そのリ

ソースにアクセスする権利をドメイン

のユーザー／グループに与えることで、

ユーザー認証自体はドメインコントロ

ーラに任せることができる（図「ドメ

インとワークグループでのユーザー認

証の違い」）。このようにユーザーの管

理・認証はドメインコントローラに集

中するため、ワークグループに比べて

その管理ははるかに容易になる。もち

ろん、ユーザー数やコンピュータ数も
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ワークグループより多くすることがで

きる。

複数のドメイン同士で連携すること

も可能だ。ドメイン同士で信頼関係を

結ぶと、一方のドメインにある共有リ

ソースに対して、他方のドメインユー

ザーがアクセスする権利を持たせられ

る。ただし、コラム「ドメインによる

管理の限界」にあるように、Windows

NT 4.0の複数ドメインの取り扱いには

制限が多く、あまり多くのドメインを

扱うのは現実的ではない。

ドメインで集中管理できる情報の種

類にも注意したい。ドメイン内の各コ

ンピュータが公開している共有リソー

スに関わる情報（共有名やアクセス権、

ファイルへのパスなど）は、そのリソ

ースを持つコンピュータに保存される。

集中管理されるのは、あくまでドメイ

ンユーザー情報である。したがって、

いくらドメインコントローラの保持す

るファイルやデータをバックアップし

ても、リソースを公開しているコンピ

ュータのシステムが破壊されると、共

有名やアクセス権などの情報が失われ

てしまう。

Linuxのカーネル自体には、ネット

ワーク全体に関わるユーザー管理機能

は含まれていない。しかし、Linuxの

ディストリビューションならNISと呼

ばれるディレクトリサービスが含まれ

ていることが多く、これを用いればネ

ットワーク全体のユーザー管理を

Linuxが担当できる（NISについては

コラム「NIS（Network Information

Service）」を参照していただきたい）。

NISに対応しているLinuxやUNIX系

OSだけしかネットワーク上に存在しな

いなら、NISを利用すればよい。しか

し実際には、サーバがLinuxであって

もクライアントはWindowsというネッ

トワークのほうが、現時点では大多数

だろう。標準ではWindowsはNISクラ

イアントになれないので、NISによる

管理は非現実的だ。

一方、Windowsネットワークにおい

てLinuxがサーバでWindowsがクライ

アントという構成なら、Sambaによる

ファイル共有サービスは必須といえる。

LinuxとSambaを組み合わせた場合、

Windowsネットワークでのユーザー管

理にはSambaが深く関わる。そこで以

下では、Sambaによるユーザー管理の

特徴を見ていく。なおSambaのファイ

ル／プリンタ共有サービスについては、

84ページからの記事を参照していただ

きたい。

■多様なユーザー認証

Sambaによって公開されているファ

イル共有に対して、ユーザー認証は次

の3種類から選択できる。

①Linuxのユーザー認証を使う

②Samba独自のユーザー認証を使う

③Windows NTサーバ／Windows

NTドメインのユーザー認証を使う

このように3種類もの認証方法が提

供されているのは、Windowsの暗号化

パスワードが原因の1つである。Windows

95 OSR1以 前 や Windows NT 4.0

Service Pack 2以前では、ネットワーク

経由でログオンする際、パスワードは

暗号化されない平文で送出されてい

た。この場合、Sambaが受け取るパス

ワードも平文なので、①Linuxのユー

ザー認 証 がそのまま利 用 できる

（telnetで平文パスワードを送って認証

されるのと同じ感覚である）。

ところがWindowsのバージョンが上

がると、セキュリティの強化策として

ネットワークに送るパスワードが暗号

化されるようになった。Linuxと

Windowsの間で、パスワードの暗号化

アルゴリズムに互換性がないため、

Linuxの認証ロジックをそのまま利用

することはできない。そこで、Samba
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Linux＋Sambaでの
ユーザー管理・認証

ユーザー数やドメイン数が増えてくると、

より効率的にユーザーを管理するような体制

にしないと、ユーザー管理の手間は増えるば

かりである。グループを活用するのは、その

手間を減らす手の1つである。しかし、

Windows NTのグループの扱いには制限があ

る。たとえば、ドメインで管理するグループ

にはそのドメインのユーザーしか追加できな

い。つまりグループに別のグループを入れた

り、別のドメインのユーザー／グループを入

れたりすることはできない。そのため、複数

の部と課にそれぞれグループを割り当てて管

理するなどといった、実際の組織構成に合わ

せたユーザー管理が難しい。

ドメインの扱いにも同様の欠点があり、ツ

リー状に複数のドメインを束ねたりすること

はできない。またドメイン間でユーザーの移

動もできない。

このように現時点のWindows NT 4.0では、

組織構成が3階層以上あるようなある程度大

きい組織だと、単体で管理するのが難しい。

次期製品のWindows 2000ではこうしたドメ

インやグループの制限が少なくなるはずであ

る。またWindows NT 4.0でも、ノベルの

NDS（Novell Directory Service）などのディ

レクトリ管理ソフトウェアと組み合わせると

いった解決法もある。いずれにせよ、ユーザ

ー管理の面では、単体のWindows NTは比較

的規模の小さい組織での運用に向いていると

いえる。

Column
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が独自に認証ロジックを用意し、

Windowsの暗号化パスワードでも認証

できるようになった。

③のWindows NT サーバ／ドメイ

ンのユーザー認証は、すでにWindows

NTドメインがある環境でSambaによ

るファイルサーバを運用する場合、他

のWindows NT サーバと同様、ドメ

インユーザー情報が使えるので便利

だ。また、ワークグループの環境でも

Windows NT Server／ Workstation

マシンがあれば、そのマシンにSamba

とWindows 95／98のユーザー認証を

任せ、ユーザー管理をより集中させる

ことも可能だ。

ここで問題になるのは、②と③のユ

ーザー認証を用いる場合、Linuxと

SambaあるいはWindows NTとの間

でユーザーアカウントを二重に管理し

なければならない点である。一応、

Sambaのツール（smbpasswd）でパ

スワードを変更すると自動的にLinux

のパスワードも自動的に更新する、と

い う 仕 組 み が あ る 。 し か し 、

smbpa s swdを介さずにLinuxや

Windows NTで直接パスワードを変

更したら意味がない。運用面での注意

が必要である。エンドユーザーには画

面「GUIによるSambaのパスワード設

定」のようにWWWブラウザ経由でパ

スワードを変更させるとよいだろう。

なお②の場合、Windowsクライアン

トのレジストリを操作することで、ネ

ットワークに送出するパスワードを暗

号から平文に変更することができる。

すべてのクライアントにこの処理を行

えば、単純な①の認証方式で済むとい

うメリットはある。しかし、実際には

複数台あるクライアントのレジストリ

を操作するのは面倒であり、お勧めで

きない（ミスするとブートできなくな

る可能性がある）。もちろんネットワ

ークでパスワードを盗聴される危険性

が高いこともデメリットといえる。

■ドメインログオンのサポート

以上のほかに、Sambaがサポートす

る ユ ー ザ ー 管 理 機 能 と し て は 、

Windowsクライアントからのドメイン

ログオンが挙げられる。これはSamba

サーバがドメインコントローラとして

働くことを意味する。また、ユーザー

プロファイルやログオンスクリプト、

システムポリシーといった、もともと

はWindows NTのもとで実現されて

いた機能も、Sambaで実現できる。

ユーザープロファイルとは、ユーザ

ーがWindowsマシンにログオンしたと

きに表示されるデスクトップの作業環

境を保存したデータである。具体的に

は、画面のデザインや壁紙、ネットワ

ーク／プリンタ接続などといった作業

環境の設定がユーザープロファイルと

いう形で保存される。このユーザープ

ロファイルをサーバに保存しておき、

ユーザーがドメインにログオンしたら

そのWindowsクライアントにユーザー

プロファイルをロードして、前の作業

環境を再現する、というのが移動ユー

ザープロファイルの機能だ。これによ

り、どのWindowsクライアントにログ

オンしても、自前の作業環境をある程

度再現することができる（原理的にア

プリケーション環境の再現までは無

理）。

ログオンスクリプトは、ユーザーが

ドメインにログオンした直 後 に

Windowsクライアントで自動実行され

るバッチファイルである。またシステ

ムポリシーは、Windowsクライアント

のシステム構成を強制的に変更する機

能で、勝手にWindowsクライアントの

設定を変更できないようにする、とい

った使い道がある。

この3つの機能はいずれもWindows

NT Serverによるドメインコントローラ

に実装されている機能だ。後述するよ

うに、現時点のSambaが持つドメイン

コントローラの機能はまだ限定的だ

が、単なるWindows用ファイルサーバ

から着実に進化しているのは間違いな

い。
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SOHOや企業内の部門クラスの組織

でサーバマシンを業務に使っている場

合、必ず利用されているサービスとい

えば、やはりファイル／プリンタ共有

ではないだろうか。データベースやグ

ループウェアよりは原始的なサービス

だが、Windows 95／98が標準でファ

イル／プリンタ共有のクライアントお

よびサーバとなれるので、運用や扱い

が容易な分、導入しやすいのだろう。

このようによく使われているファイ

ル／プリンタ共有というサービスにお

いて、LinuxとWindows NTがどのよ

うな機能を提供できるのか比較してみ

る。ここで想定している環境は、

Windowsクライアントが複数存在する

ネットワークである。

Windows NTでは、Windowsクラ

イアントに対するファイル／プリンタ

共有サービスが標準的に組み込まれて

いる。これに対してLinuxのカーネル

には組み込まれていない。しかし、現

在ほとんどのLinuxディストリビュー

ションには、SambaというWindows

のファイル／プリンタ共有を実現する

ソフトウェアが入っており、Linuxを

Windows用ファイル／プリントサーバ

に変身させることができる。

より正確にいえば、Sambaは単なる

Windowsのファイル／プリンタ共有サ

ービスではなく、Windowsネットワー

ク環境においてWindows NTが提供

するファイル／プリンタ共有を含む各

種サービス・機能を、別のOSで実現

するためのソフトウェアである。

Samba自体は、Linuxだけではなく、

そのほかのUNIX系OSやOS/2などの

プラットフォームで動作するフリーウ

ェアでもある。

Samba以外にもWindowsのファイ

ル／プリンタ共有を実現できるソフト

ウェアは存在する。しかしLinuxでは

現在Sambaが標準的な地位を得ている

ので、ここではLinux＋Sambaで提供

されるサービスをWindows NTと比

べてみる。

ファイル／プリンタ共有サービスを

実現するには、Windowsネットワーク

が正しく稼働していることが前提とな

る。それにはWindows NTまたは

Linux＋Sambaが提供するサービスや

機能も影響を与える。まず、双方の

OSがWindowsネットワークの構築に

どう役立つのか探ってみよう。

■ネットワークプロトコル

Windowsネットワークでのファイ

ル／プリンタ共有には、SMB（Server

Message Block）という上位プロトコ

ルが用いられる。下位のプロトコルにつ

いては、図「Windowsのネットワー

クプロトコルスタック」のように、

WindowsならTCP/IPだけではなく

NetBEUIやIPX/SPXというプロトコ

ルも使える。これに対してLinux＋

Sambaがファイル／プリンタ共有で使

えるのは、TCP/IPだけである。しか

し、現状ではWindowsクライアントは

TCP/IPを必要とする場面が非常に多

く、逆に他の2つのプロトコルは

Windowsだけの環境では廃れてきてい

るため、TCP/IPだけのサポートでも
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MAC層 
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IPX/SPX トランスポート層 

(SMBプロトコル)

Windows ネットワーククライアント機能 Netware 
クライアント 

機能 
　 

NCP 
プロトコル 

ネットワーク 
クライアント 
サービス 

NetBIOS　インターフェイス 

TCP/IPNetBEUI

図「Windowsのネットワークプロトコルスタック」 クライアント機能中心に表した。

Sambaとは？

Windowsネットワークの
構築

編集部

ファイル／プリンタ共有サービス



実用上問題にはならない。

■IPアドレスの管理

TCP/IPネットワークでは、各コン

ピュータ（ノード）に対して、IPアド

レスを重複なく適切に割り当てる必要

がある。それにはDHCPサーバを用い

て、自動的にIPアドレスを割り当てた

り、各種パラメータ（デフォルトゲー

トウェイやDNSサーバのIPアドレスな

ど）を自動配布したりするのが一般的

だ。LinuxもWindows NT Serverも

DHCPサーバ／クライアント機能を標

準装備しているので問題はない。

■名前解決

TCP/IPネットワーク上にある各コ

ンピュータには、固有のIPアドレスと

ともに、ホスト名あるいはNetBIOS名

（Windowsの世界のホスト名）といっ

た固有の名前も割り当てられるのが一

般的だ。アプリケーションレベルでは、

わかりにくいIPアドレスではなく名前

を使ってコンピュータを特定するが、

実際にその名前のコンピュータと通信

するには、IPアドレスを知る必要があ

る。そこで「名前」からIPアドレスを

得る（あるいはその逆）という作業が

生じる。これを名前解決（Name

Resolution）と呼ぶ。

NetBIOS名を解決する方法はいくつ

かある。TCP/IPの世界で一般的なIP

ブロードキャストやDNSサーバへの問

い合わせは、NetBIOS名の解決にも利

用されることがある。静的な方法とし

ては、NetBIOS名とIPアドレスの対応

を記したlmhostsファイル（あるいは

hostsファイル）が使える。しかし

Windows NT LANの環境で一番推奨

されるのはWINS（Windows Internet

Name Service）である。Windows

NT Serverに標準装備のWINSサーバ

は、WINSクライアントになった

WindowsマシンからそのIPアドレスと

NetBIOS名などの情報を取得し、逆に

WINSクライアントからの名前解決の

問い合わせに応える。動的にクライア

ントの登録が可能なDNSサーバと、そ

の動作は似ている。

以上の名前解決の手段は、いずれも

L i n u x ＋ S a m b a で実 現できる。

Windows NT ServerのWINSサーバ

に相当するのはnmbdというプログラ

ムだ。ただし現状では完全に純正の

WINSサーバと同じ機能を持っている

わけではなく、他のWINSサーバと連

携できない、同一セグメントに複数の

nmbdによるWINSサーバを起動でき

ない、といった制限がある。もっとも、

これはWINSサーバ間の通信プロトコ

ルが公開されていないせいでもあるの

だが。

■ブラウザ（コンピュータブラウザ）

Windowsマシンでエクスプローラを

起動し、ネットワークコンピュータの

中を参照すると、画面「ブラウザによ

り得られたコンピュータのリスト」の

ようにWindowsネットワークに参加し

ているコンピュータの一覧が表示され

る。このように、ネットワーク上で利

用できるリソースの一覧（ブラウズリ

スト）を表示することをブラウジング

といい、それを実現するのがブラウザ

である。Windows NTではComputer

Browserサービスが、またSambaでは

nmbdというプログラムがブラウザと

して働く。

ブラウザにはマスタブラウザとバッ

クアップブラウザの2種類があり、前

者がブラウズリストを収集して保持

し、後者がクライアントにブラウズリ

ストを配布する。マスタブラウザにつ

いては、TCP/IPネットワークの場合、

複数のサブネットをブラウズするため

にセグメントマスタブラウザとドメイ

ンマスタブラウザの2種類に細分化さ

れる。Windows NTならどのブラウザ

にもなれるが、Sambaはバックアップ

ブラウザにはなれない。とはいえ、

Windows 95／98が代わりのバックア

ップブラウザとして動作できるので、

実用上は大した問題ではない。

逆にSambaがブラウザにならないと

困る場合もある。それは、ワークグル

ープを複数のサブネットにまたがって

構成する場合で、Sambaをブラウザと

したときだけ全サブネットを正しくブ
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ラウズできる。

■ドメイン／ワークグループ

Windowsネットワークではドメイン

とワークグループという2種類の論理

的なグループが利用できる。このうち

ワークグループは、ネットワーク上の

共有リソースをグループ分けする程度

の意味合いしかなく、各コンピュータ

の関係もほぼ対等だ。Linux＋Samba

のファイルサーバをワークグループに

参加させるのは難しくない。

一方、ドメインについては状況が異

なる。ドメインコントローラというユ

ーザーやドメインの管理を担当する特

殊なサーバが存在するからだ。とはい

っても、Linux＋Sambaサーバをドメ

インコントローラではなく単なるドメ

インのメンバーにするのは可能である

（多少設定に手間がかかるが）。同様に

ドメインに参加しているWindows NT

Serverと比べると、NT標準の管理ツ

ール（サーバマネージャ）からの操作

で一部エラーが生じるなど細かい差違

はあるものの、ファイルサーバとして

はほぼ同等に扱える。ユーザー認証も、

NT Server同様ドメインユーザーアカ

ウントを利用できる。

逆にLinux＋Sambaサーバをドメイ

ンコントローラとする場合、Windows

NT Serverベースのドメインコントロ

ーラと比べて、その機能はかなり限定

されるのが現状だ。Windows 95／98

のドメインログオンはサポートするも

のの、1台目のドメインコントローラ

（PDC：プライマリドメインコントロ

ーラ）にしかなれず、またバックアッ

プ用のドメインコントローラ（BDC：

バックアップドメインコントローラ）

を別途用意することもできない。

Windows NTのドメインログオンもま

だ実験段階のようだ。

Linux＋ SambaとWindows NTで

は、ベースのOSのアーキテクチャが異

なるので、挙動が若干異なる部分もあ

る。以下では、そうした違いに注目し

て探ってみる。

■ファイル名の扱い

Windows 95／98とWindows NT、

そしてLinuxでは、主に使われるファ

イルシステムが異なるせいもあって、

ファイル名の取り扱い方がそれぞれ異

なる。しかし、Windows 95／98と

Windows NTは、同じWindowsファ

ミリーということもあってか、ファイ

ル名の取り扱い方はほぼ同じである。

そのため、Windows NTのファイルサ

ーバとWindows 95／98クライアント

との間で、ファイル名に関する問題は

ほとんどない。

一方、LinuxとWindowsを比べると、

無視しきれない違いがある。それは、

Linuxではファイルを識別する際にフ

ァイル名の大文字／小文字を区別する

のに対して、Windowsでは区別しない

こ と だ 。 つ ま り 「 t e s t . d a t 」

「TEST.dat」「Test.dat」という3つの

ファイルを、Linuxは異なる3つのファ

イルとして、またWindowsは同一のフ

ァイルとして扱うわけだ。

Linux＋Sambaのファイルサーバと

Windowsクライアントの間でも、同じ

問題が生じる。画面「ファイル名に関

するトラブルの例」は、Linuxから

Sambaの共有にファイル名の大文字／

小文字が異なる3つのファイルを書き

込み、Sambaを通じてWindows 98ク

ライアントからエクスプローラで参照

しているところだ。一見、3つのファ

イルとして識別されているように見え

るが、ファイルコピーの操作をしよう

とすると、意図したファイルにアクセ

スできないことに気づく。Windows側

では3つのファイルのうち2つは実体に

アクセスできない。ディレクトリ中に

見えるだけである。

この問題はLinuxとWindowsの仕様

の違いが原因なので、いかんともしが

たい。ただし、Sambaはファイル名の

取り扱いを柔軟に変更できるので、

Windowsからアクセスされたファイル

でも、大文字／小文字を識別するよう

に設定を変更できる。もちろん、

Windowsのローカルなファイルと扱い

が変わるので注意が必要だが。

■ファイル属性

ここでいうファイル属性とは、

Windowsでファイルを作成すると割り

当てられる4種類の属性だ。すなわち

システム（S）／不可視（H）／読み

出しのみ（R）／アーカイブ（A）で

ある（ディレクトリ属性は省いている）。

もともとはFATファイルシステムでの

ファイル属性である。

Windows NTのファイル共有サー
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ファイル共有サービスの
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ビスでは、これら4種類のファイル属

性はそのまま保存される。しかし

Linux＋Sambaのファイル共有サービ

スでは、使用するファイルシステムが

異なるため、Sambaの設定次第ではフ

ァイル属性が失われてしまう場合があ

る。

Linuxのファイル属性は、所有ユー

ザー／所有グループ／その他のユーザ

ーという3種類の区分に対して、それ

ぞれ読み出し／書き込み／実行可能と

いう3種類の属性がある（そのほかデ

ィレクトリ属性などもあるが、ここで

は触れない）。Windowsのシステム／

不可視／アーカイブに対応する各属性

は、Linuxにはない。一方、Windows

側には実行可能属性がない（NTFSの

アクセス権には、類似の属性が存在す

るが）。そこでSambaは、Windowsの

システム／不可視／アーカイブの各属

性を、Linuxの実行可能属性に割り当

てることができるようになっている

（図「SambaによるLinuxとWindows

間のファイル属性のマッピング」）。な

お、読み出しのみ属性はもちろん所有

ユーザーの読み出し／書き込み属性に

反映される。

このようにして属性を保存すること

自体はできるが、Sambaで公開してい

るファイルやフォルダをLinux側から

参照した場合、本来の意味とは異なる

形で属性がつけられているため、混乱

を招きかねない。LinuxとWindowsの

双方から共有ボリュームを参照する場

合には注意が必要だろう。

■アクセスの制御（アクセス権）

ファイル共有サービスの重要な機能

の1つとして、格納されるファイルや

ディレクトリの保護、すなわちセキュ

リティが挙げられる。セキュリティを

維持するためには、状況に応じてファ

イルやディレクトリへのアクセスを制

限する必要がある。ここでいうアクセ

ス権とは、ファイルなどへアクセスす

るための権利を指す。どのようなアク

セス権を設定できるかが、ファイル共

有サービスのポイントの1つといえる。

アクセス権を設定する対象には、フ

ァイルやディレクトリといったアクセ

ス対象そのものと、公開している共有

そのものがある。Windowsクライアン

トからは、まず「共有」という入口で、

次にファイルシステムのレベルでそれ

ぞれアクセスが制限されるという二段

構えに見える。Linux＋Sambaでは、

共有でのアクセス制限はSambaが、フ

ァイルシステムはLinuxが担当する。

共有でのアクセス制限は、ユーザ

ー／グループによる制限とそれ以外に

分かれる。前者による制限はSambaも

Windows NTもほぼ同等の設定が可

能で、ユーザー／グループごとに読

み出し専用あるいは読み書き可能とい

ったアクセスの制限ができる。ユーザ

ー／ グループ以 外 の制 限 方 法 は

Windows NTにはなく、Sambaには

クライアントPC（ホスト）ごとに制限

するといった機能がある（詳細は88ペ

ージのコラム「Linux＋Samba独特の

機能」を参照）。

ファイルシステムでのアクセス制限

は、Windows NTのほうがきめ細か

く設定できる（ただしファイルシステ

ムにNTFSを使う場合に限られる）。

Windows NTでは、ファイルやディレ

クトリに対して任意のユーザー／グル

ープでアクセス権を設定できる（88ペ

ージの画面「Windows NTのアクセス

権設定」）。それに対してLinuxでは、

対象のファイルまたはディレクトリの

所有ユーザー／所有グループ／それ以

外のユーザーという3種類の項目だけ

にしか、アクセス権を設定できない。

しかし、前述のようにSambaでは共有

レベルで細かいアクセス権の設定が可

能であり、それと組み合わせれば、実

用上はWindows NTと遜色のないア

クセス制御が実現できるだろう。

と こ ろ で Windows NTに な い

Linux＋Sambaの機能の1つに、ユー

ザー認証を必要とせず共有そのものに
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ディレクトリ属性 

所有ユーザー向けアクセス権 

読み出しのみ属性 

システム属性 

不可視属性 

所有グループ向けアクセス権 

その他のユーザー向けアクセス権 

Linux側の属性 

Windows側の属性 

図「SambaによるLinuxとWindows間のファイル属性のマッピング」

不可視属性とシステム属性はデフォルトではマッピングされない。
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設定されたパスワードで認証するファ

イル共 有 モードがある。 これは

Windows 95／98が持つファイル共有

機能と同等で、共有自体に設定されて

いる読み出し専用およびフルアクセス

可能な2種類のパスワードでアクセス

を制限する。ユーザーがその共有に接

続しようとした場合、どちらかのパス

ワードを入力すればそれを利用できる。

ユーザー認証の設定が不要なため、小

規模で外部に接続されていないネット

ワークでは手軽に扱えて便利だろう。

ただし、これもWindows 95／98同様

だが、1つのLinux＋Sambaサーバで

は、ユーザー認証を必要とするファイ

ル共有モードとは共存できず、二者択

一となる。

■パスワード管理

ユーザー認証について詳細は76ペー

ジからを参照していただくとして、基

本的にはLinux＋Sambaのほうがパス

ワードの管理により注意を払う必要が

ある。LinuxとSambaそれぞれでユー

ザー認証を行うため、二重にパスワー

ドを管理しなければならない（Samba

からLinuxへのパスワード同期機能は

ある）。場合によってはWindows NT

のパスワードも絡んでくるので厄介だ。

Windows NTのファイルサーバなら、

ドメインまたはローカルのユーザー情

報を管理するだけで済む。
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画面 「Windows NTのアクセス権決定」

Column

Linux＋Samba独特の機能

グループ名
または

ユーザー名
割り当てたアクセス権

Linux＋Sambaは、Windows NTにはない

機能も備えている。そうした機能が必要とさ

れた理由はさまざまだが、何にせよLinux＋

Sambaの利点であることには間違いない。以

下ではそうした機能に焦点を当ててみた。

■ホストによるアクセスの制限

Sambaで公開している共有ボリュームは、

特定のクライアントマシン（ホスト）だけに

アクセスを許可または禁止できる。たとえば、

ある1台のホストだけはアクセスを禁止した

り、サブネット内部からのアクセスだけを許

可したり、あるDNSドメインに存在するマシ

ンだけに許可／禁止をしたり、といったこと

が可能である。

Windows NTで同様の機能を実現しようと

すると、TCP/IPレベルで設定するしかなく、

ファイル共有以外のサービスにまでアクセス

許可／禁止の影響が出てしまう。

■共有名やファイルなどの表示／非表示

通常、エクスプローラなどでファイルサー

バをブラウズすると、利用可能な共有名が表

示されるが、Sambaではこの共有を表示する

か否かを個別に設定できる。Windows NTで

共有名を隠すには、共有名の末尾に「$」を

つけるしかない。

表示されない共有でも、アクセス権さえあ

れば接続できる。セキュリティや使い勝手の

点から、ブラウズされたくない共有が必要と

される場合もある。Sambaなら共有名を変

えずに対処できる。

Sambaは共有名のほかファイルやディレク

トリも表示しない、つまりクライアントから

参照できないように設定できる。こうした機

能が用意されているのは、Linuxのような

UNIX系OSではファイルシステムからデバイ

スを直接参照できる（/dev以下のファイルな

ど）ため、Sambaで公開してクライアントか

らアクセスされるのは危険なためだ。また、

Windowsクライアントには余計なLinuxの設

定ファイル（ファイル名の1文字目が「.」の

ファイルなど）を隠蔽する役割もある。どち

らかといえば、LinuxとWindowsの違いによ

る副作用を防ぐのが目的といえる。

■実効ユーザーの変更

WindowsクライアントからWindows NTの

ファイルサーバにアクセスする場合、必ずユ

ーザー認証されたユーザーでアクセスが行わ

れる。一方、Sambaの場合は、実際にファ

イルなどをアクセスする実効ユーザーを変え

ることができる。あるユーザーAで共有にア

クセスしても、ファイルサーバ内部ではユー

ザーBとしてアクセスする、という具合にユ

ーザーをマッピングできる。この機能により、

ファイル所有者を統一してユーザー間のファ

イル相互利用を容易にしたり、あるいはサー

バとクライアントの間でユーザー名が食い違

っているままの環境でファイルサーバへのア

クセスを実現したりできる。
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■リモート管理機能

ここでいうリモート管理機能とは、

ファイルサーバ以外のマシンからネッ

トワーク経由でファイルサーバを管理

（各種設定を変更・確認したり、ステ

ータスを調べたり）する機能を指す。

Windows NTをファイルサーバとした

場合、画面「Windows NTのサーバ

マネージャ」のサーバマネージャでリ

モート管理が可能で、共有の新規作

成・削除・設定変更や、接続ユーザー

の確認などの機能を持つ。NTのサー

ビスを開始・停止することもできる。

サーバマネージャをはじめとする

Windows NT Serverの管理ツール

は 、 Windows 95／ 98／ NT Work

stat ion用も用意されており、Win

dows NT Server CD-ROMからイン

ストールできる。しかしWindows以外

のプラットフォームでは利用できない。

NT Serverリソースキット付属のWeb

Administration kitを Windows NT

Serverにインストールすれば、Webブ

ラウザからでも管理機能を利用できる

が、それにはIISのインストールが必要

になるなど、やや敷居も高い。

一方、SambaではSWAT（Samba

Web Administration Tool）と呼ばれ

るWebブラウザ経由でリモート管理で

きるツールが用意されている（画面

「SWAT」）。これにより共有の新規作

成・削除・設定変更からSambaのほと

んどの設定まで、Web経由で簡単に操

作できる。もし、SWATで設定を変更

できない場合でも、telnetなどでリモ

ートマシンからSambaの設定ファイル

（smb.conf）を操作するという手もあ

る。リモート管理の可能な範囲は

Linux＋ Sambaの方がWindows NT

より明らかに広い（Windows NTで

もシマンテックpcAnywhereなどのソ

フトウェアで、コンソールをリモート

マシンにリダイレクトして管理すると

いう手もあるが、一般的とは言い難

い）。

■ユーザー使用容量の制限（クォータ）

ファイルサーバにユーザーがファイ

ルを詰め込み過ぎて、ディスク容量が

足りなくなるというのはよく聞く話で

ある。これを防ぐには、1ユーザーの

使用できる最大容量を制限するクォー

タ(Quota）という機能を利用するのが

一般的だ。

Linuxの場合、カーネルバージョン

が少なくとも1.3.8x以降なら、クォー

タ機能が内蔵されている。Sambaも

Linuxのクォータ機能には対応してい

るので、組み合わせて使うことができ

る。一方、Windows NTには標準で

クォータ機能はなく、別途クォータソ

フトウェアを購入するなどしてカバー

しなければならない。

■ファイルのリアルタイム圧縮と暗号化

ファイルサーバのハードディスクを

効率よく使うには、ファイルを圧縮し

てから格納するという手法がある。

Windows NTはファイルまたはディレ

クトリ単位で、リアルタイムに圧縮・

解凍する機能をファイルシステム

（NTFS）のレベルでサポートしている。

ファイル共有サービスでも、この圧縮

機能は利用できる。Linuxにはまだ標

準的な圧縮機能はないものの、開発は

進められている。

もう1つの暗号化は、セキュリティ

を高めるためにファイルを格納する際

画面 「Windows NTのサーバマネージャ」 サーバマネージャ（上）とその共有設定メニュー（下）

画面 「SWAT」

SWATでSambaの設定を参照しているところ。リモートコンピュータに必
要なソフトウェアはWebブラウザだけで済む。

共有名

ファイルシステム上でのパス
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に暗号化を施し、逆にファイルを読み

出す際には復号化するという機能だ。

現時点ではLinuxもWindows NTも対

応していないが、Windows NTの次

期バージョンには組み込まれるようだ。

Windows NTやLinux＋ Sambaの

サーバは、ファイル共有サービスと同

様に、複数のWindowsクライアントで

1台のプリンタを共有するサービス

（プリンタ共有）もサポートしている。

プリンタ共有のサーバは、Windowsク

ライアントに対してプリントジョブを

一時的に溜め込むスプールを提供し、

そこからサーバ直結か、あるいはネッ

トワーク接続のプリンタへジョブを順

次送出する、という役割を果たす。共

有可能なプリンタは、Windows NT

なら自分自身で利用可能なプリンタ

（ドライバがなくてもよい）が、また

Linuxならlprなどで印刷できるプリン

タである。ファイル共有より比較的機

能は単純だが、やはりWindows NT

とLinux＋Sambaでは細かい点で異な

るところがある。以下、そうした差違

をチェックしてみよう。

■サーバでもレンダリングできる

Windows NT

Windowsクライアントから共有プリ

ンタへ印刷する場合、一般的には

Windowsクライアント内でレンダリン

グ、すなわち出力先のプリンタが直接

印字できるプリントデータへの変換

（描画）が行われる。そのため、サー

バはデータの中身には触れず、単にク

ライアントからプリンタへデータの橋

渡しをするにとどまる。サーバが何で

あっても印刷結果には影響しないわけ

だ。

しかし、クライアントとサーバがど

ちらもWindows NT 4.0の場合には、

EMF（Enhanced Meta File）という

中間ファイルを用いて、サーバにレン

ダリングさせることができる（もちろ

んサーバ側にも正しいプリンタドライ

バを組み込む必要がある）。その際、

クライアントからサーバへ送られるデ

ータ容量が小さくなり、高速化される

というメリットがある。

この機能はLinux＋Sambaにはな

い。とはいえ、Windows 95／98クラ

イアントまで含めた場合、EMFを使

うと印刷結果が乱れるなどの問題が生

じやすいこともあり、あまり役立って

いないのが現状のようだ。

■プリンタドライバの自動配布

プリンタ共有では、Windowsクライ

アントでレンダリングを行うため、プ

リンタドライバもWindowsクライアン

トに組み込まなければならない。そこ

で、Windows NTのプリンタ共有サ

ービスでは、ドライバ組み込みの手間

をなくすために、Windowsクライアン

トへ自動的にドライバをダウンロード

させる機 能 を備 えている（ 画 面

「Windows NTのプリンタ共有の設定

メニュー」）。Windows NT 4.0はもち

ろん、Windows 95／98に対してもド

ライバを配布できる（ただしサーバに

Service Pack 4以降が当たっていない

と、ドライバの仕様によって自動配布

ができない場合がある）。

一方、 L i n u x ＋ S am b a でも、

Windows 95／98に対しては、適切な

設定を行えばドライバの自動配布を実

現できる。が、現状ではWindows NT

に対してはできないようだ。
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画面「Windows NTのプリンタ共有の設定メニュー」

「代替ドライバ」を事前に組み込んでおくと、クライアントPCが共有に接続したとき自動的にドライバをサーバから
ダウンロードできる。Windows 98用ドライバはWindows 95と共通に扱われる。

すでにドライバが
準備されている
プラットフォーム

プリンタ共有



技術面でOSを比較する場合、その

機能と性能が重要なファクタであるこ

とは間違いない。ここでは、Linux＋

SambaとWindows NTそれぞれのフ

ァイル共有サービスのパフォーマンス

を調べるために、簡単なベンチマーク

テストを行ってみた。

このテストで用意したテスト環境

は、SOHOなど小規模なオフィスで用

いる単一セグメントのネットワークを

想定している。すなわち1台のサーバ

マシンと数台のクライアントPC、そし

てそれらを相互接続するEthernetのネ

ットワークである。以下、用意した機

材や設定などを記す。

■サーバマシンとサーバOS

サーバには、コンパックコンピュータ製

PCサーバのProLiant 1600を用いた。詳

細は93ページのコラム「テストに使用し

たPCサーバ」を参照していただきたい。

コラム中の表1で、ハードディスク

を4台も装備しているのは、各ドライ

ブにWindows NTのシステムとデー

タ、Linuxのシステムとデータをそれ

ぞれ別個に格納するためだ。これによ

り、パーティションのサイズや配置な

どといった条件を、両OS間でなるべ

く同じにすることができた。

このPCサーバにインストールした

LinuxとWindows NTのバージョン

は、表 1のとおりである。 なお、

Windows NTの欄にあるOption Pack

とは、WebサーバなどWindows NT

にとってオプショナルな機能を集めた

ソフトウェア集で、マイクロソフトよ

り無償公開されている。今回はFTPサ

ーバを利用するためにOption Packを

インストールしている。

テスト環境のWindowsネットワーク

はワークグループである。Linux＋

Sambaサーバは、まだ完全なドメイン

コントローラとしての機能を持ってお

らず、ドメイン環境でテストする段階

ではないと判断した。Linux＋Samba

サーバもWindows NT Serverも、ド

メインコントローラではなくスタンド

アロンサーバとして稼働させている。

またLinux＋Sambaサーバのユーザ

ー認証はUSERモード、つまりSamba

側で暗号化パスワードを認証するモー

ドを選んでいる。これがスタンドアロ

ンサーバであるWindows NT Server

のユーザー認証にもっとも近いからだ。

Sambaの設定は、2.0.5aのデフォル

トからチューニング関連の設定を変更

している。具体的には、Socketのオプ

ションに「TCP_NODELAY」を指定

し、さらに先読み（read prediction）

の有効、ログレベルの低下、といった

対処を行った。そのほか、Sambaの実

行ファイルsmbdとnmbdはデーモンと

して起動している。

■クライアントPC

Windows 98をインストールしたク

ライアントPCを5台用意した。5台の

ハードウェア仕様はまったく同じでは

なく、プロセッサの種類もMMX

Pentium-166MHzか ら Pentium II-

400MHzと幅広い。ただし、メモリ容

量は64Mバイト以上でネットワークは

100BASE-TX対応という2点は、どの

PCも満たしている。

クライアントPCのネットワーク設定

は、表2に準じている。なお、バック

アップブラウザをWindows 98マシン

で実行するため、マイクロソフト共有

サービスも組み込んでいる。

■ネットワーク接続

サーバマシンと5台のクライアント

PCを100BASE-TXリピータハブで接

続している。10BASE-Tではなく

100BASE-TXを選んだのは、ネットワ

ークがボトルネックになってOSの性能

差が目立たなくなるのを避けたいから

だ。また現実の作業環境と異なるのは、

インターネットなど外部ネットワーク

とは接続せず、独立したネットワーク

でテストしていることである。これは、

外部からの予期せぬアクセスでベンチ

マークテストの測定結果が乱れるのを

防ぐためだ。

そのほかのネットワークの設定は表

2のとおりである。IPアドレスを決め

打ちにし、名前解決をlmhostsファイ

ルという静的な解決法にしたのは、ダ

イナミックにDHCPサーバやWINSサ

ーバ（nmbd）が稼働して、そのとき

の測定値に影響するのを防ぎたかった

からである。一般的な環境なら、

DHCPサーバやWINSサーバを運用す

るだろう。
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テスト環境について

編集部

下位プロトコル TCP/IPのみ
IPアドレス 全マシンで決め打ち

（DHCP非使用）
Windwosの名前解決 lmhostsファイルを全マシ

ンに配布
マスタブラウザ PCサーバ
バックアップブラウザ クライアントPCのうちの1台
ユーザー認証 PCサーバ上のユーザー

情報を使用
Windowsネットワークワークグループ
表2 テスト時の各種ネットワークの設定

Linux vs. NT
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最初に測定したのは、1台のクライ

アントPCとサーバの間で、XCOPYコ

マンドでファイルを転送したときの速

度である。比較のために、ほぼ同じ条

件でFTPの転送レートも測定してみ

た。SMBに比べFTPはオーバーヘッ

ドが非常に小さいため、双方の速度を

比べれば、性能のボトルネックの手が

かりを得やすい。

このテストでは、サーバとクライア

ントPCとの間で160Mバイトの単一フ

ァイルを、Windows 98標準のXCOPY

およびFTPクライアントで転送したと

きの速度を測定している。またクライ

アントPCのハードディスクが性能のボ

トルネックにならないよう、ディスク

キャッシュを利用してディスクアクセ

スを抑えている。逆にサーバ側ではデ

ィスクアクセスが生じるため、結果に

はサーバのディスクとネットワークの

両方の性能が含まれる。

■クライアント1台のテスト結果

測定結果はグラフ1のとおりである。

LinuxはFTPが速く、Windows NT

はXCOPY（つまりSMBプロトコルに

よる転送）で速いという傾向が表れて

いる。とはいっても、SMBでの性能差

はそれほど大きくはない。むしろ

Windows NTのFTPによる書き込み

が大きく落ち込んでいるのが気になる。

なお、FTPクライアントのTCPウィ

ンドウサイズをデフォルト（4Kバイト）

から増やしたところ、16Kバイト以上

ではさらに遅くなる傾向が見られた。

Linuxについては、FTPでの書き込

みで100BASE-TXの限界に近い性能を

発揮している。プリミティブなネット

ワークの性能に問題はないようだ。

グラフ1の結果を踏まえて次に行っ

たのが、5台のクライアントPCとサー

バの間で同時にファイルコピーを実行

するというテストである。テスト方法

は、サイズが10Kバイトのファイル

3000個と1Mバイトのファイル30個を

クライアントPCごとにサーバに用意

し、5台同時にXCOPYコマンドでファ

イルを転送して速度を測定するという

ものだ。これも読み出し／書き込みの

両方を測定した。アクセス中、5台の

クライアントは別個のファイルをアク

セスするので、同一ファイルへのアク

セスの競合は生じない。

1台のクライアントPCでのテストで

は、サーバ側でファイルはシーケンシ

ャルにアクセスされた。しかしこの5

台のテストでは、同時に5個以上のフ

ァイルがアクセスされるため、ハード

ディスクではランダムアクセスに近い

激しいヘッドシークが生じる。また同

時に5台が送受信するので、ネットワー

クにも大きな負荷がかかり、Ethernet

のコリジョンも頻繁に生じる。しかしプ

ロセッサへの負荷は大したことはない。

このベンチマークテストはサーバの

ディスクサブシステムとネットワー

クの性能が表れやすいだろう。

■クライアント5台のテスト結果

サーバ側での平均転送レートをグラ

フ2に表した。これによると、ファイ

ル サ イ ズ が 1 M バ イ ト の 場 合 は

Windows NTが若干速いという、グ

ラフ1のSMBの結果と同じ傾向が見ら

れる（その差がそれほど大きくない点

も同様だ）。一方、ファイルサイズが

10Kバイトと小さい場合は、Linuxの

落ち込みが目立つ。Sambaの設定を

色々変更してみたが、変化はなかった。

原因としては、ファイルのオープン／

クローズに手間取っていることなどが

推測されるが、確証は得られなかった。

今回のテストでは、5台のクライア

ントPCでしかテストできなかったが、

これまでインターネットなどで公表さ

れてきたベンチマークテストでは、さ

らにクライアントPCの台数が多いと

Linux＋Sambaが優位という結果もあ

った。機会があれば、より規模の大き

なテストをしてみたい。
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LinuxとWindows NTとの間で、サーバでの

パフォーマンスを比較するうえで必要だった

のは、どちらのOSでも動作するサーバマシ

ンだった。今回、ターゲットとしているのは

SOHOやワークグループ（大きくても部門ク

ラス）という、比較的小規模なネットワーク

なので、サーバマシンもエントリーまたはワー

クグループクラスのPCサーバが対象となる。

こうした条件のもと、ベンチマークテスト

のために用意したのが、コンパックコンピュ

ータ製のPCサーバであるProLiant 1600だ

（写真1）。ProLiantシリーズのサポートOSは

Windows NT、NetWare、UnixWareだけで、

Linuxは含まれていない。しかし、Linuxでの

動作確認は進められており、確認された機種

はLinux-readyモデルとしてWebサイトに公

開されている（http://www.compaq.co.jp/

products/linux/linux-ready.html）。ProLiant

1600については、Pentium III-450MHz／

500MHz／550MHz搭載モデルがLinux-ready

モデルである（1999年8月下旬時点）。

ProLiantシリーズの中でワークグループサ

ーバとして位置づけられているProLiant 1600

は、最大2基のプロセッサ、最大1Gバイトの

メモリ、6本のPCIスロット、そして6スロッ

トのホットプラグ対応ハードディスクベイな

ど高い拡張性を持つ。またオプションの

RAIDコントローラであるSmartアレイ221／

3200には、開発段階ではあるがLinux用ドラ

イバが存在するので、そのうち耐障害性の高

いLinuxファイルサーバを構築できそうだ。

そのほか、Linux-readyモデルだけあって、標

準装備のSCSIコントローラやEthernetコント

ローラには、Linuxで動作するドライバが存

在する。今回はRed Hat Linux 6.0だけでドラ

イバを別途追加することなく、Linuxを稼働

させることができた。

Column

テストに使用したPCサーバ

写真1 ProLiant 1600

ハードウェア
製品名 コンパックコンピュータProLiant 1600 6/550
プロセッサ Intel Pentium III-550MHz×1基
チップセット Intel 440BX AGPset
2次キャッシュメモリ 512Kバイト（プロセッサ内蔵）
メインメモリ SDRAM 128Mバイト（100MHz）
ハードディスク 9.1GバイトWide Ultra2 SCSIハードディスク×4台
SCSIホストアダプタ Wide Ultra SCSI-3×2チャネル（Symbios 53C876）
Ethernet 10BASE-T／100BASE-TX（Netelligent 10/100TX PCI UTPコント

ローラ）
ソフトウェア
Windows NT Windows NT Server 4.0、Service Pack 4、Option Pack（IIS 4.0）、

コンパック提供のデバイスドライバ
Linux Red Hat Linux 6.0、Red Hat提供のパッチ、Samba 2.0.5a
表1 テスト時のサーバマシンの構成

Linux vs. NT
LinuxとWindows NTを徹底比較。それぞれのメカニズムを探る！

写真3 ProLiant 1600のプロセッサ格納部分

プロセッサのほか、メモリモジュールやグラフィック
ス／Ethernet／SCSIなどが集約されている。このブロ
ックもケースから抜き出し可能だ。

写真2 ProLiant 1600の拡張スロット部分

PCI-PCIブリッジを用いて6本のPCIスロットを実装す
る。この部分はケースからそっくり抜き出すことができ
る。メンテナンス性は高い。



Web（http）サービスは、インター

ネット時代の今、最もホットな分野の

ひとつである。

Webサービスを提供するサーバソフ

トウェアとしては、Apache、Netscape、

Zeus、IIS、Sun Web Serverが5大メ

ジャーとして知られている。もちろん、

これら以外にも非常に多くの実装があ

り、それぞれに特徴を持っている。

Linuxでは、商用のZeusなども利用

できるが、やはりApacheという選択

がほとんどを占めるであろう。多くの

ディストリビューションでも、標準と

してインストールされ、利用できるよ

うになっている。

Apacheは、パフォーマンスもさる

ことながら、mod_perlをはじめするさ

まざまな機能モジュールをダイナミッ

クに追加できる拡張性、そしてほとん

どのOS（UNIX系だけでなくWin32用

もある）にポーティングされているこ

ともあり、インターネット上での稼動

数は一番多い。このことは、実績のと

もなったWebサーバとしての地位を揺

るぎないものにしている。

このフリーソフトウェアのApache

の存在ゆえ、それ以下のレベルの商用

Webサーバというのは、事実上存在す

る余地がない。そういった意味で、上

記の商用Webサーバでは、使いやすさ

の向上や、特にコマース関連の機能を

充実させて、差別化を図っている。

一方Windows NTでは、Apacheや

Netscapeなども利用できるが、ほぼ

OSの一部（Option Packということ

になっている）であるIISを利用するこ

とが多いだろう。

オペレーティングシステムにWebサ

ービスのための特別な機能は必要ない

が、そのネットワーク性能は大きく影

響する。また、信頼性（安定性）も重

要なポイントとなる。

つい先日もNT＋IISとLinux＋

ApacheのWebベンチマークが物議を

かもしていたが、条件次第で結果は変

わるもので、Linux＋Apacheがよい結

果を出すときもあるし、NT＋IISがよ

い結果を出すときもある。ただ結果か

らは、改善できる（すべき）点が見え

てくる。

Linuxカーネルに関していえば、

S M P への対 応 はまだ不 十 分 で、

TCP/IPプロトコルスタックも複数コ

ネクションの扱いの部分などで改善が

必要であるということだ（これらのこ

とは、開発に関わっている人は当然わ

かっているのだろうが、実際に実装す

るのは本当に難しい）。

NT＋IISにも同様のことがいえる。

NTのネットワーク部分はSP4で大きく

改善されたが、完全なスレッドセーフ

になっているわけではないし、ほかの

商用OSと比べるとかなり見劣りする部

分も多い。
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編 集 部

Webサービス

▼リスト1 Apacheのシステムコールの流れ

fcntl(18, F_SETLKW, {type=F_WRLCK, whence=SEEK_SET, start=0, len=0}) = 0
accept(16, {sin_family=AF_INET, sin_port=htons(3896), sin_addr=inet_addr("192.168.1.3")},
[16]) = 3
fcntl(18, F_SETLKW, {type=F_UNLCK, whence=SEEK_SET, start=0, len=0}) = 0
rt_sigaction(SIGUSR1, {SIG_IGN}, {0x401ba45c, [], SA_INTERRUPT|0x4000000}, 8) = 0
getsockname(3, {sin_family=AF_INET, sin_port=htons(8080),
sin_addr=inet_addr("192.168.1.11")}, [16]) = 0
setsockopt(3, IPPROTO_TCP1, [1], 4)     = 0
read(3, "GET / HTTP/1.1\r\nAccept: applicat"..., 4096) = 335
rt_sigaction(SIGUSR1, {SIG_IGN}, {SIG_IGN}, 8) = 0
time(NULL)                              = 935595578
stat("/usr/htdocs", {st_mode=S_IFDIR|0755, st_size=2048, ...}) = 0
rt_sigaction(SIGALRM, NULL, {0x401ba45c, [], SA_INTERRUPT|0x4000000}, 8) = 0
stat("/usr/htdocs/index.html", {st_mode=S_IFREG|0644, st_size=1622, ...}) = 0
stat("/usr/htdocs/index.html", {st_mode=S_IFREG|0644, st_size=1622, ...}) = 0
open("/usr/htdocs/index.html", O_RDONLY) = 4
mmap(NULL, 1622, PROT_READ, MAP_PRIVATE, 4, 0) = 0x40015000
close(4)                                = 0
select(4, [3], NULL, NULL, {0, 0})      = 0 (Timeout)
write(3, "HTTP/1.1 200 OK\r\nDate: Wed, 25 A"..., 1921) = 1921
time(NULL)                              = 935595578
write(17, "192.168.1.3 - - [26/Aug/1999:00:"..., 71) = 71
munmap(0x40015000, 1622)                = 0
rt_sigaction(SIGUSR1, {0x401ba45c, [], SA_INTERRUPT|0x4000000}, {SIG_IGN}, 8) = 0
read(3, "GET /apache_pb.gif HTTP/1.1\r\nAcc"..., 4096) = 249
rt_sigaction(SIGUSR1, {SIG_IGN}, {0x401ba45c, [], SA_INTERRUPT|0x4000000}, 8) = 0
time(NULL)                              = 935595578
stat("/usr/htdocs/apache_pb.gif", {st_mode=S_IFREG|0644, st_size=2326, ...}) = 0
open("/usr/htdocs/apache_pb.gif", O_RDONLY) = 4
mmap(NULL, 2326, PROT_READ, MAP_PRIVATE, 4, 0) = 0x40015000
close(4)                                = 0
select(4, [3], NULL, NULL, {0, 0})      = 0 (Timeout)
write(3, "HTTP/1.1 200 OK\r\nDate: Wed, 25 A"..., 2624) = 2624
time(NULL)                              = 935595578
write(17, "192.168.1.3 - - [26/Aug/1999:00:"..., 84) = 84
munmap(0x40015000, 2326)                = 0
rt_sigaction(SIGUSR1, {0x401ba45c, [], SA_INTERRUPT|0x4000000}, {SIG_IGN}, 8) = 0
read(3,  <unfinished ...>

Webサービス



今回ベンチマークは実施しなかった

が、少し考察してみたのでそれを紹介

しておこう。基本的にはWebサーバソ

フトウェア側の考察だが、間接的にオ

ペレーティングシステムが見えてくる

と思う。

;

;Webサーバの考察

;

Webサーバの基本的な仕事は、ネッ

トワーク先のクライアントからリクエ

ストを受けて、そのリクエストを解析

し、必要なデータをそのクライアント

に送信することである。データはスク

リプトなどでダイナミックに生成され

る場合もあるが、主はスタティックな

ファイルである。

Linux用にコンパイルされたApache

（Ver.1.3.9）の基本コンセプトは、複

数のコネクションを処理するのに複数

の子プロセスを生成して、それをシグ

ナルでコントロールしながら使いまわ

すことだ。実際いくつの子プロセスで

対応するかは、httpd.confのMinSpare

ServersとMaxSpareServersで設定で

きる（デフォルトは、それぞれ5と10）。

またこれとは別に最初の初期化時にス

タートさせるプロセスも設定できる

（デフォルトは5。バージョンにより異

なる）。このように複数のコネクショ

ンを複数の子プロセスで対応するの

は、UNIX系OSではごくごく一般的な

ことだ。

では、実際にApacheの子プロセス

がクライアントからのリクエストを処

理する際のシステムコールの流れを見

てみよう（リスト1）。

accept()からsetsockopt()までは、コ

ネクションの処理で、その後のread()

でそのコネクションからのリクエスト

データを取得している。リクエスト

（http://linux01/）は、ファイル名を

直接指定していなかったので、いくつ

かのstat()が実行されている。これはフ

ァイルの情報を得るためだ。その後ク

ラ イ ア ン ト に 送 る べ き デ ー タ

（/usr/htdocs/index.html）をopen()

し、mmap()を用いて、プロセスのメ

モリ空間にマップしている。そしてプ

レフィックスデータを付加したものを

最初のwrite()でソケットに書き込んで

いる。その次のwrite()はログファイル

への書き込みだ。続いてクライアント

は、取得したindex.htmlを解析して、

apache_pb.gifを要求している。こちら

もstat()、open()、mmap()、write()と

index.htmlと同様に処理している。な

おリスト1では、write()しか使われて

いないが、書き込むデータが4096バイ

ト以上だとwritev()が使用される。書

き込むデータには、プレフィックスが

含まれるので、実質3797バイト程度が
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▼リスト2 Zeusのシステムコールの流れ

poll([{fd=7, events=POLLIN}, {fd=9, events=POLLIN}, {fd=10, events=POLLIN}], 3, 7000) = 0
poll([{fd=7, events=POLLIN}, {fd=9, events=POLLIN}, {fd=10, events=POLLIN, revents=POLLIN}],
3, 10000) = 1
accept(10, {sin_family=AF_INET, sin_port=htons(3975), sin_addr=inet_addr("192.168.1.3")},
[16]) = 4
ioctl(4, FIONBIO, [1])                  = 0
getsockname(4, {sin_family=AF_INET, sin_port=htons(8000),
sin_addr=inet_addr("192.168.1.11")}, [16]) = 0
brk(0x81ab000)                          = 0x81ab000
socket(PF_INET, SOCK_DGRAM, IPPROTO_IP) = 6
connect(6, {sin_family=AF_INET, sin_port=htons(53), sin_addr=inet_addr("192.168.1.2")}, 16) =
0
write(6, "\0\1\1\0\0\1\0\0\0\0\0\0\0013\0011\003168\003192\7in-a"..., 42) = 42
accept(10, 0xbffff78c, [16])            = -1 EAGAIN (Resource temporarily unavailable)
poll([{fd=6, events=POLLIN, revents=POLLIN}, {fd=7, events=POLLIN}, {fd=9, events=POLLIN},
{fd=10, events=POLLIN}], 4, 3000) = 1
read(6, "\0\1\205\200\0\1\0\1\0\0\0\0\0013\0011\003168\003192\7"..., 1024) = 70
close(6)                                = 0
read(4, "GET / HTTP/1.1\r\nAccept: applicat"..., 511) = 335
stat("/usr/htdocs/", {st_mode=S_IFDIR|0755, st_size=2048, ...}) = 0
stat("/usr/htdocs//index.html", {st_mode=S_IFREG|0644, st_size=1622, ...}) = 0
open("/usr/htdocs//index.html", O_RDONLY) = 6
read(6, "<!DOCTYPE HTML PUBLIC \"-//W3C//D"..., 1622) = 1622
close(6)                                = 0
writev(4, [{"HTTP/1.1 200 OK\r\nServer: Zeus/3."..., 191}, {"<!DOCTYPE HTML PUBLIC \"-
//W3C//D"..., 1622}], 2) = 1813
poll([{fd=4, events=POLLIN, revents=POLLIN}, {fd=7, events=POLLIN}, {fd=9, events=POLLIN},
{fd=10, events=POLLIN}], 4, 3000) = 1
read(4, "GET /apache_pb.gif HTTP/1.1\r\nAcc"..., 511) = 249
stat("/usr/htdocs//apache_pb.gif", {st_mode=S_IFREG|0644, st_size=2326, ...}) = 0
open("/usr/htdocs//apache_pb.gif", O_RDONLY) = 6
read(6, "GIF89a\3\1 \0\367\0\0\377\377\377\316\316\316\245\245\245"..., 2326) = 2326
close(6)                                = 0
writev(4, [{"HTTP/1.1 200 OK\r\nServer: Zeus/3."..., 191}, {"GIF89a\3\1
\0\367\0\0\377\377\377\316\316\316\245\245\245"..., 2326}], 2) = 2517
poll([{fd=4, events=POLLIN}, {fd=7, events=POLLIN}, {fd=9, events=POLLIN}, {fd=10,
events=POLLIN}], 4, 3000) = 0
poll( <unfinished ...>
poll([{fd=7, events=POLLIN}, {fd=9, events=POLLIN}, {fd=10, events=POLLIN}], 3, 10000) = 0
poll([{fd=7, events=POLLIN}, {fd=9, events=POLLIN}, {fd=10, events=POLLIN, revents=POLLIN}],
3, 10000) = 1
accept(10, {sin_family=AF_INET, sin_port=htons(3988), sin_addr=inet_addr("192.168.1.3")},
[16]) = 4
ioctl(4, FIONBIO, [1])                  = 0
getsockname(4, {sin_family=AF_INET, sin_port=htons(8000),
sin_addr=inet_addr("192.168.1.11")}, [16]) = 0
read(4, 0x81aad80, 511)                 = -1 EAGAIN (Resource temporarily unavailable)
accept(10, 0xbffff78c, [16])            = -1 EAGAIN (Resource temporarily unavailable)
poll([{fd=4, events=POLLIN, revents=POLLIN}, {fd=7, events=POLLIN}, {fd=9, events=POLLIN},
{fd=10, events=POLLIN}], 4, 9000) = 1
read(4, "GET / HTTP/1.1\r\nAccept: */*\r\nAcc"..., 511) = 205
stat("/usr/htdocs/", {st_mode=S_IFDIR|0755, st_size=2048, ...}) = 0
stat("/usr/htdocs//index.html", {st_mode=S_IFREG|0644, st_size=1622, ...}) = 0
writev(4, [{"HTTP/1.1 200 OK\r\nServer: Zeus/3."..., 191}, {"<!DOCTYPE HTML PUBLIC \"-
//W3C//D"..., 1622}], 2) = 1813
poll([{fd=4, events=POLLIN, revents=POLLIN}, {fd=7, events=POLLIN}, {fd=9, events=POLLIN},
{fd=10, events=POLLIN}], 4, 9000) = 1
read(4, "GET /apache_pb.gif HTTP/1.1\r\nAcc"..., 511) = 249
stat("/usr/htdocs//apache_pb.gif", {st_mode=S_IFREG|0644, st_size=2326, ...}) = 0
writev(4, [{"HTTP/1.1 200 OK\r\nServer: Zeus/3."..., 191}, {"GIF89a\3\1
\0\367\0\0\377\377\377\316\316\316\245\245\245"..., 2326}], 2) = 2517
poll( <unfinished ...>

Webサーバの考察

Linux vs. NT
LinuxとWindows NTを徹底比較。それぞれのメカニズムを探る！



しきい値となっている。writev()は簡

単にいうと、いくつかのメモリ領域を

まとめて書き込むために利用する。こ

こでは、別々の場所に保持されたプレ

フィックスとmmap()で読み込んだデ

ータをまとめて書き込むのに使用され

ている。

ここでは、ファイルをメモリへ読み

込むのに、mmap()を使用しているが、

Linux用のApacheでは、サイズにかか

わらず（といっても1バイト以上）

mmap()を使用するようになっている。

そのほかtime()は、ファイルが変更さ

れていないかどうかのチェックとログ

に時間を記録するために使用してい

る。あとrt_sigaction()は、親プロセス

などとのシグナルをハンドリングする

ために実行している。

比較対象がないと今ひとつどうなの

か分からないので、Zeos Web Server

（http://www.zeustechnology.com/）

の状態もチェックしてみよう（リスト2）。

Zeusは、Apacheよりもパフォーマ

ンス的に優れているという評判もある

Webサーバだ。なお、以下はシステム

コールを眺めただけで、Zeusのソース

コードを見たわけではないので、基本

的に予想でしかない。

Zeusは、Apacheと異なり、複数コ

ネクションを処理するのに複数の子プ

ロセスを生成しないで、１つのプロセ

スで対応している。

まずpoll()だが、これで待ち受け状態

のソケット状態をチェックしている。

デフォルトでオープンしているソケッ

トは3つのようだ。このソケットは当

然要求に応じて増加する（上限までは

チェックしていない）。3行目で、待ち

受けていたイベントが10番ファイルデ

ィスクリプタにマップしているソケッ

トに発生している。続いて、そのソケ

ットからデータを読み込むための処理

を行っている。次に通常はread()でデ

ータを読み込むのだが、Zeusでは、デ

フォルトでPerform DNS lookupの設

定が有効（無効にすることも可能）に

なっているので、DNSに対して、その

要求を行っている。これはコネクショ

ンのたびに発生するものではない。

DNSへの処理が終わると、read()で

返答結果を読み込んでいる。そして

stat()でファイルの状態を確認した後、

open( )、read ( )している。そして

writev()でプレフィックスとともにソ

ケットに書き込んでいる。同様に

apache_pb.gifの処理もこなしている。

それに続くリストはクライアントか

ら別コネクションで接続したものだ。

違いに気がついただろうか？ この要求

では、read()でクライアントからのリ

クエストを読み込んだ後、必要なファ

イルのstat()をチェックしただけで、

writev()を行っている。Zeus自身がデ

ータのキャッシュを行っているためだ。

そのためにstat()で更新されていないこ

とを確認しただけで、データを送信す

ることができるのだ。

また例では、read()でデータを読み

込んでいたが、これは比較的小さなフ

ァイルの場合に使用され、大きなファ

イルでは、mmap()が利用されている。

ただし、Apacheと異なり、mmap()で

ファイルをハンドリングし、データを

処 理 してからも、 しばらくの間

munmap()は実行されない。

つまりZeusでは、複数のコネクショ

ンを処理するのに複数の子プロセスを

走らせたりせず、処理を1プロセスで

行う代わりに、そのプロセスでデータ

をキャッシュしておき、システムコー

ルのオーバーヘッドを軽減しているよ

うだ。複数のコネクションを処理する

部分では、内部的にユーザーレベルの

スレッドが利用されているかもしれな

い。

一方Apacheは、複数の子プロセス

で対応しているため、それぞれのプロ

セスでデータをキャッシュしてしまう

と、それこそメモリの無駄遣いになっ

てしまう。また親プロセス、もしくは

専用プロセスでキャッシュして、それ

をプロセス間通信でやり取りするのも

オーバーヘッドが大きい。そこで、OS

のファイルキャッシュ機構とmmap()

の効率に頼っているのだ。

ApacheとZeusをシステムコールレ
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画面　kHTTPdを実行し
ているところ

プロセスIDの6140と6141
に処理スレッドが、6134
にマネージャが動作してい
るのがわかる。



ベルで見た場合、発行数のうえでは、

Apacheは少し効率が悪い感じがする。

ちなみに、システムコールのオーバー

ヘッドは筆者のテストマシン（Cyrix

6x86MX 233）で大体1.6usであった

（単にsched_yield()を1000回呼んでか

かった時間を1000で割っただけなの

で、ひとつの目安として考えてほしい）。

それぞれのプログラムが呼び出すシ

ステムコールからすべてが分かるわけ

ではないが、Webサーバの主要な仕事

であるリクエストされたデータを単に

送り出すというのは、非常に単純な作

業なので、上記の影響が大きいという

ことはいえる。

なおIISでは、基本的に各コネクシ

ョンに対し、スレッドで対応する実装

だ。またプロセス内でデータのキャッ

シュも行っている。そういった意味で

は、Zeusと似ている。しかし、NTの

ユーザースレッドはカーネルに実装さ

れたもので、スケジュール、特に同じ

プロセスに属するスレッドを効率よく

切り替えることができる。通常、プロ

セスの異なるスレッドであれば、切り

替えに際して、そのメタデータすべて

を保存し、セットし直す必要があるが、

カーネルが一般に兄弟スレッドと呼ば

れる同じプロセスに属するスレッドを

きちんと把握していれば、コンテキス

トスイッチでは、スレッド特有のメタ

データを操作するだけでよくなる。中

でも各プロセスのメモリ空間関連は、

仮想記憶機構のために複雑なものとな

っているので、トータルとしては、か

なりの効果をもたらす。

またApacheのWin32用にポーティ

ングされた実装では、_begin_thread()

を利用したマルチスレッドで各コネク

ションに対応するようになっている。

Win32にはfork()がないのと、Win32

ではスレッドが効果的だからだろう。

しかし、Webサーバの仕事はこれだ

けではない。もっと複雑なスクリプト

の処理や、バックエンドのデータベー

スなどとの連携も求められている。そ

のため1プロセスで対応する場合、処

理が複雑になったときのペナルティに

不安があるのも確かだ。

;

;Linuxでの新しい試み「kHTTPd」

;

Linuxでは、ベンチマーク対策かど

うかは分からないが、Webサーバに関

して、いくつかの面白い試みが行われ

ている。そのひとつが、kHTTPd

（http://www.fenrus.demon.nl/）だ。

kHTTPdは、Webサーバの基本部分、

つまり要求されたファイルを送信する

部分をカーネルモードで動作するモジ

ュールとしてしまうというものだ。現

在では、開発版の最新カーネルkernel-

2.3.14にも組み入れられている。Linux

では、すでにNFSサーバがカーネルモ

ードで動作している（そのうち、

smbdもカーネルモードでということに

なるかもしれないが）。

kHTTPdは、Kernel httpd accelerator

と呼ばれ、ローダブルカーネルモジュ

ールとして実装されている。カーネル

スレッドが利用されており、処理を振

り分けるマネージャと、実際に処理を

行ういくつかのスレッドによって構成

されている。

今のところスタティックなWebペー

ジ、つまり通常のファイルベースのリ

クエストのみを処理し、それ以外のリ

クエストは、ユーザーモードで動作し

ている通常のWebサーバ（何でもよい）

に渡すようになっている。カーネルモ

ードで動作することに不安を覚える読

者も多いと思うが、処理内容が実にシ

ンプル（リクエストされたデータをソ

ケットに書き込むだけ）なので、それ

ほど危惧する必要はないと思われる。

コンパイルとインストールは通常の

ローダブルカーネルモジュールと同じ

要領で行えばよい。

モ ジ ュ ー ル を ロ ー ド す る と 、

/proc/sys/net/khttpd/が構成される。

khttpdの設定はここで行う。kHTTPd

用のスタート、ストップスクリプトの

サンプルは、リスト3のようになる。

モジュールをアンロードする場合は、

stop_khttpdを実行した後、次のコマ

ンドを実行し、rmmodなどを実行す

る。

echo 1 > /proc/sys/net/khttpd/unload

少し試してみただけだが、kHTTPd

は、さすがにクライアントからのコネ

クションを受けてから、ファイルを送

信するまでのすべての処理がカーネル

モードで完結されるため、CPU使用率

が低く抑えられている。ただ、もっと

高い負荷をかけた場合にどうなるか

は、試してないのでわからない。また

カーネルモードで動作させるには、バ

ッファの扱いを含めたセキュリティ面

で、もう少し配慮する必要がありそう

だ。しかし、今後大いに期待が持てる

機能となるかもしれない。
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スタートスクリプト：start_khttpd

#!/bin/sh

modprobe khttpd

echo 8080 > /proc/sys/net/khttpd/serverport

echo 80 > /proc/sys/net/khttpd/clientport

echo /var/www >

/proc/sys/net/khttpd/documentroot

echo php3 > /proc/sys/net/khttpd/dynamic

echo shtml > /proc/sys/net/khttpd/dynamic

echo 1 > /proc/sys/net/khttpd/start

ストップスクリプト：stop_khttpd

#!/bin/sh

echo 1 > /proc/sys/net/khttpd/stop

▼リスト3 kHTTPd用のスクリプト

Linuxでの新しい試み
「kHTTPd」

Linux vs. NT
LinuxとWindows NTを徹底比較。それぞれのメカニズムを探る！
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お仕事Linuxの時代が来た！

Webグループウェア
人気急上昇中のWebベースグループウェアを徹底比較。
使えるビジネスソリューションはどれだ？

お仕事Linuxの時代が来た！

Webグループウェア
人気急上昇中のWebベースグループウェアを徹底比較。
使えるビジネスソリューションはどれだ？
Photo:Shuichi Mito (Dee)
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徹底ガイド徹底ガイド
グループウェアは、電子掲示板やス

ケージュール共有といった、さまざま

な「ビジネス情報の共有」の基盤を提

供するサーバアプリケーションであ

る。最近では、それらの共有情報を参

照するクライアントアプリケーション

としてWebブラウザを利用するよう

に変化してきている。本稿では、これ

らの製品を専用アプリケーションを利

用していたひと世代前のグループウェ

ア製品と区別するために「Webグル

ープウェア」と呼ぶこととする。

以前はWindows NTの独壇場だ

ったWebグループウェアも、最近で

はLinuxに対応した製品が増え始め

ている。それは、クライアントに

Webブラウザを利用することにより、

サーバのプラットフォームを限定しな

くなったため、Linuxの高いサーバ性

能と低い導入コストが注目されている

からだろう。

わざわざWebグループウェアを導

入しなくても、sambaやメーリング

リストを駆使すれば情報共有は行える

だろう。しかし、連携を想定していな

い個別のプログラムを組み合わせて、

ひとつのシステムを構築するのは手間

がかかるし、メンテナンスには多くの

知識と経験が要求される。ちょっと凝

ったことをしようとすれば、データベ

ースの構築も必要になる。その点、今

回紹介するWebグループウェアの製

品スタンスはもっとわかりやすく、

「手軽さ」と「わかりやすさ」をキー

ワードにビジネス情報の共有を図る。

カスタマイズ性能や反応速度は二の次

なのだ。

なお、本稿では実際のビジネスモデ

ルを考慮し、「クライアントOSに

Windowsを利用している部門規模

のビジネス環境」での使用を前提条件

として、Webグループウェア8製品

の評価を行った。

Linux対応のWebグループウェア

の登場により、ビジネスにおける

Linuxの活躍の場は、もうファイルサ

ーバだけではなくなったのだ。そう、

お仕事Linuxの時代が来たのだ!!

グループウェアは、電子掲示板やス

ケージュール共有といった、さまざま

な「ビジネス情報の共有」の基盤を提

供するサーバアプリケーションであ

る。最近では、それらの共有情報を参

照するクライアントアプリケーション

としてWebブラウザを利用するよう

に変化してきている。本稿では、これ

らの製品を専用アプリケーションを利

用していたひと世代前のグループウェ

ア製品と区別するために「Webグル

ープウェア」と呼ぶこととする。

以前はWindows NTの独壇場だ

ったWebグループウェアも、最近で

はLinuxに対応した製品が増え始め

ている。それは、クライアントに

Webブラウザを利用することにより、

サーバのプラットフォームを限定しな

くなったため、Linuxの高いサーバ性

能と低い導入コストが注目されている

からだろう。

わざわざWebグループウェアを導

入しなくても、sambaやメーリング

リストを駆使すれば情報共有は行える

だろう。しかし、連携を想定していな

い個別のプログラムを組み合わせて、

ひとつのシステムを構築するのは手間

がかかるし、メンテナンスには多くの

知識と経験が要求される。ちょっと凝

ったことをしようとすれば、データベ

ースの構築も必要になる。その点、今

回紹介するWebグループウェアの製

品スタンスはもっとわかりやすく、

「手軽さ」と「わかりやすさ」をキー

ワードにビジネス情報の共有を図る。

カスタマイズ性能や反応速度は二の次

なのだ。

なお、本稿では実際のビジネスモデ

ルを考慮し、「クライアントOSに

Windowsを利用している部門規模

のビジネス環境」での使用を前提条件

として、Webグループウェア8製品

の評価を行った。

Linux対応のWebグループウェア

の登場により、ビジネスにおける

Linuxの活躍の場は、もうファイルサ

ーバだけではなくなったのだ。そう、

お仕事Linuxの時代が来たのだ!!



●Cobalt Qubeなどにも対応した
幅広いプラットフォームサポート

●グループウェアに求められるものは
ほとんど持つ多機能

●導入／管理もわかりやすく、簡単
●60日間全機能を試せる試用版あり

「iOffice2000」は、ネオジャパンが開発し、Webなどを通
じて販売されているWebグループウェアである（画面1）。
LinuxやCobalt Qubeを始めとする多くのプラットフォームに
対応し、12種類もの多くの機能を持った製品である。
製品を購入する前に50ユーザー版を60日間無償で試用でき

る。購入するとライセンスキーが発行され、利用期間の制限が
解除される。

■インストール

CGI関連のファイルを適当なディレクトリにコピーするだけ
なので、インストールそのものも非常に簡単である。tar.gz形
式のファイルならtarコマンドで展開したあと、mvコマンドで
ディクレトリを1つ移動させるだけである。rpm形式のファイ
ルなら、“rpm -i xxxx.rpm”を実行するだけで終了である。

■管理機能

管理画面はかなりシンプルな構成となっている（画面2）。
iOffice2000では管理者と一般ユーザーという区分はなく、初期
設定では、すべてのユーザーが設定などを変更できるようにな
っている。もしも、ある特定のユーザーだけに管理をさせたい
場合は、パスワード設定をしておき、パスワードの入力で管理
権限の有無を判別するようにできる。

ユーザー登録にはCSV形式のデータからインポートができる
ので、大量にユーザー登録が必要な場合は便利だろう。逆にユ
ーザーデータを出力するエクスポート機能もついている。

■標準機能

標準で実装されている機能は、スケジュール共有、仕事リス
ト、WebMail、伝言・所在、タイムカード、設備予約、ワー
クフロー、回覧板、掲示板、共有アドレス、電子会議室、文
書管理の12個で、今回評価したWebグループウェア製品の中
でも最も数が多い。紙面の都合で、これらすべてを紹介するこ
とができないので、主要な機能についてのみ紹介する。

・スケジュール

各個人のスケジュールを公開して、グループメンバー全員の
スケジュールを参照する機能である（画面3）。表示形式は、
個人は1日／週間／月間の3モードとグループは1日／週間の2
モードで、計5つのモードがあり、ボタンで簡単に切り替えが
可能である。なお、他のメンバーに公開したくないプライベー
トなスケジュールは、設定時に［情報公開レベル］で非公開に
しておけば公開されない。ただ、スケジュール追加画面を呼び
出すための［Add］というリンクがすべての日に表示されるの
で、画面が煩雑な印象を受ける。
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画面2 管理画面画面１　iOffice2000のスタートアップ画面

iOffice2000

ネオジャパン 問合わせ先　ネオジャパン
TEL：045-912-2145
FAX：045-912-5975
e-mail：ioffice@neo.co.jp
URL：http://www.neo.co.jp/ioffice/

Point



お仕事Linuxの時代が来た！

Webグループウェア徹底ガイド

・仕事リスト

仕事の内容を「件名」、「期限」、「優先度」、「進捗状況」、
「達成率」でカテゴリ分類し、「件名」、「期限」、「優先度」に
おいてはそれぞれの検索条件で並べ替えが可能である。

・WebMail

WebMailは、Webブラウザを利用して、メールサーバ上に
あるメールを参照する機能である（画面4）。そのため、Web
ブラウザさえあれば、専用メーラがない環境（外出先など）か
らでも社内の自分のメールの送受信が可能となる。さらに、送
受信したメールは使用後もクライアントには一切残らないの
で、外出先で他人のパソコンを借用したとしても、メールを読
まれる心配はない。初期設定では、他のメーラと併用してメー
ルを読むことを想定して、サーバからメールを削除しない設定
になっている（削除するモードもある）。

・伝言・所在

行き先を登録しておき、グループメンバーの動静を一覧するこ
とができる。後述のタイムカード機能と連携しているので、出
社の打刻を行うと自動的にこちらにも「在席中」と表示される。

・タイムカード

スタートアップ画面にある「出社」「退社」「外出」「戻り」
の打刻データを管理する機能。CSV形式のデータとしてエクス
ポートが可能であるため、他システム（勤怠管理など）と連動さ
せることが可能である。通常勤務、深夜勤務など複数の勤務
体系が登録でき、複数の勤務時間の管理が可能となっている。

・ワークフロー

数種類の「届け出」「申請」を登録してある雛形フォーマッ
トで承認ルーチンに流す機能。Web Mailとの連携機能があ

り、事前通知がメールでなされるので、承認が滞ることが減
り、申請者も現状を確認できる。

・そのほか

上記の機能以外にも、全社員への通知、グループ内でのお
知らせを回覧する［回覧板］、メンバーへの告知システムであ
る［掲示板］、個人で保有しているアドレス帳を全社で共有す
る［共有アドレス］、オンライン上で仮想的な会議システムを
実現する［電子会議室］、文書を共有化して、サーバ上で一元
管理する［文書管理］などがある。

■多機能が魅力

この機能の多さは魅力的である。さらに、ワークフローのよ
うな中規模環境を意識した機能も実装されており、それぞれの
機能の水準も高い。管理しやすさを優先し、アクセス制御はあ
まり厳密に行っていないため、大規模環境の導入は難しいと思
うが、それ以外の環境ならどこでも対応できる機能を持った製
品である。
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画面3 スケジュール 画面4 WebMail

導入のしやすさ ★★★★★
管理のしやすさ ★★★★☆
サービスの使いやすさ ★★★★☆
価格 ★★★★☆

ユーザー数 価格
5ユーザー 3万9800円
10ユーザー 6万4300円
20ユーザー 9万8000円
30ユーザー 13万7600円
50ユーザー 19万8000円
100ユーザー 37万8000円
150ユーザー 54万8000円
200ユーザー 69万8000円
250ユーザー 84万8000円
無制限 99万8000円

価格表



「イントラネット for Linux Ver.2.0 Standard版」は、ギデ
オンが開発し、富士マグネディスクが販売しているWebグルー
プウェアパッケージだ。Web上でのメール送受信、掲示板、
電子会議、ホワイトボード（予定表）などの機能を実現して
いる。
高機能なWebメール機能と、ユーザーごとにデータを保存、

分類できる［マイボックス］機能が特徴的だ。また、サーバ
ライセンス方式を採用し、クライアント数に制限がないことも
ポイントと言える。

■インストール

動作環境としては、姉妹製品の「プロサーバ for Linux
Ver.2.0」以降に対応となっているが、動作保証はないものの、
国内で流通しているほとんどのディストリビューションで動作
実績がある。詳細は、製品のWebページで確認して欲しい。
今回は、Vine Linux 1.1CRの動作するマシンにインストール
したが、問題なく動作した。
インストール作業は、コンソール画面から専用インストーラ
を起動し、質問に答える形で行う。「プロサーバ for Linux
Ver.2.0」以外のディストリビューションを利用している場合
は、インストーラが検出するSendmailや、Webサーバの設定
ファイルのパス名などを確認する必要がある。正しく検出され

なかった場合は、環境に合わせ正しいパス名を指示する。

■初期設定

初期設定などの作業はすべてWebブラウザから行う。
最初に管理者のユーザー登録を行う。次に［管理者メニュ

ー］（画面1）からユーザー登録や電子会議、掲示板などの設
定を行う。
各ユーザーには、ログイン名などのほかに、0～99の間の数

値でアクセス権限を設定する。これは掲示板と電子会議の利用
をユーザーごとに制限するためのものだ。
一般のユーザーのほかに、取引先などイントラネットの外に
メールアドレスを持つユーザーを「外部ユーザ」として登録す
ることができる。「外部ユーザ」には、指定した電子会議や掲
示板のメッセージをメールで配信できる。
［電子会議］や［掲示板］は、それぞれ複数開設でき、個

別にアクセス権を設定する。
ホワイトボードから施設予約する会議室などは、［ホワイト

ボード項目管理］で登録する。
部やプロジェクト単位で「グループ」を作り、そこにユーザ
ーや施設を登録する。「グループ」は［ホワイトボード］で予
定を表示、設定する際に利用される。
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●充実したWebメール機能
●ユーザーごとにデータを保存、管理
できるマイボックス機能

●メールと親和性の高い電子会議機能
●クライアント数無制限のライセンス
体系

イントラネット for Linux
Ver.2.0 Standard版
開発　ギデオン
販売　富士マグネディスク

問合わせ先　富士マグネディスク
TEL：0424-81-8222
FAX：0424-89-8610
e-mail：fmdinfo@fmd.fujifilm.co.jp
URL：http://www.fujifilm.co.jp/fmd/

lintop.html

Point

画面2 ホワイトボード画面1 管理者メニュー



■ホワイトボード

ユーザーがログインすると、3カ月分のカレンダーとその日
の予定を表示するホワイトボード画面になる。ここで予定を追
加したり、表示する（画面2）。［一覧］アイコンを押すと、1
週間から最長1年間分の予定を一度に確認できる。また、ほか
のユーザーの予定や施設の予約状況も、グループごとに表示、
追加可能だ。

■掲示板

掲示板は告知したい情報を公開する機能だ。掲示板は管理
者が話題ごとに設置するが、個々の掲示板には誰でもメッセー
ジが書ける。この製品では、掲示板のほかに［電子会議］が
用意されており、告知には掲示板を、意見交換には［電子会
議］を利用する。管理者は掲示板への掲載期間を定めること
もでき、これを過ぎたメッセージは自動的に削除される。

■電子会議

電子会議は、特定の話題について意見交換を行うための機
能だ。各会議に参加する際に、会議のやり取りをメールでも受
け取るかどうか設定する。
会議の内容は、サブジェクトごとにメッセージとコメントが
一括表示される（画面3）。参加者はコメントを書いたり、新
規サブジェクトで新たなスレッドを作ることが可能だ。

■メール

Webメール機能によってメールの送受信を行う（画面4）。
受信メールだけでなく、送信したメールも保存されるほか、フ
ァイル添付にも対応するなど、Webメールとしては高機能だ。
あらかじめ設定しておいた定型文や署名を挿入する機能も備え
ている。また、メールの送信先に電子会議を選べば、選んだ会
議にメッセージが書き込まれる。

■マイボックス

文書を保存しておく機能で、それぞれのユーザーごとに複数
のマイボックスを作成できる。マイボックスにはその場で作成
した文書だけでなく、掲示板、電子会議、メールの文書を保
存可能だ。文書は、自分で削除しない限り消えないので、重
要なメッセージを保存するのにも向いている。さらに、保存し
てある文書をメールで送信する機能をもつ。

■情報共有とデータ管理に長けた秀逸な製品

製品パッケージには、製本されたマニュアルが付属し、イン
ストール方法、システム管理、各サービスの利用方法が詳しく
説明されているので、導入や運用で戸惑うことはないだろう。
実用的なWebメールは、パソコンに慣れていないユーザーに
も利用できる。また、すでにメールを利用しているユーザーに
もメーリングリストとして利用できる電子会議は有用だろう。
ただ、数値のみで設定するアクセス権は少々使いづらいので改
善を望みたい。
マイボックス機能でユーザーごとに文書を管理でき、掲示

板､電子会議､メール､マイボックスそれぞれが検索機能をもつ
など、情報共有のみならず、個人でのデータ管理機能が充実
した製品だ。
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画面3 電子会議 画面4 メール

導入のしやすさ ★★★★☆
管理のしやすさ ★★★★☆
サービスの使いやすさ ★★★★☆
価格 ★★★★★

ユーザー数 価格
1サーバ／クライアント無制限 5万9800円
価格表



「オフィスケープ」は、NECソフトウェア四国がWebでオ
ンライン販売しているWebグループウェアだ。
手軽に利用できる行き先案内と伝言機能、ツリー表示も可

能な掲示板機能が特色だ。また、スケジュールや行き先案内
などはログインせずに閲覧できる設計になっている。
製品を購入する前に、10ユーザー版を60日間無償で試用で

きる。購入するとライセンスキーが発行され、利用期間の制限
が解除される。
ディストリビューションは、TurboLinux 3.0／4.0、および

日本語redhat 5.2に対応する。今回は、最新のVer.1.04をWeb
でダウンロードし、TurboLinux 3.0にインストールした。ま
た、動作保証外だが、Vine Linux 1.1CRにインストールして
も問題なく動作した。

■インストール

ダウンロードしたファイルには、インストール方法を詳しく
説明したドキュメントが含まれている。
まず、アーカイブから抽出されたMakefileを環境に合わせて
編集する。TurboLinux 3.0、Vine Linux 1.1CRの場合、CGI
プログラムとHTMLファイルの格納ディレクトリをそれぞれ修
正する必要があった。
suコマンドでrootになり、make installを実行すると、設定

したディレクトリにファイルがコピーされる。環境によっては、
cpやlsなどのパスを設定したファイルを変更する必要がある。
最後に、期限が過ぎたデータを定期的に削除するように
crontabを設定してインストールが終了する。

■初期設定

最初にアクセスしたときには［オフィス設定メニュー］画面
になる。まず、オフィス名、背景イメージ、管理モードに入る
ためのパスワードを設定する。
次にグループを設定する。グループは掲示板や、グループご
とのスケジュールへのアクセスを制限したり、行き先案内など
で最初に表示されるメンバーを指定するのに使われる。ユーザ
ーを複数のグループに登録することもできる。
グループを作ったら、ユーザーを登録する。ユーザーを登録
する際には、表示順を決める「メンバID」、「メンバ名」、「パ
スワード」などのほか、所属するグループを指定する。ユーザ
ーを複数のグループに所属させる場合は、あとから所属グルー
プを追加する。

■行き先案内

行き先案内は、同じグループに属するユーザーの行き先、連
絡先、メッセージなどが一覧表示される機能だ（画面1）。ド
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●日常業務に有効な行き先案内と伝言
メモ

●ユーザーが自由に開設できる掲示板
●スケジュールに定期イベントを登録
可能

●施設を定期的に予約可能
●ログインせずに閲覧できる公開情報

オフィスケープ

NECソフトウェア四国
問合わせ先　NECソフトウェア四国
TEL：089-947-7222
FAX：089-947-3975
e-mail：office_support@d3.sysd.snes.
nec.co.jp

URL：http://www.mesh.ne.jp/snes/
seihin/office_htm/office_main.htm

Point

画面2 1カ月の予定画面1 行き先案内



ロップダウンリストによって、別のグループや全ユーザーの行
き先を表示することもできる。ここでは、自分の行き先を記入
することはもちろん、自分以外のユーザーの行き先を代理入力
できるようになっている。予定変更の電話を受けた場合などに
使うと便利だろう。
この画面からユーザーを選び、伝言メモを送付することがで
きる。不在の人宛に電話や来客があったときなど、日付、時
刻入りのメモをすぐに用意できる。

■スケジュール

スケジュール画面では、所属するグループ全体や、各メンバ
ーの予定が表示される。スケジュールは、自分の予定、グルー
プの予定のどちらにも記入可能だ。初期状態では1週間表示だ
が、1カ月表示にすることもできる（画面2）。
また、定例会議のような定期イベントを設定できるのはあり
がたい。さらに、ほかのメンバーからは見えない予定を記入す
る機能もある。

■掲示板

掲示板には、新規メッセージとコメントを書き込むことがで
き、機能的には電子会議と言った方がよいかもしれない。各ユ
ーザーが自由に新しい掲示板を作成できるのはありがたい。新
規に作成する時に、アクセスできるグループを限定することも
可能だ。掲示板全体からキーワードで検索したり、表題をツ
リー表示できるなど、使い勝手を重視したものといえよう（画
面3）。

■施設予約

会議室や社用車などの施設を予約する機能も備えている
（画面4）。予約した内容を、自分宛にメールすることもできる
ので安心だ。さらに、定期予約を行うこともできるので、定期

的な会議を予約する場合などに威力を発揮する。

■アドレス帳

アドレス帳は、メールアドレス、電話番号、主となるグルー
プを一覧表示する。メールアドレスはリンクとして表示される
ので、クリックしてメールクライアントを起動できる。

■一般のオフィス向け機能が充実した実力派

各サービスの画面には、［ヒント］のリンクが用意されてお
り、ここをクリックするとそのサービスの利用法が表示される。
ユーザーはここを見ながら使い方を学べるので、ユーザー教育
のための管理者への負担も減る。ただ、ログインせずにスケジ
ュールや行き先案内を見られるのは便利だが、セキュリティに
は気を付けたい。
「オフィスケープ」は、オフィスでの実用性に的を絞ったグ
ループウェアだ。気軽に利用できる行き先案内と伝言メモ、ユ
ーザーが自由に設置できる掲示板機能など、日常的な業務の
効率アップに貢献するだろう。
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導入のしやすさ ★★★☆☆
管理のしやすさ ★★★☆☆
サービスの使いやすさ ★★★★☆
価格 ★★★★★

ユーザー数 価格
10ユーザー 2万5800円
20ユーザー 4万8000円
50ユーザー 8万8000円
100ユーザー 16万6000円
※機能別販売あり

価格表

画面3 掲示板 画面4 施設予約



「CommunityBase」は、NTTビジュアル通信が販売してい
るコミュニケーションソフトウェアだ。
電子会議、Webを通じてのファイル交換、チャットなどの

機能を持つ情報交換サーバを手軽に構築できるのが特徴だ。
今回は、同社より提供された「CommunityBase Ver.1.0

（お試し版）」を試用した。お試し版には、ユーザー数5名、設
置できる会議室が1つという制限がある。

■コミュニティ

「CommunityBase」では、コミュニティという単位で情報
交換用のWebページが作られる。たとえば、「営業部」という
コミュニティを作ると、「営業部」コミュニティのページが用
意される。ここには［電子会議室］、［ライブラリ］（ファイル
交換）、［チャット］、［コミュニティ主催者からのお知らせ］の
うち、好きなサービスを選んで設置できる。
コミュニティは一般のユーザーが開設し、そのユーザーが主
催者として管理する。コミュニティへのアクセス認証の有無、
自動入会処理をするかどうかなどは主催者が設定する。
ユーザーは、利用したいコミュニティのURLを直接指定する
か、トップページでコミュニティを選んでサービスを利用する
ことになる。複数のコミュニティを作ることができ、それぞれ
のコミュニティは独立しているので、複数の部署での利用にも

対応できる。

■インストール

「CommunityBase」は、SlackwareベースのLinuxとともに
インストールされる。このため、そのマシンはほとんど
「CommunityBase」専用機となるわけだが、かえってLinuxの
知識や、ディストリビューションごとの差異に気を使う必要が
ないともいえる。インストール時にハードディスクが初期化さ
れ、既存のデータはすべて消却されるので注意が必要だ。
お試し版のパッケージには、ワープロで作られたインストー

ルマニュアルが付属する。まず、2枚の起動フロッピーディス
クからLinuxを起動し、rootでログインしたら、インストーラ
を実行する。すると、ハードディスクにパーティションが作成
され、CD-ROMからLinuxのファイルがコピーされる。次に、
ホスト名などのネットワーク設定と、メモリ搭載量を設定し、
画面の指示にしたがってマシンを再起動する。最後に
「CommunityBase」のインストーラを実行し、システム管理者
のユーザー名とパスワードなどを設定すれば作業は終了だ。

■初期設定

Webブラウザで管理用画面のURLにアクセスすると、ユーザ
ー名とパスワードを入力するダイアログボックスが開くので、

Linux magazine October 1999106

Li
nu

x 
m

ag
az

in
e 

Sp
ec

ia
l

●OSごとのインストールで専門知識
不要

●メーリングリストと親和性の高い会
議室システム

●説明付きでデータを公開できるライ
ブラリ機能

CommunityBase

NTTビジュアル通信 問合わせ先　NTTビジュアル通信
TEL：03-3589-1213
FAX：03-3589-1748
e-mail：combase@nttvics.co.jp
URL：http://www.nttvics.co.jp/
COMBASE/index.html

Point

画面2 ライブラリ画面1 会議室



インストール時に設定したシステム管理者のユーザー名とパス
ワードを入力する。管理用画面からシステムの運用状態を細か
く表示することもできるが、システムに慣れてから見れば十分
だろう。システム管理の詳細は、添付のシステム管理マニュア
ルが参考になる。
初期状態では、ユーザー登録、コミュニティの開設はユーザ
ーからの申請に対し自動承認されるようになっている。システ
ム管理者が行うのは、申請受付時に自動返信されるメールの内
容を設定することだ。もちろん、システム管理者が申請を受け
取り、承認／却下するようにもできる。

■会議室

会議室では、サブジェクト一覧から読みたいものをクリック
すると本文が表示される。一覧は、時系列のほか、スレッド表
示させることも可能だ（画面1）。また、サブジェクトと本文
のキーワード検索機能も備えている。
この会議室は、メーリングリストをベースに作られているの
で、会議室のやり取りをメールで行うことも可能だ。もちろ
ん、メールでの配信を行うかどうかは、個々のユーザー自身で
設定できる。ブラウザで設定可能なメーリングリストサーバと
して利用するという使い方もいいかもしれない。

■ライブラリ

Webベースでのファイル交換機能だ。コミュニティのメンバ
ーは、ファイルの登録、ダウンロードができる。登録したファ
イルには、題名や概要、動作環境などの情報を付加できるの
で、目的のファイルを探すのに役立つ（画面2）。グループの
メンバーで共有するドキュメントやツールなどを登録しておく
と便利だろう。
システム管理者は、コミュニティごとにファイルの総容量を
制限できる。

■チャット

コミュニティにアクセスしているメンバー同士でリアルタイ
ムにメッセージを交換できる（画面3）。メッセージ画面を更新
するためのリロードを自動で行うことも可能だ。自動リロード
の間隔は、15秒から120秒までの5段階から選択する。

■お知らせ

コミュニティ主催者からメンバーに向けてのメッセージを掲
示する。掲示できるのは主催者のみなので、サービスにかかわ
る告知などを掲示するのに利用する（画面4）。

■グループウェアの枠にとらわれないサーバパッケージ

「CommunityBase」は、グループウェアというよりも、
Webをベースにした情報交換サーバパッケージと言えよう。イ
ントラネット内にサーバを設置すれば、情報共有を目的とした
グループウェア的に利用することも可能だ。また、セキュリテ
ィのスキルがあればインターネットでのサービス提供にも応用
できるだろう。動作に必要なツール類が組み込まれたLinuxを
セットにすることで、Linuxの知識がほとんどなくてもこれら
のWebサービスを提供できる。しかし、Linuxとセットになっ
ていることで、事実上マシンを占有してしまうなど、柔軟性に
欠ける面があることも否めない。各種ディストリビューション
に対応した単体パッケージの発売を期待したい。
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画面3 チャット 画面4 お知らせ

導入のしやすさ ★★★☆☆
管理のしやすさ ★★★☆☆
サービスの使いやすさ ★★★☆☆
価格 ★★★★☆

ユーザー数 価格
100ユーザー 19万8000円
200ユーザー 34万8000円

価格表



「サイボウズ Office 2」は、サイボウズが開発し、Webな
どを通じて販売されているWebグループウェアである（画面
1）。また、各機能はコンポーネント化されているので、今回紹
介するOffice製品以外にも、各機能ごとに購入することも可能
である。
製品を購入する前に60日間無償で試用できる。購入すると

ライセンスキーが発行され、利用期間の制限が解除される。

■インストール

インストールは、まずtar.gz形式で配布されているファイル
をCGIが実行可能なディレクトリ（Turb oL i n u xでは
/home/httpd/cgi-bin/）に展開する。さらに、そこに作成さ
れたcb2ディレクトリにあるMakefileを修正してデータディレ
クトリを指定し、“make install”でデータディレクトリを作
成して、インストールは完了となる。あまり難しい作業ではな
いが、ファイルの修正やmakeなどは慣れないユーザーには不
安が伴うものだと思う。インストーラの改善を望みたい。

■管理機能

管理できる項目は、iOffice2000とほぼ同様である（画面も
似ている）。こちらも、管理者と一般メンバーという区分はな
く、全員が環境設定を変更できるようになっている。変更権を

一部の人に限定したい場合は、パスワード設定を行い、そのパ
スワードを通知することで実現する。設定で悩まされるような
ところはなく、素直な作りとなっている（画面2）。

■標準機能

標準で実装されている機能は、スケジュール、行き先案内
板、掲示板、施設予約、共有アドレス帳、ToDoリスト、プロ
ジェクト管理、電子会議室の7つで、よく使われるような機能
はほとんど網羅されているといっていいだろう。主な機能は、
次のとおり。

・スケジュール

メンバーのスケジュールを公開し、動静を把握できるように
する（画面3）。常にグループ表示されるようになっており、週
間表示と1日表示をアイコンのクリックで切り替えられる。予
定は、公開するか非公開にするかを選択できる。

・行き先案内板

メンバーの行き先を公開する。他のメンバーはそれを参照
し、不在中に連絡などがあれば伝言を残すことができる。プル
ダウンメニューで表示される行き先はカスタマイズ可能なの
で、頻度の高い行き先を登録しておける。
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●コンパクトでよくまとまった標準機
能

●簡潔でわかりやすい管理機能
●他の製品にはないプロジェクト管理
●60日間全機能を試せる試用版あり

サイボウズ Office 2（Linux版）

サイボウズ 問合わせ先　サイボウズ
TEL： 06-6485-2220
FAX： 06-4802-8487
e-mail：info@cybozu.co.jp
URL：http://cybozu.co.jp/

Point

画面2 管理画面（ユーザー設定）画面１ サイボウズ Office 2(Linux版)のスタートアップ画面



・掲示板

あらかじめ設定しておいたテーマについて、メンバーが自由
に書き込みができる機能。また、キーワード検索を用いて、読
みたい記事を探し出すことが容易である。検索条件としては、
投稿者の名前のほか、記事のタイトルや本文からも検索してく
れる。また、書類などを添付して投稿することもできる。

・施設予約

会議室や備品など共有リソースの予約状況を一覧表示する。
収容人数、設備などがわかる詳細表示がついており、予約の
際便利である。

・共有アドレス帳

「五十音INDEX」と「キーワード検索」で、素早いデータ
検索が可能となっている。アドレス項目もカスタマイズが可
能。アドレスデータは、CSV形式のデータのインポート／エク
スポートに対応しているので、他のアプリケーションとの連携
が可能。

・プロジェクト管理

プロジェクトの進捗状況をガントチャートで表示する機能
で、他の製品にないユニークな機能（画面4）。進捗状況を自
動判別し、遅れているプロジェクトには警告を表示してくれ
る。基本的な機能に限定されるが、あまり大きな規模のプロジ
ェクトでない限り、有効に使えるはずだ。

■サイボウズ Office 3

本稿執筆時点ではまだβテストの段階だが、「サイボウズ
Office 3」が公開されている。ただし、Windows版のみの公開
で、Linux版は公開されていない。製品リリースの時期につい
ても未定のようだ。主な強化点は、

・パーソナライズ機能

トップページを個人ごとにカスタマイズ可能となる。

・既存の機能の改良

現バージョンでのユーザーの要望を元に、新機能を追加し、
さらに使いやすくした。

・新コンポーネント追加

要望の多い「Webメール」「文書管理」「ワークフロー」と
いう3つのアプリケーションを追加。

■まとまりのよさが身上

機能は多すぎず、少なすぎず、コンパクトによくまとまって
いる。管理項目も簡潔で設定しやすい。ただし、その分カスタ
マイズの柔軟さには欠ける。さらに、各機能へのアクセス権の
設定（閲覧可能、変更可能）を、ユーザーごとに設定しなけ
ればならないため、大人数の使用には不向きかもしれない（標
準では、すべてのユーザーがすべての情報を閲覧／変更可能で
ある）。専任の管理者を置かないような小さい部門内での情報
共有に向いているだろう。
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Webグループウェア徹底ガイド

画面3 スケジュール

導入のしやすさ ★★★☆☆
管理のしやすさ ★★★★☆
サービスの使いやすさ ★★★★☆
価格 ★★★☆☆

ユーザー数 価格
10ユーザー －
50ユーザー 19万8000円
100ユーザー 38万円
無制限 88万円

価格表

画面4 プロジェクト管理



「BiSESSiON Lite for Linux」は、B-Session Inc.がWebを
通じて販売しているWebグループウェアだ。B-Session Inc.は
米国にある会社だが、本製品は日本語化したものではなく、日
本向けに作られたものだ。
ユーザーが個別に経路設定のできるワークフロー機能、受領
を確認できる回覧機能が目玉だ。また、100ユーザーまで年間
100USドルというきわめて安価なライセンス料も魅力だ。
今回は、Webサイトから無料でダウンロードできる5ユーザ

ー版をVine Linux 1.1CR上で試用した。

■インストール

インストール方法は、Webサイトのダウンロードページで説
明されているので、インストールする前に製品紹介URLからリ
ンクをたどって欲しい。
Webで配布されているファイルを/usr/local/ディレクトリで
展開し、ファイルのオーナー／グループをhttpデーモン（通常
はApache）がアクセスできるように変更する。Vine Linux
1.1CRの場合、Apacheの実行ユーザー／グループはともに
nobodyとなる。
次に、利用するためのURLをhttpデーモンが解釈し、CGIが
実行できるようにhttpデーモンの設定ファイルを修正する。Vine
Linux 1.1CRに付属のApacheの場合､srm.confとaccess.confに

それぞれ数行書き加えるだけだった。設定がすんだら変更内容
を反映させるためにhttpデーモンを再起動する。

■初期設定

Webブラウザでアクセスし、システム管理者としてログイン
する。最初に行うのは、ユーザーの登録だ。ユーザーは、氏
名、読み、ログインネーム、パスワードのほか、社員番号も登
録できる。
次に、［掲示板］を設置する。話題ごとに複数作成すると便

利だろう。もちろん、あとから追加／削除もできるので、難し
く考える必要はない。
最後に、デフォルトで設定されているシステム管理者のパス
ワードを変更し、セキュリティを確保しよう。

■環境設定

各ユーザーは、環境設定画面から、ほかのユーザーをまとめ
たグループを登録することができる。グループは、複数作るこ
とができ、［スケジュール］でのグループ表示や［連絡箱］の
回覧機能で利用される。ここで設定したグループは全員で共有
するのではなく、ユーザーごとに管理される。また、パスワー
ド変更もここで行う。
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●申請経路を自由に設定できるワーク
フロー機能

●受領確認のできる回覧機能
●きわめて安価な価格設定
●5ユーザーまで、全機能を試せる
Web配布版あり

BiSESSiON Lite for Linux

B-Session Inc. 問合わせ先 B-Session Inc.
TEL：+1-408-577-1763（米国）
FAX：+1-408-435-1152（米国）
e-mail：webmaster@b-session.com
URL：http://www.b-session.com/
products/bisession.shtml

Point

画面1 スケジュール 画面2 掲示板



■スケジュール

デフォルトでは、自分の予定が1週間分表示される（画面1）。
カレンダーのアイコンを選んで、ほかの週のスケジュールを開
くこともできる。
スケジュールの画面では、予定を追加したり、すでに記入し
てある予定の詳細を確認することができる。
さらに、利用者全員、あるいは指定したグループメンバーの
スケジュールを確認したり、予定を記入することも可能だ。
スケジュールの記入は簡単にできるのだが、スケジュールの
詳細を1件ずつしか確認できないのが少し面倒だ。

■掲示板

掲示板は、話題ごとにシステム管理者が用意する。掲示板
という名前だが、むしろ電子会議に近い位置付けのサービスに
なっている。
掲示板に書き込むときに、テキスト形式のほかHTML形式

を選べるので、HTMLタグが書ければ、文字装飾をしたり、リ
ンクを張ることも可能だ（画面2）。
各掲示には、1日単位で掲示期間を設定するが、自分で掲載
したものは、いつでも削除できる。また、システム管理者はど
の掲示も削除できる。

■連絡箱

連絡箱には、回覧と申請の機能がある（画面3）。回覧は、
利用者全員、またはグループメンバー宛にメッセージを同報す
る機能だ。回覧を送付したメンバーが読んだかどうか確認する
こともできるし、内容へのコメントを求めることもできる（画
面4）。
申請は、いわゆるワークフロー機能で、文書を申請経路に流
し、承認を求めることができる。申請経路は、あらかじめユー
ザーがそれぞれで設定しておく。たとえば、係長→課長→部長

という申請経路を登録し、この経路で文書を送ると、まず係
長に送信される。係長が承認／却下の判断をし、承認すれば
承認済み文書として課長に送られる。フローの途中で却下され
るとそれ以上は送信されない。承認／却下の際にはコメントを
付けることもできる。申請者は、文書が経路のどこで承認／却
下されているのか、またそのときに付けられたコメントをいつ
でも読むことができる。

■電話帳

電話帳は3種類に分かれており、ユーザーが各自でデータを
書き込む形式だ。［社員アドレス帳］が登録ユーザーのアドレ
ス帳で、それ以外の人は［一般アドレス帳］に登録する。こ
れら2つは全ユーザーで共有される。また、この中から任意の
ユーザーを選んで、ユーザーが各自で管理するのが［個人アド
レス帳］だ。

■安価ながらワークフロー機能を実装

メーリングリストなどでは実現しにくい回覧の受領確認やワ
ークフロー機能が便利だ。ユーザー向けのドキュメントが用意
されていなのが残念だが、気軽に試せる無料ダウンロード版を
使ってみるのもいいだろう。安価なライセンス料金設定と、動
作の軽さは特筆すべきものだ。一般のメール利用環境を補完す
るビジネスツールとして活用してみてはどうだろうか。
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画面3 連絡箱

導入のしやすさ ★★☆☆☆
管理のしやすさ ★★★★☆
サービスの使いやすさ ★★★☆☆
価格 ★★★★★

ユーザー数 価格
期間契約の場合　100ユーザーまで／1年間 100USドル
数量契約の場合　1ユーザーごと 10USドル

価格表

画面4 回覧を作成する



L@Mail（ラメール）は、アドバンスドソリューションズが
販売しているWebグループウェアである（画面1）。それぞれ
のサービスごとに管理者やホスト指定が可能で、ユーザー登録
もそれぞれごとに分けて登録できるため、細かい制御が可能で
ある。ただし、現時点ではWebブラウザからのアクセスは完全
なものではなく、専用クライアントのみ対応という機能もいく
つかあった（近日中に対応がなされる予定）。
製品を購入する前に、20ユーザー版を60日間無償で試用で

きる。購入するとライセンスキーが発行され、利用期間の制限
が解除される。また、アドバンスドソリューションズの公式
Webサイトにはデモサイトも用意されている。

■インストール

サーバそのものの設定は、tar.gz形式のファイルを展開した
あと、添付のインストールプログラム（シェルスクリプト）に
よってインストールを行うというオーソドックスなものであ
る。
ただし、評価時点では、Webブラウザから環境設定を行う

ことができないため、「L@Mail登録プログラム」（画面2）と
いう環境設定用の専用Windowsアプリケーションをインスト
ールする。そのため、サーバマシン以外に環境設定を行うため
のWindowsマシンが最低1台は必要になる。

■管理画面

前述のとおり、現段階では管理に関する設定は、Windows
上で動作する専用クライアントから行わなければならない。さ
らに、細かいシステム管理ができるようになっている半面、設
定しないといけない項目が多く、動き出すまでにかなり面倒な
作業を強いられる。また、ユーザー登録は、ログイン名の設定
場所が非常にわかりづらかった（システムが［メールアドレ
ス］記入欄に書かれたメールアドレスから自動的にログイン名
を特定する）。

■標準機能

電子メール、スケジューラ、電子掲示板、共有アドレス、
ToDoリスト、文書管理といった使用頻度の高い機能はほとん
ど備わっている。足りないと思われたのはメンバーの行き先を
一覧する機能くらいである。

・電子メール

Webブラウザ経由で電子メールを読むことができる。通常の
インターネットメールに加えて、「L@Mailメール」と呼ばれ
る、グループウェア内で使用するメールシステムも利用できる。
このL@Mailメールを使うと、開封確認や送信メールに対して
の回答要求も行える。添付ファイルも登録できるうえ、あらか
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●機能ごとにサーバマシンを分散可能
●60日間全機能を試せる試用版とデ
モサイトあり

●細かい管理設定が可能だが、わかり
づらい

L@Mail Wパック

アドバンスドソリューションズ 問合わせ先　アドバンスドソリューションズ
TEL：03-5543-6331
FAX：03-5543-6335
e-mail：sales@asi.co.jp 
URL：http://www.asi.co.jp/

Point

画面1 L@Mailのスタートアップ画面 画面2 Windows上で動作する「L@Mail登録プログラム」



じめ設定されたリストにしたがった回覧もできるので、簡易的
なワークフローにも利用できる。

・ToDoリスト

現在かかえている仕事や用事などを記録しておき、あとから
未処理のタスクを確認できる機能（画面3）。期限設定や、優
先度設定など基本的な機能は備わっている。

・スケジューラ

スケジュールを登録しておき、グループ内で公開することで
グループ内のスケジュールを一覧表示できる（画面4）。グルー
プ内のメンバー全員の一括登録も可能である。後述の「施設
予約」の機能とリンクしているため、スケジュールに沿った施
設予約も行える。

・掲示板

社内である特定のテーマを扱ったフォーラムを開設したり、
回覧事項を掲示したりすることができる機能で、掲示した記事
単位で、読んだユーザーやその時間を確認できる。

・文書管理

ワープロ文書や表計算ファイルなどの文書を共有フォルダに
保存し、全社レベルで公開したり、重要文書を解説つきで保
存することができる機能。フォルダや文書ごとに個人、部署、
役職別に細かいアクセス権を設定することができる。さらに、
文書データを格納するフォルダも誰でも参照できる「公開フォ
ルダ」と一部の人のみが参照できる「非公開フォルダ」に区分
して保存ができる。ただ保存するだけでなく、次の3段階での
版数管理も行え、簡単に呼び出せる。

・直近に更新された最新文書

・最新版を更新する直前の文書

・最初に文書登録されたオリジナル文書

なお、登録された文書データは、文書名／登録者／登録日
時／更新日時／文書種類／文書コメントなどの情報に基づき
検索が可能である。ただし、現時点ではこの機能はWebブラ
ウザから利用できないため、使用するには後日アップロードさ
れる予定のモジュールを利用しなければならない。

・施設予約

会議室などの社内施設の予約／管理を行う機能。施設単位
で公開／非公開の予約設定が行え、当日／毎週／連続といっ
た予約が行える。また、予約情報を任意のユーザーへ通知する
ことができる。

■中規模環境を考えた作り

L@Mailは、機能ごとに管理者設定やユーザー登録できる管
理の細かさから考えても、部門サーバーよりも大きな環境、た
とえば全社規模のグループウェアとしての利用に向いていると
いえよう。ただし、そのような用途に使うにはCSV形式のユー
ザーデータのインポート／エクスポート機能がほしいところだ。
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画面3 ToDoリスト

導入のしやすさ ★★★☆☆
管理のしやすさ ★★☆☆☆
サービスの使いやすさ ★★★☆☆
価格 ★★★☆☆

ユーザー数 価格
20ユーザー 12万8000円
40ユーザー 19万8000円
100ユーザー 39万8000円
250ユーザー 79万8000円
250ユーザー以上　 応相談

価格表

画面4 スケジューラ



ラ・クルールは、テンアートニが販売している製品である。
Javaテクノロジーを利用しており、プラットフォームに依存
しないWebグループウェア製品となっている。また、今回紹
介している他の製品と異なり、機能ごとのコンポーネント単
位のみという販売形態をとっている。

製品名とそれぞれの機能は次のとおり。

ラ・クルール／ルージュ2（スケジュール管理）

ラ・クルール／ジョンヌ（勤務管理）

ラ・クルール／ヴェール（文書管理）

試用版は用意されていないが、「ラ・クルール／ルージュ2」
は、テンアートニの公式Webサイトにデモサイトが用意され
ている。

■インストール

3製品とも「JRE」というJavaの実行環境を必要となるが、
JREのインストールまではインストーラが面倒をみてくれな
いため、ユーザーが自力で行わなければならない。さらに、
Javaサーブレットとして動作する「ラ・クルール/ルージュ2」
にいたっては、サーブレットエンジンまでダウンロードして
インストールしなければならず、かなり負荷のかかる作業で
ある。テクノロジー的な意味ではJava利用というスタンスは
面白いと思うが、他の製品の導入の容易さと比べると、導入
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画面１ ラ・クルール／ルージュ2

●100%Pure Javaで開発された
ユニークな製品

●目的を絞って、高機能なソリューシ
ョンを提供

●インストールが非常に難しい

ラ・クルールシリーズ
テンアートニ 問合わせ先　ネオジャパン

TEL：045-912-2145
FAX：045-912-5975
e-mail：ioffice@neo.co.jp
URL：http://www.neo.co.jp/ioffice/
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イントラネット for Linux
Standard版 Ver.2.0
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にかかる手間は無視できないくらい大きい。

■ラ・クルール/ルージュ2

この製品は、スケジュール管理の機能を持つ（画面1）。前
述のとおり、サーブレットやJavaアプレットとして動作する
異色の製品である。スケージュール管理に特化した製品だけ
あって、予約時の通知メール自動送信や空き時間検索、さら
に、iモード携帯電話やWorkPadからのアクセスサポートな
ど他の製品にはないさまざまな機能を持つ。

■ラ・クルール/ジョンヌ

この製品は、勤務管理の機能を持ち、Javaアプレットとし
て動作する（画面2）。ユーザーアイコンを用いた出社状況一
覧やアイコンをクリックするだけの出退勤処理、出退勤データ
のプリントアウトなどの基本機能に加えて、誕生日をもとに計
算されたバイオリズム表示機能などユニークな機能もある。

■ラ・クルール/ヴェール

この製品は、HTMLベースの文書管理の機能を持ち、Java
アプレットとして動作する（画面3）。文書をサーバ上で一元管
理し、文書ごとにユーザーもしくはグループ単位のアクセス
制御を行う。ツリー上にある文書の上にマウスポインタを置
くと、文書内容が別ペインに表示される。更新通知も文書ご
とに設定でき、文書情報の変化を確実に把握することができ
る。文書管理のデータベースにはOODB（オブジェクト指向デ
ータベース）を使用して、各文書の階層構造の表示にはXML
を用いるなど、将来を先取りした機能が用いられている。

どの製品も導入規模を問わず、非常に高いポテンシャルを
持つだけに、インストールの敷居が高いのが残念である。イ
ンストーラを改良し、より導入しやすい製品となることに期
待したい。
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価格（1サーバ／クライアント無制）
ラ・クルール/ルージュ2 9万8000円
ラ・クルール/ジョンヌ 4万9800円
ラ・クルール/ヴェール 19万8000円

価格表

L@Mail Wパック

○
（スケジューラ）

－

○
（電子掲示板、フォーラム）

○
（施設予約）

○
（電子メール）

－

－

－

－

文書管理

※8月末時点でWebブラウザからの
アクセスできる機能のみ

BiSESSiON Lite for Linux
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（スケジュール）

－

○
（掲示板）

－

－

○
（連絡箱）

○
（連絡箱）

○
（電話帳）

－

サイボウズOffice 2（Linux版）

○
（スケジュール）

○
（掲示板）

○
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○
（施設予約）

－

－

－

○
（共有アドレス帳）

○
（行き先案内板）

ToDoリスト
プロジェクト管理
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－

○
（お知らせ）

○
（会議室）※1

－

－

－

－

－

－

ライブラリ
チャット

※1メーリングリスト可能

画面3 ラ・クルール／ジェンヌ

画面2 ラ・クルール／ヴェール



さて、Webグループウェアの製品概要はご理解いただけた
だろうか？　まだ製品としての歴史が浅いためか、Webグル
ープウェアにはいくつかの課題がある。ここでは、それらを
紹介し、対策を考えることで今後のWebグループウェア像を
明らかにしていこう。

ビジネス情報の共有の場であるWebグループウェアは、そ
こに利用すべき情報があって初めて真価を発揮できるもので
ある。価値ある情報を蓄積していくためには、当然ながら参
加メンバーが日常的に利用し、すべての情報をそこに保存す
るようにしなければならない。しかし、実際は導入した当初
は珍しさも手伝って頻繁にアクセスされるが、そのうちに
徐々にアクセスされなくなって、やがて使われなくなること
も少なくないようである。その理由はいくつかある。

■情報ツールの一元化

メールのようなPush型の情報ツールと異なり、Webアク
セスはPull型の情報ツールであるため、アクセスを忘れてし
まったり、面倒になったりする。そのようなことを防ぐ意味
でも、ツールは一元化されているほうが望ましい。たとえば、
行き先連絡機能を利用していても、書かれている内容と現実
が異なる（食事中と書いてあるのに、席にいる）と、情報の
信頼性が薄れ、参照されなくなる。これを防ぐためには、必
ずアクセスするツール、メーラとの連携を高めることである。
メールを読まない人はおそらくいないと思うので、メールを
読む目的でWebグループウェアにアクセスするようになれ
ば、そのほかの機能にもアクセスする面倒は減り、利用頻度
は高まるはずである。そういった意味では、現在のWebメー
ルのさらなる強化が望まれる。

■トップダウン型の運用

今回紹介したWebグループウェアは導入が簡単であり、対
象規模もあまり大規模なものではない部門レベルとしている
製品が多い。しかも、機能的には製品版と変わらない試用版
をダウンロードして、ある程度運用してみてから購入を検討
できるので、小人数での同意を得るだけで、柔軟な導入が可
能である。そういった意味では、これらの製品は「ボトムア
ップ」型の導入となるケースが多いだろう。この点は事前に
入念な設計が必要な「トップダウン」型の導入に比べてメリ

ットとも言えるが、こと運用に関しては、「トップダウン」
型が必要になるケースもある。
つまり、メンバー任せの自由な書き込みだけではなく、仕

事上の重要な情報をWebグループウェアを利用して告知する
（たとえば、人事の回覧など）。そうすれば、否が応でもアク
セスしなければなくなるし、メンバーのアクセス保証さえあ
れば、いろいろなサービスを提供できるはずである。
さらに、Webグループウェアを会社に合わせるべくカスタ

マイズをガリガリ行うのではなく、業務上における特殊性を
洗い出し、可能であればそれらをWebグループウェアの形態
に合うように変更していくような柔軟性が会社側にも必要に
なる。たとえば、スケジュール機能に書き込まれたものを正
式な業務報告として認める、といったことである。いくらち
ゃんとスケジュール機能に自分のスケジュールを綿密に書き
込んでいても、別に提出用の書類を手書きで作成しないとい
けないようでは、使う気が起こらないからである。

■ユーザーインターフェイスの向上

メンテナンスが面倒で、メンバーのプラットフォームごと
に用意しておかなければならなかった専用クライアントと異
なり、WebブラウザをクライアントとしているWebグループ
ウェアにはそのような心配が一切ない。使い方の習得も簡単
だ。さらに、セキュリティさえ配慮しておけば、外出先から
のアクセスも難しくない。
しかし、Webブラウザを使うデメリットもある。ユーザー

インターフェイスに難があるのだ。たとえば、スケジュール
の日時指定をする際、いちいちプルダウンメニューから選ぶ
のではなく、カレンダーコントロールなどで選択できるほう
が簡単だし、直観的でもある。今のインターフェイスではス
トレスがたまるし、数多くの登録をしないといけなくなると
面倒になってくる。ユーザーインターフェイスが重要になる
業務は専用クライアントを利用し、手軽なアクセスでいいも
のはWebブラウザからアクセスするというような使い分けが
必要なのかもしれない。

Webグループウェアの利用頻度が高くなってくると、参加
メンバーの多様なニーズに対応する必要がある。今後、クラ
イアントとして対応が求められるであろうものに次の2つが
ある。
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利用頻度の向上

より柔軟なクライアントへの対応



■iモード携帯電話

Webブラウザによるアクセスがもたらしたメリットについ
ては前述したとおりだが、Webグループウェアの使用頻度が
高まってくると、外出先からもアクセスしたいという要求が
出てくるだろう。しかし、いくらWebブラウザがどんなプラ
ットフォームにも搭載されているといっても、ノートパソコ
ンを持ち歩かないと、外出先ではWebブラウザを使うことが
できない。これはちょっと不便である。小さくなったといえ、
やはりノートパソコンは軽くないし、大きい。バッテリ時間
の問題もある。
そこで、外出先からのクライアントとして有力な候補とい
えるのが、「iモード携帯電話」である。iモード携帯電話なら
持ち運びに不便はないし、HTMLの表示も可能である。もち
ろん、iモード携帯電話が表示できるHTMLはフルスペック
のものではないため、有効に活用するには専用のページを作
成しないといけないが、簡単なデータの参照程度なら十分実
用的なはずである。今回紹介したWebグループウェア製品の
中では、「ラ・クルール／ルージュ2」がiモード携帯電話か
らのアクセスに対応しており、「iOffice2000」もiモード対応
版を公開している。

■PDA

ザウルスやWorkPadといったPDAで個人のスケジュール
管理をしている読者も多いことだろう。ここに入力したデー
タをWebグループウェアと相互活用できないと、データの二
重管理を強いられてしまうため、利用するのが面倒になって
しまう。したがって、これらの携帯端末のサポートもこれか
ら求められる機能といえよう。「ラ・クルール／ルージュ2」
は、今回紹介した製品の中では唯一、WorkPadからのアクセ
スに対応しているが、スケジュールの同期機能までは実装さ
れていない。より一歩進めて、このような機能の実装を期待
したい。

部門レベルで弾力的に導入／運用できることは、Webグル
ープウェアの利点であるということは前述したとおりだが、
会社によっては全社的な導入／運用が必要なケースもある。
そのため、より大規模な環境へWebグループウェアを導入／
運用していくには、次のような要件を満たす必要があるだろ
う。

・セキュリティの強化

・柔軟なカスタマイズ

・きめ細かいバックアップ機能のサポート

・クラスタリング対応

・SIベンダーの育成

そして、先日「Sneak Preview」版を公開したLotusの
「Lotus Domino R5 for Linux」（http://www.notes.com/notes/）
の一刻も早い製品化が望まれるところだ（画面1）。いうまで
もなく、Lotus Domino/NotesはWindows市場で「グループ
ウェア」というアプリケーションを定着させた製品であり、
国内では高いシェアを持つ製品である。大規模な環境への新
規導入はもとより、堅牢さやコストパフォーマンスを考え、
既存のWindows NT上に構築されたシステムの置き換え需要
も出てくることが予想される。このような製品が出てくれば、
現状のLinuxのビジネスに対するかかわり方にも大きな影響
を与えるだろう。

Linuxは、なかなかビジネス市場での利用の具体的なプラ
ンが見えてこないため、Linuxの主な用途はインストールと
さえ揶揄する人さえいる。そういう意味では、Webグループ
ウェアはLinuxビジネスソリューションの到来を示すトップ
バッターと位置づけることができるだろう。
また、このWebグループウェアは、仕事環境を便利にする

ソリューションであるだけでなく、ビジネスロジックそのも
のに新しいパラダイムをもたらす可能性さえ秘めたものであ
る。まさに、Linuxのビジネス市場での新境地を切り拓く製
品でもある。これからの普及に期待したい。
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画面1 「Lotus Domino R5 for Linux」のダウンロードサイト

より大規模な環境への対応

Linuxビジネスソリューションの
トップバッター



8月9日から12日にかけて、カルフォ

ルニアのサンノゼではLinux World

Expoが開催されていた。SGIは展示会

の初日にあたる8月10日に大幅な事業

再編と、数日前に発表したインテルベ

ースのサーバであるSGI 1400Lを軸に

したLinuxビジネスへの傾倒を明らか

にした。

SGI 1400はサーバOSとしてSGI

Linux Environment with Red Hat

6 . 0、またはマイクロソフトのWin

dows NT 4.0 Serverを採用した同社

初の非MIPSサーバであり、これは今

後のSGIの動向を示唆しているマシン

でもある。

一方、LinuxWorld Expoの展示会

場においてSGIは興味深い製品を参考

出品した。OpenGL/Linuxと呼ばれる

OpenGLのハードウェアサポートによ

るLinuxへの実装で、プラットフォーム

としては同社のSilicon Graphics 320

上で動作していた。320はいわずと知

れた同社初のインテルベースのNTワ

ークステーションであり、Linuxすら

正式サポートされていない。そんなマ

シンにOpenGLを実装してみせるあた

りに、SGIの今後のLinuxへの取り組

みを感じさせるような展示であった。
;;
;; SGI 320 Visual Workstation
でLinuxを動かしてみる
;;

前号ではSGIの少し古めのグラフィ

ックスワークステーションのIndy（イ

ンディ）に、Red Hat系のLinuxである

Hard Hat 5.1をインストールしてみた。

今回は、今年の1月にSGIが満を持

して発表した同社初のインテルベース

のNTマシンであるSilicon Graphics

320（以下SGI 320）に、Red Hat 6.0

ベースのLinuxをインストールしてみ

たい。

LinuxをSGI 320で稼働させるため

には、いくつかのハードルが存在する。

まず、基本的にSGI 320はAT互換機

ではないためIBM BIOSを持たない。

また、SGIが開発したCobaltというチ

ップセットを使用していて、メモリ、

グラフィックスコントール、SMPなど

のコントロールもAT互換機とは違う。

カーネルに関しては、SGI自身によ

ってすでに開発され、コントリビュー

トされており、その他LILOに相当す

るブートローダなどのファームウェアも

SGIのWebサイト（http://www.linux.

sgi.com/intel/）で入手可能である。
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Silicon Graphics 320でLinux
SGIのVisual Workstationで
Red Hat Linux 6.0を動かしてみた！

文：田中一郎
Text:Ichiro Tanaka

Silicon Graphics 320でLinux
SGIのVisual Workstationで
Red Hat Linux 6.0を動かしてみた！

SGI 320 Visual Workstation で
Linuxを動かしてみる

写真1 Visual Workstationは、Pentium Ⅲを搭載した
Windows NTマシンだ。しかし、専用チップセットによ
り驚異的なグラフィックス性能を誇っている。

Pentium III 450MHz～500MHz、2CPUモデル有
128Mバイト～1Gバイト（ECC SDRAM）
6.4Gバイト（UltraATA）～9.1Gバイト（Ultra2 SCSI）
32倍速
3.5インチ1.44Mバイト
USB 日本語キーボード
USB 3ボタンマウス
WindowsNT 4.0 Workstation日本語版
81万6000円～162万6000円

CPU
メモリ
ハードディスク
CD-ROM
フロッピードライブ
キーボード
マウス
OS
価格
表1 Silicon Graphics 320ハードウェアスペック



ただし、忘れてはならないのは、

SGIのWebサイトから入手できるにし

ても、現在のバージョンはあくまで個

人の責任において使用可能なソフトウ

ェアあり、SGIから正式にリリースさ

れている製品ではないという点である。

ユーザーによる各種のバグレポートや

コードコントリビューションなどは歓

迎してくれるかもしれないが、クレー

ムは受け付けられないということであ

る。今回インストールしたところ、大

きな問題点は見受けられなかったが、

まだ完成度の高いベータ版だという認

識は必要であろう。
;;
;; Step 1 事前に準備するもの
;;

1. SGI 320 Visual Workstation

もちろん、今回の素材のメインであ

る。現在ではSilicon Graphics 320に

加えて540でも動作するようである。

SGI Linuxが動くために必要なシス

テム構成は、表2のようになる。イン

ストールするハードディスクは、

Linux専用に1台用意した方が安全だ。

2. ブランクのフロッピーディスク4枚

3. Linuxマシン

あらかじめ、フロッピーディスクに

Webサイトからダウンロードしたデー

タを書き込んでおくために必要。

4. Red Hat Linux 6.0のバイナリCD-

ROM（製品版、またはLinux magazine

No.2付録CD-ROMでもよい）

■インストール前の作業

フロッピーディスクに書き込むデータ

の入手先はリスト1にまとめてあるので、

Webサイトからダウンロードしておく。

4枚のフロッピーディスクを、Linux

のfdformatでフォーマットし、1枚目

（FD -1）と4枚目（FD - 4)は、mformat

でDOSのFATフォーマットを行う。

1枚目（FD -1）と4枚目（FD - 4) は、

下記のようにマウントしてから書き込

む。コピーが終了したらアンマウント

する。

# mount -t msdos /dev/fd0 /mnt/floppy

# cp <ファイル名> /mnt/floppy

# umount /mnt/floppy

2枚目（FD -2）と3枚目（FD - 3）のフ

ロッピーディスクには、

# cp rh60.initrd.img /dev/fd0

または、

# dd if=rh60.initrd.img of=/dev/fd0

Linux magazineOctober 1999 119

Step
事前に準備するもの 1

■FD-1 （FATフォーマット）

2.2.10カーネル　Size: 1359183 bytes. Updated: July 28, 1999. 

http://www.linux.sgi.com/intel/visws/la2210.vw

ARCローダー　 Size: 46638 bytes. Updated: July 21, 1999

http://www.linux.sgi.com/intel/visws/arclx.exe

■FD-2（rawフォーマット）

インストーライメージ
http://www.linux.sgi.com/intel/visws/rh60.initrd.img

■FD-3（rawフォーマット）

レスキューディスクイメージ
http://www.linux.sgi.com/intel/visws/rh60.rescue.img

■FD-4 （FATフォーマット）

FATのブートパーティション用のARCローダーとカーネル、XFree86用のコンフ
ィグレーションファイル
http://www.linux.sgi.com/intel/visws/f4jul28.tgz

（ダウンロードしたデータを解凍しないでそのままコピーする）

このtar イメージには次の5ファイルが含まれている。

$ tar zvtf f4jul28.tgz

drwxrwxr-x bh/bh   0 1999-07-28 09:31 f4/

-rw-r--r-- bh/bh   1201 1999-06-07 10:51 f4/XF86Config.crt

-rwxr-xr-x bh/bh   1204 1999-06-07 10:51 f4/XF86Config.fp

-rwxr-xr-x bh/bh    46638 1999-07-21 08:17 f4/arclx.exe

-rw-r--r-- bh/bh   353 1999-06-07 10:51 f4/fb.modes

-rwxr-xr-x bh/bh  1359183 1999-07-28 09:31 f4/la2210.vw

▼リスト1 用意するフロッピーディスクに書き込む内容

ハードディスク 少なくとも１つのIDEディスクか純正のSCSIボードとSCSIディスク
CD-ROM IDEのCD-ROMドライブ（通常はシステムに内蔵）
フロッピードライブ 本体内蔵のフロッピードライブを使用
キーボード、マウス USBキーボードとUSBマウス（シリアルのPS/2キーボード/マウスは不可）
ディスプレイ CRTまたはフラットパネルディスプレイ（SGI 1600SW）
表2 SGI 320でSGI Linuxが動くためのシステム構成



のように行う。3枚目はファイル名rh60.

initrd.imgをrh60.rescue.imgに置き換

える。

Webサイトには、さまざまなバージ

ョンが置いてあるが、必ずしも最新の

ものが良いとは限らないので注意が必

要である。今回は、ブートローダはに

arclx.exe（Jul.28）ではなくlarc.exe

（Jul.9）を使用した。SGI 320用のカ

ーネルla2210.exeとARCローダの2つ

のファイルを、DOSまたはWindows

でFATフォーマットしたブートフロッ

ピー（FD -1）にコピーしておく。

なお、ここで紹介しているのはシン

グルプロセッサ仕様のカーネルである。

これを使うとマルチプロセッサマシン

でも1つのCPUしか稼働しないことに

注意していただきたい。

最後に、これらのフロッピーディス

クのライトプロテクトを忘れずに行う

こと。さらに、インストールする前に、

ターゲットのハードディスクのフォー

マットを、他のLinuxやWindowsマシ

ンで行っておくことをお勧めする。詳

しくは後述するが、現在SGI 320/540

でLinuxを起動する場合、最低10Mバ

イトほどのFATパーティションが必要

になる。実際にインストールが始まっ

てからでは面倒な場合もあるので、あ

らかじめFAT16のパーティションを用

意しておくのが賢明である。
;;
;; Step 2 Red Hat 6.0のインストール
;;

最初に、SGI 320をPROMモニタ画

面にする。SGI 320では、マルチOSの

ブートセレクト画面がGUI化されてお

り、各項目に記述するだけで起動OS

を選ぶことが可能である。PROMモニ

タ画面にはリセットキーを押すか電源

投入後、ESCキーを押すといくつかの

メニューを表示する（画面1）。

そこで、Startup Settingsメニュー

を選び、フロッピーブートに設定する。

GUI化された設定項目をそれぞれリス

ト2のように指定する。まず“New”

を選ぶ。ここで他の環境を“Copy”

して編集してはならない。設定が終わ
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画面1 Silicon GraphicsのPROMモニタ画面。AT互換
機でいうBIOSのようなものだ。

画面2 Start Settingsメニューでは、ブートセッティン
グを細かく指定できる。

表3 Linuxパーティションの分け方

▼リスト2 インストールフロッピーからの起動設定（Startup Settings）

表4 デバイスの対応表

接続先 SGIのデバイス名 Linuxのデバイス名
IDE bus 0 master multi(0)disk(0) /dev/hda
IDE bus 0 slave multi(0)disk(1) /dev/hdb
IDE bus 1 master multi(0)disk(2) /dev/hdc
IDE bus 1 slave multi(0)disk(3) /dev/hdd

パーティション 容量 内容
/dev/hda1 500Mバイト “Linux native”ルートパーティション
/dev/hda2 128Mバイト “Linux swap”パーティション
/dev/hda3 10Mバイト FAT フォーマットのブートパーティション
/dev/hda4 残った領域 “Linux native”ユーザーパーティション（/usr）

この項目は任意の名称でも可

ARCローダーのファイル名

ブートカーネルのファイル名

ブートするデバイス名

空白でよい

ブートローダに渡すメッセージ

画面3 かわいいペンギン（Tux）のイメージを表示しな
がらLinuxをブートする。

Step
Red Hat 6.0のインストール 2

Load Identifier Linux RX

OSLoader larc.exe

OSLoadFilename /la2210.vw

OSLoadPartition Floppy1

System Partition

OSLoadOptions root=/dev/fd0 load_ramdisk=1



ったらBoot Selectionを“Default”と

して選ぶ。これを忘れるとこの設定で

起動しないので注意する。最後に

“Hit Save&Exit”ボタンをマウスで

クリックし環境を保存する。

■ フロッピーブートでインストール開始

まずFD-1をフロッピードライブに入

れる。PROMモニタよりStart System

を選ぶ。しばらくするとIndyなどで見

慣れたコンソール画面が現れ、ARC

Linux loaderが起動する。

数十秒後、画面3のように、左上に

小さなペンギン（Tux）のイメージを

表示しながらカーネルのブートが行わ

れる。最後のメッセージが“USB

Keyboard found.”と表示されて止ま

ると1枚目は終了である（画面4）。

次に、FD-2をフロッピードライブに入

れ、Red Hatインストーラを起動する。

しばらく立つと見慣れた“Welcome

to Red Hat Linux”のモノクロのインス

トール画面が現れ、この時にRed Hat

6.0 CDを入れるか、すでにドライブに

入れてある場合はブルーの画面と、Red

Hat Linuxのインストール初期画面を表

示する。これで通常のRed Hat Linux

インストールが開始される（画面5）。

SGI 320にはBIOSがないのでインス

トール中にLIIOについての問い合わせ

はすべて“No”と答えること。LILO

そのものはインストールすることは可能

だが、まったく使い道がないのである。

■ パーティションのセットアップ

SGI320の出荷時にはすでにWindows

NTがインストールされている。した

がってパーティションを切り直すか新

しいディスクを用意してインストール

するとよいだろう。今回は、新しいデ

ィスクを用意し、パーティションの分

け方は表3のように行った。

出荷時の構成の場合、システムドライ

ブはhdaでありCD-ROMはhdcとなる

（表4）。ディスクのパーティションを作

成するにはDisk Druidまたはfdiskを

使用する。パーティション作成が終わ

ればルートパーティションを指定し、

スワップ領域を初期化する。

その後、インストールするパッケー

ジを選びインストールを開始するので

あるが、この時、選択するパッケージ

は極力、最小構成にする方がよい。一

度システムが起動してしまえば残りは

追加インストールすればよいからであ

る。ただし、X関係は最初の時に選ん

でおいた方がいい。

パッケージのインストールが終了した

時点では、まだUSBマウスは認識され

ない。しかし、ここで決してシリアルマ

ウスを選んではいけない。マウス関係は

後のXの修正時に設定することになる。

インストールでは、いろいろな設定

を行うが、下記の部分はSGI 320固有

のものではないので割愛する。

・Network Configuration

・Configure Timezones

・Services

・Configure Printer

・Root Password

・Authentication Configuration

ここからはリスト3のように選択す

る。これでインストールの設定は終了

である。
;;
;; Step 3 インストール後の設定
;;

基本的なインストールを終えただけ

では起動しないので、いくつか追加設

定を行う。

■ Linux RX kernelのブート設定

最初に作成したブートフロッピー

（FD-1）をフロッピードライブに入れ、

Start Systemで起動する。次に、FD-
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画面4 1枚目のインストール用フロッピーディスクでブ
ートしたところ。

画面5 SGI 320でRed Hat Linux 6.0のインストール画
面が表示された。

Bootdisk “No”
Lilo Installation “Skip”
Choose a Card “Unlisted Card”
Pick a Server “Mono”
Monitor Setup “Sony GDM-17SE2T(NEW)”
Screen Configuration “Don't Probe”
Video Memory “256kb”
Clockchip Configuration “No Clockchip Setting”
Probe for Clocks “Skip”
Starting X “Skip”

▼リスト3 Red Hat Linux 6.0インストール時に選択する項目

Step
インストール後の設定 3

最後尾にある

もともと存在しないので適当に答える



3に入れ換えてEnterキーを押すと、

RAMDISK: Compressed image

found at block 0

というメッセージとともに、約30秒で

RAMDISKベースのカーネルが起動する。

■ rootドライブをマウント

次の手順で、現在のRAMDISK root

から本来のrootドライブに切り換える。

インストール時にパーティションを設

定したとき、'/'に設定したディスクを

指定すること。

# mkdir /r

# mount /dev/hda3 /r

# chroot /r

この時点で本来のrootファイルシステ

ムが立ち上がり、プロンプトが“bash#”

に変わる。

■ システムの最終設定

FD -4をドライブに入れ、フロッピー

ディスクをシステムにマウントし、フ

ロッピーディスクの中のファイルをtar

で展開する。

bash# mount -t msdos /dev/fd0 /mnt/

floppy

bash# ls /mnt/floppy

bash# cd /tmp 

bash# tar zxvf/mnt/floppy/f4jul28.tgz

ここにはFATのブートパーティショ

ン用のARCローダとカーネル、さらに

XFree86用のコンフィグレーションフ

ァイルが入っている。

■ ブートローダのインストール

FATフォーマットのブートローダを

格納するパーティションに、ブートシ

ステム（larc.exe）を格納する作業を

行うが、そのマウントのファイル名を

/boot という名前にしてはいけない。

Red Hatがすでに/bootディレクトリ

を使用しているからである。ここでは

“/b”という名称にする。

まず、FATのパーティションを作成

するために、Red Hat 6.0のバイナリ

CD-ROMからmkfsをインストールす

る。次に、FATのブート用パーティシ

ョンの中にブート用のファイルを格納

するディレクトリを作成する（リスト4）。

■ SGI 320用カーネルのインストール

generic kernel（/tmp/f4 に展開し

たもの）を、ルートディレクトリにコ

ピーする。カーネルのアップデートが

あった場 合 には、 このファイル

（/la2210.vw）を入れ換えればよい。

さらに、フレームバッファの設定ファ

イルを、/etcにコピーする。

bash# cp la2210.vw / 

bash# cp fb.modes /etc/fb.modes

■ Xサーバの設定

XFree86のコンフィグレーション

ファイル（XF86Config）は、CRTと

フラットパネル用の2つが用意されて

いるので、使用するディスプレイに応

じてコピーする。

bash# cp XF86Config.crt /etc/X11/

XF86Config.vw （CRTの場合）

bash# cp XF86Config.fp /etc/X11/

XF86Config.vw （SGI 1600SWの場合）

USBキーボードとマウスを使用す
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bash# /sbin/mount /dev/cdrom /mnt/cdrom

bash# rpm -i /mnt/cdrom/RedHat/RPMS/mkdosfs .rpm

bash# /sbin/umount /dev/cdrom

bash# /sbin/mkfs -t msdos /dev/hda3

bash# mkdir /b 

bash# /sbin/mount -t msdos /dev/hda3 /b 

bash# cp larc.exe /b 

bash# /sbin/umount /b 

▼リスト2 ブートローダをFATファイルパーティションに書き込む。

▼リスト5 インストールしたLinuxの起動設定（Startup Settings）

この項目は任意の名称でも可

ARCローダーのファイル名

ブートカーネルのファイル名

ブートするデバイス名

空白でよい

ブートローダに渡すメッセージ

Load Identifier Red Hat 6.0+Linux 2.2.10

OSLoader larc.exe

OSLoadFilename /la2210.vw

OSLoadPartition IDE 0 Disk 0 Partition 3

System Partition

OSLoadOptions root=/dev/hda1



るので、USBデバイス（HID - Human

Interface Device）を設定する。

bash# mknod /dev/hidbp-mse-0 c 10 32

以上で、Linuxの設定は終了した。

フロッピーディスク、ハードディスク

をアンマウントする。

bash# cd /

bash# umount /dev/fd0 

bash# exit 

# umount /r 

この後、リセットし、リブート後に

ESCキーを押しPROMモニタにする。
;;
;; Step 4 Linuxのブート設定
;;

PROMモニタで、Startup Settings

メニューを選び、ハードディスクから

ブートするように設定する。設定項目

はリスト5のように指定する。

OSLoadPartition項目で、起動ドラ

イブがIDEでパーティション3なら、

“IDE 0 Disk 0 Partition 3”、SCSIな

ら“SCSI 2 Disk 0 Partition 3”）を

選択する。

OSLoadOptions 項目では、実際の

ブート時に使用されるルートパーティ

ションディスクを記述する。

このカーネルはメモリの割り当てを

自動的には行わない。デフォルト指定

では“128MB”に設定されている。

128Mバイトを越えるメモリを実装し

ている場合、メモリの容量を“mem=

xxxM”と明記しなくてはならない。

もし512Mバイト搭載している場合、

OSLoadOptions項目に“root=/dev/

hda1 mem=512M”と記述する。

■ X Window Systemのセットアップ

PROMモニタからStart Systemを

選ぶとLinuxが起動するが、まだXの

設定は行われていない。インストール

時に“Mono”X サーバを選んだのを

覚えているだろうか。あれは後で入れ

換えるために仮に入れたものなので、

ここで削除し、Red Hat Linux 6.0

CD-ROMから正しいXの環境をインス

トールする（リスト6）。

startxコ マ ン ド で 、 X Window

Systemが起動すれば成功である。

今後の各種アップデートによってシ

ステムをさらに強化することを期待し

ている! 

Linux magazineOctober 1999 123

画面6 インストール完了！X Window SystemでGNOME
を起動したところ。

# mount /dev/cdrom /mnt/cdrom

# rpm -e XFree86-Mono

# rm /etc/X11/X

# rpm -i /mnt/cdrom/RedHat/RPMS/XFree86-FBDev-3.3.3.1-49.i386.rpm 

# ln -s ../../usr/X11R6/bin/XF86_FBDev /etc/X11/X 

# cp /etc/X11/XF86Config.vw /etc/X11/XF86Config 

▼リスト6 X Windows Systemのセットアップ

Linux World ExpoがSan Joseで開催され

ていたころ、まったく同じ日程でコンピュー

タグラフィックスの夏の恒例行事とも言うべ

きACM/SIGGRAPH'99がLos Angelsのコン

ベンションセンターで開かれていた。そこで

も（実は、SGIはこちらにグラフィックスの

主力部隊を送り込んでいた）SGI 320上で稼

動するLinux/OpenGLが展示されていて、さ

らに突貫作業でとりあえず動かしたという

IRIS Performerが参考出品され、大きな注目

を集めていた。

IRIS Performerとは軍事用や航空機のフラ

イトシミレータなどの、リアルタイムのグラ

フィックス分野で標準的に使用されている、

いわばSGIの虎の子ともいえるグラフィック

スライブラリである。

また、最終日の12日にはウエスティン・ボ

ナベンチャーホテルにてLinux/OpenGLの

BOF（Birds of a Feather: 類は友を呼ぶ）が開

かれた。SGIの創業者の一人であり、GLおよ

びOpenGLの設計者でもあるKart Akeleyが、

SGIによる今後のLinuxへの強力なコミットを

行うとコメントした。XFree86の開発を行って

いるPrecision Insight社のDaryll Straussは、

ハードウェアサポートによる完全なOpenGL環

境の構築について、既存の3DfxやnVIDIA、

3Dlabsといった主要な3Dグラフィックスボ

ードをサポートしていくことを強調していた。

SGIは長らくグラフィックスのトップベン

ダーとして独自のIRIXというUNIXをメイン

にしてきた会社であるが、この半年間で突如、

UNIX系のベンダーとしてはもっとも積極的

にLinuxに取り組みだした。

前述のOpenGLのLinuxへの移植以外にも、

自社のIRIXのファイルシステムであるXFSを

はじめ多くのソフトウェアを精力的に移植中の

ようである。SGIのような数多くのUNIX資産

のある企業が、本格的にLinuxに取り組み出

したということは、Linuxも新しいステージに

突入したと考えてもよいのではないだろうか。

Column

Linux/OpenGL

Step
Linuxのブート設定 4



現在では、無料のPCまで登場して

いるが、つい昨年まで、アメリカでは

「1000ドルPC」という言葉が騒がれて

いた。これは、その名の通り、1000ド

ルで購入できるPCのことである。最近

ではホワイトボックスと呼ばれる、PC

ショップが組み立てた自作AT互換機

が500ドルPCや300ドルPCとして販売

されている。日本でも、Windows 95

が発売される前後から、ショップブラ

ンドの10万円を切るマシンが登場して

いる。しかし、その頃の10万円マシン

は、メモリやハードディスクの容量が

少なく、かなり割り切ったマシンだっ

た。最近では、Windows 98プレイン

ストール、15インチディスプレイ込み

で、10万円を切るマシンがかなり売れ

ているようだ。

もう、耳にタコができるほど聞いた

だろうが、技術革新と価格競争でマシ

ンもパーツ単位の価格がかなり下落し

ている。たとえば、300MHzを超える

クロックで動作するCPU である

CeleronやK6-2、128Mバイトのメモリ、

4Gバイトのハードディスクなど、少し

前なら想像もできないほどの性能を持

ったパーツが、それぞれたった1万円

ぐらいで買えるようになった。

そんな7月末のある日、L i n u x

magazine編集部から「5万円でマシン

組み立てられるか?」と持ちかけられ

た。そのときは、気軽に「割り切れば

できますよ」と、以前あった10万円

PCのような気持ちで答えたのだが、こ

れが運のつき。「それでは週末に秋葉

原で待ち合わせね」と言われたので、

しぶしぶ秋葉原に出頭した。秋葉原に

着くと、その場で5万円手渡され、

「TurboLinux 日本語版4.0が動くマシ

ンを買ってね」と頼まれた。

5万円のマシンであっても、最低限

WindowsマシンからLANでつながる

ファイルサーバを構築しよう、できれ

ばX Windows Systemがきちんと動

くクライアントとしても使いたいとい

うのが目標だ。そのためにパーツ単位

で何が必要かと考えるのだが、5万円

という予算は結構きつい。秋葉原に行

く前に、Webで価格を調べて立てた予

算の配分は表1にまとめたので、そち

らをご覧いただきたい。

このリストを見てお気づきのかたも

いらっしゃるだろうが、フロッピード

ライブは項目に入れていない。なぜな

ら、もうフロッピーディスクを使用す

る機会はないと考えたからである。あ

ったとしても、最初のインストールの

ときに使用するくらいである。それで
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ふだん使っているWindowsマシンにLinuxをインストールし、デュアルブ
ートでOSを切り換えるのはいろいろ不便だ。できればLinux専用マシンが
ほしい。でもこのご時世、できるだけお金はかけたくない。出しても5万円
まで。そこで、セカンドマシンを5万円で作れるか、秋葉原へやってきた。

文：上間俊雄
Text：Toshio Uema

5万円でマシンは作れるか

表1：購入するパーツ予算

パーツ 金額（円）
CPU 9000
マザーボード 1万1000
グラフィックスカード オンボードVGA
メモリ 6000
ハードディスク 1万1000
CD-ROMドライブ 4000
ネットワークカード 1000
キーボード 2000
マウス 1000
ケース 5000
合計 5万

5万円で作る作る
Linuxマシンマシン

Linuxサーバに
フロッピードライブはもう要らない



は、そのインストールのときにはどう

するのかという疑問があるだろう。こ

れは、CD-ROMドライブからブートし

て、インストーラを起動すれば解決で

きるのだ。先月号に付属していた

TurboLinux 日本語版4.0もCD-ROM

ドライブからブートできるので、フロ

ッピードライブは思い切って外してし

まった。iMacでもフロッピードライブ

は搭載されていないし、B5サイズのノ

ートPCに、通常フロッピードライブを

付けないで利用していることを考えれ

ば、セカンドマシンとしてはフロッピ

ードライブは必要ないだろう。フロッ

ピーディスクを利用するなら、Linux

マシンで読み書きせずにメインの

Windows 98のマシンで利用するはず

である。データのやり取りにはネット

ワークを利用したい。もし、Linuxマ

シンの調子が悪くなって、フロッピー

からの起動が必要となったら、そのと

きにフロッピードライブを購入するか、

一時的にWindowsマシンから借用すれ

ばよい。

ほかにもディスプレイなども必要な

のだが、Linuxでは主にサーバとして

利用する理由からリストには入ってい

ない。

さて、5万円でマシンを組み立てる

には、何かを割り切らなければならな

い。はっきり言えば、動けば何でもい

いというパーツを購入しなければなら

ないのである。今回は、動けば何でも

いいパーツとして、キーボードとマウ

スを挙げた。ほかにもインストール時

にしか使用しないCD-ROMドライブも

動けばいいことにした。たぶん、何倍

速のを買っても値段はそれほどかわら

ないだろうが、少しでも安く済ませる

ためだ。ここでは「せっかくだから」

は禁物である。また中古品やジャンク

を購入するという手もあるのだが、新

品でもLinuxの動作保証をしているも

のがほとんどないという状況の中で、

そういった品物が動作しなかった時に

途方にくれてしまうので、安全を考え

てすべて新品を購入することにした。

それでも秋葉原で、土曜から日曜によ

く出る特価品を見つけ出さないと5万

円の予算では収まらない。

今回は、5万円の制約から必然的に

低価格のCPUを選択することになるの

で、入手のしやすさや、コストパフォ

ーマンスからCeleronを購入すること

にした。秋葉原に買い出しにきたとき

は、ちょうどCeleron 500MHzの発売

の時期であった。しかし、計算では、
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秋葉原は広い。100店はあろうかというPC

パーツのショップを回るだけで、ゆうに1日

はかかってしまう。ましてや、5万円でマシ

ンを作るとなると、秋葉原で1番安いパーツ

をそろえなければならない。これを秋葉原に

行ってから見つけ出すことははっきり言って

難しい。そこで、秋葉原を効率よく回るため

に、Webを利用して事前に購入するものを探

しておく。DOS/V ISSUEでもおなじみの

「サハロフの秋葉原レポート」や、「エルミ

タージュ秋葉原」などがパーツ購入の参考

になるはずだ。また、ハードディスクひとつ

取っても、4Gバイトのハードディスクでも

何種類とあるので、できればこれらのページ

で具体的な品名と型番を決めておけば購入

しやすい。

Column

手早く買うための秘訣

サハロフの秋葉原レポート

http://www2s.biglobe.ne.jp/̃sakharov/

エルミタージュ秋葉原

http://www.gdm.or.jp/

動けば何でもいいパーツ

CPUとマザーボード



CPUにかけられる価格はどう見積もっ

ても1万円以下で、最新のCPUは購入

できない。さて、1万円以下で入手し

や す い Celeronは 、 Celeron 300A、

333、366の3種類だ。おかしなことに、

この3種類のCPUのどれを購入しても、

値段が同じという現象がどこのショッ

プでも見られた。さらには、クロック

アップがしやすいCeleron 300Aのほ

うが若干割高というショップも多くあ

った。筆者は、リスクのある自己満足

程度のクロックアップには反対なので、

当然ながらPPGA（Socket370タイプ）

のCeleron 366を選択した。

PPGAのCeleronには、Intelの箱に

入ったリテール版と、バルクと呼ばれ

る簡易包装のものの2種類がある。リ

テール版とバルクの違いは、リテール

版にはCPUクーラーが同梱されてお

り、バルクには付属していないという

点にある。保証に関してはたいていど

こも同じである。リテール版とバルク

の価格差は1000円にも満たないので、

CPUクーラーの付いているリテール版

を選択した。価格は8900円。今回購入

したリテール版には、Nidecブランド

（日本電産）のCPUクーラーが付属さ

れていた。

この時点での残金：4万655円

さて、CPUを購入する上で、密接に

かかわりあってくるものがある。それ

は、マザーボードだ。CPUがSocket7

のK6-2やM IIにすると、Socket7用の

マザーボードを選ばなくてはいけない。

また、Pentium IIならSlot1用のもの

を、So c k e t 3 7 0のC e l e r o nなら

Socket370か、Slot1用のマザーボード

とSocket370→Slot1変換アダプタを用

意しなくてはならない。そんなことは

当たり前のことだが、最近のチップセ

ットはどうも覚えにくく、Socket370と

Socket7の違いもよく見ないとわかりく

い。今回は、Socket370タイプのCPU

を購入しているので、マザーボードも

Socket370タイプのものを購入する。そ

れも、今回は予算の都合上、グラフィ

ックス機能を搭載したオンボードVGA

タイプのものを探すことにした。

Celeron対応のマザーボードのうち

秋葉原で多く見つけることのできたの

は、 チップセットに、 S i S 6 2 0 、

Intel810、Intel440BX+VGA、Intel

440ZX+VGAを使用したマザーボード

だ。オンボードVGAでもチップセット

に統合されていないものは割高になる

ので、SiS620とIntel810の2つのどちら

かを選ぶことになる。ここで問題にな

る の が 、 Linux上 で X Window

Systemが動作するかである。もし、

動作しない場合は別のグラフィックス

カードを別途購入しなくてはならなく

なる。幸いにも、7月にSiSのチップセ

ットに対応したXFree86のドライバが

ようやくリリースされたので、SiS620

のマザーボードを選択した。

購入したマザーボードは、ELITEの

「P6SEP-ME」、価格は1万800円。

Micro ATXにオンボードで、Sound

Pro HT8738AM/PCIというサウンド

チップが搭載されていた。このサウン

ドチップは、CMEDIAのCMI8738と

同じチップのようだ。なお、CMEDIA

のWebサイトでは、Linux用のドライ

バが提供されている。また、4Front

TechnologiesのOSSドライバからも利

用できる。

残金： 2万9315円 （まだまだ余裕）

CMEDIA

http://www.cmedia.com.tw/

4Front Technologies

http://www.4front-tech.com/

オンボードVGAでないIntel440ZXや

VIA Apollo Proのマザーボードでも、

Linux magazine October 1999126

H
ar

dw
ar

e

写真1
CPUはCeleron366のSoket370タイプ、リテール版を購入。クロックは
66MHz×5.5倍で動作する。

写真2
マザーボードチップセットにSiS620を使用したELITEのP6SEP-MEを購入。サウスブリッジは
SiS5595。統合型のマザーボードはMicroATXが多い。



8000円程度で見つけられる。これに、

SiS6326やIntel740を搭載した安価なグ

ラフィックスカードを3～4000円で購

入できれば、上記の組み合わせと変わ

らないので、注意深く探してほしい。

CPUとマザーボードが決まったの

で、メモリを探す。メモリといえば、

7月初めには、PC/100対応SDRAMの

128Mバイトの価格が9000円を割り、

下げ止まらない感じであったが、アメ

リカの大手メモリメーカーのトラブル

の噂で、7月末の時点では1万1000円台

に逆に値上がりしてしまった。今回は

128Mバイトのメモリでは予算に足が

ついてしまう。逆にGUI環境では32M

バイトではかなり辛いので、64Mバイ

トのPC/100対応SDRAMを6000円で

購入した。

残金： 2万3015円 （結構減ったなぁ）

ハードディスクは、価格面やデバイ

スなしに使える点でIDEのドライブを

選択する。ハードディスクの大容量化

には、この1～2年、目を見張るものが

あり、現在では2万円で購入できるハ

ードディスクは軽く10Gバイトをオー

バーしている。また、Ultra-DMA/33

やUltra-DMA/66の技術で、SCSIのド

ライブ並にデータアクセスの高速化も

進んでいる。ここでハードディスクに

かけられる予算は1万1000円までだ。

今回は、Seagateの「ST34312A」と

いう4.3Gバイトのハードディスクを

9980円で購入した。それにしても、秋

葉原のショップでは、あと3～4000円

出すと6～8Gバイト、6000円出すと

10Gバイトの容量のものが買えてしま

うのだ。「ハードディスクの価格って

いったい」と考えてしまう。

残金：1万2536円 （あれ？あとこれだけ？）

CD-ROMドライブは、たぶんインス

トールのときしか使用しないと考え、

ひたすら安いドライブを探すことにし

た。もちろん、ATAPIのドライブだ。

しかし、安いCD-ROMドライブはなか

なか見つからない。6000円ほど出せば、

30倍速でも40倍速でも買えてしまうの

だが、今回予定している金額は4000円
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写真4

ハードディスクはSeagateのMedalist 4312（ST34312A）
という4.3GバイトでUltra-DMA/33対応のドライブを購
入。回転数は5400rpm、512Kバイトのバッファが搭載
されている。

写真3

メモリは、日立製作所のチップが搭載されている。今回は
入手しやすさから、あえてPC/100対応メモリを選択した。

最近、ハードディスクのモデルチェンジが

早い。新しく発売されるハードディスクは大

容量、低価格、そして高速化が進んでいる。

ハードディスクの性能の違いを判断するため

に、回転数、シークタイム、ディスクバッフ

ァ容量を説明しておこう。

まず、回転数は、「rpm」という車のエン

ジンの回転数と同じ単位で表している。ハー

ドディスクでのrpmは、ドライブ内の円盤

（プラッタ）が1分間に何回転するかで表し、

数字の大きいほうがより多くのデータを短時

間に読み書きできるというわけだ。SCSIの

ハードディスクでは10000rpmを超えたもの

もあるが、IDEのドライブでは、5400rpmと

7200rpmの速度が主流だ。しかし、現状で

は5400rpmと7200rpmの体感的な速度の違

いはほとんどない。ハードディスクの回転数

が上がると、当然それだけ発熱も高くなるの

で、回転数の高いドライブを購入するときに

はケース内の熱対策にも注意しなければなら

ない。

シークタイムはヘッド（データを読み書き

するピックアップ）の移動速度のことで、単

位はms（ミリ秒）が使われる。今回購入し

たST34312Aの場合、平均シークタイムは

9msとなっている。この数字が小さい方が目

的のデータのある場所にヘッドが到達するの

が速い。

ディスクバッファ（キャッシュ）は、最近

アクセスされたデータを一時的に取っておき、

次のアクセス時にバッファ内にデータがあっ

たなら、実際にはディスクにアクセスせずに

以前使われたデータを利用することで高速化

を計るもの。連続するデータをバッファに先

読みしておくことで、何度もハードディスク

にアクセスしないで済むようにも使われる。

ディスクバッファ容量は大きいほど性能が

良い。現在発売されている主なハードディス

クには、256Kバイト～2Mバイトという容量

のメモリが搭載されている。

Column

ハードディスクのスペックの見方

写真5

CD-ROMは、24倍速ドライブを購入。MITSUMI製の
ATAPIのCD-ROMドライブはよく見かける。DOSでも
汎用のATAPIドライバですんなり認識してくれるので、
自作ユーザーに人気が高い。

メモリ

ハードディスクと
CD-ROMドライブ



以下なので、16倍速から24倍速のドラ

イブを探すことになる。5店舗に1台は、

安いCD-ROMドライブが見つかるであ

ろうとたかをくくっていたのだが、見

とおしはかなり甘かった。CD-ROMド

ライブを探すために、もう1周秋葉原を

回る羽目になる。結局、MITSUMIの

24倍速CD-ROMドライブを3980円で見

つけたので、有無を言わずに購入した。

残金：8357円 （うっ、1万円札がない）

LinuxではDEC（COMPAQ）の通

称「Tulip（DEC2114x）」搭載の

Ethernetカードが10Base-T/100Base-

TXで安定して使いやすいため人気で

ある。しかし、これでも十分安いのだ

が、値段が4000円台からしかないため、

今回は手が出せない。

さて、秋葉原に来るまではISAバス

の安価なNE2000互換Ethernetカード

を 予 定 し て い た 。 R e a l t e k の

「RTL8019」のチップを搭載したISA

バスのNE2000互換カードが、高くて

も1200円くらいで購入できるからだ。

最近のNE2000互換のチップを搭載し

たISAバスEthernetカードは、たいて

いDOSから起動して、IOポートアドレ

スとIRQを指定しなくてはならないの

で、非常に面倒ではあるが、これさえ

指定すれば、それほど相性問題もなく

すんなり動いてくれることが多い。

しかし、今回は、PCIバス対応の

NE 2 0 0 0互換として利用できる、

Realtekの「RTL8029」を搭載した無

印Ethernetカードが990円で販売され

ていたため、迷わずこちらを購入した。

なお、インストールのところでも述べ

るが、このカードをLinuxで利用する

には、Linux上での設定が必要だ。

残金：7318円 （少しでも節約せねば）

それにしても、今回、秋葉原を回っ

てみて気づいたのだが、10Ba s e -

T/100Base-TXに対応したPCIバスの

Ethernetカードが2000円台で購入でき

るようになってきている。特に、VIA

の「Rhine（VT86C100A）」というチ

ップを搭 載 した P C I バス対 応 の

Ethernetカードがあちらこちらで見ら

れた。メルコの「LGY-PCI-TXR」や、

プラネックスコミュニケーションズ

「 F N W - 9 7 0 0 - T 」、 コ レ ガ の

「FastEtherII PCI-TX」などだ。本当

はこちらを選んだほうが、100Base-

TXへの移行がスムーズに行くだろう。

さて、これまで、CPU、オンボード

VGAマザーボード、メモリ、ハードデ

ィスク、CD-ROMドライブ、Ethernet

カードを取り上げてきたが、その他に

購入したデバイスを紹介しよう。

本来は、ケースの良し悪しにも目を

向けるべきだが、予算を考え、安さを

第一条件にケースを選んだ。今回は、

ATXケースを4980円で購入した。通

常、ATXケースは安くても7000円以

上であり、この価格ではめったに手に

入らないが、パーツショップの店頭で

数量限定土日特価で販売されていたの

を購入。安物だと馬鹿にしていたのだ

が、持ち帰ってから中を開けてびっく

り。内部の作りもしっかりとしていて、

おかげで組み立て中にケースを血に染

めることなく作ることができた。電源

はENARMAXの250Wが載っている。

秋葉原ではよくケースが安値で販売

されているが、特価品の中には、組み

立てるときに手を切りそうなものや、

電源ファンがうるさいものが多い。マ

ザーボードがMicro ATXならば、ケ

ースも小さめのMicro ATXにしても

よいだろう。Micro ATXのケースは、

電源の電力が少ないものが多いが、拡

張性を考えなければ、省スペース、省

電力で使えるのは魅力である。

残金：2089円（安いのが見つかってよかった）

残るは、キーボードとマウスだが、

これに関しては、セカンドマシンとし

て利用するので、本当に動けばよいと

いうものを選択した。そこで、日本語
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写真7
ケース内部もきれいに作られていて、特価品とは思えな
いATXケースを購入した。

写真6
今回、購入した無印のPCIバス対応Ethernetカード。
10Base-T対応にしか対応していないが、カード自体の
設定なしにNE2000互換として動作する。

写真8
動けば何でもいいと思って購入したキーボードとマウス
だが、思ったより使いやすかった。

Ethernetカード

その他のデバイス



109のPS/2キーボードに「Power off、

Sleep、Wake up」の3つのキーが付

いた、ACPIから電源を管理できるキ

ーボードを1680円で購入した。

残金： 325円 （あれ？足りないかな）

マウスは、2ボタンのPS/2マウスが

500円くらいから見つけられたのだが、

LinuxのX Window System環境で利

用するということで、所持金不足だが、

3つボタンのPS/2マウスを980円で購入

した。ちなみに、2ボタンのPS/2マウ

スでも現在のX Window Systemを利

用する上ではまったく問題ない。マウ

スとキーボードは、USB接続のタイプ

があるが、LinuxではUSBのサポート

は最近始まったばかりであるため、は

たして動作するか不安だ。もちろん、

マザーボードにUSB機能が付いていな

ければ、動作以前の問題で接続するこ

ともできない。キーボードの中には一

般的なPS/2ではなくAT用のコネクタ

を持つものもあるので、この辺も間違

えないようにしよう。もし不安ならば、

ショップの店員に確認すればよい。

AT用のコネクタのキーボードを購

入した場合には、ATからPS/2に変換

するコネクタを500～1000円で購入で

きる。マウスもシリアルポートに接続

するタイプのものがあるが、こちらは

Linuxでも問題なく利用できるので、

シリアルポートを2つ使う場合を除い

てはそれほど心配する必要はない。

残金：▲704円 （赤字だー）

さて、パーツを購入したら、いよい

よ組み立てだ。たいていのPCのパーツ

は保証期間が1週間から1カ月と短いの

で、できるだけ早めに組み立てるよう

にしよう。静電気や配線ミスのショー

トがあると、パーツはすぐに壊れてし

まうので注意が必要だ。

まず、ケースの内部をばらして、マ

ザーボードを取り付けられるようにす

る。ジャンパーピンの設定は、このマ

ザーボードでは必要なく、CPUのクロ

ック設定などはBIOS側で行う。マザ

ーボードを固定するスペーサは、6カ

所固定するのが一般的だ。このスペー

サを穴以外のところに付けたまま電源

を入れると、ここでショートしてしま

うこともあるので正確に取り付けよう。

次はケースとマザーボードのケーブ

ルの取り付けだが、その前にこのケー

スでは、電源が邪魔して、あとからパ

ーツが取り付けにくくなっているため、

先にCPUとメモリ、電源ケーブルをマ

ザーボードにセットする。マザーボー

ドへのケーブルの取り付けは、マザー

ボードのマニュアルをよく確認しなが

ら行う。通常、これらのケーブルは、

黒または白い線がマイナスを示してい

Linux magazineOctober 1999 129

5万円で作る
Linuxマシン

Linuxで買ってはいけないPCパーツといえ

ば、まず、最新のチップの搭載されたマザー

ボードや、グラフィックスカード、Ethernet

カードが挙げられるが、特にグラフィックス

カードには注意したい。

LinuxでX Window Systemを動かすときに

はグラフィックスカードのチップに対応した

ドライバが必要だ。通常、グラフィックスボ

ード付属のドライバは、Windows用しか提

供されていないところがほとんどで、あって

もOS/2のものくらいだ。一般にLinux用のド

ライバは他の開発者の手によって、ボランテ

ィアで作られているのだが、グラフィックス

チップの仕様が公開されていなければ、その

チップに対応したLinux用のドライバは作れ

ない。

現在でこそLinuxも市民権を得るまでに至

ったため、ほとんどのチップベンダーが仕様

を公開しているが、以前は仕様の公開されて

いないチップベンダーの製品に対して、

Linuxのコミュニティで不買運動が起こった

りしたものだ。昔からS3製のグラフィックス

チップを搭載した製品がLinuxのコミュニテ

ィで人気があったのは、早くから仕様を公開

していたからである。Linuxで安定したもの

を利用したければ、少し型落ちした製品が購

入することをお勧めする。

モデムについても触れておこう。内蔵モデ

ムの中には、コストを下げるためにモデムチ

ップを使用せず、DOSやWindowsのソフト

ウェアでモデムの信号を作り出すDSPタイプ

のものがあるが、そのようなモデムはLinux

では使えない。このタイプは最近のPCIバス

の56kbpsモデムや、サウンド機能と一体型

のモデムによく見られる。できれば外付けモ

デムを利用しよう。

Column

Linuxで買ってはいけないパーツ

写真9
ケースから底板を外し、マザーボードを取り付ける。
CPUとメモリ、CPUファンを装着する。

写真10
マザーボード、CD-ROM、ハードディスクをケースに取
り付ける。コネクタ類やCPUは、電源部分の奥になる。

買ってきたパーツを組み立てる
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写真11
完成した5万円Linux
マシン。

画面3
Boot Sequenceでブー
トしたいデバイスの順
番が変えられる。「C」
はハードディスク、「A」
はフロッピーディスク。

る。LEDだけは、プラスとマイナスの

極性に気をつけよう。

ケースにCD-ROMドライブとハード

ディスクを取り付ける。まず、IDEの

マスタとスレーブのジャンパ設定を先

に行う。通常は、ハードディスクがマ

スタ、CD-ROMドライブがセカンダリ

に設定されている場合がほとんどだ。

ケースにネジ止めし、IDEケーブルと

電源コネクタを付ける。このとき、マ

ザーボードに付けるケーブルの向きは、

IDEポートの1番ピンがある方向にIDE

ケーブルの赤い線があるようにして付

ける。ハードディスクとCD-ROMドラ

イブ側は、電源に近いほうから1番ピ

ンとなっている。

あとは、EthernetカードをPCIスロ

ットに取り付ければ、ほぼ完成だ。こ

のときケースを閉めてしまわずに、一

通り動作を確認してからケースを閉め

るほうが、問題が起きたときに対処し

やすい。

最後にキーボード、マウス、電源の

コード、ディスプレイケーブルを取り

付ければひとまず完成だ。マシンが起

動したら、まずBIOSを立ち上げよう。

このマザーボードでは、AWARDの

BIOSを使用しているので、起動した

らすかさずDELETEキーを押す。

BIOSでの設定は、まず、[STANDARD

CMOS SETUP]で時計の調整、IDEのハ

ードディスクをすべて「AUTO」に、

Drive A:を「Disable」に変更した。

[BIOS FEATURES SETUP]では、1

番上のCPUクロック設定、Boo t

Sequenceを「CDROM,C,A」として、

CD-ROMブートできるように変更。

[CHIPSET FEATURES SETUP]の

VGA SHARED MEMORYを「8MB」

に設定した。あとは、セーブして再起

動すればマシンの組み立ては完了だ。

（画面3）

TurboLinux 日本語版4.0をインス

トールしてみよう。前号の付録CD-

ROMに収録されていたTurboLinux

日本語版4.0は、CD-ROMブートに対

応している。先ほどBIOSでCD-ROM

ブートに設定し、起動前にCD-ROMに

セットしておくことで、自動的にCD-

ROMからインストーラが起動されるよ

うになっている。CD-ROMから起動し

ても、インストール方法は変わらない

ので、通常通りインストールを行う。

インストール方法は、ほかに任せる

として、ここでは今回組み立てたマシ

ンで、インストールの注意点を2点述

べたい。まず、インストールデバイス

の検出のところでは、ネットワークデ

バイス（Ethernetカード）が検出され

る。検出されたデバイスは、「ne

（ VIA Rhine PCI First Ethernet）」

であった。しかし、このデバイスドラ

イバは、購入記のところで述べたVIA

のRh i n eというチップを搭載した

Ethernetカード用のものであり、今回

のマシンのEthernetカード（RTL8029

使用）を自動認識することができなか

ったようだ。これは、インストール終

了後にあらためて設定することで回避

できるので、そのままインストールを

続行しよう。

次は、インストール途中のグラフィ

ックスカードの検出だ。今回使用した

マザーボードのグラフィックス機能は、

SiS620というチップセットに統合され

ている。通常の自動インストールでは

ビデオメモリが0バイトのSVGAカード

と検 出 されてしまう。 ここでは

「XF86_SVGA」がインストールされ

るが、そのままインストールを続行し

よう。あとで、この「XF86_SVGA」

が必要になるので、別のグラフィック

TurboLinux 日本語版4.0のインストール



スカードに設定し直さないほうがよい。

インストールが終了するとPCを再起

動する。そのとき、忘れずにCD-ROM

を取り出そう。ここでCD-ROMを取り

出さないと、再起動したときにまた

CD-ROMからブートして、またまたイ

ンストーラが起動してしまう。もちろ

ん、再起動時にBIOSでCD-ROMより

もCドライブを先に起動するように設

定し直せば問題ない。

さて、インストールが終了したら、

インストールのときに検出に失敗した

Ethernetカードと、グラフィックスカ

ードの設定をしよう。まず、ネットワ

ークが使えない状態だと、グラフィッ

クスカードの修正パッチをコピーできな

いので、ネットワークの設定から先に

行う。先ほど述べた通り、Ethernetカ

ードは、VIAの「Rhine」というチップ

として認識されている。しかし、今回

はRealtekの「RTL8029AS」というチ

ップを用いたEthernetカードなので、

rootでログインするか、suコマンドで

スーパーユーザーになってから/etc/

conf .modulesをviなどのエディタを使

って修正しよう。

$ su

# vi /etc/conf.modules

（viを使って/etc/conf.modulesを編集）

ここで、「alias eth0 via-rhine」とい

う行を「alias eth0 ne2k-pci」と書き

換える。もし、NE2000互換のチップ

を採用したものの場合、ほかに「ne」、

「rtl8139」という設定に書き換えれば

使えるようになることがある。あとは、

マシンを再起動すればEthernetが利用

できるようになっている。これを確認

するには/sbin/ifconfigで確認するか、

Windowsマシンにpingを打ってみると

よいだろう。

さて、ネットワークが使えるように

なったら、続いてGUI環境を整えよう。

まず、インターネットに接続できる

Windowsマシンなどから、このマシン

で用いているSiS620に対応したドライ

バをダウンロードする。チップベンダ

ーのSiSのWebページにLinux用のドラ

イバが提供してされている。

SiS620とSiS530用のドライバのURL

http://www.sis.com.tw/driver/mb_6

20.htm

XF86_SVGA.gzファイルのサイズは

1Mバイト弱だ。一緒にReadme.txtと

XF86Config.gzもダウンロードする。

Readme.txtは、このドライバのインス

トール方法が書かれているドキュメン

トである。

XF86_SVGA.gzを手に入れたら、

LinuxマシンにFTPなどを利用して、

アップロードする。以降の作業はroot

で行い、/rootにXF86_SVGA.gzがあ

るものとする。まず圧縮されているフ

ァイルを元に戻す。

# gunzip XF86_SVGA.gz

これでXF86_SVGAが得られる。この

ファイルには実行属性がついていない

ので、修正する。

# chmod 755 XF86_SVGA

これを/usr/X11R6/binにコピーする

のだが、同名のファイルがすでに存在

するので、古いファイルの名前を変更

しておく。

# cd /usr/X11R6/bin /usr/X11R6/binに移動

# mv XF86_SVGA XF86_SVGA.orig 古いファイ

ルの名前を変更
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今回用いたTurboLinux 日本語版4.0には、

XFree86 3.3.3.1が含まれているが、8/18現

在、より新しいXFree86 3.3.4(以下3.3.4)が

リリースされている。3.3.4から、新たに多く

のグラフィックスチップがサポートされてお

り、その中にはSiS620/530も含まれている。

当初は3.3.4を用いてX Window Systemの設

定をしようとした。ところが、turboxcfgのリ

ストにSiS620は出てこなかったため、他の

SiSチップを指定したり、「Unlisted Card」

を選択してみたが、正しく動作させることが

できなかった。本文中でSiSの提供するドラ

イバを使用したのは、このためである。

SiS620/530以外に、3.3.4から新たにサポー

トされたグラフィックスチップは、Intel i740、

3dfx Voodoo Banshee、Voodoo3、Matrox

G400、nVIDIA RIVA TNT2などである。

Windows環境で非常に人気の高いG400、

TNT2、Voodoo3を使ったマシンでもX

Window Systemが使えるようになったのは、

とても喜ばしいことだ。「超爆速3Dゲーム環

境とX Window System環境を1台のマシンで

実現したい」という欲張りな願いがかなえら

れるようになったのだ。

TurboLinux用XFree86 3.3.4が提供されてい

るURL

ftp://ftp.turbolinux.co.jp/pub/turbolinux/snaps

hot/i386/TurboLinux/RPMS/XFree86-3.3.4-

1.i386.rpm

Column

XFree86 3.3.4について

インストール後に
ネットワークカードを設定

XFree86のドライバを手に入れる



# cd /root /rootに移動

# cp XF86_SVGA /usr/X11R6/bin 新し

いXF86_SVGAをコピー

インストールが終了したら、日本語

モードのkonからturboxcfgを実行す

る。ここで、X Window Systemの設

定をもう一度やり直そう。

# kon 日本語モードのkonに変更

# turboxcfg turboxcfgを起動

「Configure Keyboard」、「Configure

Mouse」を設定後、「Probe Video

Card」を設定しないか、ビデオカード

の自動認識をしないようする。そして、

「Configure Video Card」で、手動で

設定するようにして、カードリストの1

番上にある「Unlisted Card」を選択。

サ ポ ー ト し て い る X サ ー バ は

「XF86_SVGA」を選択する。カードの

クロックを自動設定した後、ビデオメ

モリを指定する。単位は「Kバイト」

だ。ここでは、BIOSで8Mバイト分確

保しているので、「8192」とした。

「Configure Monitor」ではモニタを設

定し、「Configure Video Modes」で

は、X Window System起動時の画面

領域を設定する。「Configure Font

P a t h 」 で は 、 手 動 設 定 で 、

「/usr/X11R6/lib/X11/fonts/tt/」とい

う 行 を 削 除 す る 。「 Test X

Conf igurat ion」は実行しないで、

「Change Login Method」でログイン

時の設定を済ませたら、「Wr i t e

Configuration」で設定を書き込んで終

了させる。

さらに、turboxcfgによって作られた

設定ファイルに修正を加えよう。

「/etc/X11/XF86Config」をエディタ

で修正する。

# vi /etc/X11/XF86Config

（viで/etc/X11/XF86Configを編集）

XF86Configは、Section～EndSection

で囲まれたいくつかのセクションに分

かれている。そのうちの"Device"セク

ションに4行追加する。（リスト1）

これで、XFree86の設定は完了だ。

あとは、通常通りX Window System

を起動させよう。

$ startx

これで念願のX Window Systemが起

動した（画面4）。

今回購入してきたLinuxマシン用の

パーツは表2にまとめた。消費税抜き
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写真13
AMDのK6-2 350MHz
も箱に入ったリテー
ル版を購入。クロッ
クは100MHz×3.5倍
で動作する。

写真12
消費税込みで、5万円に収
めるためにSocket 7に挑
戦。マザーボードはSOYO
のSY-5SSM/5を購入。

Section "Device"

Identifier  "Unlisted Card"

VendorName  "Unlisted Card"

BoardName   "unconfigured"

VideoRam    8192

Option      "hw_cursor"

Option      "noaccel"

Option      "no_bitblt"

Option      "linear"

EndSection

▼リスト1 XF86Configファイルをviで修正する。 画面4
SiS620のドライ
バを入手して、X
Window System
を起動した。

消費税込み？

追加



なら4万8290円と、どうにかぎりぎり5

万円以内で購入できた。ふだん、秋葉

原やWebでパーツの価格を見ているの

で、最初に立てた予算で楽勝と思って

いたが、頭の中では消費税抜きで計算

してたりするので、5万円の消費税分

5％＝2500円がこんなに大きいとは思

わなかった。ところで消費税込みで5

万円を超えてしまうのでは、どこが

“5万円で作るLinuxマシン”だと、ご

指摘される方もいらっしゃるかもしれ

ないので、ほとんど同機能、同スペッ

クになるように、別途、パーツを購入

してみたので紹介しよう。

まず、CPUをSocket 7のK6-2に変

更して、次にそれに合うマザーボード

を探した。残りのパーツは、すでに購

入したものと組み合わせる。CPUは、

Celeron 366とクロックの近い、K6-2

の350MHzを6580円で購入した。CPU

クーラーが付属したリテール版である。

K6-2の350MHzは、ベースクロックが

100MHzで動作するので、ベースクロ

ック66MHzのCeleron 366よりも高速

に動作する場合もある。次に、この

CPUに合うマザーボードだが、SOYO

の「SY-5SSM/5」というSocket 7用

のオンボードVGAタイプを1万800円

で購入した。セカンドキャッシュが

512Kバイトで、オンボードVGA機能

つきの「SiS530」というチップセット

が搭載されている。このVGA機能も、

Celeronで構成したときの「SiS620」

のX Window Systemのインストール

と、まったく同じ方法でX環境を作る

ことができる。サウンド機能はESSの

Solo1というチップが搭載されていた。

気になる合計金額であるが、表3の

通り、税込みで4万8269円と、なんと

か5万円を切ることができた。

今回5万円でLinuxマシンが作れるの

か検証してみたわけだが、思ったより

も高スペックなマシンを組み立てるこ

とができた。筆者の自宅のマシンより

も高性能なマシンが5万円で作れてし

まったことにはいささかショックを隠

すことができないが、このマシンを生

かすも殺すもそのあとの使い方次第。

さて、このマシンをいかに使うかはま

たの機会にご紹介しよう。
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５万円PCの性能がどれくらいなのか、

Linux上でベンチマークテストを行ってみた。

今回試したのは、CPU、グラフィックス、

ハードディスクの基本性能を計測する

HDBENCH cloneだ。Windowsのベンチマー

クテストで有名なHDBENCHと、外観はまっ

たく一緒だが、移植ではなくLinux用に新た

に作成されたもので、X Window System上

で動作する。

原稿執筆時点の最新バージョンである

HDBENCH clone Ver.0.12.0で計測した。本

家のHDBENCHとHDBENCH cloneは、計測

のアルゴリズムは同じだそうだ。

あたりまえだが、OSの構造やドライバの

構造、アクセス方法などがすべて違うため、

W i n d o w sのHDBENCHと、L i n u xの

HDBENCH cloneの数字を比較することは意

味がない。

HDBENCH cloneは、現在、頻繁にバージ

ョンアップされていて、本家HDBENCHのす

べての機能を実装するべく開発が進んでいる

ようで、Linuxでの手軽なベンチマークソフ

トとして今後が楽しみである。

HDBENCH cloneのWebページ

http://www.enjoy.ne.jp/̃gm/program/ihdbench.html

Column

HDBENCH cloneでベンチマーク

HDBENCH cloneの画面は、本家HDBENCHとまった
く同じといっていいほどそっくりだ。

パーツ 商品名 税抜き金額（円） 税込み金額（円）
CPU Celeron 366MHz 8900 9345
マザーボード ELITE P6SEP-ME 1万800 1万1340
メモリ PC/100 SDRAM 64Mバイト 6000 6300
ハードディスク Seagate ST34312A (4.3Gバイト) 9980 1万479
CD-ROMドライブ MITSUMI FX240 (24倍速) 3980 4179
ネットワークカード 無印 10BASE-T/PCI (Realtek RTL8029AS) 990 1040
キーボード 日本語112キーボード 1680 1764
マウス 3ボタンマウス 980 1029
ケース ATXケース 250W 4980 5229
合計 4万8290 5万705
表2：購入したパーツ

パーツ 商品名 税抜き金額（円） 税込み金額（円）
CPU K6-2 350MHz 6580 6,909
マザーボード SOYO SY-5SSM/5 1万800 1万1340
メモリ PC/100 SDRAM 64Mバイト 6000 6300
ハードディスク Seagate ST34312A (4.3Gバイト) 9980 1万479
CD-ROMドライブ MITSUMI FX240 (24倍速) 3980 4179
ネットワークカード 無印 10BASE-T/PCI (Realtek RTL8029AS) 990 1040
キーボード 日本語112キーボード 1680 1764
マウス 3ボタンマウス 980 1029
ケース ATXケース 250W 4980 5229
合計 4万5970 4万8269
表3：CPUをK6-2に変更して税込み5万円に収めた場合



■デュアルCeleronマシンのゆくえ

前号で、SMP Linuxマシンを作る

べく、マザーボードやらCPUやらを買

い込んできた「のむぞう」氏だが、買

い物をすませ、デュアルCe l e r o n

450MHzマシンが無事に動作したとこ

ろで、ふと我に返ってしまった。「い

かん、仕事がたまっている。おい、の

りぞう、SMPマシンのパフォーマンス

を調べておけ。がっはっは」こういい

残すとのむぞう氏は新宿の街へと消え

ていったのだった。

というわけで、今回は不肖のりぞう

がSMPマシンのパフォーマンスを試

すこととなった。バカをやらせていた

だくが、どうかお付き合いをお願いし

たい。

■SMPってなんだ？

そもそもS M P （S y m m e t r i c

MultiProcessing：対称型マルチプロ

セッシング）とはどのようなものなの

だろうか。SMPとは、複数のCPUが同

じメモリ空間を共有しながら、互いに

同等のものとして並行動作する仕組み

だ。複数のCPUが同時に働くことで、

システムの高速化を図ることができる。

SMPでは、複数のCPUが同時に動作

するため、それぞれのCPUが持つメモ

リキャッシュの整合性をとるなど、OS

がSMPに対応した処理を行う必要があ

る。Linuxは、カーネル2.0のころから

SMPをサポートしていたが、カーネル

2.2になってSMPへの対応が強化され、

カーネル全体をロックしなくなったた

め、動作がより高速になった。

今回は、デュアルCeleronを搭載し

たSMPマシンは本当に速くなるのかど

うか検証する。

■今回テストしたデュアルマシン

前回スクラッチから組み上げたデュ

アルCeleronマシンに、英語版Red

Hat 6.0をインストールした。このデ

ィストリビューションは、Linuxカー

ネル2.2.5、glibc 2.1を採用している。

マシンのスペックは表1のとおりだ。

FSBが103MHzの464MHzでも動作し

たが、今回は清く正しく定格どおり

FSB 66MHzの300MHz動作で実験し
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CPU Intel Celeron 300A（PPGA）×2
マザーボード Epox KP6-BS
Slot1→
Socket370アダプタ SOLTEK SL02
メモリ 128MバイトSDRAM（PC100）
ハードディスク IBM DTTA-35010（10.1Gバイト）
ビデオカード Matrox Millennium G200 8Mバイト

文：のりぞう
Text：Norizoh

（ バ カ や っ て す い ま せ ん ）

PPGA（ Plastic Pin Grid
Array）のCeleron 300A。
オーバークロック耐性が高
いのでマニアに人気が高
い。今回はおとなしく
300MHzで使用した。

SOLTEK社のSlot1→Socket370変換アダプタSL02。基板の改造なしでデュアル化でき
るバージョンだ。

表1 テストに使用したマシンのスペック



た（Celeronをデュアルで使っている

時点で動作保証外なのだが）。

■本当にデュアルで動いてるのか？

マシンを観察すると、スロットに2

つのCPUが刺さり、CPUファンが回っ

ているのが見えるのだが、Linuxカー

ネルは両方のCPUを認識しているのだ

ろうか。SMP対応カーネルで起動して

lessで/proc/cpuinfoをのぞくと、

processor：0とProcessor：1が記述

されている。SMP非対応カーネルで起

動すると1つしか記述されない。これ

で正しく認識しているはずだ。

だが、これだけでは不安だ（私は疑

り深いのだ）。Red Hat 6.0のCD-ROM

を調べると、システムのリソースをグ

ラフィカルに表示するXアプリケーシ

ョンxosviewがあったのでインストー

ルしてみた。これはSMPに対応した最

新バージョンだ（画面1）。

X上でxosviewを起動すると画面2の

ような窓が開く。CPUへの負荷、メモ

リの利用状況やディスクへのアクセス

がグラフのように表示される。SMP対

応カーネルではCPUメータも2個表示

される。ちょっと感動する瞬間だ。こ

のCPUメータは、右から左へと表示が

流れており、過去数秒間のCPU負荷が

連続的に見えるようになっている。

■よし、動かそう（失敗への道）

CPUが2つもあるんだから計算が速

いはずだと単純に考え、ひたすら計算

をさせてみることにした。サンプルと

して、RC5-64／DES解読クライアン

トソフトを使おう。このソフトは、解

読が困難なRC5暗号やDES暗号をイン

ターネットにつながった数多くのコン

ピュータでよってたかって計算し、総

当りで試して解読しようというプロジ

ェクトで使われるものだ（画面3）。通

常は、他のプログラムの邪魔にならな

いよう、CPUが暇なときに計算をする

ようになっている。プロジェクトには、

個人やチームで参加でき、それぞれの

解読量ランキングが毎日発表される。

ランキングが競争心をあおるのか、世

界中の人が手近なコンピュータ（職場

のマシンも含む）を動員している。

RC5-64は、プロジェクト開始から2年

近くたった今でも正解が見つかってい

ない（筆者も自宅のマシンを600日以

上計算させっぱなしだ）。

今回使ったクライアントソフトは、

ネットワークでデータをやり取りする

機能を省いたテスト用のものをhttp://

Linux magazineOctober 1999 135

画面2

xosviewはマシンの
リソースをリアルタ
イム表示するXアプ
リケーション。最新
版はSMPに対応し、
CPUごとの負荷を表
示する。

画面1

x o s v i ewのWebページ
（http://lore.ece.utexas.edu
/̃bgrayson/xosview.html）。

画面3

RC5-64クラッキングコ
ンテストのWebページ
（http://rc5.distributed.n
et/）。いろいろなプラ
ットフォームに対応し
たクライアントソフト
が用意されている。

Epox社のデュアルマ
ザーボードKP6-BS。
440BX AGPsetを搭載
したごく普通のデュ
アルマザーボードだ。



www.distributed.net/source/から入

手し、ソースコードからビルドした。

プログラム本体は「rc5des」で、実

行時にオプションとして－benchmark

を与えると一定数のRC5-64とDESの

解読計算を行う。このベンチマークモ

ードを使って、シングルCPUとデュア

ルCPUそれぞれの場合の速度を比べて

みよう。シングルCPUとSMPの実行

環境は、Linux起動時にカーネルを選

択することによって切り替える。

測定は、Xではなくコンソール画面

から次のように行った。

% time ./rc5des -benchmark

bash組み込みのtimeコマンドで実行

時間を計っている。さて、その結果は、

シングルCPUで19.8秒、SMPで19.7秒。

「何でやねんっ！」関西弁で突っ込み

たくなる結果だ。

■失敗から学ぶ「マルチタスク」

突っ込んでも問題は解決しないの

で、編集部の人におとなしく相談する。

「こういう結果になったんだけど、

SMPって単なるインチキじゃないか」

「インチキはあなたです。マルチプロセ

スでも、マルチスレッドでもないプロ

グラム単発じゃSMPの効果はほとんど

出ませんよ。」「マルチ…？ ああ、マル

チね、うんそうだね。」なんだそれは。

しかたがない、調べてみよう。ごそご

そ。

なるほど、わかった気になったぞ。

「プロセス」って言うのはプログラムの

実行単位のことで、Linuxなどのマル

チタスクOSでは、複数のプロセス（プ

ログラム）を同時に動かせる。また、

プロセスが自分の複製を作って働かせ

ることもできる。この複製を子プロセ

スという。DOSでも子プロセスってあ

ったな。でも、DOSはシングルタスク

OSだから、子プロセスの実行中は親

プロセスは動かなかったっけ。

マルチタスクOSが動作するSMPマ

シンで複数のプロセスが動いていれば、

それぞれの仕事を別々のCPUに割り振

ることができるわけだ（図1）。

じゃあ、「マルチスレッド」とは何

だろう。なになに、「スレッド」もプロ

グラムの実行単位で、マルチスレッド

OSでは、ひとつのプロセス内で複数の

スレッドを作り、同時に実行できる。

ふむ、プロセスよりも小さい単位なん

だな。でも、マルチプロセスの仕組み

があればマルチスレッドっていらない

んじゃないか。

■マルチスレッドのいいところ

そうだ、編集部の人に訊いてみよう。

「マルチプロセスがある以上、マルチス

レッドというのは無用の長物だね」

「また、インチキなことを。マルチスレ

ッドの方がリソースを食わないし、軽

いんですよ。いいですか、マルチタス

クシステムは複数のプロセスやスレッ

ドが同時に動いているように見えるけ

ど、厳密にはそれぞれを高速に切り替

えてちょっとずつ動かしています」「う

ん、それは知っている」「個々のプロ

セスは、独立したメモリ空間やI/O空

間を割り当てられています。リソース

を個別に割り当てることで他のプロセ

スとの相互作用を意識しないで動作で

きるわけです」「マルチプロセスだな。

それでいいじゃないか」「マルチプロセ

スは独立している分リソースを使いま

すし、OSがプロセスを切り替える際

に、現在のCPUレジスタを退避して、

次に実行するプロセスのためのレジス

タ値を読み込むなど、重い処理を行う

必要があります」「忙しそうだな」「一

方、スレッドは同一のプロセス内部で

動きますから、スレッド間の切り替え

も速いしリソースも共有できるんです。

SMPシステムではスレッド単位でも

CPUを割り振るのでSMPの効果もあ

がります」「プロセス中に計算のスレ

ッドや描画のスレッドを作って分業さ

せたりするのかな」「そうですね。ユー

ザーインターフェイスも別スレッドに

されることが多いようですね（図2）。
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プロセスA プロセスB プロセスC プロセスD

図1

SMPシステムでは、プロセスはそれぞれのCPUに分散して実行される。デーモンやユー
ザーのプログラムを多数実行する時などに効果が発揮される。

プロセス 

計算のスレッド 画面描画の 
スレッド 

ユーザーインター 
フェイスのスレッド 

図2

SMPに対応したマルチスレッドOSでは、スレッド単位でも各CPUに仕事を割り振る。
たとえば、計算と画面描画、ユーザーインターフェイスの処理を別スレッドにすれば、
計算と描画を同時に行いつつ、ユーザーからの入力を受けることができる。



■新たなる試行

先ほど試したrc5desは単一プロセス

で、マルチスレッドでないから2つの

CPUに仕事が割り振られないんだな。

それじゃあ速度差が出るはずもない。

同時に複数のプログラムを起動すれ

ばSMPの方が速いはずだ。そこで、シ

ェルスクリプトrc5test.sh（リスト1）

を作り、次のようにrc5desを2つ同時

に走らせ実行時間を測定した。

$ time ./rc5test.sh

スクリプト中、rc5desの行末に「＆」

を付けてrc5desをバックグラウンドで

動作させる。また、最終行の「wait」

は、バックグラウンドで実行している

プログラムの終了を待つコマンドだ。

さらに調子にのり、3つ、4つ同時に実

行した結果をグラフ1にまとめた。

先ほどと同じように、rc5desを1つだ

け実行したときは実行時間に差は出な

かった。しかし、複数のrc5desを同時

に起動すると、SMPではシングルCPU

の時に比べほぼ半分の時間で計算が終

わっている。SMPの威力炸裂だ。

余談だが、ネットワーク機能を持っ

た本物のLinux用rc5desクライアント

には、マルチスレッドに対応したもの

もあり、これを使えばrc5desを1つ実

行するだけで2つのCPUをぶん回して

くれる。実際に試したところ、デュア

ルCPUでの速度は、シングルCPUのほ

ぼ2倍になった。ただし、ベンチマー

クモードはシングルスレッドで実行さ

れるようだ。

■今度はMP3に挑戦

rc5desでの結果は素晴らしいものだ

った。続いては、MP3のエンコーディ

ングにチャレンジしよう。MP3は、

PCMの音声データをおよそ10分の1に

圧縮するMPEGの技術だ。1曲で数十M

バイトもある音楽データが、数Mバイ

トに圧縮できるので、1枚のCD-Rに100

曲以上を焼くことができ、重宝するの

だが、エンコーディングには膨大な計

算が必要で、時間がかかるのが難点だ。

今回は、フリーで公開されている

MP3エンコーダBladeEnc Ver.0.82

（画面4）を使い、41.1Mバイト（4分4

秒）の曲をエンコードした。ちなみに、

これはある編集部員が持っていた森高

千里の曲だ。彼は「結婚しちゃったか

らもういいんです。さよなら森高」と

言いながらCDを差し出した。悲しい

お話だ。

PCMデータ（test.wav）は44.1kHz、

16ビット、ステレオで、これをビット

レート128kビット、ステレオのMP3デ

ータに変換する。今回も、シェルスク

リプトmp3 t e s t 1 . s h（リスト2）、

mp3tes t2 . sh（リスト3）を作り、

BladeEncを単独で実行したときと、同

時に2つ実行したときの時間を計った。

計測結果は表2のようになった。今

度もSMPでは2倍の速度が得られた。

同時に複数の曲をエンコードする機会

が多い人には朗報だ（そんな奴ぁいな

いって？）。

しかし、CPUが2つになるとこんな

に性能が上がるとは思わなかった。さ

っそく編集部の人に自慢しよう。

「SMPってすごいじゃないか。計算速

度が倍だよ、君」「この間はSMPはイ

ンチキだって言ってたじゃないですか。
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画面4

フリーのMP3エンコーダBladeEncのWebページ
（http://home8.swipnet.se/̃w-82625/）。BladeEncは音
質の良い高ビットレートのMP3ファイルを作成するの
に向いている。

#!/bin/sh

./rc5des -benchmark&

./rc5des -benchmark&

wait

▼リスト1 rc5test.sh

#!/bin/sh

./bladeenc -q -quiet \

-outdir=./1 test.wav&

wait

▼リスト2 mp3test1.sh

#!/bin/sh

./bladeenc -q -quiet \

-outdir=./1 test.wav&

./bladeenc -q -quiet \

-outdir=./2 test.wav&

wait

▼リスト3 mp3test2.sh
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）
 

1 2 3 4
rc5desの実行数 

シングルCPU

デュアルCPU

BladeEncの実行数
1 2  

シングルCPU 352 702
デュアルCPU 351 351
倍率 1.00 2.00
表2 BladeEncを実行した結果（秒）

グラフ1
rc5desを実行した
結果（秒）



それはそうと、計算量の多いプログラ

ムはCPUばかり使うからSMPは理想

的な結果を出しますよ。でも、普通に

コンピュータを使うときにはディスク

I/Oなども発生しますから、デュアル

CPUにしても、全体でのパフォーマン

スは2倍にはならないんですよ」「なん

だ、わざわざSMP向きのテストを考え

たのに」「それだけじゃダメです。定番

ともいえるカーネルビルドの時間計測

くらいはしてくださいね」

■定番　カーネルの再構築

Linuxカーネルのソースコードは機

能の追加とともに、そのファイルサイ

ズも増加の一途をたどっている。現在

最新のLinux 2.2.11では、圧縮状態で

13.8Mバイト、展開した状態では60M

バイト近い巨大さだ。

カーネルを再構築する際には、ソー

スファイルがディスクから読み込まれ、

コンパイラがコンパイル作業を行ったあ

と、オブジェクトファイルをディスクに

書き出す。この作業を繰り返し、必要

なオブジェクトファイルがすべて作られ

ると、リンカがオブジェクトファイルを

結合して実行ファイルの完成となる。

もちろん、60Mバイト分すべてのソ

ースコードを使うわけではないが、大

量のファイルを処理することになる。

コンパイラがCPUパワーを消費し、大

量のディスクI/Oをともなうことから、

カーネルビルドにかかる時間は、マシ

ンのパフォーマンス指標としてよく使

われているのだ。

ここでは、Linux 2.2.11のソースコ

ードからバイナリイメージをビルドす

る時間を計測した。まず、mak e

mrproperで初期状態にもどす。次に、

make menuconfigを実行する。これ

は、カーネル設定を行うためのものだ

が、テストのため設定変更はせずにそ

のまま［EXIT］を選び終了する。こ

こまでを手動で行い、カーネルをビル

ドするkerneltest.sh（リスト4）の実

行時間を計測した。

スクリプトを実行すると、激しくデ

ィスクをアクセスしながら、目にもと

まらぬ速さでメッセージが流れていく。

シングルCPUでの所要時間は380秒。

続いてデュアルCPUで計測する。シン

グルのときと同様、やはりメッセージ

が飛んでいく。「ん？同様？！」いや

な予感がする。ビルド終了、所要時間

は375秒。5秒の差は、1.01倍の速度差

に過ぎない。

■CPUは働いているか

カーネルのビルドでは2つのCPUが

効率的に働いていないのだろうか。こ

こでXを起動し、先ほども登場した

xosviewでCPU負荷をチェックしてみ

よう。xtermからカーネルビルドスク

リプトを動かしたときのCPUメータは

画面5のようになった。やっぱりだ、

片方のCPUが働いているときは、もう

1つのCPUはのんびりと休んでいる。

考えてみれば、makeはコンパイルす

べきソースファイルを指定してコンパイ

ラを起動し、コンパイルが終わると次

のファイルを指定してコンパイラを起動

するという動作を繰り返しているのだ。

まったく並列化が行われていない以

上、2つのCPUは効率的に働かない。

なんだ、もったいない。依存関係の

ないソースファイルを同時にコンパイル

できればもっと効率が上がるはずだ。と

ころが、私が思いつく程度のことはと

っくに実現されているのだ。デフォルト

では、makeは一度に複数のジョブを実

行しないが、オプションで実行するジョ

ブの数を指定できる。一般に、ジョブ

の数はCPUの数＋1にするのがよいとさ

れている。そこで、Makef i l e中の

MAKE＝makeをMAKE＝make －j 3

に書き換えて、先ほどのスクリプトを再

度実行する。xosviewでCPUの働き具

合をチェックすると両方のCPUでバリ

バリと仕事をこなしていた（画面6）。

Xを終了して、あらためてカーネル

のビルド時間を計った結果が表3だ。

SMPは、シングルCPUの1.8倍の速度

になる。ハードディスクは1台だけなの

で、ディスクアクセスは一度に1つの

CPUしかできないことを考えるとかな

り良い結果だと思う。複数のハードデ

ィスクを接続して、ドライブの負荷分
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画面5

makeにオプションをつけず
にカーネルビルドをすると、
CPUは交互に動き、いづれ
か一方は休んでいる。

画面6

makeの－jオプションで2
つのCPUをこき使う。デ
ュアルCPUの醍醐味だ。

#!/bin/sh

make dep;make clean;make \

bzImage

▼リスト4 kerneltest.sh

シングルCPU 384
デュアルCPU 213
倍率 1.80
表3 make －j 3でのカーネルビルド（秒）



散を図ったり、RAIDを導入すれば、

SMPの威力がさらにアップするだろう。

■Webサーバのパフォーマンス

Linuxマシンは、ネットワークにつ

なぎ、サーバとして利用することが多

いらしい。そこで、WebサーバをSMP

にすることがパフォーマンス向上に寄

与するのかを調べよう。

デュアルCeleronマシンにWebサー

バプログラムApache 1.3.6をインスト

ールし、ptester（ftp://ftp.lysator.liu.

se/pub/un ix/ptes ter/ptes ter -

1.2.tar.gz）というWebサーバパフォー

マンステストプログラムを使って測定

をした。ptesterは、ソースで提供され

ているので、次のようにして実行ファ

イルを作成する。

$ make gcc-linux

初めに、100BASE-TXでつないだ他

のマシンでptesterを実行し、デュアル

Celeronマシンのパフォーマンスを調

べたのだが、通信速度がボトルネック

になるようで、シングルCPUとSMPの

性能に差が出なかった。そこで、デュ

アルCeleronマシン上でptesterを実行

し、ローカルループバックでApache

に接続した。

テストは、コマンドラインから次の

ように入力して行った。

$ ./ptester -hlocalhost -k10 -r1

-t10 /index.html

－hでWebサーバを、－kでkeep

aliveの回数を、－rで同時にリクエス

トする数をそれぞれ指定する。ま

た、－tで測定時間を指定し、最後に

転送するファイルを指定する。

今回は、2242バイトのindex.htmlフ

ァイルを1秒間に何回転送できたかを

測定した。テスト時間は10秒間とし、

同時リクエスト数1、5、10、20、30の

場合の結果をグラフ2にまとめた。

通常、Apacheは複数のコネクショ

ンに対し、素早いレスポンスを返せる

ように複数のhttpデーモンを起動す

る。今回はhttpデーモンが30個起動し

た状態でテストしている。コネクショ

ンが1つしかない場合は、1つのデーモ

ンしか働かないために、SMPにしても

パフォーマンスは変わらない。一方、

同時リクエスト数が複数になるとおよ

そ1.5倍のパフォーマンスの向上が見ら

れる。Apacheは、リクエスト数に応

じてデーモンを追加起動するのだが、

httpデーモンが初期状態で10個起動し

た状態で測定すると、同時リクエスト

数を30にしたときにパフォーマンスが

わずかに低下した。これは、デーモン

を起動するオーバーヘッドが原因だと

思われる。

このテストでは、小さなファイル1

つを繰り返し転送しただけなので、

CPUへの負荷が小さく、100BASE-

TXくらいの回線速度ではSMPの効果

はほとんど得られないようだが、実際

の運用を考えると、CGIやSSIを多用

するなど、CPUへの負荷が大きい場合

はSMPにする意義があるだろう。ま

た、数多くのファイルをアクセスする

場合にはディスクの高速化もあわせて

行いたい。システム全体での性能向上

を図るためには、一点豪華主義ではダ

メなのだ。

■SMP化する？しない？

非常に大まかなテストだったが、以

上の結果を踏まえると、SMPによる恩

恵は、マルチタスク環境下において、

CPU負荷に対する耐性が強化されるこ

とだと言える。ケースバイケースなの

で一概には言えないのだが、マシンの

利用方法によっては高価な高速CPUに

換装するよりも安価なCPUを使って

SMPにした方がコストパフォーマンス

が良いかもしれない。用途に合わせ、

SMPにするのか、それともCPUを高速

なものにするのかを決めよう。もちろ

ん、高速なCPUでSMPにするのがベ

ストなのは言うまでもない。

また、趣味で使うのなら費用対効果

などというヤボなことは考えずに「個

人的な興味」あるいは「自己満足」の

ためにSMPマシンを組むのもいい。そ

れでこそ趣味の王道だ。食費は削って

も趣味にかける金は惜しまないくらい

の気概が欲しい。「そんなに力んでバ

カなこと書くなよ。見ているこっちが

恥ずかしいぜ」「げ、のむぞうさん、い

たんですか。そんなこと言ったって、

このコーナーはサブタイトルが（バカ

やってすいません）ですからね。」「そ

ういえば、そのタイトルは俺が付けた

んだっけ。」

おあとがよろしいようで。
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●tarボールからビルド

VSAはファイル一式をtar＋gzipし

たtarボールとRPM形式の両方で配布

されている。ただし、バイナリRPMは

RedHat6.0用しか用意されていないの

で、他のディストリビューションでは

ソースRPMをリビルドするか、tarボ

ールから作成する必要がある。

t a r ボールから作成する場合、

「./configure」→「make」→「make

install」という一般的な手順をとる。

ただし、著者の環境（Vine Linux

1.1）ではEsounDのライブラリがビル

ド時に読み込まれず、makeに失敗し

た。この場合は、Makefile.inの17行目

を、「LIBS = $(GNOME_LIB) `esd-

config --libs` @LIBS@」と修正した後

でconfigureから作業をやり直せば正

常にビルドできるはずだ。

●好きなプラグインを組み合わせる

EsounDが動作している状態で、

「vsa_applet&」としてVSAを起動す

ると、GNOMEのパネルに表示領域が

確保され、EsounD付属のWAVEプレ

ーヤ（esdplay）や、EsounD対応の

MP3プレーヤ（mpg123など）を利用

する際に、スペアナ風のグラフィック

が表示されるようになる（画面1）。

ところで、初期設定ではディケイ

（減衰）が有効になっているのだが、

この機能は正常に動作していないよう

だ。パネル上のVSAを右クリックし、

メニューから[Properties]を選択して

ダイアログを開き（画面2）、[General]

ページの[Enable Spectrum decay]の

チェックを外しておこう。

一方、ダイアログの[Plugin]ページ

（画面3）ではグラフや背景の表示に使

われるプラグインを変更できる。グラ

フ（VIS）は7個、背景（BG）は3個、

フィルタ（FILT）が1個と計11個のプ

ラグインが用意されており、自由に組

み合わせて使える。右側の[Available

Plugins]の中から使いたいプラグイン

をドラッグし、左側の[Display List]

にドロップすればいい。同種のプラグ

インを複数同時に使うことも可能だ。

[Diaplay List]内では、ドラッグ＆ド

ロップによりパネルでの表示順を変更

できる（リスト末尾が手前に相当）。

また、[Configure]ボタンで各プラグイ

ンの設定を変更可能だ。

Visual Sound Analyzer（以下VSA）は、サウンドをビジュアル化

するGNOME用のアプレットだ。再生中のサウンドを高速フーリエ変換

（FFT）し、スペクトラムアナライザ風のグラフィックをリアルタイムに

表示する。背景やグラフの表示がプラグイン形式になっており、好みに

合わせて自由に組み合わせられるのが特徴だ。実行にはGNOMEとサウ

ンドデーモンEsounD、高速フーリエ変換ライブラリFFTW

（http://www.fftw.org/）が別途必要だ。http://vsa.linuxcore.com/

Visual Sound Analyzer
サウンドアナライザアプレット

画面2

プロパティダイアログで各種設定を変更。

画面3

グラフや背景のプラグインを複
数組み合わせられる。

画面1

プラグインの組み合わ
せによりさまざまな表
示が可能だ。

バージョン：0.9 種別：GPL
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●tarボールからビルド

nitteiはファイル一式をtar＋gzipし

たtarボールで配布されている。Linux

用のMakefileが付属するので、適当な

ディレクトリに展開後、「make」とす

るだけでビルド可能だ。

このMakefileにはインストール処理

は含まれていないので、ファイルのコ

ピーなどは手動で行う。まず、ビルド

された実行ファイル（nittei）を、環

境変数PATHに設定されたディレクト

リ（/usr/local/binや̃/binなど）に

コピーする。

このほかに、tarボールに含まれるリ

ソースファイル（Nittei）と休日ファイ

ル（nit_holiday）の2つが実行に必要だ。

リソースファイルは/usr/X11R6/

lib/X11/app-defaulsに、休日ファイル

は各ユーザのホームディレクトリ（̃ ）

にそれぞれコピーしておこう。

●スケジュールの入力

コマンドラインで「nittei」とする

と、今月のカレンダーが表示される

（画面1）。

カレンダーの日付をクリックすると、

スケジュール入力用のウィンドウが開

く（画面2）。スケジュール1件につき1

行を使用し、複数のスケジュールを入

力可能だ。もちろん、Shift＋Spaceキ

ーやCtrl＋oキーで日本語入力に切り

替えて、日本語でスケジュールを入力

できる。

予定時刻に通知してほしい場合は、

「(時:分）用件」のように、スケジュー

ルの先頭に予定時刻をカッコで囲んで

指定する。たとえば、「(15:30)お茶の

時間」とすると、その日の午後3時半

になった時点でベルとともに通知用の

ウィンドウが開く。

予定時刻より前に通知してほしいと

きには、「(時:分)(分)用件」のように、

通知をさかのぼる時間（分単位）を2

番目のカッコ内に指定する。たとえば、

上の例を「(15:30)(15)お茶の時間」と

変更すると、今度は予定時刻の15分前、

つまり午後3時15分に通知用のウィン

ドウが開く。

また、ちょっと変わった機能として、

「(時:分)exec=プログラム名」とするこ

とで、予定時刻に指定したプログラム

を実行可能だ。たとえば、「(15:30)

exec=mpg123 hoge.mp3」とすると、

その日の午後3時半になると自動的に

mpg123が起動して、hoge.mp3を再生

してくれる。

なお、予定時刻を記述しなかった場

合、入力した内容はそのまま保存され

るが、通知などのスケジュール管理か

らは外れる。つまり、簡単な日記代わ

りに使えるわけだ。

●繰り返しの予定を入力する

習い事や雑誌発行日のような繰り返

しスケジュールを簡単に入力する機能

も用意されている。まずは、ウィンド

ウ下の[機能]ボタンを押して機能ウィ

ンドウを開こう（画面3）。

繰り返しの予定を入力するには、こ

X用スケジュール管理＆カレンダー（以下nittei）は、スケジュール管

理を行えるカレンダーソフトだ。国産アプリなので最初から日本語が使

える点がうれしい。スケジュールは分単位で設定でき、予定時刻やその

何分前かにユーザーに通知してくれる。指定時刻にプログラムを自動実

行したり、1カ月分の予定表をまとめて表示することも可能だ。また、

休日や記念日の設定はユーザーが自由に追加できる。
http://member.nifty.ne.jp/seto-yoneji/nittei.html

画面1

nitteiのカレンダー。もちろん日本語で表示される。

画面2

スケジュールはこのウィンドウで設定する。

画面3

より複雑な設定などは機能
ウィンドウで行う。

nittei
スケジュール管理が可能な日本語カレンダー

バージョン：1.38 種別：GPL



のウィンドウの[毎日][毎週][毎月]ボタ

ンを利用する。たとえば、[毎週]ボタ

ンを押すと、毎週の繰り返しウィンド

ウが開くので、曜日を指定した後、通

常のスケジュールと同様に入力すれば

いい（画面4）。

一方、毎年繰り返される誕生日や記

念日については、スケジュールではな

く休日（のようなもの）として、ホー

ムディレクトリの休 日 ファイル

（nit_holiday）に記述を追加する。こ

のファイルはテキストなので、Muleな

ど適当なエディタで直接編集可能だ。

データは1行1件で、「年,月,日,名前,振

替」というカンマ区切り形式だ。

たとえば、3月6日があなたの誕生日

ならば、「0,3,6,私の誕生日,n」とする。

ここで、年が「0」なのはすべての年

に適用すること、振り替えが「n」な

のは祝日の振り替え休日の処理をしな

いことを意味する。

●月予定一覧と検索

カレンダーには、現在注目している

日付を表すカーソルが緑色で反転表示

されており、日付のクリックで移動す

るほか、ウィンドウ下部のボタンで

日・月単位で切り替えられる。スケジ

ュール入力ウィンドウを開いた状態で

あれば、カーソル移動と同時にスケジ

ュールの表示も切り替わる。

しかし、1日ずつスケジュールを眺

めるのは大変だ。機能ウィンドウの[月

予定一覧]ボタンを押すと、その月のス

ケジュールがウィンドウにまとめて表

示される（画面5）。複数月の予定をそ

れぞれ独立したウィンドウに表示する

ことも可能だ。一方、[月予定html]ボ

タンを押すと、̃/NITTEI_DIR/

HTML以下に月予定がHTMLファイ

ルとして保存され、Webブラウザで閲

覧や印刷を行える（画面6）。

このほか、指定したキーワードを含

む日の予定を表示する検索機能も用意

されている。機能ウィンドウの[検索]

ボタンで検索ウィンドウを開き、検索

キーを指定して[検索]ボタンを押せば

いい（画面7）。
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画面6

月予定をHTMLファイルにしてブラウザで表示。印刷もここから。

画面7

検索キーを含む日を検索し、選択した日の予定を表示できる。

画面4

毎週決まった曜日に繰り返されるスケジュールを設定。
画面5

1カ月分の予定をまとめ
て表示することも可能。



Linux magazine October 1999144

Fr
ee

 S
of

tw
ar

e

BZFlagは、サーバ・クライアント方式のマルチプレイヤー3Dタンク

バトルゲームだ。TCP/IP接続された各マシンに1人ずつプレイヤーが

エントリーし、障害物の置かれたフィールド内で戦闘を繰り広げる。画

面の品質はオプション設定で調整できるので、3Dアクセラレーション

なしの描画でも十分プレイ可能だ。ここで紹介するLinux版のほか、

Windows 9x／NT版やIRIX版も配布されており、異なるOSのマシン同

士で対戦することもできる。http://www.bigfoot.com/̃bzflag

●インストール

BZFlagの実行にはOpenGL互換の

3DライブラリMesa 3.0（http://www.

tempusmud.com/mesa/）が必要。さ

らにVoodoo 2など3Dfxの3Dカードを

利用する場合はGlide（http://glide.

xxedgexx.com/3DfxRPMS.html）も

必要だ。いずれもRPM形式で配布さ

れているものを利用するといいだろう。

BZFlagはソースファイル一式を

tar＋gzipしたtarボールとバイナリの

RPM形式の両方で配布されている。

どちらもサーバとクライアント両方の

ソフトが含まれている。通常はRPM形

式を利用するのが簡単だ。Mesa 3.0と

GlideをRPM形式でインストールした

後 、「 rpm -Uvh bzflag-1.7c-2.i386.

rpm」とすればいい。なお、Mesa 3.0

やGlideをソースからビルドしたり、

3Dカードを使わないのでGlideをイン

ストールしていない場合は、--nodeps

オプションをつけてRPMの依存チェッ

クを回避する必要がある。

●クライアントとサーバの起動

BZFlagを実行するには、コマンド

ラインで「bzflag」とすればいい。画

面左上にクライアントソフトのウィン

ドウが開いて、タイトルとメニューが

表示される（画面1）。メニューの移動

は↑↓キー、選択はEnterキー、キャ

ンセルはEscキーで行う。

まずは、ゲームに参加するマシンの

どれか1台でサーバソフト（bzfs）を

起動しなければならない。 [ J o i n

Game]を選択して画面を切り替え、

[Start Server]を選択しよう。この画

面では、ゲームの種類などさまざまな

条件を設定できる（画面2）。

ゲームの種類は、参加人数が少ない

場合は「Free for all」（自分以外はす

べて敵）、ある程度人数がいる場合は

「Capture the Flag」（チーム戦で他チ

ームのフラッグを取り合う）を選択す

るとよいだろう。また、最大プレイヤ

ー数、連続発射可能弾数を制限できる

ほか、別の場所に瞬時に移動するゲー

ト「テレポータ」やTabキーでの「ジ

ャンプ」、各種の効果をもたらす「ス

ペシャルフラッグ」などの有無も設定

できる。

最後に、最下行の[Start]を選択する

とサーバソフトが起動する。Escキー

でこの画面から抜け、[Find Server]

を選択すると、サーバを起動したマシ

ン名が画面下に表示されているはず

だ。他のマシンでも同様に、[Find

Server]でこのマシンを選択する。あ

とは、[Join Game]の画面で[Connect]

を選択すればいい。コールサインなど

を設定したらゲーム開始だ。

●ゲーム中の操作

マウスの右ボタンをクリックすると

あなたのタンクがフィールドに現れる。

画面にはフィールド内の様子が3D表示

画面1

クライアントを起動すると、最初にタイトルが表示される。

画面2

サーバを起動する。ゲーム全体の各種条件はここで設定。

BZFlag
ネットワーク3Dタンクバトルゲーム

バージョン：1.7c 種別：フリー



され、左下にはレーダー、その右には

システムメッセージや会話のログ、右

下には各チーム（色別）のプレイヤー

数が表示される（画面3）。

タンクの操作には主にマウスを使用

する。カーソルを画面の上下に動かす

と前進・後退、左右に動かすと旋回だ。

移動速度はカーソルが画面中央からど

れだけ離れているかに比例する。停止

するには中央部の小さな矩形にカーソ

ルを置けばいい。

まずはレーダーを使って敵を見つけ

よう。レーダーのレンジは1、2、3キ

ーで変更可能だ。敵を視界に捕らえた

ら、画面中央に来るように移動しつつ

左ボタンで弾を発射する。なお、一度

に連射できる弾数（初期設定では1発）

を超えると、リロードに3秒を要する

ので注意。このほか、プレイヤー全員

（あるいは仲間だけ）にメッセージを

送ることもできる。

●画面品質は柔軟に設定可能

初期設定の画面表示では貧弱すぎて

燃えないという人は、Escキーでいっ

たんゲームから抜け、[Options]を選択

してオプション設定を行おう。ここで

は、画面表示やサウンド、キー割り当

てなどの設定を変更できる（画面4）。

最初の8項目が画面表示に関する設

定で、初期設定では「On/Off/On/

Off/Off/Low/Off/Off」とかなり抑え

目の設定になっている。 CPU が

PentiumIIやCeleronならば、ソフトウ

ェアによる描画でも「On/On/On/

On/Linear/Low/On/On」程度は軽く

こなせるはずだ（画面5）。さらに、

Voodoo2などの3DカードとGlideライ

ブラリを組み合わせれば、最高品質の

画面（画面6）で快適にプレイできる。

●インターネットでも対戦可能

BZFlagのサーバを起動する際、下

のほうに[Server Visibility]という項

目があることにお気づきだろうか。こ

の部分を変更することで、ローカルな

ネットワーク内だけでなく、インター

ネットに接続している他のプレイヤー

との対戦も可能になる。[Join Game]

の画面で、[Server]に使用するサーバ

名を入力すればいい。

いちいち対戦相手を見つけるのが面

倒なら、すでにインターネット上で運

用されているサーバに接続しよう。

BZFlagのWebページには、誰でも接

続できるサーバのリストが公開されて

いる（ht tp : / / g r oundhog . p a i r .

com/bzflag/servers.html）。なお、こ

れらの中には運用時間が限られている

サーバもあるので注意されたい。
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画面3

プレイ開始。ソフトウェ
アのみの描画でもこの程
度ならスムーズ。

画面4

オプション設定で、プレ
イしやすい範囲で綺麗な
画面を探す。

画面5

テクスチャや影などを有
効にする。CPUが速けれ
ばまだ余裕。

画面6

品質を最高にする。さす
がに3Dカードなしではゲ
ームにならない。
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●インストール

TiMidity++はソースファイル一式

をtar＋gzipしたtarボールで配布され

ている。「./configure」→「make」→

「make install」という一般的な手順

でビルドすればよいのだが、初期設定

ではdumbインターフェイスしか組み

込まれない。Tcl/TkやGTK+インタ

ーフェイスを組み込むには、「./con

figure  --enable-tcltk --enable-gtk」

のように、configureスクリプトにオプ

ションを指定する必要がある。

なお、このtarボールには音源データ

（パッチファイル）は含まれていないの

で、リンクページで紹介されている配

布サイトから適当なパッチファイルを

取得する必要がある。たとえば、作者

の出雲正尚さんのページには33Mバイ

トの高品質なパッチファイルが用意さ

れている。

これではちょっと大きすぎるという

場 合 は、 松 本 庄 司 さんのページ

（http ://www. i .h .kyoto -u .ac . jp/

̃shom/timidity/）にある10Mバイト

や4Mバイトのパッチファイルを利用

するといい。

●インターフェイスを選択可能

TiMidity++を使ってMIDIデータを

再生するには、

$ timidity ファイル名

とすればいい。ファイル名は複数指定

可能だ。ファイル形式は、一般的な標

準MIDI形式のほかレコンポーザ形式

にも対応している。

また、これらのファイルをtar＋gzip

した状態のまま再生することも可能

だ。具体的には、

$ timidity hoge.tar.gz#hoge.mid

のように、「アーカイブファイル名＋

#＋ファイル名」の形で指定する。「#

ファイル名」を省略すると、アーカイ

ブ内の全ファイルを再生する。このほ

か、HTTPプロトコルなどを利用して

ネットワーク上のファイルを再生する

機能も用意されている。

Tcl/TkやGTK+などのインターフ

ェイスを利用するには、-iオプション

に続けてインターフェイスの種類を指

定する。

たとえば-ikでTcl/Tkインターフェ

イス（画面2）、-igでGTK+インターフ

ェイス（画面3）が使われる。

TiMidity++は、外部音源を持たないマシンでも、MIDIデータの再生

が可能なソフトウェアシンセサイザだ。音源データ（パッチファイル）

とMIDIデータから実際の音のWAVEデータを生成し、リアルタイムに

音楽を再生してくれる。WAVEデータをファイルに保存することも可能

だ。コンソールベースで使うだけでなく、Tcl/TkやGTK+などを利用し

た各種インターフェイスも用意されている。
http://www.goice.co.jp/member/mo/timidity/index-jp.html

画面1

コンソールベースでの使用が基本。

画面2

Tcl/Tkインターフェイス「TkMidity」
による表示（-ikオプション）。

画面3

GTKインターフェイスによる表示（-igオプション）。

TiMidity++
著名ソフトシンセソフトがバージョンアップ

バージョン：2.3.0 種別：GPL
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●インストール

cURLはtarボールとRPM形式の両

方で配布されている。ソースからのビ

ルドも難しくないので、どちらを利用

してもよいだろう。

なお、SSL対応のcURLをビルドす

る場合は、あらかじめOpen S SL

（http://www.openssl.org/）をインス

トールしてから、「./configure --with-

ssl」のように、configureスクリプト

にオプションを指定する必要がある。

●使い方は簡単

使い方は簡単で、コマンドラインに

そのままURLを記述すればいい。たと

えばFTPの場合、

$curl ftp://www.ring.gr.jp/pub/

linux/Vine/

とすると、FTPサーバ（www.ring.

gr.jp）の/pub/linux/Vineディレクト

リのファイル一覧が端末画面に出力さ

れる。

$curl ftp://www.ring.gr.jp/pub/

linux/Vine/VinePlus/README.EUC

のようにファイル名を指定すると、そ

の内容が端末画面に表示される。ファ

イルをダウンロードするには、-Oオプ

ションを指定して、

$curl -O ftp://www.ring.gr.jp/pub/

linux/Vine/VinePlus/README.EUC

とすればいい（画面1）。anonymous

F T P サーバでない場 合 は、「 - u

name:passwd」という形式でユーザー

名とパスワードを指定する。

●各種フロントエンドもあり

cURLをGUIで使えるようにするフ

ロントエンドソフトもいろいろ開発さ

れている。

cURL用のフロントエンドの代表格

は、複数ページのダウンロードが可能

なGetleftだが、Tcl/Tk8.1が必須なの

で日本語環境で使うのは難しい。

また、 g t kM e a t と g t k S l a s h

（http://www.sonic.net/̃tengel/）は、

Freashmeat（ソフト情報サイト）や

Slashdot（ニュースサイト）にcURL

を使ってアクセスし、得られた情報を

リスト表示してくれるというもの（画

面2、3）。[Read]ボタンを押すとWeb

ブラウザが起動して詳細が表示され

る。

cURLは、指定したURLのファイルを自動的にダウンロードするコン

ソールベースのツールだ。この種のソフトとしてはwgetが有名だが、

cURLはHTTP、FTPプロトコルのほか、Gopher、DICT、HTTPS

（SSL）プロトコルにも対応しており、ダウンロードだけでなくアップ

ロードも可能なのが特徴。反面、単独ではリンクをたどって複数ページ

をダウンロードできないので、自動巡回などには向いていない。
http://www.fts.frontec.se/̃dast/curl/

画面1

ファイルのダウンロード中には受信済みサイズなどが表示される。

画面3

Slashdotのニュースを取得する
gtkSlash。詳細はブラウザに表示。

画面2

cURLを使ってFreashmeatからソフト更新情報を取得するgtkMeat。

cURL
ファイルを自動ダウンロード／アップロード

バージョン：5.9.1 種別：MPL（Mozilla Public License）
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gPSは従来psやtopコマンドを使って表示していたプロセス情報を、

GTK+を使ってグラフィカルに表示するソフトだ。topコマンドと同じ

形式でプロセス情報が表示され、項目名の内容によってソートしたり、

特定のプロセスだけに表示を絞り込んだりできる。また、各プロセスを

選択後、メニューやボタン操作によりKillなどの各種シグナルを送るこ

とも可能だ。
http://www.dcc.unicamp.br/̃guazzibe/gPS/

●プロセス情報を一覧表示

gPSは、ファイル一式をtar＋gzipし

た t a r ボールで配 布されている。

「./configure」→「make」→「make

install」という一般的な手順でビルド

すればいい。

ktermなどのコマンドラインで、

「gps」とすると、ウィンドウが開いて

現在のプロセス情報が表示される（画

面1）。これらは、左から順にプロセス

ID・プロセス名・オーナー名・状態・

CPU占有率・メモリ使用量・実メモリ

使用量・nice値・優先度・開始時間を

表しており、項目名をクリックすると

昇順・降順でソートされる。

なお、そのままでは[Refresh]ボタン

を押さない限りプロセス情報は更新さ

れない。一定時間ごとに自動的にプロ

セス情報を更新するには、[View]-

[Continuous Refresh]を有効にする必

要がある。

●フィルタ設定とシグナル送出

表示されるプロセスが多すぎて、目

的の情報が見つけにくい場合は、フィ

ルタを使って表示を絞り込もう。

[Filter]-[Set Filter]でフィルタ設定用

ダイアログが開く（画面2）。対象項目、

比較用の値、表示条件（比較用の値よ

り大きい・等しい・小さい）を設定し

て[OK]ボタンを押すと、表示条件にマ

ッチするプロセスだけが表示されるよ

うになる（画面3）。元の表示に戻すに

は、[Filter]-[Clear Filter]を選択すれ

ばいい。

また、プロセスをクリックして選択

すると、[Hang Up]／[Kill]ボタンが利

用可能になる。これらはそれぞれ

SIGHUP／SIGKILLシグナルを選択し

たプロセスに送るので、プロセスの終

了／強制終了処理が可能だ。このほか、

[Action]-[Renice]では、各プロセスの

nice値の変更も行える（画面4）。

画面3

オーナーが「daichi」であるプ
ロセスだけを表示。

画面1

項目名をクリックすると情報が
その項目内容でソートされる。

画面4

各プロセスのnice値を後
から変更することも可能。

画面2

フィルタ機能を使うと、表示するプロセスを絞り込める。

gPS
プロセス情報をグラフィカルに表示

バージョン：0.2.1 種別：GPL
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●インストールと内容の修正

Augustは、ファイル一式をtar＋

gzipしたtarボールで配布されている。

このうち、実行に必要なのはTcl/Tk

のスクリプト（august）のみだ。

このままでは表示フォントが小さい

などの問題があるので、テキストエデ

ィタを使って以下のように修正する。

ま ず 、 966行 目 の 「 font create

Courier…」の末尾「14」を「10」に

変更し、1338行目の「-foreground

black…」の末尾に「-font Courier」

を追加する。また、1124行目の「ｩ」

を「(C)」に、その下の「ｮ」を「(R)」

に変更しておこう。

修正後のファイルは、cpコマンドな

どを使って環境変数PATHに設定され

たディレクトリ（/usr/local/binや

̃/binなど）にコピーすればいい。

●ボタンやメニューでタグを挿入

コマンドラインで「august」とする

と、ボタンが2列に並んだウィンドウ

が開く（画面1）。使い方は一般的なタ

グ挿入型のHTMLエディタと同じで、

ツールバーのボタンを押したり、

[Tags]メニューの項目を選択すると、

対応するタグがカーソル位置に挿入さ

れる。

なお、ボタンの中には、タグで囲む

テキストを選択した状態で押さないと

機能しないものもある。

画像やテーブルなど、属性の指定が

複雑なタグについては、専用のダイア

ログが開く。

たとえば、画像の場合はファイル名

やサイズなどをダイアログで設定する

（画面2）。

このほか、定型的な部分をテンプレ

ートとして登録しておき、リストから

選択するだけで一気に挿入することも

可能だ（画面3）。初期設定では、

HTMLファイルの基本構造のテンプレ

ートが用意されている。

●日本語の入力・編集もばっちり

日本語化されたTcl/Tkでは、文字

コードは自動的に日本語EUCに変換さ

れるため、JISやシフトJISで書かれた

HTMLファイルをそのまま読み込んで

も正常に表示され、そのまま編集可能

だ。ただし、保存時の文字コードは日

本語EUCになる。

なお、日本語の入力切り替えは、一

般的なCtrl＋oキーではなく、Muleと

同じCtrl＋¥キーで行う。元の状態に

戻すにはCtrl＋oキーを使う。

Augustは、Tcl/Tkで書かれたタグ挿入型のシンプルなHTMLエディ

タだ。カラー構文表示などは備わっていないものの、ツールバーのボタ

ンでタグを効率よく入力でき、ブラウザを起動して実際の表示を確認で

きる。また、日本語化されたTcl/Tk8.0jpを使用すれば、ソースを変更

することなく日本語の入力・編集が可能だ。
http://www.lls.se/̃johanb/august/

画面1

2列のツールバーに並んだボタ
ンを押すとタグが挿入される。

画面3

定型的な部分はテンプレートと
して一気に挿入してしまおう。

画面2

画像用のタグ（<IMG>）の属性はこのダイアログで設
定。

August
Tcl/Tkで書かれたHTMLエディタ

バージョン：0.37 種別：GPL



先日、ジャカルタのホテルに泊まってテレビ

を見ていたときのこと。確かCNNだったと思

う。アメリカ製と思われるニュース番組で、キ

ューバの美しい海岸にゴージャスなリゾートホ

テルの建設を計画しているアメリカ人ビジネス

マンが、自由化の進むキューバへの投資がいか

に有望なビジネスであるかを自信満々に語る映

像が流れた。

「こんな美しい海岸を壊して、醜悪なホテル

を建てるなんて」と、一緒にテレビを見ていた

インド人ともども、大いに憤慨していたのだが、

それにしてもアメリカという国のビジネス好き

は大変なものである。一見、無価値なように見

えるものに価値を付け、それを売る。そもそも、

ソフトウェア産業というビジネスだってそうだ。

ビル・ゲイツというアメリカ人の天才的なビジ

ネス感覚は、それまでハードウェアのオマケぐ

らいにしか思われていなかったソフトウェアを

ビジネスの種に仕立て上げたわけだ。

しかし、キューバの美しい海岸を破壊して醜

悪なホテルを建設することに憤慨する人がいる

ように、多くの人々の手によるソフトウェアと

いう創作物を独占して売ることに憤慨する人も

いる。そんな人々の筆頭格が、GNUのリチャー

ド・ストールマンである。

ストールマンは、決してビジネスを否定はせ

ず、フリーソフトウェアを土台とするビジネス

モデルを提示してはいるものの、ビジネスセン

スという点では決して才能豊かというわけでは

なかったようだ。彼の思想に共感する世界中の

プログラマーの支持を得ながらも、フリーソフ

トウェアでは食えないというのがプログラマー

たちの本音だったというべきだろう。

ところが、である。ビジネス好きなアメリカ

人の中から、食えないはずのフリーソフトウェ

アをビジネスにする方法を考えついた連中が出

てきたのだ。

もちろん、これまでにもフリーソフトウェア

をビジネスにしてきた人々はいた。フリーソフ

トウェアのCD-ROMを売ったり、フリーソフト

ウェアの解説書を作って売るビジネスは、それ

なりに成立していたのも事実である。しかし、

それらのビジネスは一部の好事家を対象とした

ビジネスであり、決して大きな市場を見込める

ものではなかった。

そんな事情を変えたのが、Linuxの成功だっ

た。

しばしば、なぜBSD 4.4Lite系のFreeBSDで

はなくLinuxが普及したのかが論じられるが、

ぼくはLinuxがカーネルだけの存在だったこと

が大きいと考えている。つまり、システムがで

きあがっていた4.4 Lite系には手を入れる余地

が少なかったのに対し、Linuxには誰もがさま

ざまなディストリビューションを工夫する余地

があった。その工夫がビジネスチャンスだった

のではないだろうか。

現在、先進国からの観光客は発展途上国にと

って大きな収益源になっている。しかし、観光

ビジネスによる、美しい自然の破壊や私企業に

よる独占といったさまざまな弊害は深刻であ

る。それに対し、美しい自然そのものを楽しむ

ことを目的とするエコツーリズムといった提案

がなされているという。

そこにある美しい自然をそのままに楽しむと

いうエコツーリズムは、ぼくはどこかオープン

ソースというビジネスに似た発想を感じる。

知識や情報は、本来、他者に伝えられ、コピ

ーされ、少しずつ形を変えながら伝播されてい

くものだ。ソフトウェアにしても同じだろう。

ソースコードが隠され、パッケージ化された

ソフトウェアは、自由なコピーも変更も許され

ないと言う意味で死んだソフトウェアだ。だが

Linux magazine October 1999150

オープンソース 
・ 

アクティビズム 

ジャカルタでインド人とバラデロの夢を見た

新しいビジネスの誕生

新しいビジネスが意味するもの

文：安田幸弘
Text : Yukihiro Yasuda



オープンソースで配布されるソフトウェアは、

人から人へと伝えられ、使われていくうちに少

しずつ進化を続けていく、生きたソフトウェア

である。

オープンソースソフトウェアのユーザーは、

そんな生きたソフトウェアのダイナミズムを楽

しむ人々であり、それをめぐるビジネスはソフ

トウェア本来の楽しみを手助けする水先案内の

ようなものなのではないだろうか。

数カ月前、プラハで行われたNGOの活動を

支援する国際ネットワークのワークショップに

参加した。そこでの議論はオープンソース一色

だったと言っていいだろう。国際的なNGOの活

動を支援するために、どのようなグループウェ

アが必要か、ということが議論されていたのだ

が、執行部からは当初、完成度の高い市販のソ

フトの採用が提案された。それに対して、技術

者の間からオープンソースによるソリューショ

ンの対案が提出され、結局、オープンソースを

ベースとした開発が進められることになった。

この間、パッケージ製品とオープンソースの

特質がさまざまな観点から議論された。ユーザ

ー側からは、市販製品を支持する声もあった。

また国際NGOを支援するには特定のメーカーの

製品に依存するべきではない、知識は共有すべ

き、というポリシー的な議論もあったのだが、

結局、「どんなに優れた製品でも、他人の作っ

た世界の中で他人の技術のお守りをするだけの

仕事なんてしたくない。自分の技術と独創を生

かせるオープンソースをベースに仕事をしたい」

という技術者の本音がオープンソースの支持に

つながったようだ。

こうした技術者の本音は、企業では通りにく

いかもしれない。オープンソースがビジネスモ

デルとして提示されたのはつい最近のことだ。

しかし、このような技術者たちの声が実績を積

み上げ、オープンソースのビジネスモデルがじ

わじわと普及していく可能性は十分にあるので

はないだろうか。

そして、冒頭で触れたジャカルタの話だが、

実はこれも国際NGOがらみのワークショップだ

った。ここではより政治的な観点からコンピュ

ータ、ネットワークという技術が語られたのだ

が、論点のひとつが開発途上国でのソフトウェ

アの価格だった。

現在、ソフトウェアは、世界中でほぼ同一価

格で販売されるようになっている。一見、フェ

アに思われるかもしれないが、所得水準を無視

した価格は決してフェアではない。実際、イン

ドネシアの労働者は、OSを買うために1か月分

の給料をはたかなければならない。ハードやア

プリケーションを含めると数年分の給与に匹敵

する。

ワークショップでは、ライセンス協定による

格差の解消が提案されていたが、もうひとつの

可能性として提示されたのが、やはりオープン

ソースだった。一般のユーザーが利用する場合、

オープンソースもサポートにコストがかかる。

だが、オープンソースなら現地のスタッフが現

地の価格水準でサポートできるので、各国の経

済事情に合った価格でシステムを提供できる。

メキシコでは、すべての学校でのコンピュータ

教育はLinuxで行うことにしたというが、今後、

発展途上国でオープンソースがインフラとして

普及する可能性は十分にあり得る。

もちろん、既存のソフトウェアビジネスの反

撃は大いに予想されるが、その反撃がフェアな

ものである限り、かえって歓迎されるだろう。

次号から何回かに分けて、オープンソースを

めぐる知的所有権をはじめとする、個別の問題

について考えていきたい。
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やすだ ゆきひろ
生業はテクニカルライター。原稿書きのかたわら、(株)
市民電子情報網のボランティア社長兼技術スタッフとし
て、NGO向けプロバイダのネットワーク運営に携わる。
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アミーガ（http://www.amiga.com/）を知っている人は

かなり古参のマニアで、持ってるヤツは、こりゃもうかな

りビョーキ入ったマニアだろう。そうだなあ、いまでも

「あのウゴウゴルーガのCGマシン」とかいう紹介をするの

がいいのかなあ。とにかくもう、変なことしかできない。

画像やサウンド処理に専用のカスタムチップを使い、'80年

代からバリバリのフルカラーグラフィクスやステレオサウン

ドが使えた。変なゲームとか、変なCGとか、あるいは音楽

関係とか、マルチメディア系がむちゃくちゃ強くて、さら

にお値段の安さから、貧乏人のたむろするヨーロッパでは

絶大な人気。さらにMacintoshのエミュレータとか、異常

な発想の機器やソフトがテンコ盛り。最近、PC/AT互換機

をMac化する、FUSIONというソフトが話題になったけれ

ど、あれをつくったジム・ドリューも、BeOSやLinux用の

Mac環境Sheepshaverを作っているクリスチャン・バウア

ーも、 アミーガ出身の変なやつら。 CG ソフトの

LightWave3Dも、もとはアミーガ用の化け物ビデオ編集シ

ステムVideoToasterの付属ソフトだったんだ。さらにアミ

ーガOSは、初めからマルチタスクを平気でこなす先進ぶり。

そんなわけで、このシステムには貧乏であやしいファン

が群がった。Linuxのファンは狂信的でヤな連中が多いと言

われるけれど、アミーガのファンはそれを蹴倒すキＸＸイ

ぞろい。製造元のコモドールが10年以上前に倒産したのに、

このマシンはまだ生き残っているのだ。まずドイツの数社

が、アミーガのCPUボードを出している。しかも、もとも

と68Kマシンだったのが、今ではPowerPCアップグレード

ボードまである。そしてそれをベースに、クローンシステム

みたいなものも出ている。ソフトもまだちまちま出ている。

だから製造元の倒産後も、買収話はたくさんあった。け

れど、まったく腰が落ち着かない。たらいまわし状態で、

どこもきちんと開発に資源を割かない。一方でかつての優

位性がどんどん薄れる。もうアミーガくらいのマルチメデ

ィアなら、MacやDOS/Vでもこなせるし、マルチタスクも

そんな先進的なものではなくなってきた。このままではじ

り貧、存在意義すらなくなってしまう！

それがようやく、去年に落ち着き先が決まって、開発も

本気で再開されようとはしていた。そして次期OSの開発パ

ー ト ナ ー も ほ ぼ 決 ま り か け て い た 。 あ の Q N X

（http://www.qnx.com/）だ。

QNX。リアルタイムOSの雄。マイクロカーネルで、ほと

んど極限までコンポーネント化が進んでいる。Linuxも安定

性では定評があるけれど、QNXの敵ではないね。Linuxで

も、カーネル更新にはシステムを止めるしかないけれど、

QNXはシステムを止めずにリアルタイムで更新できる。常

に最新システムを使いつつマシンを一度も止めない、など

という芸当ができてしまう。

リーヌス・トーヴァルズは、マイクロカーネルはオーバ

ーヘッドが増えて、かえってでかくなっていやだ、という。

でもQNXの場合、本当に必要なコンポーネントだけを使え

ばすさまじくコンパクトなシステムが構築できる。いまで

もQNXのホームページでデモシステムがダウンロードでき

る。これは、フロッピーディスク1枚に、システムとWebブ

ラウザ（それもLynxみたいなシケた代物じゃねーぞ、ちゃ

んと画像も音声も使える）が収まる驚異的な代物。

アミーガファンは狂喜した。こ、これはすごい。こいつ

をベースに新アミーガOSが出たら、かつての栄光も夢では

ない。考えただけでもあやしい可能性がうじゃうじゃわい

てくるではないの。フロッピー1枚でそこらのマシンがアミ
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ぬくぬくLinux
アミーガ、Linux、QNXのあやしい関係。

文：山形浩生
Text:Hiroo Yamagata

Amiga comes back!

驚異のOS「QNX」



ーガ化するとかできちゃわないかな。うー、もう二度とよ

みがえることはないと思っていた、あのアミーガの先進性

とあやしさを、ふたたびうち立てられるかもしれない！

ところが。ここで（やっと）Linuxが出てくるのだ。この

夏、正式アナウンスが出た。QNXとの話はご破算。次期

OSは、Linuxをベースに開発する、という。

えええええええっ！　なにそれぇ？

何を考えておるのじゃ。アミーガのファンたちは激怒し

た。りぬっくすぅぅぅ？なんだぁ？あの古くさい、手垢に

まみれた、既存の標準を実装しただけの新規性まったくな

しの、モノリシックの、すでにミーちゃんハーちゃんに

IBMだのオラクルだのまで手を出している、とりあえず動

くだけが取り柄の、これ以上の発展も成長もない、あのど

んくさいただのUNIXもどきぃ？　いまさら、いまさらだ

よ、いちばん最後になってノコノコやってきて、何をしよ

うってんだ！　だいたいLinuxをベースにってどういうこと

だ、オープンソースにでもしようってのか！

確かに、ここで出てきたLinux罵倒というのは全部本当

だ。リーヌスだって、もうLinuxカーネルはピークにきちゃ

ったよ、と発言しているし、Linuxの売りが先鋭性ではない

ことも、知っている人はちゃんと知っている。Linuxって、

確かにシステム自体は動くだけが取り柄だよな。どうせ、

いま話題のLinuxに便乗するとPR効果もあるだろう、とい

うような腹はあるんだろう。なんか、そんなことでLinuxが

利用されちゃうってのが、ずいぶんつまらないのだ。その

後、話が進んで、コーレルとツルんでアプリケーションを

つくってもらうとか。そうか、そういう話か。アプリケー

ション目当てね。でもいまさらアミーガでそんなオフィス

系のアプリを使おうなんてヤツがいるのかしら。

でもそれはさておき、この一件があって、なんとなく最

近ちょっとLinuxも飽きたなー、という一部の雰囲気がわか

るような気がする。Linuxの最初のおもしろさってのは、こ

んなの動くの？　おおおっ、動いたぁ！　すげぇ！　しか

もまともに！　というあやしさと驚きとうれしさの混じっ

た感動だったんだよね。それがもう、動くのが当然になっ

て、もっとあやしい世界が見たいよー、という感じなのだ。

かつてLinuxそのものがあやしかった時代が終わって、あと

は使うだけ。それはもちろん健全で望ましいことなんだけ

れど、マニアは健全性なんかで動いちゃいない。健全だけ

なら、そもそもだれもLinuxなんかに手を出さなかったろう。

かつての魅力だった不健全さが、確かにもうなくなってき

ているなあ、それが寂しいというかつまらんというか。

もちろん、アミーガは存在自体が不健全といっていいよ

うな代物。今回も、事態はさらにわけのわからん展開を見

せている。資源をつっこんだあげくにあっさり蹴られた

QNXはカンカン。で、黙って引き下がるどころか、なんと

今度は、ドイツのアミーガ用CPUボードのメーカーPhase5

とつるんで、独自システムの開発をアナウンス！　おおお

おっ！　Linux VS QNXだぁっ！　いいぞういいぞう！

Linuxめ、目にもの見せてくれるわ！　アミーガ・コミュニ

ティは今日もあやしさをみなぎらせているが、さてどうな

りますやら。
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やまがた ひろお
1964年東京生まれ。経済や文化面でさまざまな雑文や翻訳をも
のしており、コンピュータ分野ではLinuxやオープンソースがら
みの翻訳で知られる。『伽藍とバザール』『ハロウィーン文書』
訳者。マイナーだったはずのLinuxがいつのまにやらメジャーに
なって多少困惑気味。
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思わぬところで、「ポストモダン」という言葉に遭遇し

てしまった。Perlの作者ラリー・ウォールがポストモダン

言語としてのPerlを語った、Perl, the first postmodern

computer languageと題されたテキストだ。これは、'99

年 3月に San Jose Convention Centerで開催された

LinuxWorld Conference & Expoでの講演の記録である

（http://www.perl.com/pace/pub/perldocs/1999/03/p

m.html）。

'98年以降、Linuxはオープンソースを代表するものとし

て語られてきた。ラリー・ウォールがLinuxWorldで講演

するのは、Perlもまたオープンソースを代表するソフトの

ひとつであるからだ。とはいえ、講演のすべてをPerlの布

教活動に費やすのは、さすがに躊躇したのだろうか。ポス

トモダニズムとPerlを語ったうえで、Linuxおよびオープ

ンソースについて語るという構成で展開されている。

それにしても、なぜ、いまどきポストモダンなのだろう

か。日本では'80年代にポストモダン思想が流行し、消費

されたものの、いまではポストモダンが使われるときのニ

ュアンスは、かなり否定的なものになっている。ところが、

アメリカではポストモダンは人文系の学問におけるひとつ

のジャンルとして確立しているようで、それこそインター

ネット文化論まで含むような裾野の広がりを持っているよ

うだ。

様式としてのポストモダニズム

もともとポストモダンという言葉は、建築の世界で使わ

れ始めたものである。建築批評家チャールズ・ジェンクス

が『ポストモダニズムの建築言語』を発表したのは'77年

なので、その歴史もけっして短くない。また、'80年代と

'90年代とでは、ポストモダンを語るときのモチーフや背景

が大きく変化してきている。それは、モダニズムをどのよ

うに規定するかによってポストモダニズムの意味が変わっ

てくるからである。

建築の世界でポストモダニズムが主張された背景には、

モダニズム建築に対する反発があった。モダニズム建築は、

機能主義に特徴づけられる建築様式で、装飾をはぎ取り、

抽象化された均質空間は、まさに近代工業化社会が必要と

するものであった。そして、近代工業化社会から脱工業化

社会への移行に対応して、ポストモダニズム建築が登場し

たのは歴史的必然とも言えよう。
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「Perlとポストモダニズム」
文：豊福 剛
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「Perlとポストモダニズム」
文：豊福 剛
Text  : Tsuyoshi Toyofuku



モダニズムは進歩主義と同義であり、過去は否定すべきものと

しているのに対して、ポストモダニズムは進歩主義への批判とし

て、モダニズムが否定した過去や伝統への回帰を示す。ただし、

単に過去の様式を再現するのではなく、モダニズム建築空間に、

過去の建築様式を折衷的、コラージュ的に引用する点に手法上の

特徴がみられる。モダニズムが、単一の原理に事象を還元し、一

元化された体系や価値観を強制するのに対して、ポストモダニズ

ムは、意味や価値の多元性を強調する。

そういった意味では、「実用データ取得レポート作成言語」

（Practical Extraction and Report Language）であると同時

に「病的折衷主義のがらくた出力機」（Pathologically Eclectic

Rubbish Lister）でもあるPerlに、建築やデザインにおけるポ

ストモダニズム的傾向と共通する要素を見いだすことは難しくな

い。チャールズ・ジェンクスは、建築言語において、建築上の意

味と生活上の意味の多重性を強調した。それと似て、ラリー・ウ

ォールもプログラミング言語における形式上の一貫性と完全性よ

りも、プログラマーの思考のスタイルを重視している。モダニズ

ムのプログラミング言語がプログラマーに思考のスタイルを強制

するのに対して、ポストモダニズムのプログラミング言語である

Perlは、プログラマーの思考のスタイルに応じたプログラミング

を許容する多元性がある、というわけだ。

モダニズムを特徴づける4つの教義

ポストモダニズムがモダニズムとの対比で語られる以上、プロ

グラミング言語におけるモダニズムをどのように規定するのかが

重要になる。ラリー・ウォールは、モダニズムを特徴づける4つ

の教義（カルト）を列挙し、それぞれの教義ごとにモダニズムと

ポストモダニズムを対比させている。その4つの教義とは、簡潔、

オリジナリティ、生真面目、客観性である。

――簡潔の教義。モダニズムにおけるプログラミング言語は、何

よりもミニマリズムの貫徹を目指していた。余計な要素を削ぎ落

とし、必要最小限の要素で構成される簡潔さが何よりも優先され

る。しかし、こうした言語は、簡単な問題は簡潔に記述できる

が、現実的な問題における複雑さを簡潔に記述することには失敗

してきた。

プログラミング言語におけるミニマリズムは、還元主義と関係

している。還元主義は問題を簡潔にする代償として、問題のコン

テキストそのものを抹消してしまう。これに対して、UNIXおよ

びそのサブセットである Perlは脱構築的である。 UNIX
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（Linuxも含む）のコマンドはひとつの仕事しか実行しない（還

元されている）が、パイプを使ってそれらを接着することができ

る。つまり、各要素の相互関連、コンテキストを示すことができ

る。さらに、Perlは複雑系の科学が木の葉の複雑な形の背後に単

純な秩序を見るように、複雑さの中にある単純なものを記述でき

るというのだ（ほんとうかね？）。

ここでラリー・ウォールは、脱構築をモダニズムとポストモダ

ニズムの架け橋として説明しているのだが、かなり違和を感じる。

もともと脱構築（デコンストラクション）は、フランスの思想家

ジャック・デリダの用語だが、それは哲学の歴史的、伝統的概念

に忠実に内在的に仕事をしながら、他方で、哲学の概念体系が成

立したときに隠蔽し、排除してきたものを明るみに出すことであ

った。UNIXやPerlを脱構築的と形容するのであれば、モダニズ

ムが抑圧してきたものをモダニズムに内在しつつ示さなければな

らないだろう。単なる再構築は脱構築ではなく、それ自体還元主

義の枠内にとどまるのではないだろうか。

――オリジナリティの教義。モダニズムにとって、盗作や模倣は

罪である。 Perlはオリジナリティには囚われない。他の言語に

ある気に入った機能を、ためらわず、どんどん取り入れる。

――生真面目の教義。モダニズムはあまりにくそ真面目なので、

自分を笑い飛ばすことができない。下手なコーディングで笑われ

ることを恐れ、ソースコードを隠したままにするし、楽しみのた

めのプログラミングという発想がない。ポストモダニズムは、ユ

ーモアが好きで、自分を笑うことを恐れない。キュート、ファン

キー、キッチュであろうする。懐古趣味や感傷すら拒絶しない。

――客観性の教義。モダニズムのプログラミング言語は、できる

だけ慣習を廃止しようとしたが、それは慣習を不可視なものにし

ただけだ。Perlは慣習や文化があることを恥じない。Perlのプロ

グラムは、汚く書くことも、きれいに書くことも、どちらもでき

る。Perlそのものは、特定のプログラミングスタイルを強制する

ことはない。

ラリー・ウォールによるポストモダン的パフォーマンス

「モダニズムは、解決すべき問題に焦点を合わせるのに対し

て、ポストモダニズムは、それよりもむしろ問題を解決する人物

に焦点を合わせる」のであれば、ポストモダンをテーマとするス

ピーチそれ自体が、ポストモダンなパフォーマンスとして試みら
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れなければならない。そして、この講演の詳細を追ってみる

と、笑える仕掛けがあちこちに施されている。ポストモダン

なテレビ番組といえば「料理の鉄人」と「少女革命ウテナ」

なのだし、モダニズムにおけるコンピュータの振る舞いとし

て示されるフレーズ、I'm sorry Dave. I can't allow you to

do that.は「2001年宇宙の旅」のHALだし、キリストや12

使徒をもじったくだりもある。最後では、C言語の後継は

C++ではなくPerlである（BCPL→B→C→PLだから）と、

こじつけたりしている。

このような語り口の面白さは十分にたんのうできるものの、

残念ながら、Perlがポストモダン的言語であるという主張に

比べると、Linuxおよびオープンソースについての主張は、

説得力に欠けていることは否定できない。ただし、Linuxお

よびオープンソースをポストモダニズムと関連づける着想そ

のものは興味深い。おそらくそれは、別の視点から検討され

なければならないだろう。OSについては、GUIとポストモダ

ニズムの関係が重要であると思われるし、またオープンソー

スについては、ポストモダンにおける知のあり方と関連づけ

て考察されるテーマであるはずだ。

オープンソースはモダニズムなのではないか

建築や美術、文学の世界で展開されたモダニズム批判は、

さらに社会思想、政治思想の世界にまで、その射程を拡大し

ていった。このようなポストモダニズムの台頭を、モダニス

トはどのように受け止めたのだろうか。ドイツの思想家ユル

ゲン・ハーバーマスは、ポストモダニズムを高度資本主義社

会における諸矛盾を隠蔽する新保守主義の言説であると批判

し、近代の基本原理である啓蒙の有効性が失われたわけでは

ないと主張した。

一方、啓蒙の有効性を説くハーバーマスに対して、フラン

スの思想家ジャン・フランソワ・リオタールは、啓蒙が未来

における人間の解放、救済という「大きな物語」に依拠して

いるとしたうえで、そのような「大きな物語」が無効となっ

た危機こそ、ポストモダンであると反論した。

'80年代におけるこのポストモダン論争は、インターネット

以後の現在のオープンソース運動の意味を考えるうえで、非

常に重要な視点を提供している。パソコン、インターネット、

そして現在のオープンソースが「大きな物語」に依拠してい

るとすれば、そこで語られる多くのモダニズム的言説は、ポ

ストモダンにおけるモダニズムの亡霊に過ぎないのだろうか。
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がある。



Linuxコミュニティでも、多くのマ

シンに使われているインテルのCPU、

我々はこれを俗に86系と呼んでいた

が、インテルはIA-32と呼ぶ。どうし

てそうなのかというと、今年末に登場

するといわれているインテルの新しい

アーキテクチャをIA-64と呼ぶからだ。

そのIA-64の第1号がコードネーム

Merced（マーセッドと読む）と呼ば

れるCPUである。基本的にはこのCPU

は、従来のIA-32とは全く違うもの

（ただし、IA-32コードの実行機能は持

っている）で、VLIW（Very Long

Instruction Word）というアーキテク

チャを採用する（インテルはこれを

EPIC：Explicitly Parallel Instruction

Computing・明示的並列命令コンピュ

ーティングと呼んでいる）。簡単にい

えば、ガバッっと大きな命令を読み込

んで、チョコチョコと小さな命令に分

割して並行に実行するわけだ。

大方の予想としては、このMerced

は普及するだろうといわれている。と

いうのは、すでにいくつもの企業が採

用を予定しているし、インテル自身も

Linuxや他のOSなどに積極的に投資し

ているからだ。一応対抗馬としては、

旧DEC（現Compaq）のAlphaと、

IBM／MotorolaのPowerPCがあるが、

どちらもVLIWは採用していない。

このうち、最近大きな動きが見える

のがPowerPCである。このCPUは、

ご存じの通りMacintoshに採用されて

おり、0.18やそれ以下のプロセスルー

ルで有利だといわれる銅配線をすでに

実用化している。最近登場したApple

のiBookにもこの銅配線を使った

PowePCが採用されている。

そういえば、このiBook、「男らしく

ない」と言われているが、Linux用ノ

ートにすると結構いいんじゃないかっ

て気がするんだけど、日本人には大き

すぎるだろうなぁ。

そういえば、Compaqは銅配線技術

に興味があるようで、Alphaチップの

製造についてIBMと交渉中というウワ

サがある。どっちにしても、対IA-64

ということではがんばってほしいもの

である。なにせ1社独占というのは、

ユーザーにとって何もいいことがない

からねぇ。

IA-32のほうでは、CyrixがVIAに売

られ、IDTが撤退という状況だが、そ

の中でAMDはようやく新アーキテク

チャAthlonの発表にこぎ着けた。これ

は、ソフト的にはIA-32互換であるも

のの、バス部分は、Alpha用に開発さ

れたバスアーキテクチャ（EV-6と呼ば

れる）を採用しており、回路的にはイ

ンテルのものと互換性がない。チップ

セットなどもまったく別のものになる

ため、いままでのSocket-7互換のよう

なインテルの資産を使うものとはちょ

っと違う。

その意味では、互換という枠からは

多少はみ出したもので「成り行きが注

目される」製品である。コンパックな

んかが採用して、ついでに同じCPUソ

ケット（ A t h l o n のソケットは、

Pentium IIと同じSLOT1コネクタを

使用する）に刺さるAlpha 21264チッ

プ（ボード？）なんか作ってくれると

面白いのだが……。
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CPUビジネスの行方

ドクターShiotaの

ギョーカイSnapShot
PC業界今月の話題

7・13 Intel Mercedの設計を完了

7・14 IDT x86互換チップビジネスから撤退

7・21 Apple iBookを発表

7・23 AOL vs. MS インスタントメッセージング対決始まる

7・23 Microsoft Millenniumのプレビュー版を一部テスターに公開

7・27 IBM Mylexを買収

8・ 9 AMD Athlonを正式発表

文：塩田紳二
Text : Shinji Shiota



Off ice2000を出荷して、あとは

Windows2000の完成を待つばかりとな

ったMicrosoftだが、そのため大きな

ニュースもなく、ウワサや本業とは関

係ないニュースが多い。

ちょっと面白いネタが、MSNも

Apacheを使っていたという話（リク

エストしたページがない場合のエラー

にサーバソフト名が表示されるので判

明したという）。Microsoftは、自社の

WebサーバであるIISやWindows NT

などについて、いかにも世界一という

ような話をしているが、そのMicrosoft

の運営するMSNでApacheが動いてい

たというので、ちょっとしたニュース

になった。

実際には、サイト運営の一部を外部

の業者に委託しており、そこがNTを

使っていなかっただけのこと。自社製

品に関わる分野なので、もうちょっと

気を使うべきだったかも。

これとは別にMicro s o f tがWin

dows2000サーバをファイヤウォールの

外側に置き、インターネット側からセ

キュリティを検証できるサービスを始

めたところ、どうも、システムがおか

しいらしく、ハッキングどころか誰も

アクセスができなかったとか。この話、

開始前からちょっと話題になってい

て、クラッカー諸君が手ぐすね引いて

待っていたらしいが、肝心のマシンが

動いてないなら、誰も侵入できないよ

ねぇ。

Microsoftの話によると「落雷」の

影響とのことだが、アクセスが集中し

て過負荷状態であったことも事実らし

い。まさか、動かさないのが最大のセ

キュリティっていうジョークじゃない

だろうねぇ。

そのMicrosoftだが、この夏一番の

話題は、AOLとのインスタントメッセ

ージングソフト戦争である。ご存じの

通り、AOLはNetscapeを買収したた

め、いまやブラウザ戦争はMS対AOL

ってことになっているけど、最近はこ

の話題も下火である（というのは、

Netscapeの新しいバージョンが出てな

いからだ）。

その代わりに「熱く」なってきたの

が、インスタントメッセージソフトで

ある。

これは、サーバを介して、ユーザー

がメッセージを送り合うためのソフト

で、まあ、チャットソフトの一種。

ICQがその火付け役だったが、この会

社は、昨年AOLに買収されている。

AOLはこれとは別 に AOL Instant

M e s s a g e （ A I M ： N e t s c a p e

Communicatorなどに付属している）

というソフトを持っており、両者を合

わせるといまやインスタントメッセー

ジソフトの最大シェアを持つ（4000万

とも7000万ともいわれる）。

これに対抗して、Microsoftが出し

たMSN Instant Message（MIM）は

このAIMと互換性があり、相互にメッ

セージのやりとりが可能なもの。ただ

し、この手のソフトは相手との接続に

サーバを介する必要があるため、AOL

のサーバを使う必要がある。AOLはこ

のサーバに手を入れ、MIMからは接続

ができないようにしてしまった。それ

に対して、Microsoftはこのブロックを

回避するバージョンを即座に公開し

た。

ブロック、回避バージョンの公開と

いうサイクルがもう1回繰り返された

あと、AOLは別の手を打った。Apple

やSunなどを味方に引き入れ、Earth

Linkなどの大手プロバイダにAIMをラ

イセンスし、グループを結成したので

ある。形の上では、このグループでイ

ンスタントメッセージの今後を検討し

ようというものだが、実際にはアンチ

Microsoftの連合軍である。

これに対するMicrosoftの動きも速

い。AT&Tや同じくAOLと互換性の

あるインスタントメッセージソフトを

開発したYahoo!、Prodegyと組んで、

AOLに公開質問状（http://www.

microsoft.com/presspass/press/1999

/Jul99/AOLletter.htm）をたたきつけ

た。

というわけで、この争い、ブラウザ

に代わって、またPC業界を２分した

争いになりそうな雰囲気である。しか

も、MicrosoftはMIM発表前にLotus

などとインスタントメッセージに関す

る標準案をIETFに提出済み（6月25

日）なのである。つまり、ユーザー数

で押してくるだろうAOLに対して、

「標準化」という方法で、プロトコル

の独自性を崩そうという作戦である。

つまり、この騒ぎは、予め計画され

た も の だ っ た の で あ る 。 当 然 、

Microsoftとしても、ある程度展開を

読んでいたはずである。さて、これに

対してAOL側が次にどう出るのか？

争いに巻き込まれたインターネットの

標準化は？　しばらくのあいだは、こ

れがブラウザ戦争に代わる大きな話題

ではなかろうか。

だが、個人的には、どっちでもいい

ような気がする。だって、インスタン

トメッセージソフトとか、チャットと

かって、いろいろやってみたけど、な

んか生理的に受け付けないんだよね。

なんか、ああゆう、バーチャルなつき

合いって苦手。

では、今月はこのへんで……。
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「相手の立場を思いやる」というの

は、人間関係を円滑にするために最低

限必要な要件だが、これと同じことが

「人間とコンピュータの関係について

もあてはまる」といったら論理の飛躍

のしすぎだと言われるかもしれない。

ちなみにこれは、ありがちなネット上

のエチケットの話などではなく、あく

までコンピュータ対人間の間で

のやりとりの話である。

「ユーザーフレンドリー」とか「人

に優しい」とかいうキャッチフレーズ

が、PC関連製品に限らず、家庭用の

あらゆる機械製品に対して使われてい

るが、これは「機械が人間の立場を思

いやる」ことを意味しているわけだ。

しかし最近、周囲を見ていると機械が

人間を思いやることに甘えすぎて、

人間が機械に対して配慮するというこ

とが、あまりに少なくなっているよう

な気がする。たとえば、現在の家電製

品などは滅多なことでは壊れないよう

にできているらしいが、マニュアルを

ろくに読まずに操作して、期待通りの

動きをしないと「壊れている」とメー

カーに文句をつけたり、機械本来の性

能を無視する使い方を続けて、寿命を

縮めるようなことをする例をよく見か

ける。

私はべつにメーカーを擁護しようと

しているわけではない。逆に、最近の

日本の工業製品は、一時の「過剰品質」

への反動からか、目立って品質が悪
くなっているような気がする。数

年前まではそんなことはなかったのだ

が、ここ2、3年、家電製品などで「初

期不良」の製品をつかまされることが

多くなった。モニターの映らないデジ

カメ、リモコンが効かないMDプレー

ヤー、音の出ないパソコン用スピーカ、

塗装がべりべりとはがれるノートPC、

ダイヤルボタンの一部が使えない

PHS、データ通信コネクタが不良の携

帯電話、カレンダーが止まったままの

PDAなど、さまざまである。ほとんど

は販売店での交換などで解消したが、

面倒なのでそのまま使い続けているも

のもある。

さて、話が脱線してしまったが、と

もかく人間が作った「機械」というも

のは、人間自身がそうであるように完
全無欠ではなく、なんらかの欠点は

備えているものだし、設計者が想定し

ていないような使い方はできないよう

になっている。

コンピュータのハードウェアやソフ

トウェアもそうであって、一般の「機

械」よりは柔軟性があるように見えて

も、やはり設計段階で組み込まれて

（プログラムされて）いないことは、

逆立ちしてもできないのである。

Linuxだって例外ではなく、システム

にインストールされていないコマンド

は初めっから使えないわけだし、コマ

ンドが理解できないようなオプション

や命令を与えても、エラーとしてつ

き返されるのは当然である。これをも

ってL i n u xは使えないとか

Linuxはユーザーフレンドリ
ーではないなどと言うのは、はなは

だ筋違いである。

ずいぶん昔に、「パソコンを買った

のだが、うまく動かない」と、友人か

ら相談を受けたことがある。アパート

を訪ねて、その状況を見せてもらった

のだが、次のようなBASICプログラム

が思ったように動かないという。

10 LET Y = X＊2 + 2＊X + 1

20 PRINT X

どうやら、彼はパソコンのBASICで

二次方程式の一般解が簡単に得られる

ものと勘違いしていたらしい。プログ
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コンピュータと人間の悲しい関係

Linuxをインストールしてみたけど、何に使えばよいのか分からない。X
Window Systemは起動したものの、次に何をすればいいのかわからなく
て途方に暮れてしまった。
ここではそんなユーザーにもLinuxが楽しく便利に使えるよう、最低限

覚えておかなければならないもろもろを独断と偏見を交えつつお伝えしよ
う。ご心配なく。誰でも最初はタコ以下だったのだ。

文：竹田善太郎
Text : Zentaro Takeda



ラミングの知識が多少でもあれば、こ

のプログラムが常識はずれなことはす

ぐ分かるのだが、コンピュータは
万能と信じている人にとっては、な
んでこんなこともできない
の？ということになるらしい。件の

友人には、「BASICでは数値計算と簡

単な文字列処理しかできない」という

ことをなんとか納得してもらった。し

かし、これと同じような勘違いは、だ

れでもやってしまう可能性がある。

Linuxだって、何ができて何ができな

いのかをよく理解していないと、とん

だ恥をかくことになるのだ（もちろん、

恥をかくことは悪いことではなくて、

「恥を知らない」ことのほうが問題な

のだが）。

さて、なんとも説教くさい始まりに

なってしまって、これで半分くらいの

読者が離れてしまったかもしれないが、

ここからが本題である。Linuxを使う

うえで「何ができるか」「何ができな

いか」を知ることが大切なのだが、そ

れにはいったいどうすればよいのか。

乱暴なアドバイスをすれば、試行
錯誤するのが一番ということになる

のだが、個人の使える時間は有限だし、

かといって、分からないことがあるた

びに、側にいる人間に質問するのも面

倒だ。インターネットのニュースシス

テムやメーリングリスト、各種掲示板

で質問するという手もあるが、マニ
ュアルを読めとか、マシン環境
と使っているソフトのバージ
ョンをすべて述べよといったよ

うな官僚的な答えしか得られないこと

もあるだろう。もちろん、このような

仕打ちを受けるのは、質問の仕方が悪

いからだが、初心者にとってこれらの

メディアはあまり優しくないのが常で

ある。きちんと下調べをしたうえで、

必要な情報をつけて質問すれば解決す

ることもあるので、役に立たない
というつもりはないのだが、答えてく

れる相手もそれを仕事にしているわけ

ではないのだから、頼ることはで
きないと考えておいたほうがよい。

これより少しはましなのは、Web上

の検索エンジンを利用する方法だ。

「Yahoo!」などのインデックス型のサ

ー チ エ ン ジ ン よ り 、「 g o o 」 や

「Altavista」といった全文検索型の検

索エンジンが便利である。

たとえば、あるコマンドの使い方を

詳しく知りたいとする。調べたいコマ

ンドの名前や機能の名称などをキーワ

ードにして検索すれば、なにかしら関

連する情報が得られる。もちろん、常

に目的の情報が得られるわけではな

く、見当違いのWebサイトしか見つか

らないことの方が多いが、他人に訊く

より簡単だし、キーワードを変えて何

度でもトライできる。運良くそれらし

いページが見つかっても、情報が古か

ったり、間違っていたりすることもあ

るので注意が必要だが、そのページ内

の情報から別の情報源を探すヒントを

見つけたり、うまくすれば、そのコマ

ンドの作成者自身が情報を提供してい

るページが見つかることもある。

ところで、Linuxはドキュメン
トが充実しているので、初心
者向きだと言われることが多いが、

これは鵜呑みにはできない。いわゆる

「Linux」と呼ばれているものは、

Linuxカーネルを中心に、無数のフリ

ーソフトウェアが組み合わされてでき

ているものだ。それぞれのソフトウェ

アごとに作者も違うし、当然ドキュメ

ントの善し悪しも違ってくる。必要と

するコマンドのドキュメントが、ディ

ストリビューションに含まれていなか

ったり、あっても不親切なことは多々

ある。そのような場合は、だれかが作

成してWebなどで公開しているドキュ

メントや、市販の書籍などの資料を自

分で探さなければならないわけだ。

とはいえ、たいていのコマンドには

「オンラインマニュアル」が付属して

いて、Linuxをインストールすればこ

れらのマニュアルも一緒にハードディ

スク上にインストールされているはず

である。Linuxマシンにログインして、

コンソール画面から、あるいはX

Window Systemを使っているのなら、

ktermやxtermなどのターミナルエミ

ュレータのシェルプロンプトから、

manコマンドを使えば、これらのオン

ラインマニュアルを参照できるはずで

ある。

たとえば、「ls」というコマンドのマ

ニュアルを参照したい場合は、

$ man ls

と入力するだけでよい。画面1のよう

にlsコマンドの使い方などの文書が日

本語、または英語で表示されるはずだ

（日本語のマニュアルが付属している

かどうかは、Linuxのディストリビュ

ーションによって異なる。また、設定

によっては英語のマニュアルしか表示

されない場合もある）。

オンラインマニュアルが付属してい

ないコマンドもある。しかし、そのよ

うな場合でも、コマンド自身にヘルプ

機能が備わっていることがある。

たとえば、コマンドラインから次の

ように入力してみる。

$ ls --help

すると、lsコマンドのオプション一覧
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などが表示されるはずだ（画面2）。

Linuxで使えるコマンドのほとんど

は、-hか、--helpのどちらか一方、

あるいは両方のオプションに対応して

いて、コマンドの簡単な使い方を表示

してくれるようになっている。使い方

が分からないコマンドがあったら、と

りあえずこの2つのオプションのいずれ

かを付けて起動してみるとよい。ただ

し、オンラインマニュアルの場合と同

様に、すべてのコマンドがこの簡易ヘ

ルプに対応しているわけではない。-h

も--helpも受け付けないコマンドがあ

るし、受け付けても、1行ほどの簡単

なメッセージしか表示されないことも

ある。

なお、「-h」が別の意味を持つコマ

ンドもある。UNIX系の古いOSでは、

コマンドに与えるコマンドラインオプ

ションは、「-」（ハイフン）で始まるも

のがほとんどだったが、必ずしもすべ

てのコマンドで統一されていたわけで

はない。しかし、それでは使いづらい

ということで、UNIX系OSのインター

フェイスを統 一 するための規 格

「POSIX」が制定され、「--」（ハイフン

が2つ）で始まる統一されたコマンド

ラインオプションが決められた。「--

help」というのはこのような「POSIX

形式」のオプションなのだ。POSIXの

オプションは、--helpや--versionなど、

従来の「1文字オプション」よりも意

味が分かりやすくなっているが、その

分コマンドラインが長くなって入力が

面倒になるという欠点もある。このた

め、POSIX形式のオプションと従来形

式のオプションの両方をサポートする

コマンドがほとんどで、POSIX形式に

ついては一部のオプションでだけ使え

るようになっている場合もある。

とはいえ、--helpやコマンドのバー

ジョンを表示する「--version」オプシ

ョンなどは、ほとんどのコマンドが対

応しているようなので、あるコマンド

について調べたい場合は、まずこれら

のオプションを試してみるべきだろう

（もちろん、manコマンドも）。

さて、コマンドのドキュメントの探

し方に、なぜこれほどこだわるのかと

いえば、自分のマシンのLinuxでどん

なコマンドを使えるかを知っているこ

とこそ、Linuxを自在に使える
ようになる近道だからだ。「Linux」と

ひとくちにいっても、さまざまなディ

ストリビューションが存在するし、た

とえ同じディストリビューションでも、

インストールの際にどのオプションや

パッケージを選択するかによって、使

用できるコマンドやアプリケーション

はまったく異なってくるからだ。

同じLinuxをインストールしている

はずなのに、自分のマシンだけうまく

動かないといったトラブルに遭遇した

場合、設定ファイルの記述ミス以前に、

必要なコマンドがインストー
ルされていないことが原因である

場合が、意外と多いものだ。Linuxの

インストールの際に「カスタムインス

トール」など、自分でインストールす

るパッケージを選択するようなオプシ

ョンを選択すると、膨大な数のパッケ

ージの一覧が表示されて、面食らうと

思う。このとき、わけがわかんな
いから、入れなくてもいいや
といって、あるパッケージのインスト

ールをやめてしまうと、あとから別の

アプリケーションなどをインストール

しようとしたときに、原因不明のエラ

ーが出てうまく動作しないことがある。

もちろん、最近のLinuxディストリビ

ューションでは、パッケージ相互の依
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画面1 「man ls」の実行結果

Red Hat LinuxやTurbo Linuxなどの日本語版のディストリビューションでは、一
部のコマンドについては日本語のオンラインマニュアルが表示される。標準の設
定ではオンラインマニュアルの内容は「less」コマンドを使って表示されている
ので、スペースキーと「b」キーなどを押せば、画面を上下にスクロールするこ
とができる。

画面2 「ls --help」の実行結果

lsコマンドは「-h」オプションには対応していないので、簡易ヘルプを表示する
場合は「--help」オプションを使う。--helpオプションで表示される簡易ヘルプ
はかなりの分量になり、1画面では表示しきれないので、実際には「ls --help ¦
less」を実行して、表示内容をスクロール表示できるようにするとよい。

どんなコマンドがあるのか？



存関係を管理して、必要なパッケージ

がインストールから漏れることのない

ように配慮されているのだが、どうや

らこれも完璧とは言えないようだ。

少し前のLinuxディストリビューシ

ョンでは、すべてのパッケージをイン

ストールすると、パッケージ同士がぶ

つかって不具合が生じることもあった

が、最近のディストリビューションで

はそのようなことはなくなっているよ

うだ。だから、Linuxをインストール

するときは、後々のトラブルを避ける

ためにも、すべてのパッケージ
をインストールすることをお勧め

したい。「ハードディスクがもったいな

い」という人がいるかもしれないが、

数Gバイトのハードディスクが2万円以

下で買える時代である。Linuxのディ

ストリビューションをまるまるインス

トールしても、2Gバイト以下のディス

クスペースしか消費しないのだから、

ここはけちけちしないで全部インスト

ールしてしまったほうがよい。そのう

えで、自分のシステムにどんなコマン

ドがあり、どんなコマンドがないのか

を頭の片隅で意識するようにすればよ

い。

Linuxのコマンドラインで使えるコ

マンドには、シェルの内部コマ
ンドと外部コマンドの2種類があ

る。どちらも使い方に変わりはなく、

コマンドラインでコマンド名とオプシ

ョンを続けて入力するだけで実行でき

る。ユーザーがこれらの違いを意識す

ることはない。ただし、使っているシ

ェルが違うと、利用できる内部コマン

ドも変わってくることには注意が必要

だ。シェルそのものの詳細については、

おいおい解説していくことにする。

外部コマンドの実体は「コマンドフ

ァイル」の形で、ハードディスク上に

存在している。コマンドファイルもス

クリプトファイルからバイナリ形式の

実行ファイルまで、さまざまな種類が

あるが、この違いについてもユーザー

が意識する必要はない。コマンドファ

イルは、その用途などに応じて、ハー

ドディスク上のいくつかのディレクト

リ上にまとめて配置されている。コマ

ンドファイルが置かれているディレク

トリは、

$ printenv PATH

や、

$ echo $PATH

などのコマンドを実行すると表示され

る（画面3）。実際には、ここで表示さ

れる以外のディレクトリにも、さまざ

まなコマンドファイルが存在するのだ

が、細かいことは気にしない
で今のところは「ここに置かれている

コマンドが使える」という程度に考え

ておけばよい。

$ ls <ディレクトリ名> | less

というコマンドラインを実行すれば、

指定したディレクトリ中のコマンドフ

ァイルの一覧を表示させることができ

る（画面4）。

Linuxをインストールしたら、まず

はこのようなコマンドを使って、自分

のマシンにどんなコマンドがあるのか

を眺めてみるのがよいだろう。気にな

るコマンドがあったら、先に指南した

ような方法で、使用方法の資料を集め

てみればよい。
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初級Linuxer養成講座

画面3 「コマンドパス」の確認方法

Linuxではコマンドファイルの場所を「コマンドパス」で指定する。コマンドパ
スはPATHという名前の「環境変数」で指示することになっているが、これをコ
マンドラインで確認するには「echo $PATH」と入力すればよい。ちなみに、こ
の画面はRed Hat Linux 5.2日本語版の標準設定時のコマンドパスなので、ディ
ストリビューションやバージョンが違えば別の結果が表示される。

画面4 /usr/binの内容を確認したところ

コマンドパスの中に含まれていた「/usr/bin」ディレクトリの内容を表示させた
ところ。普通に「ls /usr/bin」とすると、大量のファイル名が表示されて確認し
きれないので、ここでは「ls -x /usr/bin ¦ less」と入力してみた。ちなみに「-x」
オプションは「表示結果を複数の列に並べて表示せよ」という意味のlsのオプシ
ョンである。

コマンドの種類



日刊アスキー Linuxは、Linuxに関

する総合情報の提供を目的として創刊

された情報Webサイトで、Linux

magazineの、もうひとつのホームペー

ジとしての役割も担っている。キャッ

チフレーズは「ここに来れば、目的の

情報が見つかる」。そのため、ニュー

スはもちろんのこと、他のWebサイト

や書籍といった各種情報源へのリン

ク、イベントやセミナー情報などを

日々豊富に提供している。

対象読者は「すべての人」。Linuxに

古くから関わっているユーザーや開発

者はもちろんのこと、ビジネスで

Linuxを扱うことになって勉強してい

る人、入門者、果てはLinuxにまった

く興味のない人でも、読んで役に立ち、

楽しんでいただければと思って作って

いる。こうしてでできあがったのが次

のようなコンテンツだ。

「Linuxに関するニュースをすべて

網羅する」を方針としている（画面1）。

とはいえ、ただニュースを発信してい

くだけでは面白くない。特に、取材で

はなくプレスリリースを元にしてニュ

ースを作成する場合、ただ発表をまと

めただけでは、リリース発信元の企業

のWebサイトにアクセスしてもらえば

いい、ということになってしまう。し

たがって、可能な限り付加価値を付け、

わかりやすくしてニュースを作成して

いくことにしている。

また、「網羅する」意味で、さらに

ひと工夫加え、「各メディアに登場し

たLinux」と題し、ZDNet、PCWEEK

ONLINE JAPAN、 CNET Japan

Tech News、ASCII 24の各サイトで

Linuxを扱ったニュースへのリンクも

張っている（画面2）。このページを見

れば、インターネット上のさまざまな

メディアにアップロードされたLinux

情報を総覧することが可能なはずだ。

また、記事を可能な限り迅速に仕上

げることも方針のひとつ。最近では、日

本語redhat Linux6.0ベータ版をはじめ

とした試用レポートや、Lotus Domino

R5 for LinuxのSneak Preview版登場

速報、Oracle 8i for Linux登場速報、

ImpriseのVisiBroker登場速報など、

各種のスクープ記事をお届けしてい

る。

では、実際の記事作成過程を追って

みよう。
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日刊アスキー Linuxの裏舞台
～Web制作の現場から～

当コーナーは、日刊アスキー Linux(http://www.
linux24.com/)のLinux magazine出張店舗として今月から
登場しました。今回はWebサイトの紹介を含めつつ、運
営の裏話をいたします。本家Webサイトともどもよろし
くお願いします。

日刊アスキーLinux
on Linux magazine

画面1

「ニュースと読み物」ページ。
過去の記事を日付ごとに一
覧できる。

「全ての人」を対象に

ニュース



●ドキュメント―ニュース制作

S t o r m L i n u x は 、 カ ナ ダ の

Stormix.incという企業が、Debian

GNU/Linuxベースで作成したディス

トリビューションで、インストールの

簡便さにプラスして、簡単で使いやす

いリモートサーバ管理機能を持ったも

のだ。

取材は、Stormix.incからのニュース

リリースメールが編集部に届いたこと

から始まった。海外の企業なのに、日

本語のリリース、さらに作成者も日本

人らしい。編集部では記事を書きつつ

質問メールをリリース作成者に送って

みところ、すぐにStormix.incから返事

が返ってきた。そこには、アスキーア

ートを駆使して描かれた図解つきの、

Storm Linuxの技術解説がなされてい

る（画面3）。とりあえずその返信をも

とに記事を改訂、Webにアップロード

した。

ふとカナダとの時差を考えると、先

方はちょうど昼間。メールに書いてあ

った電話番号にかけてみることにした。

余談だが、カナダの国際電話の国番号

は06なので、実は担当編集者がプレス

リリースを受け取った当初、大阪と勘

違いして「かからない！」と電話機に

八つ当たりしていた。

こうしてつながったのが、現在コラ

ム「Storm is comming. Let's close

the Windows!!」を執筆していただい

ている池田篤司氏である。この電話で

のやり取りは、朝までにはSto rm

Linuxのニュース記事第2報として、電

話インタビューの形でアップロードさ

れた（画面4）。

さらに、池田氏のお話を聞くにつれ、

コラムを書いていただいたら面白そう

だとひらめき、こちらもお願いした。

最初のプレスリリースを元にした記事

作成から12時間あまりで、記事2本と

コラムの執筆依頼まで話が進んでしま

ったわけだ。

こうした出来事は、Webならではの

スピードだろう。

●ドキュメント―路上発見レポート

また、こんなこともあった。たまに

は編集部員も自宅へ帰るのだが、帰宅

途 中 、 た ま た ま 渋 谷 の 街 で

「LinuxPlaza」という看板を見つけた

のである。「Linuxに関することなら何

でも取材しよう」の方針どおり、まず

は飛び込みで取材させてもらおうと、

看板のかかっているビルに入ってみた

のだが、それらしい入り口はない。早

朝でもあったため、あまり期待はして

いなかったのだが、それでも店舗の入

り口だけは見つけようと、ビル内を怪

しまれない程度にうろうろとしてみた。

周囲にいるのはカラスと掃除のおば

さんだけだったので、おばさんに「あ

のLinuxと書いてある看板のお店はど

こですか？」と聞いてみたところ、

「隣は薬屋さんだけどねぇ」とちっと

も要点を得ない。仕方なく帰途につき、

そのまま検索エンジンで情報をあさり、

ようやく連絡先を突き止めたのであっ

た。

その看板の素性は、後日「渋谷の街

でLinux！？（画面5）」という題名で

掲載された。結局、実際の店舗は看板

に書いてある場所から違うところに移

動したとのこと。どうりで見つからな

かったわけである。
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画面2

「各メディアに登場したLinux情報」。各サイ
トごとに特徴が出ていて面白い。

画面3

Stormixの池田氏からのアスキーアートで描かれた図版。

画面4

Storm Linuxの電話インタビュー。画面3の図をもとに、
技術担当加賀がその場で図を作成した。



実はこの原稿も、盛岡のホテルの一

室で書いている。盛岡のISP「エクナ

グループ」の取材を行なった直後なの

だ。たまたま編集部員が目を通した新

聞記事に、日本アイ・ビー・エムの

NetfinityにLinuxをインストールして

使っているプロバイダが紹介されてお

り、その場でWebページを検索、メー

ルでアポをとったのである。

こうして、日刊アスキー Linuxのニ

ュースコーナーは、時間、場所、状況

を問わずアップロードし続けている。

情報的な価値はもちろんのこと、こう

したライブ感覚のノリを随時提供して

いきたいと考えている。

ニュースで日々の動きを伝えるだけ

ではなく、Linuxのユーザーが日々利

用できるようなコンテンツも必要だろ

う。それがリンク／データベースであ

る。早い話がリンク集なのだが、

Linux magazine編集部にも協力いた

だき、かなりの手間をかけて作成され

たものである。このコーナーも、ニュ

ースと同様に「網羅する」ことを第一

に作成している。Linux関連サイトリ

ンク集や、ソフトウェアダウンロード

リンク集、ディストリビューション情

報など、Linuxを活用するうえで、欠

かせないリンクが数多くある。

また、アスキーのオンラインコンピ

ュータ用語集「Glossary Help」も、

日刊アスキー Linux公開とともに語彙

を拡充した。Linuxについてなんらか

の情報を知りたい場合、このリンク／

データベースコーナーにアクセスして

いただければいいようになっている。

日刊アスキー Linuxの中にあるコンテ

ンツだけで、読者がすべてのLinux情

報を知ることは不可能である。よって、

こうしたリンク集を用意し、情報収集

のナビゲートを行っていこうという主

旨である。

Linuxと名の付く書籍を、とにかく

集めてデータを提供しようという話か

ら出発したのがブックストア。検索エ

ンジンやその他さまざまなサービスを

使って本の情報を集めた。出版社に連

絡し、画像をいただき、目次原稿も送

ってもらった。現在102冊が登録され

ている。

連絡作業中「いやあ、ウチはWebは

まだまだで」というところから、「デ

ータはすべてWeb上で公開していま

す」というところまで、出版社によっ

てインターネットへの対応は多種多様

だと感じたのだが、さすがにLinux関

連の書籍を扱っている出版社ばかりな

ので、Webページをまったく作ってい

ない会社はなかった。総じて目次デー

タまで公開している出版社が多く、カ

タログ的な情報収集ならば十二分な情

報量が得られる。読者の方も、本をじ

っくり探したいのなら、ぜひ各出版社

のWebページへアクセスすることをお

勧めしたい。日刊アスキー Linuxの書

籍紹介コーナーは、それら出版社ごと

のLinux関連書籍を横並びにして、ほ

しい本が簡単に見つかるような仕掛け

になっている。

さて、「ブックストア」というコー

ナー名は、インターネット上にカタロ

グ的なページがある限り、「実際に本

が買えるようになるのは当然」という

思いから付けられたものだ。すでに日

刊アスキー Linuxでは、アスキー刊行

のLinux書籍を購入することができる

ようになっているが、これに加えて近

日オープン予定のeコマースサイト「e-

sekai」(http://www.e-sekai.com/)と

提携してアスキー以外の出版社の

Linux関連書籍も購入できるようにな

る予定だ。

さらに、「ブックストア」ではLinux

関連書籍紹介に加えて、コンピュータ

書籍業界では有名な、株式会社書泉の

古田島氏による売れ筋情報も提供して

いる。氏は10年以上にわたり、コンピ

ュータ書籍売り場と関わってこられた

方であり、秋葉原にほど近い書泉グラ

ンデのコンピュータコーナーを担当さ

れていた方でもある。現在は埼玉県川

口の「書泉ブックドーム」に勤務して

おられ、週間ベストだけではなく氏が

ウォッチしている洋書などの情報もト

ピックとして送っていただいている。

こうしてでできあがったのが「Linux
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画面5

「渋谷の街でLinux!?」。こんな街並みに、突如として
「Linux」の文字が出現していたのだ。

画面6

古田島氏の精力的なレポートのおかげで、すでに14回
を重ねる「Linux関連書籍　今これが売れている!」。

ブックストアリンク／データベース
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関連書籍 今これが売れている!」コー

ナーである（画面6）。UNIX系書籍で

有益な本を探している方、ぜひコンピ

ュータ売り場からのナマの声をお聞き

いただきたい。

役に立つ情報だけではなく、読んで

楽しいコンテンツも用意したい。しか

も、ただ単に週に何回か掲載するので

はなく、日替わりでいろいろな方に書

いていただけたら面白いだろう。そう

考えて「今日のコラム」はできあがっ

た。Linux界、広くはコンピュータ界

で活躍されるさまざまな方にご登場い

ただいている。

また、定例のコラムだけではなく、

何か話題になることが起こったときは、

話題の中心人物や詳しい方にお願いし

て、単発コラム「Follow-Ups」にて公

開している。これまで、AMIGAが次

期OSにLinux採用を決めた際には月刊

インターネットアスキーの根岸智幸編

集長に、Qt Version 2.0リリースの際

にはQt/KDEの国際化や日本語化に取

り組んでおられる高木淳司氏に、

LinuxWorldが開催された時は、出展

者側として池田篤司氏にご登場願った。

アスキーから発行されている雑誌の

Linux関連記事を、HTML化して公開

している（画面7）。いくらニュースや

リンク集があるとはいっても、それだ

けでは物足りない。ぜひとも、もっと

深い情報もお届けしたい。そこで、ア

スキーの各編集部の協力のもと、雑誌

に掲載されたLinux関連記事を掲載す

ることになった。現在アップロードさ

れているのは、Linux magazine No.1

全記事のほか、月刊アスキー、月刊ア

スキーNTなどの記事で、今後もコン

テンツを随時追加予定だ。

特に、Linux magazineは丸ごと1冊

PDFファイルで掲載するという大胆な

試みであったが、結局、蓋を開けてみ

ると、ALL ASCII Linux ISSUEに掲

載されたコンテンツは、軒並み人気コ

ンテンツとなっている。

ただし、人気なのはありがたいが、

雑誌の誌面をそのままWebにするの

は、きわめて手のかかる作業だ。雑誌

のテキストをただ単純にHTMLにすれ

ばよいというわけではない。この誌面

を見ていただいてもわかるが、雑誌の

誌面はさまざまなパーツで成り立って

いる。たとえば、タイトル、見出し、

本文、注釈、コラム、写真、図版、イ

ラスト、キャプション、表などである。

それらはデザイナーによって見やすい

色や配置でレイアウトされる。これを

どうやってHTMLに移植するか。

まず、表やコラムなどは、各雑誌、

各コーナーごとに違うものを、HTML

的に統一しなければならない。さらに、

誌面の区切りとHTMLのページの区切

りは、頭が痛い問題だ。たとえば、製

品紹介ページなどは、そのまま雑誌の

1ページ単位＝HTML1ページといった

ように置き換えることはできない。見

開きで2ページにわたっている表はど

うすればいいのだろう。そのまま

HTMLにすれば、見るに耐えない横長

のWebページができあがってしまう。

現段階で、上記のような極端な状況

には出くわしていないが、Webと紙の

違いには、今後もその都度悩みながら

解決していくしかなさそうだ。実際、

ALL ASCII Linux ISSUEでは、まず

は情報最優先ということと、アクセス

速度の問題もあり、説明図版以外のデ

ザインイラストは掲載していない。

雑誌と同じ原稿を使いつつも、雑誌

とはまた違った見せ方や利点を追求し

ていかねばならないのは、たいへんだ

がメディアの違いを乗り越える新たな

試みとして楽しみでもある。

●

以上、代表的な日刊アスキー Linux

のコンテンツと、その裏舞台を紹介し

た。オープンして2カ月ほど、まだま

だ改善すべき点は多々あるが、アクセ

スしていただければ、確実に面白く役

に立つ情報がそろっていると思ってい

る。今後とも、当サイトをよろしくお

願いいたします。

画面7

「ALL ASCII Linux ISSUE」。
圧巻のLinux magazine全
ページPDF一覧。ほかの
雑誌はHTMLで提供して
いる。

ALL ASCII Linux ISSUE

コラム





●習うより慣れてね

皆さん、残暑に負けずにLINUX／

BSDしてますかー？ 前回（第1回目）

はviのごくごく基礎のコマンドを紹介

しました。第1回目でご紹介したよう

なコマンドは、手癖、いや脊髄反射に

なっていないと困るくらいのコマンド

ばかりですから、考えなくても出てく

るまで練習を繰り返しましょう。

どんなエディタでもワープロでも

（あるいはフォトレタッチソフトなどに

ついてもいえることですが）、道具の

中のコマンド（操作）は3タイプに分

けられると思います。

①考えなくても反射的にできる操作

②ちょっと考えれば思い出す操作

③マニュアルやヘルプを見ないとわか

らないような操作。しかし、その操作

一発で効果は絶大

巻末の表では①を『★★★』『☆☆

☆』、②を『☆☆』、③を『☆』または

星なしに分類しています。第2回目の

今回も、中級とはいえ①の操作を主に

紹介します（といいつつ☆な操作を紹

介してウンチクをたれるのはやめられ

ません）。

ある操作を手癖にするにはどうした

らよいのでしょうか。たとえばviなら、

何らかのファイルを編集するとき、

emacs(mule)ではなくviを立ち上げて

みる、この心掛けが大事です。おっと、

使い方が未熟で大事なファイルを壊し

ても、筆者および編集部は一切関知し

ませんよ～。

●copy、cut＆paste

いにしえのフォークグループに

『Peter, Paul＆Marry』ってのがあり

ましたが、関係ありません。

エディタならこのコピー／カット＆

ペーストがあるはずじゃないか、と思

ったあなた、お待たせしました。思っ

てない人……コピー／カット＆ペース

トって何？ っていう人は、別途勉強し

てください。というのも、この概念は

UNIX系のエディタやXウィンドウシ

ステム全体にとどまらず、Windows系

やMacOSのウィンドウシステムや、あ

りとあらゆるアプリケーションで使用

できる（使用できないと不便だ）とい

う概念だからです。

カットのコマンドは、実は前回紹介

した[x]や[d][d]など、削除系のコマン

ドがすべてあてはまります。他のユー

ティリティ・OSなどが提供する類似の

機能では、『カット』『削除』が明確に

分類されていることがあります（何の

ためでしょうねえ）が、viでは削除し

たものはすべてカットバッファに入る

と思ってください。ただし挿入モード

中に<BS>（端末の設定によっては

<DEL>）で削除したものはこれに該

当しません。また後の回で登場します

が、exモード・exコマンドで削除した

ものも該当しません。

ではカットしたものをペーストして

みましょう。viを起動して、適当な文

字を打って、どこかで[x]と操作してく

ださい。また別の場所に移動して[p]を
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viバージンに贈る超入門講座

おサルなvi使いにならない法
Linuxユーザーアンケートによれば、よく使うエディタ
はviが70％でトップという驚きの結果。みなさん、さ
ぞや最初は苦労したんじゃないでしょうか。vi入門講
座第2回目の今回は、カット、コピー＆ペーストと検索
を中心に解説します。

viはじめました
第2回　中級編

文：佐々木太良
Text:Taroh Sasaki

illustration;Manami Kato



打ってください（図1）。削除した文字

が貼り付けられました。

また別の例として、どこかの行で

[d][d]と操作し、移動して、別の場所

で[P]と操作してください（図2）。削

除した行が貼り付けられたはずです。

行単位でカットされたので、カーソル

が行の途中にあっても関係なく行単位

で挿入されたのがおわかりでしょうか。

また、[p]と[P]の違いについて理解し

てもらえたでしょうか。

あれ？ 賢明なあなたなら気付きまし

たね。

「viのカットバッファって、文字が入る

ものなの？ 行が入るものなの？」

答えは『どちらも入る』です。カッ

トバッファに『文字が入る』場合は簡

単です。emacs（mule）やWindows

系のメモ帳など、世の中の大半のエデ

ィタのカット＆ペースト過程はこれだ

からです。カットバッファに『行が入

っている』場合については注意してく

ださい。たとえば図3のようなケース

で、カットバッファの内容が『文字』

である場合は（a）のようになります

が、『行』である場合は（b）のように

なります。

だからといって、カットバッファの

内容に常に気を使っていないとviが使

えない、というものではありません。

むしろ普通のエディタのカット＆ペー

ストに加えて『行単位でのペースト』

ができるからviは便利なんだ、といえ

ましょう。

●数字でポン

「でも1行とか1文字とかのカットを

覚えたって、役に立たないよ」。あ、

そうですね、すみません。ですが、vi

コマンドの前に数字を付けると、その

回数だけ繰り返すことができるのです。

また何かテキストファイルを作って

（ちょっと長いほうがいいですね)、適

当な場所で[5][x]とか[3][d][d]とか操作

してみてください。また別の場所に移

動して、カットバッファの内容を[p]し

てみてください。実にわかりやすいで

すね。

「あのさぁ、範囲を削除したいとき

とか、数えないといけないの？」あ、

あはは。その通りです。以後の回でご

紹介する組み合わせ操作を利用する

と、『（行内で）Aという文字までを[x]

する』（[d][t][A]）とか、『hogeで始ま

る行までを[d ] [ d ]する』（[d ] [ / ] ^

hoge<Enter>）とか、あるいは『カッ
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図1 [x]によるカットと[p]によるペーストの例
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a quick brown fox jumped over
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the lazy  dogs. 
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カットバッファの内容が 

文字『white 』のとき 行『white 』のとき 

図3 カットバッファの内容が文字の場合と行の場合
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fox jumped over the
lazy
dogs.

f ox jumped over the
lazy
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fox jumped over the
la z y
dogs.

fox jumped over the
a quick brown
lazy
dogs.

d d

l l j

P

図2 [d][d]によるカットと[P]によるペーストの例



コに対応するカッコ閉じまで削除す

る』（[d][%]）とかいう操作ができるの

ですが（図4）……。実際上は、私なん

か（vi歴15年。しつこいですね）も画面

上で目で数えながら[7][d][d]などとす

ることも多いです。

さて、繰り返しはさまざまな局面で

使えます。たとえば[7][2][i]-<ESC>と

操作してみてください（びっくりしま

した？）。私はメールや文章中で罫線

もどきを引くときによく利用していま

す。でも逆にいうと、数字のキーにう

っかり触れると、とんでもないことが

起きるということです。たいていのvi

コマンドは数字と組み合わせられると

いうことと併せて、覚えておいてくだ

さい。

●コピーはどこへ行った？

そうですね、カットをご紹介してお

いてコピーは紹介していませんでした。

まあカットしたものをその場でほいっ

と貼り付けると元通り、なおかつペー

ストしたものは依然カットバッファに

入っています（何回でもペーストでき

ます）ので、図5のような操作でコピ

ーはできるんですが…。

意地悪しないで書きますと（笑）、

[y][y]（yankの略だそうです）で[d][d]

と同様に、しかしカットはしないでカ

ットバッファにコピーすることができ

ます。もちろん数字コマンドも使える

ばかりではなく、（viのバージョンによ

って違うようですが）ほぼ[d]と操作す

るところはすべて[y]で置き換えること

ができるようです。この応用性は、後

に紹介する組み合わせコマンドで活き

てくるでしょうが、特別な場合を除き

この後は[d]はすべて[y]で置き換える

ことができる、というのは紹介しませ

んので覚えておいてください。

ところでカット＆ペーストを利用す

ると、ある範囲の移動ができますね。

viモードのコマンドでは特別『ある範

囲を移動』というのは用意されていま

せん（exコマンド・exモードにはあり

ます）。図6のような移動はどう操作し

たらよいでしょうか？（答えは174ペ

ージ）。

●検索あってこそ

エディタ（ワープロでもそうです）

の2大機能、というか、覚えているか

どうかで初級者か中級者かの区別がで

きる2大要素、それはコピー、カット

＆ペーストともう１つ、検索＆置換と

いうのがあります。

昔話になりますが（音響さん、エコ

ーお願いします）、MS-DOS時代のPC

のベンチマークテストで『一太郎＆ロ

ータス スクロールテスト』というのを

見たことがあります。最近は専用のベ

ンチマークプログラムも発達して、ベ

ンチマークテストで良い値をたたき出

すが実用的には遅い、ということはあ

まりないように思いますが、当時とし

ては『最も現実的なマシンの使われ方

に近い』ベンチマークとしてそれが行

われていました。

で、私があきれたこととは、くだん

のベンチマークテストとは『一太郎
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図5 コピーはカット直後に2回ペーストするのと同じ

/^hoge/ {
    hoge++;
    next;
}
/ ^moge/ {
    moge++;
    next;
}

/ ^moge/ {
    moge++;
    next;
}
/^hoge/ {
    hoge++;
    next;
}

d % 1 G P

図4 複数行にまたがった文字の削除
※[d][%]は対応するカッコ閉じまで削除

a quick brown fox
jumped over
the lazy dogs

the lazy dogs
jumped over
a quick brown fox

図6 クイズ（手順を答えてください）
※答えは174ページ



（など）で数百～数千行ある文書を頭

からお尻までスクロールさせ、それで

何秒かかるか、というものだったこと

です。つまり、文書の目的の場所に到

達するのに、『大多数のユーザー』に

とって『最も現実的』な移動方法はス

クロールだ、ということに、私は膝の

力が抜ける思いがしたものです(うそ)。

viでこんなことをしたらどうでしょ

うか。たとえば、

% man csh > csh.man

% vi csh.man

として表示された文書を[j]（押しっ放

し）でスクロールしてください。どん

なもんです、遅いでしょう(笑)。

現在はXなどのウィンドウシステム

上で高速に表示(画面制御)できている

から、これでもまだいいほうなのです。

かつてのTTY端末（つまりキーボード

と画面です）は、CPU本体と300bps

なり1200bpsのモデム、あるいはせい

ぜい9600bpsなりのシリアル回線で接

続され（56kbpsモデムの数十分の1で

すね）、その速度で文字が書かれてい

たわけです。普通に1画面を文字で埋

めるだけでもかなり時間がかかるわけ

ですから、たとえ[^F]（後に触れます）

で1画面ずつ移動したとしても、スク

ロールというのはえらく時間がかかる

操作なわけです。

ましてや、目的とする文字列を目で

追いながらその場所を探す、などとい

うのは、『本来人間がやるべきではな

い』操作を人間がやっているわけです。

現在のPCは画面表示デバイス

（VRAM）は100Mバイト／秒などと

いうバスでCPUに直結され、巨大な

CPUパワーがあり余っているのをよい

ことに、重いワープロソフトでスクロ

ールが速い速い速いなどと言って悦

び、あげくの果てに機械のシモベとな

って文字列検索を人間が行い、OA病

だドライアイだとは何事かっ、くわっ

（©スタパ斉藤）……とかいうつもり

はありませんが、ちょっとした操作を

覚える（ワープロソフトでももちろん

検索とか指定行にジャンプなんて機能

がないわけないですね）ことをサボっ

たばかりに、おサルなままでいるのは

情けないではないですか。

というわけで、viはそもそもおサル

な使い方ができないというハンディを

背負っているがために、viユーザーにお

サルは少ないといえるかもしれません。

おっと、前振りが長くなりましたが

検索です（笑）。

後方検索は、[/]の後に検索したい文

字列を入力し、<Enter>（または

<ESC>）です（図7）。なお<Enter>

の代わりに<ESC>が使えるというのは

exコマンド同様なので以下省略しま

す。最下行に検索する文字列がエコー

バックされます。exコマンドモードや

挿入コマンドと似ていますね。

逆に前方に検索するのは『[?]文字列

<Enter>』です。

そして、前回と同じ方向に検索する

のは[n]、逆方向に再度検索するのは

[N]です（図8）。

前回と同じ文字列で後方検索するの

は[/]<Enter>、前方検索するのは

[?]<Enter>です。この2つは[n]や[N]

と似ていますが、前者が方向を指定し

ているのに対して、後者は『前回の検

索方向(ただし[n]と[N]以外)と逆かどう

か』を問題としています。ややこしい

ですが、自分でもやってみて理解して

ください。通常は同じ方向の検索を

次々と連続して使うことが多いため、

[n]や[N]での検索の向きが一定してい

ないというのは、ややこしいようで実

は非常に直感的なのです。

●正規表現?

検索するときに入力するのは『文字

列』と書きましたが、実は正規表現と

いうものなのです。正規表現は、ある

（有限の）表現で無限の文字列の集合

を表現する……あー小難しいな（笑）、

とにかくそんなものなので、『これこれ

のパターンをもった文字列を検索す

る』場合にとても役立つものなのです。

といいつつ、この正規表現のすべて

を解説するには、本1冊の分量の説明

が必要でしょう（うそです）。いずれ

にしてもここで正規表現を解説するわ

けにはいかないので、自分の思った通

りのパターンを検索する（この後の回

で登場する置換にも必要です）ために

は関連書籍などを参照していただくと

して（本誌前号No.3の81ページ『賢く

使うUNIX』にも解説があります）、こ

こでは代表的な検索パターンの例を表

1にまとめてみました。

注意していただきたいのは、正規表

現にもバージョンがあって、awk

（gawk）・sed・perlやvi・emacs

（mule）の各バージョンによって細部

に差異があるということです。さらに

viによっては、正規表現のバージョン

を切り替えられるものまであります。

重要かつ広範囲な正規表現による置

き換えなどを行う前には、viのmanペ

ージ（マニュアル）を見るのももちろ
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ん大事ですが、あるいはもう1つviを立

ち上げて、そちらで簡単なパターンで

テストしてみてもよいでしょう。

●カーソルを遠くへ移動

検索ネタのついでに、カーソルを一

気に移動させるもう1つの方法、行番

号指定ジャンプをお教えしましょう。

C言語のプログラミングやPerlでCGI

を書いているときなど、コンパイラや

インタプリタが『何行目にエラーがあ

るよ』と教えてくれることがあります。

そのときに一発でそこにジャンプでき

なくてはエディタとして失格です。

これには2つの方法があります。

・[:]数字<Enter>

・数字[G]

前者はexコマンドで数字のみをタイ

プするとその行にジャンプするという

ものです。数字の代わりに『$』を指

定するとファイルの最終行にジャンプ

します。ここで『$─2』などと指定す

ると、ファイルの最後から2行目にジ

ャンプできます（あまり使い道はない

かもしれませんが、[G]コマンドでは同

様のことはできません）。

後者は[G]コマンドを数字で繰り返し

ている、とみなすことができます。さ

て、では[G]のみではどうなるでしょう

か？（やってみてください）

[G]から連想されるからでしょうか、

『今どこの行番号にいるか』を表示さ

せるのは、[^G]（Ctrl＋G）というコ

マンドです。このとき最下行には行番

号だけではなく、編集中のファイル名

やファイルが前回セーブして以降、変

更されている（ダーティ）か（modified）、

などの情報も表示されるのでなかなか

有用です。

さて、プログラマーの中には、常に

行番号が出ていないと気持ち悪い、と

いう人がいます。この場合は、exコマ

ンドで[:]set nu<Enter>とすることで

行番号表示モードになります。解除は

[:]set nonu<Enter>です。このモード

設定コマンドは大量にあるので、後の

回で有用なものをまとめて解説しまし

ょう。私は個人的には、行番号が表示

されていると行番号と正味のファイル

の中身（行番号そのものはセーブされ

ません）の区別がつきにくくなること、

C言語などは（昔のBASICなどとは異

なり）せっかく自由構文規則で、行番

号という『場所』に縛られていない文

法になっているのに失礼だ（笑）とい

う理由で、行番号表示モードは嫌いで

す。まあこれは宗教の問題だと思いま

すが。

●おまけ：複数ファイルの編集

前回の最後に、viの編集ファイル名

指定規則について学びました。ところ

でmuleなどでは複数のファイルをじゃ

んじゃん開いて次々編集して、場合に

よっては並べて編集して見比べたり引

用したり、ということができるのに、

viはいささか原始的に感じられます。

というわけで最近の拡張バージョン

のviでは、さまざまな複数ファイルの

取り扱い方法が拡張されてきてはいる

ようです。ただし古典的な方法（つま

りどんなバージョンのviでも必ず使え

る）でも、複数ファイルを渡り歩いて

の編集というのは十分できます。

○初めから複数ファイルを編集するつも

りの場合

% vi hoge1 hoge2 hoge3

あるいは、

% vi hoge＊

などとして複数ファイルを編集対象と

して指定しておくことができます。1

つのファイルの編集が終わったら、

（ダーティーであれば[:]w<Enter> で

セーブして）exコマンド[:]ne<Enter>

で次のファイルに移ることができます。

○別のファイルを編集したい場合

% vi hoge1

としてho g e 1を編集中に、 [ : ] n e

hoge2<Enter>とするとファイル

hoge2を編集することができます。こ

の場合もあくまでviを終了して、

% vi hoge2
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viはじめました

『hoge』で始まる行 ^hoge
『moge』で終わる行 moge$
『hoge』『moge』『poge』にマッチ [hmp]oge
『hoge』『moge』『poge』…など .oge
『h』『hm』『hmmm』などにマッチ hm＊
『hm』『hmmm』などにマッチ hmm＊
『hoge』『hoe』『hige』などにマッチ h.＊e

表1 正規表現のいろいろ

Nn

n

n iwa niha

? niwa<Enter>

n iwa  n iwatori

1
2

3

4

図8 検索方向の変更



したのと同じようなものなので、ダー

ティーであれば保存してから上記を実

行しないといけません。

なお、それだけならviを終了して、

シェルからまたviを起動したほうがよ

さそうですが（ワイルドカードによる

ファイル名の指定など、便利なことが

多いですからね）、シェルとviのバージ

ョンによってはvi上でワイルドカード

を使ったファイル名の指定ができるこ

とがあります。また、ここから複数フ

ァイルの編集（前項）に移ることもで

きます。

○交互に2つのファイルを編集したい場合

今、1回viを終了して別ファイルを

編集しているのと同じようなもの、と

書きましたが、実は直前に編集してい

た フ ァ イ ル に 移 り た い と き は

[:]ne#<Enter>と一発で戻ることがで

きます。これを繰り返すと、2つのフ

ァイルを交互に編集することができま

す。なお、これもダーティであればセ

ーブしてからでないと直前ファイルの

編集には移れません。

ところでおまけの最初に『どんなvi

でも使える複数ファイルの編集』と書

きましたが、ここまでの挙動もviのさ

まざまなバージョンによって細部が異

なっています（たとえばカットバッフ

ァに入ったものが別ファイルの編集で

もペーストできるか、[.]による繰り返

しコマンドは別ファイルの編集でも有

効か、など）。ですから1回は自分でvi

を立ち上げて、複数ファイルの編集の

いろいろなケースを実行してみてくだ

さい。

○おまけのおまけ：自動セーブ

いささか危険な場合もあるのでご紹

介するのはためらわれるのですが……

ここまでダーティな場合はちゃんとセ

ーブしてね、と書いてきましたが、ダ

ーティであれば強制的に保存してから

終了や次のファイルの編集に移るよう

にviのモードを設定することができま

す。

exモードで[:]set aw<Enter>（解

除は[:]set noaw<Enter>）です。

なお強制的に編集を放棄して次のフ

ァイルの編集に移る場合は、ご想像ど

おり[:]ne! ファイル名<Enter>（など）

です。

●おわりに

だいぶエディタらしいことができる

ようになってきたと思いませんか。し

かしここまでではまだ、「Windows系

のメモ帳なんかのほうが便利だよ」と

いう声も聞こえてきそうです。次回は

中級編の続きとして、今回取り上げな

かった移動系コマンド、そしてちらほ

ら顔を見せている組み合わせコマンド

について見ていきましょう。それまで

に十分、今回のコマンドを練習してお

いてくださいね。ではhappy viing!

Linux magazine October 1999174

Kn
ow

le
dg

e

● 今月取り上げたvi コマンド

コマンド 重要度 動作
p            ☆☆☆ カーソルの後ろにペースト
yy           ☆☆ 1行コピー
P            ☆☆☆ カーソルの前にペースト
数字 ☆☆☆ 直後のコマンドを数字の回数だけ繰り返す
/文字列<Enter> ☆☆☆ 後方検索
/<Enter>       ☆ 後方に再検索
?文字列<Enter> ☆☆☆ 前方検索
?<Enter>       ☆ 前方に再検索
n            ☆☆☆ 前回と同じ方向に再検索
N            ☆☆☆ 逆方向に再検索
数字G          ☆☆ 指定行へ
^G           ☆☆ 行番号その他の情報表示
G            ☆ 最終行へ

● 今月取り上げたexコマンド

コマンド 重要度 動作
数字 ☆☆ 指定行にジャンプする
$                  ☆☆ 最終行にジャンプする
$-2                最後から2行目にジャンプする
ne(xt)             ☆☆ 次のファイルを編集
ne(xt) ファイル名 ☆ 『ファイル名』を編集
ne(xt)#            ☆ 直前のファイルを編集
ne(xt)! (同上)     ―― 現在の編集を放棄して（同上）
set nu(mber)       ☆ 行番号表示モード
set nonu(mber)     ☆ 行番号非表示モード
set a(uto)w(rite)  ☆ 自動セーブモード
set noa(uto)w(rite) ☆ 非自動セーブモード

※ exコマンドに入る<:>と最後の<Enter>（または<ESC>）は省略してあります
※ ( )内は省略可能です
※ nのみでneと同じ動作をするviもあります

コマンド一覧 （今月取り上げたもの）

重要度:
★★★= 覚えるまではviを起動しない方がよい
☆☆☆= 知らなきゃ死ぬでしょ。
☆☆ = 知っていると編集が速くなる。
☆ = 知っていると自慢できる。
(なし) = 知っててもあまり自慢できない。

※重要度は筆者 (ちなみにvi歴15年)の主観です。人によっ
ては操作の宗派、いや流儀が異なる場合もあります。

※図6の答え
［d］［d］［p］［j］［d］［d］［k］［P］

（最短手順は［2］［d］［d］［p］［d］［d］［p］）



UNIX

ワイルドカードは、複数のファイル名をまとめて指定す

るための特殊文字（「＊」と「?」）のこと。MS-DOSのコマ

ンドラインでも使えるのでご存じの方も多いだろう。しか

し、MS-DOSとLinuxではワイルドカードの実現方法に違い

があるため、いくつか注意しなければならない点がある。

また、文字のリストや範囲を指定する「セット構造」のよ

うに、MS-DOSのコマンドラインでは使えない便利な記法

も用意されている。

また、シェルをプログラミング言語的に使ううえで外せ

ない機能のひとつにシェル変数がある。これは、シェルで

利用するさまざまなデータを保管する変数で、ユーザーが

自由に値を設定できる。こうしたシェル変数の内容をコマ

ンドラインやシェルスクリプトで参照する「変数展開」と

いう仕組みが用意されており、条件判断（if／else）や繰り

返し（for、while）といったシェルのフロー制御構造と組み

合わせることで、より複雑な処理が可能だ。

シェル変数は、UNIX系OSのシェルに共通の仕組みだが、

Linuxの標準シェルであるbashでは、変数展開の際に値を

加工する手段が豊富に用意されている。このため、Perlな

どのツールの助けを借りることなく、シェル単独で文字列

の置換やパターン照合を行える。なお、これらの処理は、

bashのバージョン 2.0以降でないと利用できないので注意

されたい。

M S-DOSのそれとは一味違うワイルドカード

ワイルドカードは、ファイル名の一部しかわからない場

合や、複数のファイル名を一度に指定したい場合に使用さ

れる特殊文字のことだ。基本的なワイルドカードには、任

意の1文字にマッチする「？」と、0文字以上の任意の文字

列にマッチする「＊」がある。UNIX系OSのシェルの場合、

「？」の使い方はMS-DOSと同じだが、「＊」はより柔軟性

に富んでいるので、最初にそのあたりを説明しよう。

まず、「＊」だけで拡張子（ファイル名末尾のピリオドに

続く文字列）の部分までマッチする。UNIX系OSでも拡張

子という概念はある程度有効だが、シェルのワイルドカー

ドは拡張子を特別扱いしないのだ。たとえば、READMEと

README.txtという2つのファイルがある場合、

$ ls READ＊

とすると両方とも表示される。なお、ファイル名の大文字

と小文字は厳密に区別されるので、この例の場合 readmeと

いうファイルは表示されない。
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Linuxの標準シェルであるbashのコマンドライン

を中心として、Linuxの便利な使い方について紹介

していく連載。今回は、コマンドラインでファイル

名を指定するときに使う「ワイルドカード」と、シ

ェル変数の内容を利用する「変数展開」の使い方に

ついて紹介する。

UNIX

文：大池浩一
Text : Kouichi Ooike

賢く使う

複数のファイル名をまとめてリネームする

今 回 の お 題

これであなたもスマートなUNIX使い！

ワイルドカード

Illustration:kame



もうひとつの違いは、「＊」の後ろに続けて書いた文字列

がちゃんと考慮されること。「＊」以降の文字は一切無視さ

れるMS-DOSに比べ、こちらの仕様のほうが合理的である

ことはいうまでもないだろう。たとえば、

$ ls RE＊ME

とすると、「RE」で始まって「ME」で終わるファイル

（READMEやRENKONtoEDAMAME、REMEなど）が表示さ

れる。このため、MS-DOSではすべてのファイルにマッチ

する「＊.＊」という表現は、UNIX系OSではピリオドを含

むファイル名にしかマッチしないので注意されたい。

●文字のリストや範囲を指定するセット構造

Linuxの標準シェルであるbashには、MS-DOSのコマン

ドラインでは利用できない便利な「セット構造」も用意さ

れている。これは、文字列のリストや範囲を大カッコ「[」

と「]」で囲んで記述すると、それらのどれか 1文字にマッ

チするというもの。

文字列のリストは、そのまま文字を列挙すればいい。た

とえば、

$ ls [abcdefg]＊[02468]

とすると、「a」から「g」のいずれかで始まり偶数で終わる

ファイル名が表示される。簡略化のため、文字コードが連

続している部分は「-」で範囲指定できる。つまり、先頭部

分のセット構造を「[a-g]」として、

$ ls [a-g]＊[02468]

としても同じ結果が得られる。末尾の「[02468]」のほうは

文字コードが連続していないので、「[0-8]」と書いてはいけ

ない（1、3、5、7にもマッチするため）。

ちなみに、「[a-z]」ですべての英小文字、「[a-zA-Z]」です

べての英字をカバーする。こうした文字範囲はよく使われ

るので、特別に「[:文字クラス名:]」という表現方法が用意

されている。たとえば英小文字は「[: lower:]」、英字は

「[:alpha:]」となる。実際には、これを文字セットの大カッ

コの中に記述するので、

$ ls [[:alpha:]]＊

のように大カッコが 2重になる。もし、「[:alpha:]＊」とし

てしまうと、「:」「a」「l」「p」「h」「a」で始まるファイルに

しかマッチしない。

場合によっては、含まれる文字を直接記述するよりも、

含まれない文字を記述したほうが簡単なこともある。そこ

で、セット構造の「[」のあとに「^」か「!」をつけると、

それ以降に指定されている文字のリストや範囲を除く 1文

字にマッチするようになっている。たとえば、英字以外

（数字や記号、日本語など）で始まるファイル名を表示する

には、

$ ls [^[:alpha:]]＊

とする。あるいは、文字クラスを使わずに「[^a-zA-Z]＊」

としてもいい。

「＊」と「?」だけしか使えないMS-DOSのコマンドライ

ンに比べ、Linuxの標準シェルであるbashではワイルドカ

ードの表現能力が大幅にアップしていることがおわかりい
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? 任意の1文字にマッチ
＊ （0文字以上の）任意の文字列にマッチ
[…] カッコ内の文字列リストの1文字にマッチ
[^…] カッコ内の文字列リスト以外の1文字にマッチ
カッコ内の文字リスト 「-」で文字の範囲を指定可能

[:クラス名:]で以下の文字クラスを指定可能
alnum 英字と数字
alpha 英字
blank スペースとタブ
cntrl 制御文字
digit 数字
graph 非空白文字（スペース、制御文字以外）
lower 英小文字
print 印刷可能文字（制御文字以外）
punct 句読点文字（「.」「-」「_」など）
space 空白文字（スペース、タブ、改行など）
upper 英大文字
xdigit 16進数字

表1 bashで使えるワイルドカードと文字クラス



ただけただろうか。最後に、bashで使えるワイルドカード

と、セット構造で指定できる文字クラスの一覧を表 1にま

とめておく。

●ワイルドカードはシェルが展開する

ところで、MS-DOSとUNIX系OSでは、ワイルドカード

の扱いに大きな違いがある。それは、MS-DOSではワイル

ドカードが実行するコマンドにそのまま渡されるのに対し、

UNIX系OSではコマンドの実行前にシェルによって展開さ

れるという点だ（図1）。

MS-DOSのコマンドは、それぞれ自力でワイルドカード

の展開を行わなくてはならない。このため、MS-DOS標準

のワイルドカードが使えるコマンドだけでなく、ワイルド

カードに対応していないコマンドや、自力でUNIX系OS風

の展開を行うコマンドなどもあり、ワイルドカードの仕様

に統一性がない。

これに対し、シェルが展開を受け持つUNIX系OSでは、

ワイルドカードの仕様は使用するシェルによって一意に決

まり、コマンドはワイルドカードを含まない通常のファイ

ル名を扱うだけですむ。ワイルドカードを含むファイル名

がそのままコマンドに渡されるのは、ワイルドカードがフ

ァイル名にマッチしない場合だけだ。

シェルによるワイルドカードの展開は便利だが、それが

災いするケースもある。「＊」や「?」をワイルドカード以

外の意味（前回登場した正規表現など）で使う場合や、ワ

イルドカードを含むファイル名を展開しないでコマンドに

渡したい場合などだ。

たとえば、与えられた文字列を表示する echoを使って

「＊ L＊」という顔文字（？）を出力したいとする。何も考

えずにそのまま、

$ echo ＊L＊

とすると、シェルが「＊」をワイルドカードとして展開し、

その結果がechoによって表示される。つまり、カレントデ

ィレクトリに「L」を含むファイル名があると、それらがす

べて表示されてしまうのだ。

また、ファイル検索を行う findで、/usr/doc以下のディレ

クトリを対象に「＊.txt」にマッチするファイルを検索しよ

うとして、

$ find /usr/doc -name ＊.txt -print
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図1  Linuxのワイルドカードはシェルが展開する



とすると、シェルによって「＊.txt」の部分がカレントディ

レクトリの「＊.txt」にマッチするファイル名に展開された

後で findが実行される。

こうした場合には、ワイルドカードを含む文字列を「'」

や「"」で囲んで（クォーティングし）、展開の対象外にしな

ければならない。

シェル変数を活用しよう

シェル変数は、シェルで利用するデータを保管するため

の名前付きの格納場所で、シェル自身が値を参照・設定す

る組み込み変数のほか、ユーザーが独自の変数を定義する

こともできる。これらはシェルスクリプトで使われること

が多いが、今回のお題のようにコマンドラインで使っても

便利だ。

ユーザーが新たなシェル変数を定義したり、既存のシェ

ル変数の値を変更するには、コマンドラインで「変数名=

値」とすればいい。変数名には英数字とアンダーバーが使

える。たとえば、

$ foo=bar

とすると、fooという名前のシェル変数が定義され、値とし

て「bar」が設定される（「＝」の左右にはスペースを入れ

ないこと）。なお、設定値に空白文字（スペース、タブ、改

行）が含まれる場合には、値の両端を「'」か「"」で囲む

（クォーティングする）必要がある。

コマンドラインやシェルスクリプトでシェル変数の値を

参照するには、変数名の前に「$」をつけて記述する。たと

えば、

$ echo $foo

とすると、シェルによって「$foo」が設定値「bar」に展開

され（これを「変数展開」と呼ぶ）、その結果が echoによ

って画面に出力される。

なお、「$変数名」という表記は簡略形で、正式には

「${変数名}」のように変数名を中カッコ「{」と「}」で囲む。

変数名の後に英数字などが続いて、どこまでが変数名か判

別できない場合には、こちらの正式形を使用する必要があ

る。たとえば、

$ echo ${foo}bar

とすると、変数 fooの値「bar」と文字列「bar」が接続され

た「barbar」がechoに渡される。一方、中カッコを使わず

に「$foobar」と書くと、シェル変数 foobarの値が渡されて

しまう（未定義なら空文字列）。

●クォーティングした文字列内での変数展開

変数展開に関しては、クォーティングした文字列内での

扱いが重要だ。クォーティングとは、これまでの説明にも

出てきたように、文字列を「'」や「"」で囲むこと。ワイル

ドカードを含む文字列をクォーティングするとシェルによ

るファイル名展開の対象外となり、「＊」や「?」をそのま

まコマンドに渡すことができる。

それでは、「$変数名」を含む文字列をクォーティングし

た場合はどうなるだろうか。実は、「'」と「"」という2つの

記号がクォーティングに使われている理由がここにある。

変数展開は、「'」では行われず、「"」では行われるからだ。

たとえば、シェル変数 fooの値に「bar」が設定されている

状態で、

$ echo '$foo' = "$foo"

とすると、出力は「$foo = bar」となる。最初の「'$foo'」

がそのまま「$foo」としてechoに渡されるのに対し、次の

「"$foo"」は設定値「bar」に展開されてから echoに渡され

るからだ。

もうひとつ注意すべき点は、シェル変数の値に連続した

空白文字が含まれている場合、そのまま「$変数名」と書く

のと、「"$変数名"」とクォーティングするのとで、得られる

結果が異なることだ。たとえば、シェル変数 fooの値に

「bar□□baz」（スペース2つ）が設定されている状態で、

$ echo $foo

とすると、「bar□baz」と、間のスペースが 1文字の出力に

まとめられる。シェルが「$foo」を値「bar□□baz」に展開

した後、空白文字を区切りとしてワードに分割してから

echoに渡し、echoが受け取ったワード「bar」と「baz」を

スペース1文字で区切って表示するからだ。

一方、シェル変数名をクォーティングして、
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$ echo "$foo"

とすると、「bar□□baz」と、間のスペース2つがそのまま出

力される。これは、クォーティングされた文字列は分割の

際にひとつのワードとして扱われるからだ。そこでechoは、

「bar□□baz」という空白文字を含んだひとつのワードを受

け取ってそのまま表示する。

●シェルの組み込み変数と環境変数

シェル変数の中には、シェル自身が値を参照したり、値

を自動的に変更したりする組み込み変数が含まれている。

なお、組み込み変数は一般に英大文字（と数字、アンダー

バー）で構成されるので、ユーザーが独自のシェル変数を

定義する場合には、組み込み変数と名前が衝突しないよう

に英小文字を使うといい。

組み込み変数の例として、bashが表示するプロンプト

（この記事では左端の「$ 」で表現）の制御文字列を格納す

るPS1を取り上げよう。PS1の現在の値はユーザーごとに

異なるだろうが、たとえば、

$ PS1='\w$□'

と設定すると、プロンプトの先頭にカレントディレクトリ

を含む表示（たとえば「/usr/src/linux$□」）に変化する。設

定値の中の「\w」は、プロンプト定義ではカレントディレ

クトリを表す特殊文字だ。

ところで、X上でktermなどの端末ウィンドウを複数開い

ていると、片方でPS1の値を変更しても、もう一方の端末

ウィンドウのプロンプトには影響しないことが確かめられ

る。シェル変数の定義や値はシェルごとに独立している。

つまり、あるシェルで設定した変数はそのシェル内でのみ

有効で、他のシェルからは参照できないのだ。

さらに、通常のシェル変数は、そのシェルから起動した

プログラム（サブプロセス）からも参照できない。これで

は不便な場合があるので、サブプロセスからも参照できる

特殊なシェル変数「環境変数」が用意されている。HOME

（ユーザーのホームディレクトリ）やPATH（実行可能ファ

イルの検索パス）など、重要な組み込みシェル変数の多く

はこの環境変数だ。

シェル変数を環境変数にするには、シェル変数の値を設

定した後で「export 変数名」とする（変数名は複数指定可

能）。あるいは「export 変数名=値」のように、値の設定と

exportを同時に行ってもいい。exportを引数なしで実行す

ると、現在の環境変数の一覧が表示される。なお、シェル

の変数展開では、通常のシェル変数と環境変数は区別され

ないので、「$変数名」や「${変数名}」というおなじみの形

で値を参照できる。

●変数展開時に値を加工する

bashのバージョン 2.0以降の特徴のひとつに、変数展開

時に強力な文字列操作を行える点があげられる。単に「$変

数名」でシェル変数の値を展開するだけでなく、文字列の

置換やパターン照合といった操作がbash自身で行えるのだ

（表 2）。なお、こうした操作を行う場合、「${変数名}」のよ

うに変数名を「{」と「}」で囲む必要がある。以下では、代

表的な文字列操作とその使用例をいくつか紹介しよう。

（1）パターンにマッチした部分を指定文字列で置換する

「${変数名//パターン/文字列}」というパターン照合演算

子を使うと、変数の値のうちパターンと一致した部分をす

べて指定文字列で置き換えたものが展開される（変数の設

定値は変更されない）。パターンにはワイルドカードを使用

できる。

たとえば、環境変数 PATHには、実行可能ファイルが置

かれたディレクトリが「:」区切りで列挙されている。現在

のPATHの値は、次のようにechoで確認できる。

$ echo $PATH

/bin:/usr/bin:/usr/local/bin:/usr/bin/X11:…

それでは、本連載ではおなじみとなった findを使って、

PATHに設定されたディレクトリを対象にファイル検索を行

うことを考えてみよう。findは、「find ディレクトリ 判別式

アクション」という形で、検索開始ディレクトリ、検索条

件（判別式）、検索ファイルの処理（アクション）を指定す

る。検索開始ディレクトリは複数指定可能だが、通常は空

白文字（スペース、タブ、改行）を区切りとするので、

PATHのように「:」区切りだと正しく扱えない。たとえば、

PATHに設定されたディレクトリに含まれている「hoge」

というファイルを検索しようとして、そのまま、

$ find $PATH -maxdepth 1 -name hoge

としてもエラーになる。なお、「-maxdepth 1」はサブディ
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レクトリを検索しないという指定だ。

findを正常に動かすには、PATHの区切りに使われている

「:」をすべてスペースに変換すればいい。具体的には、パタ

ーン照合演算子を使って、

$ find ${PATH//:/ } -maxdepth 1 -name hoge

とする。変数展開の結果は、PATHに含まれる「:」がすべ

てスペースに置換されたものになる（PATH自体の値は変更

されない）。なお、置換結果の確認だけ行いたい場合は、

findの前にechoを挿入する。

（2）パターンにマッチする先頭（末尾）部分を取り除く

「${変数名##パターン}」というパターン照合演算子を使

うと、変数の値のうち、パターンと一致する最長の先頭部

分を取り除いた文字列が展開される。一方、「${変数名%パ

ターン}」では、変数の値のうち、パターンと一致する最短

の末尾部分を取り除いた文字列が展開される。いずれも変

数の設定値は変更されない。また、パターンにはワイルド

カードを使用可能だ。

これら 2つのパターン照合演算子は、ディレクトリ付き

の長いファイル名から、ファイル名部分やディレクトリ部

分だけを取り出す場合に重宝する。具体的には、ディレク

トリの区切り「/」とワイルドカード「＊」を組み合わせて

パターンを構成し、それぞれ「${変数名 ##＊ /}」「${変数

名%/＊}」とすればいい。ファイル名の場合は先頭からの最

長マッチ、ディレクトリ名の場合は末尾からの最短マッチ

を使うことに注意されたい。

たとえば、シェル変数 fooの値に「/usr/local/bin/hoge」が

設定されている状態では、それぞれ、

$ echo ${foo##＊/}

hoge

$ echo ${foo%/＊}

/usr/local/bin

となる。

（3）指定位置から部分文字列を取り出す

bashのバージョン 2.x（TurboL inux日本語版 4.0、

Debian2.1など）では「指定位置から部分文字列を取り出

す」ことができる。「${変数名:位置:長さ}」や「${変数名:位

置}」という置換演算子を使うと、変数の値全体ではなく、

指定した位置から指定した長さの部分文字列だけが展開さ

れる（変数の設定値は変更されない）。位置が0以上の場合

は文字列先頭から、負の場合は文字列末尾から数える（先

頭は 0、末尾は-1）。長さには切り出す文字数を指定し、省

略すると指定位置から文字列末尾までが展開される。

これらは、変数の値を、先頭や末尾から決まった文字数

だけ切り出す場合に重宝する。たとえば、シェル変数 fooの

値が「hogeHOGE」の場合、先頭と末尾から 4文字ずつ切

り出すには、それぞれ、

$ echo ${foo:0:4}

hoge

$ echo ${foo:(-4)}

HOGE

とする。

なお、「${変数名:-文字列}」という置換演算子と区別する

ため、位置に負数を指定する場合は上の例のようにカッコ

で囲む必要がある。

${変数名:-文字列} 変数が存在し空でない場合はその値、それ以外なら文字列を返す

${変数名:=文字列} 変数が存在し空でない場合はその値、それ以外なら変数に文字列を設定して返す

${変数名:?文字列} 変数が存在し空でない場合はその値、それ以外なら文字列を出力して終了する

${変数名:+文字列} 変数が存在し空でない場合は文字列、それ以外なら空を返す

${変数名:位置} 変数の値のうち、指定位置から末尾までの部分文字列を返す

${変数名:位置:長さ} 変数の値のうち、指定位置から指定した長さの部分文字列を返す

${変数名#パターン} 変数の値の先頭部分がパターンとマッチした場合、最短マッチ部分を除いて返す

${変数名##パターン} 変数の値の先頭部分がパターンとマッチした場合、最長マッチ部分を除いて返す

${変数名%パターン} 変数の値の末尾部分がパターンとマッチした場合、最短マッチ部分を除いて返す

${変数名%%パターン} 変数の値の末尾部分がパターンとマッチした場合、最長マッチ部分を除いて返す

${変数名/パターン/文字列} 変数の値のうち、パターンに最初にマッチした部分を文字列で置換する

${変数名//パターン/文字列} 変数の値のうち、パターンにマッチしたすべての部分を文字列で置換する

表2 変数展開時に使える置換・パターン照合演算子



後半は毎回 1つのテーマに絞り、コマンドを組み合わせ

て実現する方法を説明する。

今回のお題は、ファイル名を変更するmvを、シェルの繰

り返し制御構文 forと組み合わせて、複数のファイル名のリ

ネームをまとめて行うというもの。ファイル名のパターン

によって3つのケースをあげ、それぞれのコマンドラインを

考える。

mvには、「ファイルを他のディレクトリへ移動する」「フ

ァイル名を変更する」という 2つの使用法がある。後者の

使い方では、一度に1つのファイル名しか変更できず、3つ

以上のファイルを指定するとエラーになる。

たとえば、画像ファイルの拡張子「.jpg」を「.jpeg」に

変更する場合、MS-DOSの renコマンドのように、

$ mv ＊.jpg ＊.jpeg

としてはいけない。mvが実行される前にシェルによってワ

イルドカードが展開され、以下のような困った事態を引き

起こすからだ。

・「＊.jpg」と「＊.jpeg」の展開結果が3つ以上のファイル

になる場合→mvの文法エラーになる

・「＊.jpg」にマッチするファイルがない場合→「＊.jpg」

がそのままmvに渡されてエラーになる

・「＊.jpg」に1つのファイルがマッチし、「＊.jpeg」にマ

ッチするファイルがない場合→「＊.jpg」にマッチするファ

イル名が「＊.jpeg」そのものに変更される

・「＊.jpg」と「＊.jpeg」がぞれぞれ1つずつファイルにマ

ッチする場合→mvによるリネームが行われ、「＊.jpeg」に

マッチしたファイルの内容が失われる

要するに、mv単独では複数ファイルの一括リネームは不

可能ということだ。そこで、「＊.jpg」にマッチするファイ

ルを1つずつ取り出し、mvを使って拡張子を「.jpeg」に変

更する。そのためには、シェルの繰り返し制御構文である

forの使い方を覚える必要がある。

●forを使って複数ファイルをリネーム

forは、繰り返し処理を行うために用意されたシェルの制

御構文で、コマンドラインでは「for ループ変数名 in リス

ト; do 繰り返す内容; done」という形で使われる。ループ

変数と呼ばれる特殊なシェル変数に、リストに列挙された

文字列が1つずつ設定され、「do」と「done」で囲まれた内

容（複数のコマンドがあってもかまわない）が繰り返し実

行される。ループ変数の更新は自動的に行われるので、ユ

ーザーは気にしなくていい。たとえば、

$ for f in ＊.jpg; do echo $f; done

とすると、リスト（ここでは「＊.jpg」の展開結果）の内容

が1つずつループ変数 fに設定され、リストの内容の個数分

だけ「echo $f」が繰り返し実行される。結果として、

「＊.jpg」にマッチするファイルが1行に1つずつ表示される

わけだ。もっとも、これならば「ls -1 ＊.jpg」（「-1」は1行

に1つずつファイル表示するオプション）とすればまったく

同じ結果が得られるので、わざわざ forを使う意味はない。

そこで、mv単独では不可能な複数ファイルの一括リネーム

を forを使って行ってみよう。

まずは、拡張子「.jpg」を「.jpeg」に変更するケースを

とりあげよう。mvを使ってリネームする部分以外は、上の

echoを使った例と同じなので、リネーム部分を仮に「★」

で表すことにすると次のように書ける

$ for f in ＊.jpg; do ★; done

★では、ループ変数 fに設定されたファイル名の拡張子

「.jpg」を「.jpeg」に変更する。リネーム後のファイル名の

生成には、前節で説明した「${変数名%パターン}」という

パターン照合演算子を利用する。末尾の「.jpg」を削除して

「.jpeg」を付けるのだから、「${f%.jpg}.jpeg」とすればい

い。これで★が「mv $f ${f%.jpg}.jpeg」と書けるので、先

ほどのコマンドラインの中に入れると、解答は次のように

なる。なお、置換結果の確認だけしたい場合は、mvの前に
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echoを挿入すればいい。

$ for f in ＊.jpg; do mv $f ${f%.jpg}.jpeg; done

●数字を含んだファイル名を0でパディング

今度は、1.jpg、2.jpg、…、10.jpg、…のように、1から

始まる数字を含むファイル名の数字部分を、最大桁（ここ

では 3桁）にそろえるように「0」を付加して 001.jpg、

002.jpg、…、010.jpg、…とリネームすることを考えよう。

なお、途中の数字に抜けがあっても詰めは行わず、元の数

字をそのまま利用してリネーム後のファイル名を生成する

ものとする。基本構造は、先ほどの拡張子の場合と同じで、

forを使って繰り返し処理を行えばいい。リネーム部分を仮

に「★」で表すと、

$ for f in [1-9].jpg [1-9][0-9].jpg; do ★; done

となる。ここではセット構造を使って数字のファイル名を

リストに記述している。なお、「0」を付加する必要がある

のは数字部分が1桁と2桁のファイル名だけなので、3桁の

ファイル名は含めなくてよい。

★では、ループ変数 fに設定されたファイル名の数字の前

に「0」を加えて3桁に変更する。そのためには、元のファ

イル名の前に「00」を付加し、拡張子部分も含めて末尾か

ら7文字を切り出せばいい。

具体的には、「g=00$f」として、新たなシェル変数 gに

「00」と fの値を続けて設定する。続いて、前節で説明した

「${変数名:オフセット}」という置換演算子を用いて、この

変数の値の末尾から 7文字を切り出す。これは「${g:(-7)}」

と書ける。位置に負数を指定する場合はカッコで囲む必要

があることに注意。

これで★が「g=00$f; mv $f ${g:(-7)}」と書けるので、先

ほどのコマンドラインの中に入れると、解答は次のように

なる。

$ for f in [1-9].jpg [1-9][0-9].jpg; do g=00$f; mv

$f ${g:(-7)}; done

●パディングと同時に抜けている数字を詰める

前の例と同様の状況で、数字部分を「0」を付加してリネ

ームする際、抜けている数字を詰めることを考えてみよう。

つまり、1.jpgの次が3.jpgだったら、これを002.jpgにリネ

ームするわけだ。リネーム後のファイル名に使用する数値

は、新たなシェル変数 iに格納することにする。このシェル

変数 iの初期値は1で、繰り返しのたびに1ずつ増加させる

必要がある。

基本構造は今までと同じで、forを使って繰り返し処理を

行えばいい。ただし、forの前でシェル変数 iの初期値を設定

する。リネーム部分を仮に「★」で表すと、

$ i=1; for f in [1-9].jpg [1-9][0-9].jpg [1-9][0-

9][0-9].jpg; do ★; done

となる。先ほどとは違って、数字部分が3桁のファイルも数

字を詰めるためにリネームするのでリストに含まれること、

正しい順番で数字詰めを行うため、リストは1桁→ 2桁→ 3

桁の順に指定していることに注意されたい。

★では、繰り返しのたびに1ずつ増やすシェル変数 iの値

に基づいてリネーム後の数字を決定し、「0」を付加して 3

桁に変更する。シェル変数 iは数字だけで拡張子は含まれな

いことに注意しよう。具体的には、まず「g=00$i.jpg」とし

て、「00」と iの値、「.jpg」という拡張子をシェル変数gに

設定する。続いて、置換演算子を用いて「${g:(-7)}」として

シェル変数gの値の末尾から7文字を切り出す。ここまでは

いいだろう。

問題は、シェル変数 iの値を1ずつ増やす部分だ。シェル

変数は基本的に文字列を格納するためのものなので、単純

に「i=$i+1」としてはいけない。これだと、iの値に文字列

「+1」を付加した文字列が iに設定される。iの初期値は1な

ので、繰り返すたびに「1+1」「1+1+1」…となってしまう

わけだ。

そこで、bashに用意されている数値演算構文を利用する

必要がある。これは、「$((」と「))」で囲まれた部分を数値

演算式として解釈するというもの。具体的には、

「i=$(($i+1))」とすると、「$i+1」が「iの数値に1を加える」

という数値演算だとみなされ、演算結果が iに格納される。

なお、数値演算構文では展開するシェル変数名に「$」をつ

けなくてもよいので、この場合は「i=$((i+1))」としても同

じだ。

これで★が「g=00$i.jpg; mv $f ${g:(-7)}; i=$((i+1))」と書

けるので、先ほどのコマンドラインの中に入れると、解答

は次のようになる。

$ i=0; for f in [1-9].jpg [1-9][0-9].jpg [1-9][0-

9][0-9].jpg; do g=00$i.jpg; mv $f ${g:(-7)};

i=$((i+1)); done
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■ことの起こり

ある仕事の打ち合わせで書籍系の編

集部に行った後、古くからの知り合い

であるT氏の机に寄ってヨタ話を始め

たのがすべての始まりだった。この時、

なんのはずみか、T氏が「なぁお前、

Linuxのシステム管理の連載の原稿書

かない？」と言ってきたのである。

「でもさぁ、そんなことしたら、あの

本の原稿も遅れるし、こっちの厚い本

の監訳も遅くなっちゃうよ」と抵抗し

たのだったが、いつの間にか仕事を請

けることになっており、しかもそのた

めに新しいマシンまで（自腹で）仕入

れることになっていたのであった。

「Linuxのディストリビューションはこ

れに入ってるよ」とLinux magazine

の2号を渡され、とぼとぼ家に帰った

のである。

数日後、筆者は秋葉で新マシンを

物色していた。最初は安いCeleronマ

シンでもと考えていたのだが、値段を

見ているうちにだんだん欲が出てきて

しまった。結局、仕入れたのはPentium

III 500MHzという高速マシンである

（ちなみに、いつも仕事で使っている

Windowsマシンは Pentium MMXの

200MHzである）。「これでやっと『電

車でGo !』を仕事場でやれるぞ！」

そう、この日買ったマシンは、Linux

マシンではなく、新しいWindowsマシ

ンなのである。だからCPUパワーや3D

アクセラレータにこだわったのだ。

Linuxはどうするかって？そこらにあ

る遅いマシンで十分でしょ。

■我が家の環境

Linuxの専門誌の中で、「Linuxは遅

いマシンで十分」などと言い切ってし

まうのには、れっきとした理由がある。

LinuxではなくBSD/OSであるが、す

でに家で使っており、その使用感から

いって、速いCPUの必要性をまるで感

じないからだ。ちなみにそのマシンの
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アスキー出版局の偉い人である。話によ

ると、Linux magazineの創刊もこの人が仕

組んだ（正確には業界でさらに偉いF氏がT

氏に命令した？）らしい。筆者は昔、同じ

タコ部屋で仕事をして、ご飯を食べさせて

もらった恩があるので、あまり強いことが言

えないのである。

タイトーから発売されている電車の運転

シミュレーションゲーム。現在、「電車で

Go!2 高速編」、「電車でGo!」、専用コント

ローラが販売されている。3Dアクセラレー

タが必須なので、家の古いPentiumマシンで

は動かせなかったのである。PlayStation版

は持っているのだが、画面のクオリティはや

はりW i n d o w s 版が上である。ただ、

PlayStation版のほうがおまけが多い。Linux

版なんて出ないだろうなぁ…。

Column

T氏 電車でGo!

※ここで言及されている「タコ部屋」とは、かつて

「メゾン」と呼ばれていた場所であり、「MS-DOS

の黒本」や256倍シリーズの発祥の地でもある。

Linux日記
第1回　インストール前夜

文：榊正憲
Text : Msanori Sakaki

illustration ; Aki

Linuxを利用する上で、避けて通れないのがシステム
管理です。ひとくちにシステム管理といっても、そ
の内容は多岐にわたり、初級者にとっては荷が重い
作業です。この連載では、新米管理者を対象に、シ
ステム管理についてお話していきます。ただし、行
き当たりばったりに…。



CPUは、i486DX2 66MHz という骨

董品である。それで困らないんだから、

Pentiumの200MHzでも奢ってやれば

きっと死ぬほど速いに違いないと思っ

ているのだ。どうしても遅いと思った

ら、その時考えることにしよう。遠い

先のCPUパワーより、目先の「電車で

Go !」である。

すでに自宅でBSD/OSが稼働してお

り、Windowsマシンもあるとなると、

当然ネットワークも引いている。筆者

は自宅で原稿書きなどの仕事をしてい

るので、実験などのために、普通のユ

ーザーよりはたくさんコンピュータを

持っている。そして、稼働可能な全マ

シンをスイッチングハブ（一部はダムハ

ブ）を介して10Base-T／100Base-TX

でつないでおり、このLANはさらに

ISDNダイヤルアップルータでプロバイ

ダにつながっている。運用しているOS

は、BSD/OS 2.0（面倒くさくてバー

ジョンアップしてない）、Windows 95、

Windows 98、 Windows NT Work

station 4.0、 Windows NT Server

4.0、MacOS 7.5、MacOS 8.1といっ

たところだ。基本的にマルチブート環

境は嫌いなので、マシン台数はこれ以

上あることになる。よくも増えたもの

だと思うが、この中で最速なのがたっ

たの200MHzだというのもけっこう情

けない。しかし、ゲームやPhotoshop

を動かさない限りこれで困らなかった

のだ。仕事がらみや趣味でNetwareや

Sun 3がつながっていたこともあるが、

今は動いていない。ここにLinuxが加

わるのだから、ほとんどOSの展覧会状

態である。

インターネットは、今では珍しくも

なんともないダイヤルアップルータ接

続だが、接続形態がたぶん世間と異な

っている。普通は端末型接続とIPマス

カレードを使うのだが、うちはネット

ワーク型接続サービスを使っている。

これはプロバイダからグローバルIPア

ドレスの割り当てを受け、ネットワー

クそのものをインターネットに接続す

るというものだ。なので家のマシンは、

子供用のPerformaも含めて、すべて

グローバルIPアドレスを持っている

（クラスCの4ビットサブネットに過ぎ

ないのだけれど）。そして、プロバイ

ダのサブドメインであるが、独自のド

メイン名も持っている。

現状では、Windows NT Serverが

ファイル／プリント／ダイヤルインサ

ーバ、BSD/OSがDNS／メールサーバ

という形で、後は適宜クライアントを

使い分けている。システムに改善の余

地は山ほどあるのだが、歳とともに生

来の不精に磨きがかかり、「動くをも

ってよしとする」を実践している今日

この頃である。本来、こういう性格の

人間は、システム管理者になってはい

けないのだが…。

■さて、Linuxで何をしよう？

この環境にLinuxを導入してどうす

るか？ひとつの使い方は、Xベースの

ワークステーションだろう。これでも筆

者は、かつてUNIXのシステム管理と

かソフトウェア開発をやっていたので

ある。その頃は、SunやSONYのNEWS

を使っていた。しかしシステム管理は

ともかく、今はUNIXのプログラミン

グはやっていないので、この用途はペ

ケである。まぁ、xtermをいくつか動

かしておくというだけでもけっこう便

利に使えるので、X環境を用意すると

いうのは、用途によらず便利ではある。

ちなみに、xtermを動かす程度なら、

486マシンでも十分実用になる。

さて、ワークステーションでないとな

ると、サーバである。現在我が家では、

Windows環境のサーバはNT Server、

インターネット関係はBSD/OSが担当

しているが、BSD/OSのほうは、パフ

ォーマンスはともかく、そろそろ寿命

なのではなかろうかと思われる。マシ

ンをリプレイスすればいいだけの話な

のだが、せっかくだからLinuxにこの

辺の仕事をやらせてみようかと思って

いる。要するにメールとかDNSとか、

インターネット用のサーバだ。また、

マシンが増えてそろそろグローバルア

ドレスも足りなくなってきているので、

プロキシサーバなんかを動かして、マ

シンをプライベートセグメントに移し

たり、安い専用線を使った常時接続に

して、Webサーバなんかを動かしたり

するかもしれない。

さらに、Windowsネットワークとの

共存を実験してみるという手もある。

別にNT Serverが動いているので、

Linuxをその中に組み込むというのは

必須項目ではないのだが、編集部とし

てはきっと書いてほしいに違いない。

ここまでやれば、Macintoshもつなぎ

込まないわけにはいかないだろう。幸

か不幸か、我が家にはこれらを実践す

るために必要なリソースがすべて揃っ

ているのだ。

まぁ、この連載でどんな話題を取り

上げていくかは、神のみぞ知るといっ

たところだろう。確かなことは、新し

いPentium IIIマシンと「電車でGo !」

の代金は回収しなければならないとい

うことだ。

■インストール

新しいPentium IIIマシンにアプリ

ケーションやゲームを一式インストー

ルし、各種データファイルを引っ越し、

今までWindows 98だったマシンに

Linuxをインストールする準備ができた。

このマシンはのスペックはPentium

MMX 200MHz、メモリ192Mバイト、
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3Comのネットワークカード、2台のハ

ードディスクとCD-ROMがSCSIでつ

ながっている。調べてみたら、C:ドラ

イブが4GバイトでWindows 98、D:ド

ライブが2Gバイトでデータのみだった

ので、今回はD:をつぶしてLinuxを入

れることにした。一応、Windows 98

とLinuxのデュアルブート環境にする

わけだ。まぁ、Windows 98を起動す

る理由はほとんどないはずだが。

さて、インストールである。使った

のは、編集部からもらった雑誌の付録

のRed Hat 6.0のバイナリディストリ

ビューションである。まぁどうにかな

るだろうと思って始めたら、あっさり

どうにかなってしまった。まぁ、Sun

とかBSDの使用経験で、パーティショ

ンの切り方とか、サポートされるサー

ビスなどを一通り知っていたというの

は大きいだろう。

とりあえず、後からインストールす

る手間を省くため、明らかに不要なも

のも含めてすべてのパッケージをイン

ストールした（/usrパーティションの

使用量が1Gバイトあまりになったのは

びっくりである）。また、動かしうるす

べてのサービスを（矛盾するものも含め

て）稼働させるというかなり無茶苦茶

な設定を行った。これについては、後

からいろいろといじっていこうと考え

ている。もちろんソースも入れるつも

りだ。

■お断り

これから書いていく内容は、初心者

が最初から順に読んでLinuxの管理を

覚えていくという構成になっていない

（そもそも、筆者だってLinuxについて

は素人なのだ）。筆者が気ままにいろ

いろなことを書いていくという構成に

なっている。では、囲み記事が内容を

補足しているかというとそんなことも

ない。ほとんどはどうでもいいヨタ話

である。

■ファイルシステムとパーティション

インストール時にまず頭を使うのが、

パーティションをどのように分割する

かということだ。

UNIXのファイルシステムは、当然

ツリー構造なのであるが、ツリーをど

のように構成するかという哲学が

DOS／Windowsと異なっている。

DOSは完全にドライブ指向である。フ

ァイルシステムは階層化されているが、

個々のドライブ（正確にはパーティシ
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図 複数のサブツリーを収めた階層化ファイルシステム

/

etc

bin

X11R6

/（ルート）ファイルシステム 

/usr ファイルシステム 

/tmp ファイルシステム 

/var ファイルシステム 

usr

tmp

var

BSD系のUNIX互換オペレーティングシス

テム。フリーUNIXではなく、Berkeley

Software Design, Inc.（BSDI）という会社

の製品である。現在では、製品名に「Inter

net Super Server」とかいう名称が入ってい

るらしい。FreeBSDに比べ、足腰（I/Oまわ

り）がしっかりしており、大負荷に強いと

知り合いの管理者がいっていた。現在のバ

ージョンは4.Xだと思う。我が家の古い2.0

はすでにuptimeが400日を超えている。停電

とハードウェア障害さえなければ落ちない良

いシステムだ。

Intel社のプロセッサで、Pentiumの前の製

品である。その前のi386をさらに高速化し、

浮動小数点演算コプロセッサも内蔵した。

買った時はとても速いプロセッサであった

し、今でもうすら重たいソフト（Windows 95

以降のOSはうすら重たいソフトである）を動

かさなければ十分実用的な速度で動作する。

プロバイダとの接続形態。端末型は、プ

ロバイダに接続した時点でクライアント（ユ

ーザーのコンピュータ）に、プロバイダがプ

ールしているIPアドレスがひとつ割り当てら

れる。これは動的に割り当てられるので、

接続ごとにアドレスが変わる。接続はユー

ザーからだけであり、IPアドレスも変わるの

で、当然ユーザーサイドにサーバを置くこと

はできない。IPマスカレードという機能を使

えば、1つのIPアドレスで同時に複数の端末

の接続をまかなえる。これが今、世間で流

行っているISDNルータの使い方である。

ネットワーク型接続は、ユーザー側にグ

ローバルIPアドレスとドメイン名を割り当て

る形のサービスである。つまりIPアドレスは

変化しない。また、プロバイダ側からの接

続を許可すれば、ユーザーサイドにサーバを

設置することも可能であるが、これをやると

接続費用がいくらになるかわからないので現

実的ではない。

そこまでやりたければ専用線接続にすべ

きだろう。

Column

BSD/OS 端末型接続とネットワーク型接続
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ョン）ごとにツリーが存在するという

形だ。Windows 95以降では、デスク

トップの下にドライブが配置され、複

数のドライブ、あるいはネットワーク

ドライブであっても、ひとつのツリー

として扱えるようになったものの、や

っぱりC:とかD:といったドライブの識

別が明確に存在している。

それに対してUNIXは、初めに1つの

ツリーありきという考え方だ。各パー

ティション上の階層化ファイルシステ

ムは、全体のツリー構造の一部（サブ

ツリー）となる。つまり、複数のサブ

ツリーを組み合わせて、全体で1つの

ツリー構造を構成している。この中で

特定のディレクトリやファイルを指定

するのに、ユーザーはパーティション

配置を意識する必要はない。これはす

べてオペレーティングシステムによっ

て管理され、あるディレクトリの下が

別パーティションになっているとか、

ほかのファイルサーバにぶらさがって

いるといったことを意識する必要はま

ったくないのだ。ただ、フロッピーデ

ィスクやCD-ROMなど、リムーバブル

メディアを使う場合、ファイルシステ

ムにアクセスするためにいちいちマウ

ントし、取り出す前にアンマウントし

なければならないという難点がある。

■パーティション分割をしないという選択

1台のドライブがギガバイトオーダー

の容量を持つ現在では、わざわざ多数

のパーティションに分割して、それを

1つのツリーに組み合わせるという必

然性はなくなった（スワップパーティ

ションのような特殊用途は別である）。

実際、WindowsやMacintoshでは、1

台のドライブの1つのパーティションに

システムソフトウェアからアプリケー

ション、ユーザーデータまで、すべて

収めているのが普通だ。

Linuxも含めて、UNIXもこのよう

な構成にできる。大きなパーティショ

ンを1つ作り、そこにすべてのファイ

ルとディレクトリを収めるのである。

こうすることで、どのパーティション

を何メガバイトにしようかと悩む必要

はなくなるし、あるパーティションは

余っているのに、別のパーティション

の容量が足りなくなるといった事態も

なくなる。パーティションサイズの制

限内で、各ディレクトリの容量配分は

自由なのだ。/homeの容量を稼ぐため

に、/usrの下の不要なソフトウェアを

消去するといったことが可能になる。

複数のドライブを接続したサーバで

もない限り、何もわざわざ1台のドラ

イブを複数のパーティションに分割す

る必要などない、という考え方もある。

特にパーティション割りなどやったこ

とのない初心者には魅力的な選択であ

るし、筆者も初心者にはそう勧めるだ

ろう。

■パーティション分割と耐障害性

では、パーティション分割が無意味

かというと、そんなことはない。頻繁

に読み書きされる部分と、ほとんど読

み込みしか行わない部分を分けると

か、全体の一部だけをバックアップす

るといったことが可能になるからだ。

/や/usrといった部分は、オペレー

ティングシステムやプログラム、ドキ

ュメントなどを収め、もっぱら読み込

み専用だが、/home以下は頻繁に読み

書きされる。/tmpや/varなどは、読

み書き削除の頻度が非常に高くなる。

一般に、書き込み頻度が高いファイル

システムほど、ソフトウェアのバグや

ハードウェア障害などで損傷を受ける

可能性が高い。読み込み時にシステム

が落ちても実害は少ないが、書き込み

途中のクラッシュは、ファイルシステ

ムに障害を与える可能性が高いのだ。

データの書き込み中なら、ゴミが残る

だけで済むこともあるが、管理情報の

書き込みが失敗すると、いとも簡単に

障害となる。また、障害が発生したフ

ァイルシステムは、修復しない限り使

用できない。マウントするのが不可能

なわけではないが、障害が増殖してし

まう可能性が高いからだ。

ツリーを複数のファイルシステムに

分けることで、このような障害が発生

しても、システムをブートできる可能
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MS-DOSでファイルシステムが階層化さ

れたのはバージョン2.Xの時である。それ以

前はフラットなファイルシステムだった。ま

た、この頃はフロッピーベースで使うのが普

通だった（ハードディスクドライブが憧れの

デバイスだった時代である）。このような環

境では、ドライブ指向の構成のほうが明ら

かに使いやすかったのである。その後ハード

ディスクが普及し、フロッピーディスクなど

めったに使わなくなったのだが、やはり互換

性は重要である。結局、良くも悪くも未だ

にそれを引きずっているのだ。

Windows 95以降は、デスクトップの下に

マイコンピュータ、ネットワークコンピュー

タがあり、その中にドライブがあるという名

前空間が導入されたが、おかげで2種類の名

前空間を使い分けるという状況が発生した。

C:の下にデスクトップがあり、その下にC:

があるというのも、考えてみればすごい話で

ある。

結局、マイコンピュータ中の各ドライブ

のショートカットをデスクトップ上に作っ

て、昔ながらのドライブ指向の使い方をし

ているユーザーも多いことだろう（筆者もそ

のひとりだ）。

Column

DOSの歴史的経緯



性が高くなる。障害が発生する確率が

高いのは、書き込みが頻繁に行われる

/varや/tmp、/homeである。一方、

システムを稼働させるのに必要な/や

/usrは、書き込み頻度が低いので、致

命的な障害を受ける可能性は低く、そ

して軽い障害なら、ブート時の自動チ

ェックで回復可能なことが多い。つま

り、一部のファイルシステムは使えな

いものの、システムは起動可能なので

ある。

これをさらに突き進めた選択が、/

と/usrのリードオンリーマウントだ。ほ

とんど読み込みしか行わないファイル

システムでも、アクセス日時の更新は

行われる。これにはファイルシステム

への書き込みが伴う。もちろん、わず

かなデータなので、その書き込み中に

障害が発生する可能性は低い。それに

対して、リードオンリーマウントにし

てしまえば、アクセス日時の更新も行

わなくなる。つまり、ファイルシステ

ムに対する一切の書き込みが行われな

くなるのだ。耐障害性は一段と高まる。

もちろん、この状態では新しいソフト

ウェアのインストールや設定変更など

も行えないので、そのような作業を行

う際は、一時的にリードオンリー属性

を解除しなければならない。

■パーティション分割とバックアップ

一部に障害があっても、システムが

動いてしまえば、ファイルシステムの

修復やバックアップのリストアなどは

比較的容易だ（もちろん、起動できな

い場合に比べての話だが）。システム

がすべての1つのパーティションにイン

ストールされている場合は、たとえば

/varや/tmpで障害があった場合でも

（経験的には、エラーが報告されるの

は、たいていこの2つだ）、システムを

安全に起動できなくなってしまい、フ

ロッピーディスクやCD-ROMを使わな

い限り、修復が難しくなる。もっとも、

フロッピーディスクやCD-ROMでブー

トできる現在の環境では、エラー時に

はブート方法を変えるというのも、そ

んなに手間のかかるものではなくなっ

たが。

バックアップにdumpコマンドを使

う場合は、パーティション分割が重要

になる。tarなどはディレクトリ単位で

アーカイブするが、dumpコマンドは

ファイルシステム、つまりパーティシ

ョン単位でアーカイブするからだ。/

や/usrに比べ、/homeはバックアップ

の頻度が高くなる。逆に、/tmpはバ

ックアップする必要はない。/varは微

妙で、運用形態によってバックアップ

したりしなかったりするだろう。いず

れにせよ、パーティションを更新頻度

やバックアップの必然性に応じて分割

することで、効率的なバックアップが

可能になる。/や/usrは、何らかの更

新を行った時のみダンプすればよい。

/homeは、定期的なダンプを行うこと

になるだろう。パーティション分割を

行わなかった場合は、すべてまとめて

ダンプすることになる。実際問題とし

ては、差分ダンプを行うだろうから、

変更がなかった部分はダンプされない

が、それでも定期的に行うフルダンプ

では、すべてをまとめてバックアップ

メディアに書き込むことになる。パー

ティション分割を行えば、バックアッ

プ処理が大幅に効率化される。また、

クラッシュ後のリストア処理も容易に

なる。

バックアップメディアの容量も重要な

ファクターである。DATなどの大容量

メディアであれば、たいていは1本のテ

ープにダンプできるが、MOやCD-Rな

どを使う場合は、容量がディスクドライ

ブより小さくなる。このようなメディア

にダンプする場合は、途中でメディア

を交換する必要がある。やってみると

わかるが、これはえらく面倒な作業だ。

パーティションサイズをバックアップメ

ディア以下の容量にすれば、交換しな

いで済む。これにより、無人ダンプを

cronで行うことができるようになる。

結局、筆者は/、/usr、/tmp、/var、

/homeと5つのパーティションに分割

した。上記のような理由もあるが、半

分以上は体に染み付いた習慣という奴

である。
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今のディスクはなかなか壊れないから、デ

ィスクのハードウェア障害に備えてパーティ

ション分割をする意義は少なくなったという

のは事実である。

実際、昔のドライブはよく壊れた。しか

し、ファイルシステムが損傷する最大の理

由は、ハードウェア障害ではなくソフトウェ

ア障害である。プログラムのバグによりシス

テムがクラッシュし、ファイルシステムがダ

ーティな状態のまま止まってしまうと、いと

も簡単におかしくなる。本来ならば、ユー

ザープロセスの障害でシステムがクラッシュ

することはないはずなのだが（あるいはそう

であるべきなのだが）、実際に起こるものは

しかたがない。

実際問題として捉えた場合、筆者の経験

では、ファイルシステムの障害は、Windows

系の場合、ソフトウェアの障害、停電、ハ

ードウェア故障の順で起こっている。ぼろい

マシンに載せたBSD/OSでは、停電、ハード

ウェア故障、ソフトウェア障害の順である。

Linuxでどうなるかはまだ未知数だが、何が

原因にせよ、備えておくことに越したことは

ない（といいつつ、筆者自身はきっと何も

しないのだ）。

Column

ディスクドライブの信頼性と
ソフトウェアの信頼性



■複数のドライブのパーティション分割

ドライブを複数接続する場合は、好

みに関らず複数のパーティションを組

み合わせることになる。ファイルサー

バやデータベースサーバなどで、後か

らデータ用の大容量ドライブを増設す

るといった場合は、追加したドライブ

上にパーティションを1つ用意し、ツ

リー上の適当な位置にマウントすると

いったことになるだろう。

最初から複数のドライブを装備した

システムの場合は、また別の分割のし

かたがある。複数のドライブに、/、

/usr、/var、/tmpなどを分散させる

というやり方だ。SCSIインターフェイ

スのように、複数のディスクI/Oリク

エストを並行して処理できる場合は、

頻繁にアクセスされるファイルシステ

ムを別のドライブに配置することによ

って、同時に複数のI/Oリクエストを

複数のドライブ上で行えるようになり、

ファイルI/Oのパフォーマンスが向上

するのである。頻繁にアクセスされる

ファイルシステムが1台のドライブに集

中して置かれている場合は、いくら並

行してコマンドを発行したところで、

ドライブ本体は逐次処理しか行えない

ので、各プロセスがディスクI/O待ち

に費やす時間が長くなる。

また、サーバマシンなどで、多数の

ディスクドライブを装備している場合

は、ディスクコントローラ（つまり

SCSIアダプタ）も複数にするとパフォ

ーマンスが向上する。SCSIで複数のド

ライブを接続した場合、複数のドライ

ブで同時にI/O処理を行うことができ

るが、ドライブの数が増えると、今度

はSCSIのバスバンド幅がボトルネック

になる。SCSIアダプタを複数用意し、

多数のディスクを分散して接続するこ

とで、各ドライブあたりのバンド幅が

増やせるのである。もっとも、次に

PCIバスのバンド幅というボトルネッ

クが待っているのだが。

まぁ、そこまで行き着く前に、マシ

ンの増設を考えよう。サーバの場合は、

ディスクインターフェイスがボトルネ

ックになる前に、ネットワークのバン

ド幅がボトルネックになるからだ。デ

ィスクインターフェイスにお金をかけ

るより、ネットワークの100Mbps化、

スイッチの導入などの方がパフォーマ

ンスの向上に寄与する可能性が高い。

■さて、次回は

Linux日記などという題が付いてい

るにも関らず、今回はLinux固有の話

を何ひとつしなかった。

実はすでに次回分の原稿にとりかか

っている。パーティション絡みの話の

続きとして、スワップパーティション

の話を書き始めたのだが、スワップパ

ーティションの予備知識として仮想記

憶システムの話から始めたのが間違い

だった。Linux絡みの話は、もしかす

ると最後にちょろっと出てくるだけか

もしれない。とりあえず、仮想記憶の

ためのデーモンとか、vmstat、psなど

の管理ツールの話くらいまでは持って

いこうと思っているのだが、どうなる

ことやら。
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昔話になるが、フロッピーディスクやCD-

ROMからブートできないマシンの場合、ディ

スク障害でブート不能なときにどうするかと

いう話をしておこう。これを聞けば、今の環

境がどれだけ便利か、そしてなぜ年寄りが複

数パーティションを勧めるのかがわかっても

らえるのではなかろうか。

筆者が昔使っていたSun 3というUNIXワー

クステーションは、ハードディスクのほかに

はテープドライブしか付いていなかった。こ

れでルートファイルシステムに障害が発生

し、ブートできなくなった時はどうするか？

そもそもどうやって最初にインストールする

のか？

このマシンのROM BIOSは、ディスクのパ

ーティション分割やフォーマット、ブートを

行うことができた。興味深いのは、テープド

ライブからのブートもサポートしていたとい

うことである。まず、ディスク上にパーティ

ションを設定する。そして、テープドライブ

からコピープログラムをブートするのである。

このプログラムは、あるデバイスから読み込

んだバイナリデータを別のデバイスに書き込

むことができる（ddのようなものだ）。CD-

ROM上のイメージファイルをフロッピーディ

スクにコピーして、ブートフロッピーを作る

ことを思い浮かべれば、これがどのようなプ

ログラムかわかるだろう。このプログラムを

使って、テープ上に用意されたルートファイ

ルシステムのイメージをスワップパーティシ

ョンにコピーするのである。これで、障害の

ないルートファイルシステムが準備できた。

次に、マシンをリブートして、スワップパーテ

ィション上のファイルシステムを指定してブー

トする。このルートファイルシステムには、

インストールプログラムのほか、診断／修復

プログラム、リストアプログラムなどが含ま

れている。インストールプログラムを使えば、

システムの最初のインストールをテープから

行える。診断／修復プログラムとリストアプ

ログラムを使えば、ファイルシステムを修復

したり、ダンプからリストアすることができ

るのである。

問題は、これに要する時間だ。スワップパ

ーティション上にルートファイルシステムを

作り、それをブートするまでに優に1時間程

度はかかる。修復やリストアはそれから始め

るのだ。ちょっと手間取れば、あっという間

に夜が明けてしまう。初めてフロッピーブー

トするPC UNIXを見た時、筆者は感動したも

のである。

Column

CD-ROMやフロッピーディスクで
ブートできないシステムの場合



前回はApacheの基本的な設定を解

説したが、本当のApacheのおもしろ

さはこれからあとである。初回は

Apacheをとにかく動かすまで、今回

は、自分ならではのApacheを動かし

たい。

Apacheは多くのWebサイトで利用

されているが、ISPでユーザーに解放

しているWebサーバとして利用する場

合、コンフィグレーションを書き換え

て、Apacheでありながら、Apacheと

は見えないような設定になっていると

ころもある。

今回は、そんな設定部分を見ていく。

なお、紹介例として、Red Hat Linux

6.0（英語版）でいっしょにインストー

ルしたApache 1.3.6をベースとしてい

る。ディレクトリ構造、コンフィグレ

ーションファイルの場所など、すべて

Red Hat Linux 6.0のApache設定ベ

ースとなっている。

話がややこしくなりそうなので、あ

らかじめ書いておこう。ドキュメント

ディレクトリとディレクトリの関係だ。

Apacheでは、HTMLファイルなど

のドキュメントファイルを置くディレ

クトリを、ドキュメントディレクトリ

という。Red Hat Linux 6.0ベースで

あれば、/home/httpd/である。

URLでサイトのトップを指定したと

き、読み込まれるディレクトリがドキ

ュメントディレクトリで、ルートディ

レクトリとは場所がちがう。ここを注

意していてほしい。

なお、環境設定ファイルがある場所

は、/etc/httpd/confで、ここはコン

フィグレーションディレクトリである。

■ファンシーインデックスを切ればむだ
なトラフィックが軽減する

「http://www.ascii.co.jp/linux/」

のように、ディレクトリ止めでURLを

指定したとき、そこにindex.htmlなど

のインデックスファイルがなかった場

合、そのディレクトリ中のファイル一

覧を表示させる機能がある。この機能

は、access.confの40行目にある、

Options Indexes

である。これは前回もちょっと触れた

とおりだ。この表示がファンシーイン

デックスで、Webらしくファイルのア

イコン付きで表示される。これはこれ

で悪くないが、リスト一覧を出すたび

に、むだな画像ファイルまで転送され

る。しかも、正しく画像ファイルを出

力しようとすると、画像ファイルのデ

ィレクトリもちゃんと管理しなければ

いけない。実に手間な作業となる。

そこで、インデックス表示はしたい

けれども、画像はいらないと割り切れ

るならば、/etc/httpd/conf/srm.conf

の31行目を、

# FancyIndexing off

として、ファンシー表示を設定しない

ようにする。これで、インデックス表
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文：中島昌彦
Text : Masahiko Nakajima

Linuxで使えるデータベースやイントラネットソフトが
多くなってきた。クライアントにWebブラウザを使うよ
うになってきているため、WebサーバとしてのApache
の必要性が高まっている。多機能で複雑な設定ファイ
ルを理解してApacheを使いこなしてみよう！
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自分だけのApacheコンフィグレーション

ほかとはちがうApacheへ

ファンシーインデックスの
カスタマイズ

Webサーバ構築術（第2回）



示時の画像ファイルの管理や、画像フ

ァイル転送によるトラフィック問題に

頭を悩まさなくてすむ（画面1）。

■アイコンファイルを書き換える

逆に、ファンシーインデックスで画

像部分をもっとかっこよく、自分で定

義した別のアイコンを表示したいこと

もある。そんなときは、srm.confの31

行目以降にある部分を変更していく。

36行目以降、68行目までの記述が、

インデックス表示時に組み合わせるア

イコン指定だ。いくつか例を出すと、

AddIconByEncoding (CMP,/icons

/compressed.gif） x-compress x-gzip

は、MIMEタイプで定義した形式に合

わせてアイコンを表示させるオプショ

ンだ。この場合、x-compressもしくは

x-gzipのMIMEエンコード形式のファ

イルには、/icons/compressed.gifの画

像ファイルを表示する。画像ファイル

の場所は、ドキュメントディレクトリ

から追っていく。Red Hat 6.0であれ

ば、/home/httpd/iconsというディレ

クトリにある画像ファイルが該当する。

AddIconByEncoding以外にも、

AddIconByType、AddIconというオ

プションがある。AddIconByTypeは

MIMEタイプの拡張子に対して、

AddIconはファイル名単位で画像を定

義づけられる。これらの書式は、いず

れも、

オプション名　画像ファイル名　指定形式

という形式になる。そして、いずれの設

定にも合致しないファイルは、Default

Iconで指定した画像ファイルが適用さ

れる。デフォルトでは、/icons/un

known.gifが指定されている。

■アイコン画像にだってALTが必要

画像には、ALTを付けて、画像の

中身を表示すべきというポリシーを持

つ人が多い。FancyIndexingであろう

とも、このポリシーは持つべきだ。

そこで、AddAl t、AddA l tBy

Encoding、AddAltByTypeというオ

プションが用意されている。それぞれ、

AddIcon、AddIconByEncoding、

AddIconByTypeに合わせてALTを送

り 出 す と い う も の だ 。 し か し 、

AddIconで定義して、さらにAddAlt

で定義するという方法は実に面倒だ。

しかも、定義忘れが出てくる。そこで、

AddIconするときに、いっしょにALT

も定義するという方式が使われる。

デフォルトのsrm.confでは、36行～

41行がまさにそれで、

オプション名　（ALT文字列,画像ファイル

名） 指定形式

という書式になる。ただし、この書式

をDefaultIconで指定しようとしてもで

きない。

■詳細表示欄にファイル内容を記載

ファンシーインデックスをよく見る

と、右端にDescriptionという欄があ

る。ここに何も記載されていないと落

ちつかないなら、AddDescriptionで指

定していく。書式は、

AddDescription "詳細内容" ファイル名
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画面1 インデックス表示の2つの方法
右側がデフォルト設定になっているファンシーインデックス。左側がファンシーインデックスをオフにしたときのインデ
ックス表示。ファンシーインデックスを利用することで、Webサーバのインデックス表示らしくなる。

コマンド名 動作概略 書式
AddIconByEncoding MIMEエンコード形式に合わせた画像 オプション名（ALT文字列,

ファイル定義 画像ファイル名）指定
AddIconByType MIMEタイプに合わせた画像

ファイル定義
AddIcon ファイル名単位での画像ファイル定義

（正規表現で指定できる）
DefaultIcon いずれにも合致しない場合、デフォルト DefaultIcon 画像ファイル

で表示する画像アイコン指定
AddDescription Description欄への記述 AddDescription "詳細内容" ファイル名
HeaderName ヘッダ部分に表示する文字もしくはHTML HeaderName ファイル名
ReadmeName 最後に付加する文字もしくはHTML ReadmeName ファイル名
IndexIgnore インデックス表示対象外のディレクトリ、 IndexIgnore 名前

ファイルを指定

表1 ファンシーインデックス周りの設定コマンド



となり、ファイル名部分には、拡張子の

み、ドキュメントディレクトリからのフ

ルパス、ワイルドカード指定ができる。

AddDescription "HTMLファイル" .html

AddDescription "CGIファイル" .cgi

という指定をすれば、拡張子htmlと

CGIに対しては、それぞれ「HTMLファ

イル」「CGIファイル」が表示される。

■先頭とお尻に定型文を表示したい

いよいよ設定も大詰めだ。個人だと

そうでもないが、会社でWebサイトを

運営するとなると、いろいろな制限が

加わる。HTMLのヘッダ部分は統一と

か、HTMLの最後にはCopyright表記

を入れるといったように、いろいろな

約束がある。インデックス表示ぐらい

は例外であってもいいと思うが、これ

ができてしまう以上、できないといっ

て逃げるわけにはいかない。

デフォルトでは、srm.confの83行目

と84行目に、

ReadmeName README

HeaderName HEADER

という定義がしてある。これは、指定

したURLがインデックス表示設定にな

っていたとき、インデックスを表示す

るときにヘッダ部分をHEADER.html

ファイルもしくはHEADERファイル

に置きかえ、最後にREADME.htmlフ

ァイルもしくはREADMEファイルを

付け加えて表示するという設定だ。

いずれも、指定したカレントディレク

トリ上のREADME.htmlもしくは

HEADERファイルを読み出す。この

ファイルは、インデックスを表示する

全てのディレクトリにそれぞれ置いて

おく必要がある。

ところで、この2つのファイルをデ

ィレクトリに入れてからインデックス

を表示させると、あることに気がつく

はずだ。入れたはずのREADME.html、

HEADER.htmlが表示されないのだ。

確かにファイルは存在するが、インデ

ックス表示からは除外されている。こ

うした表示しなくてもいいファイルは、

インデックス表示から排除する設定が

できるようになっているのだ。

■インデックス表示しないファイルを設定

インデックス表示が危険な理由は、

まさにここだ。ディレクトリによって

は、隠しもっている設定ファイル、パ

スワードファイルの存在がインデック

ス表示でばれる危険性を持つ。

そこまでしてインデックス表示をす

ることはないと思うが、インデックス

表示にこだわるならば、表示しないフ

ァイルの設定も必要となる。

これは、srm.confの89行目にある

IndexIgnoreで指定する。デフォルト

では、

IndexIgnore .??＊ ＊~ ＊# HEADER＊
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AddIconByEncoding （圧縮ファイル,/icons/compressed.gif） x-compress x-gzip

AddIconByType （HTMLファイル,/icons/text.gif） text/＊
AddIconByType （画像ファイル,/icons/image2.gif） image/＊
AddIconByType （音声ファイル,/icons/sound2.gif） audio/＊
AddIconByType （動画ファイル,/icons/movie.gif） video/＊
AddIcon （バイナリファイル,/icons/binary.gif） .bin .exe

AddIcon （MacのBinHex,/icons/binhex.gif） .hqx

AddIcon （tarファイル,/icons/tar.gif） .tar

AddIcon （wrlファイル,/icons/world2.gif） .wrl .wrl.gz .vrml .vrm .iv

AddIcon （圧縮ファイル,/icons/compressed.gif） .Z .z .tgz .gz .zip

AddIcon （そのほかの画像,/icons/a.gif） .ps .ai .eps

AddIcon （HTMLファイルほか,/icons/layout.gif） .html .shtml .htm .pdf

AddIcon （テキストファイル,/icons/text.gif） .txt

AddIcon （Cのソース,/icons/c.gif） .c

AddIcon （スクリプトファイル,/icons/p.gif） .pl .py

AddIcon （forファイル,/icons/f.gif） .for

AddIcon （dviファイル,/icons/dvi.gif） .dvi

AddIcon （uuファイル,/icons/uuencoded.gif） .uu

AddIcon （シェルスクリプトファイル,/icons/script.gif） .conf .sh .shar .csh .ksh .tcl

AddIcon （texファイル,/icons/tex.gif） .tex

AddIcon （coreファイル,/icons/bomb.gif） core

AddIcon （1つ上へ,/icons/back.gif） ..

AddIcon （最初に読んで,/icons/hand.right.gif） README

AddIcon （ディレクトリ,/icons/folder.gif） ^^DIRECTORY^^

AddIcon （ブランク,/icons/blank.gif） ^^BLANKICON^^

DefaultIcon /icons/unknown.gif

AddDescription "HTMLファイル" .html

AddDescription "CGIファイル" .cgi

AddDescription "画像ファイル" .gif .jpg .eps

AddDescription "MacのBinHex" .hqx

AddDescription "ディレクトリ" ..

AddDescription "Windowsの実行ファイル" .exe

AddDescription "圧縮ファイル" .gz .zip .sit .sea

AddDescription "アーカイブファイル" .tar

AddDescription "音声ファイル" .snd

▼リスト1 srm.confのファンシーインデックス周りの設定例

このように定義していくことで、ファンシーインデックスがよりいっそうファンシーになる。



README＊ RCS

となっている。正規表現も含まれてい

るので順次解説すると、ファイル名も

しくはディレクトリ名が、

・「. 」で始まっている3文字以上のもの

・「 ̃」が含まれているもの

・「#」が含まれているもの

・「HEADER」で始まるもの

・「README」で始まるもの

・「RCS」

の6つがインデックス表示から除外さ

れる。これに合わせて見せたくないフ

ァイルを設定すれば、INDEX表示で

見せてはいけないファイルを表示でき

なくできる。ちなみに、最初の指定で

ある「.」で始まって3文字以上という

指定は、カレントディレクトリ（ . ）

親ディレクトリ（ .. ）を除外するとき

によく使う指定方法。これを指定する

ことで、.htaccessや.htpasswdの存在

を公表しないですむ。

さらに、もうひとつ、HEADER

.htmlもしくはHEADERファイル、

README.html、READMEファイル

のインデックス表示を抑制するために、

HEADER＊とREADME＊というパタ

ーンが表示抑制されている。このため、

HEADER1やREADME.txtというファ

イルやディレクトリも、すべてインデ

ックスでは表示されない。これでは困

るのなら、

IndexIgnore .??＊ ＊~ ＊# HEADER,html

HEADER README.html README RCS

という指定でIndexIgnoreを変更する。

;

; 独自のエラー画面でエラー内容を

rootにメール送信

Apacheで見た目を大きく変える設

定がもう1つある。エラー時の表示だ。

エラー時の画面というと、多くのWeb

サイトが何も設定していないものだ。

URLが間違っていたときは、ブラウザ

から質素なメッセージが返ってくる。

このためか、IEでは独自にエラーペー

ジを作って返してくれる。

エラーページを独自のものにした場

合、IEのこの設定は大きなお世話だ。

IE 5であれば、[ツール]-[インターネッ

トオプション]-[詳細設定]と選び、ブラ

ウズの欄にあるHTTPエラーメッセー

ジを簡易表示するというチェックを外

しておく。これで、独自のエラー画面

のデバッグができる。

■エラーコードに合わせたHTMLを作る

エラーページといっても、難しいこ

とをするわけではない。エラーに合わ

せて、そのときに表示するページを作

り、それを設定する。手間といえば、

エラー表示のページを作ることぐらい

で、ほかにこれといった面倒な作業は

出てこない。それでもエラーページを

独自のものにしない理由は、本来見せ

るべきコンテンツにパワーを割いてい

て、エラーページまでは手が回らない

といったあたりだと信じている。

ところで、一部のISPは独自のエラ

ーページを作っている。こうしたISP

のWebサイトへアクセスすると、ユー

ザーの立場に立っているなと実感でき

るものである。一般のWebサイトでも、

サーバのエラーコードを返すだけでは

なく、なにかしらの独自エラーページ

が出れば、わざわざ見に来てくれた人

たちに対して、敬意を表せそうだ。

まず、コンフィグレーションファイ

ルの設定だが、エラー時のリダイレク

ト処理設定は、srm.confの215行目か

ら230行目となる。すべてがコメント

アウトしてあるため、なかなか気がつ

かないが、ErrorDocumentというコマ

ンドを使い、エラー番号が出たときに

は、それを特定のHTMLにリダイレク

トするという設定がここである。リダ

イレクト先は、ファイルでもCGIでも

SSIでもかまわない。

もっともよくある、ファイルが見つか

らない場合を例にとろう。エラー番号

404のこのエラーは、srm.confの223行

目のコメントを外し、さらに修正をか

けて次のようにする。

ErrorDocument 404 /missing.cgi

書式は、ErrorDocumentというコマ

ンドに続き、エラー番号、そして、リダ

イレクト先のURLである。この例では、

404のエラーが出たときに、/missing.

cgiにリダイレクトをする設定になる。
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/のインデックス表示です<BR>

ここまで<BR>

<BR>

リンクは自由です。許諾願いはいただかな
くて結構です

▼リスト2 HEADER.html、README.htmlの例

いずれも、カレントディレクトリにあるHEADER.html、
README.htmlのみが有効。

画面2 HEADER、README、AddDescription処
理を加えたファンシーインデックス表示
これぐらいまで手を加えると、独自Webサイトらしいイ
メージになる。

独自のエラー画面でエラー内容
をrootにメール送信



ここまで指定すれば、あとはmissing.

cgiを作るだけ。これで、指定ファイル

が見つからないときの対処ができる。

問題はCGIの中身だ。ユーザーを正し

いURLに導くようなものもいいだろう

し、エラー内容を記録しておき、エラー

が出ないようにコンテンツ側を対処する

という前向きな姿勢で使う方法もいい。

リスト3のサンプルでは、エラー画

面を出すと共に、リクエストしたURL

と飛んできた元のURLを控え、リンク

元の修正に役立てようというコンセプ

トのものだ。わざわざリダイレクトした

ファイルで記載せずに、アクセスログ

から確認するという方法もある。しか

し、膨大な量のアクセスログからgrep

するぐらいなら、特定ファイルに書き

込んでしまうほうが楽だ。もしアクセ

ス数が少ないWebサイトならば、エラ

ーメッセージをすべてメールで送り付

けるようにすれば、早く対策が取れる。

そんなコンセプトである。

サンプルでは、リクエストのあった

URLとリンク元の2つをメールとして

rootに送信する。

■404、408、500のエラーに対処

Apacheの返すエラーコードは多数

ある。これらすべてに独自のページを

作っていてはあまりにも手間がかかる。

最低限なにか1つというならば、404の

ファイルが見つからないときだけを押

さえていればなんとかなる。

これに加えて、スクリプトが動いて

いる環境下なら、エラーコード500の

サーバエラーを、アクセス数が多くタ

イムアウトが続出するようなところで

あれば、408のリクエストのタイムア

ウトあたりもだ。このあたり、作れる

ならばいくらでも作ってオリジナルサ
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#!/usr/bin/perl

print<<END;

Content-type: text/html\n\n

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>URLが間違っていませんか</TITLE>

</HEAD>

<BODY>

<H1><FONT COLOR="red">$ENV{REQUEST_URI}</FONT>の指定は間違ってい
るようです。</H1>

もう一度入力したURLを確認してください。
</BODY>

</HTML>

END

open (MAIL,"|sendmail -t");

print MAIL<<MSG;

To: root

From: WEB MASTER<root>

Subject: WEB:NOT FOUND(404)

REQUEST URL:$ENV{REQUEST_URI}

REFERER URL:$ENV{HTTP_REFERER}

MSG

close MAIL;

exit;

▼リスト3 missing.cgiの例

いろいろとsrm.confの書き換えを紹介して

きたが、srm.confに限らず、/etc/httpd/conf

以下にあるコンフィグレーションファイルを

書き換えたときには、Apache自体を再起動

しないと書き換えた内容が反映されない。

再起動といっても、LinuxではOSの再起動

をする必要はない。Red Hatでは、/etc/rc.d/

init.d/以下に起動時のデーモンを動かすクー

ロンファイルが一式入っている。そこで、su

でrootに入り直し、再起動する手順をとる。

コンフィグレーションを書き換えたあとに、

/etc/rc.d/init.d/httpd restart

とすれば、Apacheのプロセスを停止し、再

度スタートという形でリスタート作業をする。

もし書き換えたコンフィグレーションファ

イルが正しくなければ、エラーメッセージが

出るので、それを元に問題点を解消する。

Column

コンフィグレーションファイルを書き換
えたらhttpdのrestartを忘れずに

# /etc/rc.d/init.d/httpd restart

Shutting down http: httpd

Starting httpd: httpd Syntax error on line 14 of

/etc/httpd/conf/srm.conf:

Invalid command 'ERROR', perhaps mis-spelled or defined by a module

not included

in the server configuration

画面　修正したコンフィグレーションファイルに問題があれば、ファイル名と問題のあった行番号、内容が表示される。



ーバを目指せばいい。

;

; psをすると、httpdは10個動いてい

る

デフォルトのまま利用していると、

Apacheのサーバが10個動いているこ

とに気がつく。10個も動かしたわけで

はないし、アクセスしたプロセスがそ

のまま生きているわけでもない。

サーバ周りでいちばん負荷のかかる

部分は、コネクション時の処理である。

気持ちよくレスポンスを返すには、ユ

ーザーのコネクション要求に合わせて

プロセスを立ち上げずに、待ち受けて

見張るという方式だ。

こうした設定は、httpd.confの250行

以下で設定する。とはいえども、ごく

普通のWebサイトを立ち上げる限りで

は、これらの設定を変更する必要はま

ずない。かなりのアクセス数が見込ま

れるWebサイトになった段階で、初め

て意味をなす設定だ。また、実際に変

更すると、どれだけレスポンスが変わ

るかという実証も、試せる環境がない

ので、ドキュメントの受け売りで触れ

ておこう。

デフォルトの設定を見ていくと、表

のようなコマンドが目につく。アクセ

ス数の多いサイトではこの要素を書き

換えることで大きく動作環境が変化し

ていく。

Timeoutは、なにかしらの原因でク

ライアントが接続しっぱなしになった

とき、サーバ側がタイムアウトとして

接続を切断する時間だ。あまりにもト

ラフィックが高いサーバへのアクセス

時や、接続経路のトラフィックが高い

ときに、この設定は有効になるはずで

ある。既定値は5分になっているが、

これ以前にクライアント側のブラウザ

がタイムアウトで接続を切るはずなの

で、もう少し小さな値でもかまわない

はずだ。

KeepAliveは、一度コネクションを

張ったポートに対して、連続した要求

を受け付けるというものだ。Webブラ

ウザは、HTMLの読み込み、画像の読

み込みと、いくつものコネクションを連

続して発生する。このとき、KeepAlive

で接続すると、コネクションを張り直さ

ないため、サーバとネットワークトラフ

ィックの負荷が軽減する。最近のブラ

ウザはKeepAliveできるため、通常ど

おり使っていれば何も考えずにKeep

Aliveしている。ただし、KeepAlive

は、CGIには適用されない。あくまで

もファイルサイズが決まっているもの

のみ適用される。

なお、ブラウザによって、KeepAlive

を正しく処理できないどころか、フリ

ーズするものがある。これを除外するた

めに、BrowserMatchというコマンドを

使い、特定ブラウザではKeepAliveし

ないという設定になっている。あえて

修正する意味はないが、srm.confの

243行目にある、

BrowserMatch "Mozilla/2"

nokeepalive

BrowserMatch "MSIE 4\.0b2;"

nokeepalive downgrade-1.0 force-

response-1.0

はそのための設定である。

MinSpareServers、MaxSpare

Servers、StartServersが、いくつも

のhttpdプロセスを起動している張本

人だ。書いてあるとおりで、起動時に

10個のサーバプロセスを立ち上げる。

ちなみに、このStartServer値を8に

したところ、システムが使っているメ

モリ量が200Kバイトほど小さくなる。

確かに有効な手段ではあるが、数を減

らしたところでそれほど大きな節約に

はならない。また、StartServer値を

下げても、MinSpareServersの値も小

さくしなければ、起動時はサーバプロ

セス数が少なくても、動かしている間

にMinSpareServersの値までサーバプ

ロセスが増える。プロセス数をコント

ロールするならば、StartServerと

MinSpareServersはしっかり設定して

いかないといけない。

MaxClientsは、同時接続を許す最

大のクライアント数を指定する。設定値

は150で、KeepAliveが有効に動いて

いれば、150クライアントが接続できる。
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コマンド 既定値 説明
Timeout 300 クライアントの接続タイムアウト設定
KeepAlive On キープアライブ設定
KeepAliveTimeout 15 キープアライブのタイムアウト設定
MinSpareServers 8 最少のスペアサーバー数
MaxSpareServers 20 最大のスペアサーバー数
StartServers 10 起動時のサーバ数
MaxClients 150 最大クライアント数
MaxRequestPerChild 100 最大の子プロセス起動数

表2 Apacheの動作速度を改善する設定

psをすると、httpdは
10個動いている

[user]# ps ax | grep httpd

104  ?  S    0:00 httpd

106  ?  S    0:00 httpd

107  ?  S    0:00 httpd

108  ?  S    0:00 httpd

109  ?  S    0:00 httpd

110  ?  S    0:00 httpd

111  ?  S    0:00 httpd

112  ?  S    0:00 httpd

113  ?  S    0:00 httpd

114  ?  S    0:00 httpd

115  ?  S    0:00 httpd

122  p2 S    0:00 grep httpd

画面3 デフォルト状態でhttpdの動作プロセスを表示。
10個のApacheが動いている。
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前々回に日本語の表示と入力を扱ったが、個々の入力環

境に具体的に触れることまではできなかった。ちょうど、

TurboLinux日本語版4.0にATOK12 SE for Linuxがバ

ンドルされて出荷されたところなので、ここで日本語入力

システムをざっと一望してみたい。個別のシステムを紹介

する前に、UNIXの日本語入力システムについて、視点を

変えてまとめ直しておくことにしよう。

●かな漢字変換サーバ

日本語入力では、かな漢字変換を欠かすことができない。

UNIXの環境では、そのかな漢字変換を行う機能を文字入

力から切り離している。つまり、入力そのものとは別に、

かな漢字変換サーバを持つのである。標準的にネットワー

ク上で運営されるUNIX環境で好んで用いられるサーバク

ライアントモデルで実現されているのだ。変換機能をサー

バとして別に持つことによって、

・変換サーバを別のホストに置くことによって、入力を行

うマシンの負荷を減らすことができる。

・変換サーバという資源を共有することによって、資源を

節約することができる。

・同じ変換サーバを使うクライアントすべてで同じ日本語

環境を使え、辞書や、頻度情報などのかな漢字変換に必要

な情報を共有することができる。

・各アプリケーションでも、同じ日本語入力環境が使える。

などのメリットが生まれたのだ（図1）。

●アプリケーションとかな漢字変換サーバ

かな漢字変換サーバとやり取りを行うクライアントに

は、いくつかの種類がある。

まず、ユーザーから入力を受け取ることが主な機能のひ

とつとなるエディタは、その機能を利用し、それを拡張し

て直接かな漢字変換サーバとやり取りすれば、かな漢字変

換機能を実装したエディタとしてふるまうことができるよ

うになる。これは日本語を扱うエディタとしては、非常に

大きな魅力だ。Muleに代表されるEmacs系のエディタが、

この機能を持つ。これらのエディタは、変換サーバさえ動

いていれば、かな漢字変換を行うことができ、後述のフロ

ントエンドプロセッサや、XのInput Methodなどは必要

ない（図2）。必要なのは、かな漢字変換サーバを立ち上

日 本 語 
環 境 

文：富樫秀昭
TEXT：Hideaki Togashi

入力システム

Linuxの

かな漢字変換サーバ 

TCP／IP

クライアント1

Mule

Mule

クライアント2

kinput2

kinput2

クライアント3

Mule
kinput2

Mule

kinput2

図1 サーバクライアントモデル



Linux magazine October 1999196

Li
nu

x 
m

ag
az

in
e 

Sp
ec

ia
l

げておくことだけである。もちろん、Muleコンパイル時

にかな漢字サーバとやり取りするために必要なコードを組

み込んでおく必要がある。vi系のエディタには、かな漢字

変換サーバとやり取りするためのライブラリとして

ONEW（おニュー）があり、これを組み込んだjvim、

jelvisなども、かな漢字変換サーバとやり取りすることが

できる。

●端末用日本語入力フロントエンドプロセッサ

しかしこれらのアプリケーションと直接やり取りする方法

では、それを使っている間はよいのだが、使っていない時に

はかな漢字変換を行うことができないことになってしまう。

そこで、端末レベルでかな漢字変換機能を提供し、その端

末上で動くアプリケーションならば何でも日本語入力できる

ようにと考えられたのが、端末用の日本語入力フロントエン

ドプロセッサである。具体的には、Wnn4のuum（うー

む）、Cannaのcanuum（きゃにゅうむ）などが、これに当

たる。これらの日本語入力フロントエンドプロセッサは、

端末とアプリケーションとの間に介在して、端末から受け

取った入力をかな漢字変換サーバとのやり取りで変換して、

変換後のデータをアプリケーションに渡すのである（図3）。

この日本語入力フロントエンドプロセッサを使えば、端

末上で動作するアプリケーションならば何でも日本語入力

をすることができ、後述するXのInput Methodのように

X Window Systemを必要とすることもない。かな漢字

変換サーバと、この日本語入力フロントエンドプロセッサ

を立ち上げておきさえすればよいのである。一方、Xのア

プリケーションのように端末で動作しないアプリケーショ

ンには無力である。

●XIM（X Input Method）

Xのアプリケーションがかな漢字変換サーバと個別にや

り取りするのは非効率的である。そこで、X Window

Systemにおいては、Xのアプリケーションとは別に日本

語入力を行うプログラムを用意し、Xの各アプリケーショ

ンがそのプログラムとやり取りをして、入力を行うプログ

ラムがかな漢字変換サーバとやり取りを行うという方式が

取られている（図4）。その入力を行うプログラムは、かな

漢字変換サーバに対してはクライアントとして動作するの

だが、Xのアプリケーションに対してはサーバとして動作

するので、入力サーバという言い方もされる。入力サーバ

とXのアプリケーションとの間のやり取りは、X11R6で定

義されたXIM（X Input Method）というプロトコルで

行われるので、この入力サーバはInput Method、もしく

は単にIMと呼ばれることもある。IMの代表的なものとし

てkinput2があげられる。

アプリケーションがこの入力サーバとやり取りを行うに

は、一定の手続きが必要となる。まず、当然のことながら

かな漢字変換サーバを立ち上げておいてから、

1. 環境変数XMODIFIERSで入力サーバを指定する。

$ export XMODIFIERS="@im=kinput2"

Mule
かな漢字変換サーバ 

辞書ファイル 

変換要求 

変換結果 

jserver

アプリケーション 

たまご 

jlib

図2 アプリケーションとかな漢字変換サーバー（Muleとjserverの例）

日本語入力フロント 
エンドプロセッサ 

辞書ファイル 

変換要求 
入力 

変換結果 

変換結果 

アプリケーション 

かな漢字 
変換サーバ 

端末 

図3 日本語入力フロントエンドプロセッサ

XIM

かな漢字変換 
サーバ 

アプリケーション 

Xサーバ 

Xlib

XIMプロトコル 

かな 漢字 

イベント 結果 
入力サーバ 
kinput2

かな漢字変換 
サーバ 

入力サーバ 
kinput2

図4 XIMを利用したかな漢字変換
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2. 入力サーバを利用するアプリケーションのリソースを指

定する。たとえばktermなら、̃/.Xresourcesなどに次の

ように指定する。

KTerm*VT100*translations:  #override \

Shift<Key>space: \

begin-conversion (_JAPANESE_CONVERSION)

KTerm*allowSendEvents:     true

1行目は「Shift＋スペースキー」で日本語変換を開始

することを指定しており、2行目は入力サーバにイベント

を送ることを許す指定である。

3. 入力サーバを立ち上げる。

以上が、入力サーバを利用するための一般的な手順だ。

通常は、ドットファイルなどで自動的に設定されるように

なっている。以上の手続きを済ませておけば、そこで指定

したアプリケーションで、指定した入力サーバを利用でき

るようになるのである。

この方式の利点は、Xの各アプリケーションに統一的な

日本語入力システムを提供できる点である。ktermはそれ

自身端末であるが、同時にXのアプリケーションなので、

同じIMが使えるのである。一方、X Window System以

外では、この入力方式はもちろん利用することはできない

し、Xの環境の中でもエディタなどのように入力作業が煩

雑なアプリケーションでは、IMの操作性とエディタ自身

の操作性に一貫性がないと使いにくい場合もあるだろう。

このように、UNIXの日本語入力システムの仕組みは、

一様ではない。変換効率を支えるのがかな漢字変換サーバ

であることは間違いないが、入力時の操作性を支配するの

は主にそのクライアントであり、動作する環境によって利

用できるクライアントが異なるのだ。この点に留意しなが

ら、以下各日本語入力システムを見ていくことにしよう。

Wnn（うんぬ）という名前は、「わたしの名前は中野で

す」（中野さんというオムロンの社員がいた）を一括変換

できるように作られたシステムであることから、その各文

節の頭文字を取ったものである。当時は一括変換できると

いうことが画期的なことだったのである。開発開始が1985

年、最初のリリースは1987年。Wnn4までは京都大学、

オムロン、アステックによって共同開発されており、その

後はWnnコンソーシアムとオムロンによってバージョン

アップが継続して行われ、Wnn4.2でX11R6がサポートさ

れている。商品としては、オムロンが共同著作権者の同意

を得て、1995年にWnn6、1996年にWindows 95版の

Wnn95、1999年にWindows 98に対応したWnn98がオ

ムロンソフトウェアから発売されている。一方で、Wnn4

がフリーのソフトウェアでありながら制限もあり、商品の

Wnnとの混乱もあったため、Wnn4.2のライセンスを

GPL2としたFreeWnn 1.0が1999年4月に公開されてい

る（FreeWnnの公式サイトはhttp://www.freewnn.org/）。

ここで取り上げるのは、商品のWnnの最新バージョン

3.0である（以下Wnn6と記述のあるものは、このバージ

ョンのWnn6のこと）。単体でも発売されているが（9800

円）、TurboLinux日本語版4.0にもバンドルされている。

Wnn6の公式サイトはhttp://www.omronsoft.co.jp/SP/

unix/wnn6/である。

Wnnの特徴を見ると、開発時の精神を垣間見ることが

できる。特に、変換効率、サーバクライアントモデル、ユ

ーザーがなるべく自由に資源を利用できるようにすること

という3点については、開発時から一貫して守られてきた

特徴である。Wnn6は、商品としてそれをさらに強化した

ものだ。FI（Flexible Intelligence）機能によって変換効

率を向上し、サーバクライアントモデルを一歩進めて活用

画面1 Wnn6の環境設定

Wnn6 for Linux／BSD Ver.3.0
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することによってオフライン学習機能、Windows版の

Wnnの提供などを行い、またユーザーの利便を考えて他

の日本語入力システムと辞書のやり取りを行うツールを提

供している。岩波書店の国語辞典をもとにした辞書が付属

している。他の日本語入力システムにはないWnnの特徴

として、韓国語、中国語を扱えることがあげられるが、

Wnn6にはそれらの変換サーバは含まれていない（Wnn

for Javaで多国語をサポートし、Windows版でそれぞれ

の入力システムが個別に販売されている）。

Wnn6の日本語変換サーバはjserverであるが、この他

に変換サーバにライセンス供与を行うライセンスサーバ

dpkeyservが動いている必要があり、また変換サーバと独

立に辞書引きサーバwnndsを稼動することもできる。ク

ライアント（IM）ととなるxwnmoは、GUIで環境設定な

どを行うことができるものだが（画面1）、TurboLinux日

本語版4.0でインストールを指定してもデフォルトで起動

されることはなく、マニュアルの説明に従って起動する必

要がある。基本的に、XMODIFIERSの指定とXアプリケ

ーションのリソース指定だけだが、デフォルトで起動され

るようになっているkinput2は起動しないようにし、さら

に現在使っているマシンにtelnetでloginできるようにネ

ッ ト ワ ー ク 設 定 を 行 う 必 要 が あ る 。 詳 細 は 、

/usr/local/OMRONWnn6/doc/にあるマニュアルを参照

していただきたい。xwnmo が正常に立ち上がれば、

「Ctrl＋￥」でルートウィンドウが表示されるはずだ（画

面2）。これで日本語入力が可能になる。

jserverのクライアントには、xwnmo以外にも、IMで

はkinput2、日本語入力フロントエンドではuum（うー

む）、そしてMuleのたまごなどが利用できる。ただし、

Wnn6にはこれらは付属しておらず、FreeWnnに付属し

ているものではWnn6の実力を完全に引き出すこともでき

ないようだ（uumはWnn6製品版には入っておらず、

TurboL inux 日本語版 4.0 にも入っていなかった）。

xwnmoだけを利用するなら問題ないのだが、xwnmoのキ

ーバインド（表1）はちょっと特殊であり、しかも（uum

以外の）その他のクライアントとはキー操作が異なる。こ

れは少し使いにくいだろう。たとえばMuleを多用するな

ら、たまごに合わせてegg風のキーバインドを選択すると

よいだろう。これで、たまごのようにスペースキーで変換

してくれるようになる。ちなみに、TurboLinux日本語版

4.0でインストールされるMuleは、デフォルトでたまごを

使うようになっている。「Ctrl＋￥」でフェンスモード

（ローマ字変換のモード）に入ると、後はスペースキーで

変換を行うほかは、ほとんどxwnmoと同じである。Mule

の中でもxwnmoを使いたいなら、

$ mule -nw

と、端末モードでMuleを使う。

かんなは、日本電気によって開発されたフリーソフトウ

ェアの日本語入力システムだ。1989年に開発が始められ、

1991年にバージョン1.2が公開されている。その後現在ま

で、UNIX上のフリーソフトウェアとして配布されている

（Windows版は1998年からCanna for Windows 95が日

本電気より販売されている）。かんなのホームページが、

http://www.nec.co.jp/japanese/product/computer/sof

t/canna/に設けられている。

かんなの特徴は、開発時のコンセプトによく現われてお

り、それが現在もそのまま継承されている。

・複数のかな漢字変換の同時処理

・簡単なライブラリの提供

・豊富なカスタマイズ機能の提供

・カスタマイズファイルの一元化

ここに隠されているキーワードは、「統一的な入力イン

ターフェイス」である。本稿の初めに解説したように、

UNIX上の日本語入力環境は一様ではない。場面に応じて

機能 キー
変換開始 Ctrl＋￥
変換 Ctrl＋W
確定 Ctrl＋L／Enter
文節拡張 Ctrl＋O
文節縮小 Ctrl＋I
ひらがな変換 F6
カタカナ変換 F7
半角変換 F8
ローマ字変換 F9

画面2 xwnmoのルートウィンドウ

表1 xwnmoの主なキーバインド

かんな
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さまざまな入力環境が提供され、そのどれひとつとしてす

べての場面で使えるものはないのである。そのUNIXの日

本語環境に統一的なユーザーインターフェイスを提供しよ

うというのが、かんなのコンセプトなのだ。

そのためのキーポイントとなるのが、2番目の「簡単な

ライブラリの提供」だ。ユーザーインターフェイスライブ

ラリとそのライブラリが変換サーバとやり取りするための

変換ライブラリを提供し、他のアプリケーションがそれを

組み込むことによって容易にかんなを使えるようにすると

ともに、同じライブラリを使うことによって統一的なユー

ザーインターフェイスを確保できるのである。ユーザーイ

ンターフェイスライブラリが、1つのカスタマイズファイ

ルを使うようにすれば、各アプリケーションでカスタマイ

ズファイルを一元化できる。一方、いろいろな変換サーバ

とのやり取りを行う変換ライブラリを複数用意し、それら

がユーザーインターフェイスライブラリとやり取りを行う

APIを統一すれば、複数のかな漢字変換を動的に切り替え

て利用できることになる。実際には各日本語入力システム

には特有のプロトコル、特有のインターフェイスがあり、

もちろん各入力システム間で完全にシームレスな環境がで

き上がっているわけではない。しかし、かんなに関する限

り、この開発時のコンセプト、統一的な入力インターフェ

イスは、実現されていると言うことはできる。

かんなのかな漢字変換サーバーは逐次自動変換を実現し

たcannaserverだ。入力環境としては、日本語入力フロン

トエンドプロセッサのcanuum（きゃにゅうむ）、X上の

IMであるkinput2（画面3）、Mule上の「かんな/emacs」

が利用できる。そして前述のようにこれらの動作はすべて、

同じカスタマイズファイル「̃/.canna」でカスタマイズす

ることができる。

.cannaのサンプルは、かんなのインストールされたディ

レクトリの中のsampleというディレクトリに、いろいろ

な日本語入力システムに似せた設定とともに置いてあるの

で、それを自分のホームディレクトリに「.canna」という

名前でコピーして使う。

かんなの操作体系はちょっと変わっているが（図5）、通

常の入力はほとんど違和感なく行えるだろう（表2）。

「Ctrl＋N」、「Ctrl＋P」で文字種を順に変更するように

なっているところが、他の入力システムにはないところだ。

かんな/emacsの説明は、infoが提供されているので、

MuleやXEmacsで読むことができる。また、詳しいかん

なのドキュメントはTeXファイルで提供されているが、現

在のLaTeXでタイプセットするには手直しが必要だった。

sj3（エスジェースリー）は、ソニーが開発した日本語

入力システムで、もともとNEWS-OSに付属していたsj2

が改良され、フリーソフトウェアとして公開されたものだ。

sj3の制作年は、コピーライトの表示によると1990年、付

属のマニュアルNihongo.psのコピーライトは1994年から

となっているが、1990年以前はsj2がNEWS-OSに付属し

ている。

sj3は、当時としては比較的変換効率が良いものだった

ようだ。キーバインドなどを非常にきめ細かく設定できる

ところも、sj3の特徴としてあげることができるだろう。

画面3 cannnaserverを使ったkinput2

日本語入力モード [あ] 文字入力 Enterで確定 

字種変換モード[字種]かな漢字変換モード[漢字]

スペースキーで変換 
Ctrl+w

Ctrl+p Ctrl+n

全英 

半英 

全あ 全ア 

半ア 

候補一覧モード[一覧]

図5 かんなの操作体系

機能 キー
変換開始 Ctrl＋O／Shift＋スペース
変換・次候補 スペース
候補一覧 Ctrl＋W
次の文字種・次候補 Ctrl＋N
前の文字種・前候補 Ctrl＋P
文節伸長 Ctrl＋O
文節縮小 Ctrl＋I
中断 Ctrl＋G
確定 Enter
拡張メニュー表示 F10
表2 かんなの主なキーバインド
Mule（Emacs）のキーバインドを意識した作りになっている。

sj3
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今ではたいていのかな漢字システムでかなりの設定ができ

るが、同じ設定ファイルの中で各設定項目を環境変数

TERMの値ごとに設定ができるというものは、sj3くらい

しかないだろう。

sj3が環境変数TERMの値ごとに違う設定ができるよう

になっているのは、sj3が端末で動くことを前提とした日

本語入力フロントエンドプロセッサだからであろう（画面

4）。日本語入力フロントエンドプロセッサなので、X

Window Systemでなくても動くところが、大きな強みだ

ろうか。うまく設定すれば、非X環境でも、Xのktermで

も、設定ファイルを変更することなく、同じキー操作で日

本語入力できるようになる。

設定ファイルは「̃/.sjrc」である。デフォルトで使わ

れる「sjrc」というファイルを変更して利用するのが普通

だ。sj3デフォルトのキーバインドはファンクションキー

を利用したもので（表3）、軽快なキー操作を行うにはカス

タマイズは必須であろう。今となってはごく当たり前のこ

とだが、ローマ字変換規則もカスタマイズ可能で、

「̃/.sjrk」というファイルで設定する。デフォルトで使わ

れるファイル名は「sjrk」だ。sjrkもsjrcも、sj3のライ

ブラリディレクトリに一緒にインストールされている。

sj3にはUnbufferモードとBufferモードがある（図6）。

他のかな漢字変換システムでは起動している状態と起動し

ていない状態に近いもので、普通に使う分にはそのような

感じで動作するのだが、Unbufferモードはあくまでもバ

ッファリングしない状態であるだけで、そこでかな文字を

入れることももちろんできるが、その文字は変換できない。

変換キーを押してBufferモードに入ると、入力した文字が

バッファリングされるので変換可能となる。この際、入力

された文字が半角カタカナでも、漢字に変換することが可

能だ。整理されたシステムであるという見方もできる。

sj3そのものは、viを非常に意識した作りになっており、

文節の編集モードのキー操作などほとんどviそのものであ

るし、viの中でsj3を使って日本語入力している際にESC

でBufferモードを抜けると、そのままviのinsertモード

を抜けるところなど、実に小気味がよい。viとの親和性は

非常に高いといえるだろう。

sj3のかな漢字変換サーバは、sj3servである。Mule上

でWnnの入力環境となっているたまごに、このsj3servを

変換サーバとするsj3-eggがあり、sj3servと対話するライ

ブラリを組み込んだMule上でこれを利用すると、sj3serv

を利用できる。IMとしてはsjxaがあり、これもしくは

sj3servと対話するライブラリを組み込んだkinput2を使

えば、Netscape CommunicatorなどのXIMで日本語入

力を行うアプリケーションでも、sj3servを使うことがで

きるだろう。

VJE（ぶいじぇーいー）は、PC-9801上のMS-DOSで

単体のドライバとして動作する日本語入力フロントエンド

プロセッサとして、かなり早い時期からバックスより販売

されていたものだ。最初のVJE-αに続き、1985年には後

Unbufferモード 

Bufferモード 

変換モード 

変換 

変換 

編集 

編集モード Esc

Escか決定か数字キー 

Escか決定 

図6 sj3のモード遷移画面4 sj3での日本語入力

VJE-Delta Ver.2.5 for Linux／BSD

機能 キー
変換 F1
無変換 F2
その他 F3
決定 F4
コード F5
半角アルファベット F6
全角アルファベット F7
半角カタカナ F8
全角カタカナ F9
ひらがな F10
文節拡張 ↑
文節縮小 ↓

表3 sj3の主なキーバインド
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継バージョンとなるVJE-α Ver.1.10とVJE-Σ Ver.1.00

が発売されている。比較的早いうちからユーザーがキーア

サインなどをカスタマイズできるようにしたシステムだっ

たように記憶している。UNIX版のVJEは、SunOSの日

本語ウィンドウシステムJSunView（1987年）にフロント

エンドプロセッサのVJE-αが搭載されており、1991年か

らアスキーが発売していたMotif 日本語版GUIである

OpenWare/MotifにはクライアントサーバモデルのVJE-

βが搭載されている。Linux／BSD用として発売されてい

るのは、VJE-Delta Ver.2.5である。価格は9800円。今

回 はこれを試 用 した。 バックスのホームページ

（http://www.vacs.co.jp/）にあるアップデートデータで

アップデートを行っている。

付属のマニュアルで特徴としてあげられているのは、以

下の5点である。

・AI変換アルゴリズムの採用

・XIMプロトコルに準拠

・快適な入力と変換

・豊富な辞書

・充実した辞書メンテナンス機能

格フレーム辞書を使い、離れた文節の関連性を解析する

AI変換アルゴリズムを採用しているとのことだ。

XIMプロトコルに準拠とあるところからもわかる通り、

用意されている入力環境は、IMだけである。変換サーバ

の v j e d と 、 I M の v j e の ワ ン セ ッ ト で あ る 。

XMODIFIERSに「@im＝vje」を指定してからvjeを起

動する。.xinitrcに、

if [ -x /usr/local/vje/bin/vje ] ; then

export XMODIFIERS="@im=vje"

/usr/local/vje/bin/vje &

fi

と記述しておくとよいだろう。

vjeが起動していると、画面右下に「VJE-OFF」と表示

したウィンドウが現われる。allowSendEventsリソースを

trueにしてあるIMに対応したXのアプリケーションで

「Shift＋スペースキー」してかな漢字変換を始めると、こ

のウィンドウの文字列が「Ｒあ全Ｊ」となって変換状態で

あることを示す（画面5）。面白いのはこのウィンドウの文

字列をマウスでクリックするだけでモードを変更できるこ

とだ。ポインタで指示するだけだと、各文字の表わす現在

の状態をバルーンヘルプで表示する。もちろん、キー入力

の指示でこれらの状態を変更することもできる。そしてど

の入力からも漢字変換を行うことができた。通常変換操作

に必要となるキーバインドについては、表4をご覧いただ

きたい。

もちろん、カスタマイズも可能だ。「̃/.vjeenv」でキー

バインドなどの各種設定を、「̃/vje.rom」でローマ字変

換表の設定を行うことができる。設定方法などの詳細につ

いては、/usr/local/vje/doc/にインストールされる

delta.euc、delta.sjisをご覧いただきたい。

おまけとしてワープロソフトのVJE-Penが付いており、

しかもフルソース付きのフリーウェアとしてというのには

少々驚いた。Xのアプリケーションになっている。VJE-

Penのソースは、CD-ROMの/source/pen/ディレクトリ

にあるが、/source/delta/ディレクトリにはクライアント

部である入力サーバのvjeと、vjeを終了させるvjekillの

ソースがすべて入っている。ライセンスについては、

/source/delta/にあるvdl.eucを熟読されたい。

画面5 VJE-PenでVJE-Deltaを使う

機能 キー
変換開始 Shift＋スペース
変換 スペース
前候補 ↑／Ctrl＋Z
ひらがな変換 F6／Ctrl＋J
カタカナ変換 F7／Ctrl＋K
全角英数変換 F8／Ctrl＋L
半角変換 F9／Ctrl＋O
確定 無変換
取消 Esc
文節区切り伸 Shift＋→／Ctrl＋W
文節区切り縮 Shift＋←／Ctrl+Q
表4 VJE-Deltaの主なキーバインド
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ATOK（エイトック）は、ジャストシステムが開発した

日本語入力システムで、当初はPC-9801シリーズ上で動作

する人気のあるワープロソフト「一太郎」に付属する形で

販売されていたものだ。一太郎の愛用者には馴染み深いも

のだろう。ATOKは、Advanced Technology Of Kana-

Kanji Transferの頭文字を取って付けられた名前である。

1985年に初代となるATOK3が「jX-WORD太郎」に添

付する形で販売された。ATOKが単体で販売されるよう

になったのは、1992年のATOK7からである。1992年か

ら発売されている日本語Solarisに、UNIX版のATOKが

搭載されている。今回は ATOK12 の L inux 版が、

TurboLinux日本語版4.0に付属する形で提供された。

OEM提供用の ATOK12 SE（ Standard Edition） for

Linuxである。

本稿執筆時点では、このTurboLinux に付属する

ATOK12 SE for Linuxだけが、入手可能な唯一のLinux

上で動作するATOKなので、本稿もこのTurboLinux上

のATOK をもとにしている。今年中にはLinux 版の

ATOK単体でも販売されるとのことである。HTMLのド

キュメントが付属しており、Tu r b o L i n u x では

/usr/doc/atok12/html/にある。

そのマニュアルでジャストシステムがATOKの特徴と

してあげているのは、

・文脈解析変換

・数詞処理

・JUST MEDDLER2

・確定リピート

・半角全角変換

の5点だ。文脈解析変換は、CMで宣伝されているあれで

ある。特徴的なのは、JUST MEDDLER2だろう。これ

は校正支援機能で、間違えやすい表現やかな遣いの誤り、

一般名詞と間違えやすい商標名をそのつど指摘するという

ものである。

TurboLinuxインストール時にATOKを選択すると、

デフォルトでATOKが使われるようになっており、OS立

ち上げ時に変換サーバも自動的に起動する。変換サーバと

しては、atok12xが/usr/bin/に置かれており、OSの立ち

上げ時に/etc/rc.d/init.d/atok12seから起動されるように

なっている。atok12xが利用する辞書類は、atok12xに-d

オプションで辞書のあるディレクトリを指定するようにな

っており、辞書類は/var/dict/atok12/にまとめて置かれ

ている。入力システムとしては、ATOKを利用するよう

に修正されたIMのkinput2xが用意されている。これも自

動で起動するようになっており、通常のkinput2と同様、

ktermなどのallowSendEventsリソースをtrueにしてあ

るIMに対応したアプリケーションで「Shift＋スペースキ

ー」を押すと起動する（画面6）。通常の変換に必要なキ

ーは、表5の通りである。

atok12prxというGUIのカスタマイズプログラム（画面

7）が付属しており、変換モードなどの基本的な設定を行

えるようになっている。設定そのものは、ホームディレク

トリの「.atok12.conf」というファイルに保存されるよう

だ。同じホームディレクトリに「.atok.sty」というファイ

ルも作られており、ここにキーバインドやローマ字かな変

換規則などが記述されているようだが、とても手作業で簡

単に設定できるようなものではなかった。SEでは、これ

らのカスタマイズは未サポートなので、しかたがない。単

画面6 Netscape CommunicatorでATOK12 SEを使う

ATOK12 SE for Linux

機能 キー
変換開始 Shift＋スペース
変換 スペース／変換
ひらがな変換 F6／Ctrl＋U
カタカナ変換 F7／Ctrl＋I
半角変換 F8／Ctrl＋O
無変換 F9／Ctrl＋P
半角無変換 F10／Ctrl＋@
確定 Enter／Ctrl＋M
文節区切りを左へ ←／Ctrl＋K
文節区切りを右へ →／Ctrl＋L
注目文節を左へ移動 Shift＋←
注目文節を右へ移動 Shift＋→

表5 ATOK12 SEの主なキーバインド
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体で発売される際には、このファイルを設定するツールが

付くのだろう。

筆者の試した範囲だけでも、atok12prxでかな入力を指

定してもかな入力状態にならないであるとか、マニュアル

にあるキー操作を試してもマニュアルにある通りの動作を

しないものがあるなどの、不完全な点がいくつかあった。

単体で発売される際には、こういった不備のないことを祈

っている。

ATOKのホームページはhttp://www.justsystem.co.jp

/atok/。

SKKは、Simple Kana Kanji conversion programの

頭文字を取って付けられた名前で、現京大教授の佐藤雅彦

氏が1987年に開発した、Mule上で動作する非常に特異な

かな漢字変換システムだ。GPLのフリーソフトウェアであ

る。かな漢字変換システムとして特に特徴的なのが、一切

文法解析を行わない点だろう。その代わりに、漢字変換部

分をユーザーに明示的に指定させる方法を取っている。基

本的な考え方からして180度異なるのである。

たとえば「漢字で入力。」と変換するには、

Kanji deNyuuryoku .

というように入力する。つまり漢字の始まり部分をShift

キーを押して大文字で明示的にユーザーが指定するのであ

る。変換はスペースキーで行う。

「感じがいいやん。」と送りがな付きの入力を行う際には、

KanJigaiiyan.

と、送りがなが始まる部分でやはりShiftキーを押して大

文字で送りがな部分をユーザーが明示的に指定する（画面

8）。送りがな位置の解析も行わなくてもよいために、変換

効率がさらに向上するという仕組みなのである。漢字変換

部分の判断を完全にユーザーにゆだねているので、ユーザ

ーは確実に意志を反映させることができるのだ。小指に負

担のかかるシステムでもあるが、名詞がすべて大文字で始

まるドイツ語を入力することを考えれば、大きな違いはな

いだろう。

辞書には送りがな情報が含まれており、フリーのソフト

ウェアとしては信じられないほど大きな辞書となってい

る。多くのSKKユーザーの貢献によるものだ。フリーだ

からこそという言い方もできるかもしれない。

これは、SKKの辞書管理の仕組みによるところも大き

い。変換時に選択された候補を次々とホームディレクトリ

の個人辞書に送り込むことによって、各個人の変換効率を

向上させる仕組みになっているのだが、そのホームディレ

クトリに置かれた個人辞書に、ユーザーが辞書登録した内

容も書き込むようになっているのだ。辞書の差分を取るツ

ールがあるので、それで共有辞書と個人辞書の差分を取れ

ば、ユーザーが登録した辞書の内容を簡単に取り出すこと

ができる。

辞書登録の作業も、完全にシームレスになっており、他

のシステムのようにわざわざ登録のために特別な作業を開

始する必要がない。辞書にない変換を行うと、変換の継続

動作としてそのまま辞書登録モードに入るのだ。そこで入

力した内容が、変換結果としてそのまま使われ、同時に個

人辞書にも記録される。いったん入力を行ってから、改め

てそれを辞書に登録するという煩雑さが一切ないのであ

る。しかも、辞書登録モードで行った変換がやはり辞書に

ない変換であった場合も、再帰的に新たな辞書登録モード

に入る仕組みになっている。SKKの主なキーバインドは表

6のとおりだ。

SKKは開発当初、Emacs Lispと共有辞書だけからな

る非常に単純なシステムだった。しかしこれではMuleに

負担がかかり過ぎるので、Muleの負担を軽減するために

共有辞書にアクセスするサーバskkservが別に作られ、通

常はこれが使われる。しかし、SKKはskkservとやり取

りができないとその場で共有辞書を使うようになっている

画面7 ATOK12 SEのカスタマイズプログラム atok12prx

SKK
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ので、たとえskkservがダウンしてもSKKはそのまま使

うことができる。管理者のいないマシンでも、安心して使

うことができるのだ。

Emacs Lispのマイナーモードで実現されているので、

Emacs／Muleとの親和性は極めて高い。日本語の表示で

きるEmacsならどんなEmacsでもSKKが使えると考えて

よいだろう。それだけでなく、SKK を使っていると

Emacs独自のインクリメンタルサーチを行う際にも日本語

がそのまま使えるし、英字で1文字打ってからM－／

（M－x dabbrev－expand） でバッファ内の英字を参照

補完できるように、大文字で1文字入力してからTabキー

を押すことによって、見出し語の補完を行うこともできる。

これはタイプ数を減らすのに大きく貢献してくれる業だ。

などなど、エディタを作っている言語で作られた日本語入

力環境ならではの業が、これでもかというくらいてんこ盛

りになっている。詳しくは、付属のマニュアルskk.psをご

覧いただきたい。

では、SKKはMuleなどのEmacs系のエディタでしか

使えないのか。いえいえ、日本語入力フロントエンドプロ

セッサとして動作するskkfep、IM として動作する

skkinputなど、次々と開発が進んでいる。これらの情報

については、http://hiroshima.cool.ne.jp/deton/skkenv/

にポインタがまとめられているのでこちらをご覧いただき

たい。本家SKKのホームページは、http://skk.kuis.

kyoto-u.ac.jp/skk/だ。

この問題に結論を出せるとは考えていないし、結論を出

すつもりも無い。ここでは、UNIX上の日本語入力システ

ム特有の問題を、まとめておくにとどめておこう。

まず第1に、そもそもサーバクライアントモデルの日本

語入力システムの場合、root権限の無いユーザーには希望

するシステムが利用できるとは限らないという問題がある。

PC UNIXのLinuxでは、ユーザーが同時に管理者でもあ

るケースも多いので、その場合はこの問題は回避可能だ。

ユーザーが自由に環境を構築できる場合でも、UNIX上

の日本語システム特有の問題がもう1つある。最初に見た

ように、利用環境によって日本語入力を行うシステムが異

なるので、ユーザーがどの環境で主に日本語入力を行うか

によって、選択肢が変わってくるのである。少なくともX

Window System上では、現在はほとんどの入力システム

のIMが利用できる状況となっているので、問題も少なく、

選択肢ももっとも豊富である。一方、Xを導入していない

環境では、フロントエンドプロセッサタイプのuum、

canuum、sj3、skkfepのどれかを利用するか、Muleを起

動して、Wnnのたまご、かんな/emacs、SKKを利用す

ることになる。たとえX上で作業するにしても、筆者のよ

うに常にMuleないしEmacsで作業を行うような場合に

は、IMよりも、たまご、かんな/emacs、SKKなどの方

が操作性の面で大きなメリットがある。いろいろな環境で

利用することを考えた場合は総じてやはり、以前から

UNIX上で使われ、こなれたシステムに一日の長のある感

は否めない。

各自の利用環境に合わせて、使いやすいシステムを選択

して欲しい。

画面8 XEmacsのSKKで入力

機能 キー
かなモードとカナモードのトグル q
かな／カナモードからアスキーモードへ l
かな／カナモードから全英モードへ L
アスキー／全英モードからかなモードへ Ctrl＋J
変換 スペース
中止 Ctrl＋G
確定 Ctrl＋J
辞書モードでの確定 Enter

表6 SKKの主なキーバインド

では、どの入力システムを使うか…



昨今、FreeBSDやLinuxが注目されるのは、自分で簡

単に便利なプログラムが作れるという点も理由のひとつだ

と思う。プログラミングは、知的好奇心を満足させてくれ

るだけでなく、有用なプログラムを作成して公開すれば世

界中の人に感謝される。Linuxの各種ディストリビューシ

ョンインストールやウインドウマネージャ環境の評価に飽

きたら、ぜひともプログラミングの世界にも興味を持って

ほしいと思う。そこで、月刊化1号となる今回から、これ

までと趣を変えUNIXプログラミングの世界を紹介してい

こう。

さて、ひと口にプログラミングと言っても、シェルスク

リプトやAWK、Perlを使った簡単なものから、C言語を

使った巨大なGUIアプリケーションまでさまざまである。

GUIアプリケーションは見かけが派手なので、その開発を

やってみたいと思う人も多いだろう。しかし、X Window

SystemのプログラミングはGTK+などのツールキットの

出現により以前より簡単になったとはいえ、初心者が取り

組むにはまだまだ敷居が高い。かといってC言語の入門書

にあるような課題をやるのはつまらないし、最終的になに

か有用なことができなければ取り組む気も起きないだろう。

そこで、今回はネットワークプログラミングの初歩につ

いて解説する。インターネットのプロトコルは文字のやり

取りが基本であるため、プログラミングは簡単であり、

telnetなどを使ったテストができるし、デバッグもやりや

すい。また、短いプログラムでもかなり面白いことができ

るので、初めてプログラミングをするという人でも興味を

持って取り組めるのではないかと思う。

ネットワークプログラミングにPerlを利用しても、簡単

にかなり高度なものも作成できるが、ここではより本格的

にC言語を使ってみる。なぜなら、C言語に習熟しておけ

ば、さまざまなアプリケーションの作成はもちろん、カー

ネルの理解やその改造も可能になるなど、Linuxを楽しむ

うえで世界が広がるからである。また、C言語はPerlと比

べると（CPUタイムやメモリの消費などをとっても）非常

に軽いプログラムが作成できる。したがって、Perlでは重

くなりすぎるような処理でも、C言語なら快適なサービス

を提供することも可能であろう。

さて、今回の第一目的は「C言語によるネットワークプ

ログラミング」の紹介ではあるものの、最終的になにか有

用なことができなければ面白くない。そこで、今回はWeb

ブラウザさえあれば、全世界どこにいてもメールを読める

ようなプログラムを作成してみることにしよう。

メールの発達にともない、いつでもどこでもメールを読

みたいという人が多くなっているようだ。出張が多い人に
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文：藤沢敏喜
Text:Toshiki Fujisawa

プログラミングは難しい。せっかく入門書を読破し
ても、自分で何を作ればいいかわからない。これで
は、インストールしたあと何をすればいいかわからな
いLinuxユーザーだ。そこで、本コーナーではUNIX
プログラミングの王道、C言語を題材に実用的なプ
ログラミングテクニックを解説していく。手始めに、
簡単なネットワークプログラミングを紹介しよう。
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「80番ポートからメールを読む」

プログラミングを始めるワケ

モバイルのためのメールアクセス



対しては一般プロバイダのアドレスを使うようにしている

会社も多いし、自分で契約したプロバイダのプライベート

なメールアドレスを持っている学生も相当数になるだろ

う。

こうなってくると、社内や学内にいても一般プロバイダ

あてのメールを読みたくなるのは当然の欲求なのだが、そ

れは簡単なことではない。なぜなら、普通の実用環境には

セキュリティの観点からファイアウォールがあり、POP3

プロトコルが使う110番ポートの穴が開いていないことが

ほとんどだからだ（図1a）。また、社内や学内から電話線

による接続を禁止している組織も多い。しかし、どんなに

セキュリティが厳しい会社や学校でもWebブラウザが使

う80番ポートは確実に開いているはずだ。たとえ80番が

直接アクセスできなくてもProxy経由でHTTPプロトコ

ルを用いれば外部との通信が可能になる（図1b）。

そこで、今回は外部のレンタルWebサーバ上で、POP3

プロトコルをHTTPプロトコルに変換するpop3gw.cgiと

いう名前のプログラムを作成し、HTTPが使う80番ポー

トを通してメールデータにもアクセスできるようにする。

つまり、Webブラウザさえあればメールを読むことができ

るようにするのである。

これを応用すると、たとえば海外出張で訪問した客先の

会社のPCをちょっと借用してメールを読むこともできる

だろう。また、Netscapeを利用してメールサーバから持

ってきたメールデータをフロッピーディスクなどに保存し

ておけば、あとから使いなれたメールソフトで、フロッピ

ー内に格納されたメールデータを自分のノートPCなどで

読むといったことも可能である。

なお、今回はこの記事の検証のため、NTT PCコミニ

ュケーションズが今年7月より開始したレンタルWebスペ

ース、「WebARENA Suite」（http://www.arena.ne.jp）

を借りて “fujisawa.gr.jp”という独自ドメインを取得し

た。このレンタルサーバは、OSにLinuxを採用しており、

Linuxバイナリをサーバ上で動作させられるなど、いろい

ろな特徴があり興味深い。

プログラムの説明に入る前に、HTTPプロトコルと

POP3プロトコルについてちょっと説明しよう。もはや誰

でもアクセスするようになったWebだが、実際にどのよ

うなプロトコルを使っているかを知っている人は案外少な

いようだ。Webは見かけが派手なため、非常に複雑な方

法で通信していると思っている人も多いかもしれない。し

かし、インターネットの通信プロトコルはシンプルなもの

が多く、例に漏れずこのHTTPプロトコルもとても簡単な

プロトコルである。

たとえば、

$ telnet www.ascii.co.jp 80

としてwww.ascii.co.jpというマシンと80番ポートを利用

して通信を開始すると、

Trying 210.140.231.23 port 80...

Connected to www.ascii.co.jp.

というメッセージが出てくるので、
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HTTPプロトコルとPOP3プロトコル

（a）POP3はファイアウォール（F／W）で拒絶 （b）HTTP（80番）ポートからメールを読む 

インターネット Web POP

メーラ 

HTTP（80番） 

POP3 
（110番） 

F／W

レンタル 
Webサーバ 

POPサーバ 

インターネット 

ブラウザ 
HTTP（80番） 

F／W

POP3（110番） 
拒絶 メーラ 拒絶 

図1 ポート番号におけるアクセス制御



GET /linux/index.html HTTP/1.0

※ 空行（単にEnterを押す）

というように入力すると、そのサーバの/linuxディレクト

リにあるindex.htmlというファイルの内容が転送され、画

面に表示される。Webブラウザは単にこのデータを整形し

て表示しているだけなのである。ちなみに、“HTTP/1.0”

という文字列はプロトコルのバージョン番号の指定であ

る。

一方、ポート番号が8080のProxyを使っている場合は、

$ telnet プロキシサーバ名 8080

として、

GET http://www.ascii.co.jp/linux/index.html HTTP/1.0

※ 空行（単にEnterを押す）

というようにURLをタイプすれば、やはりlinuxというデ

ィレクトリにあるindex.htmlが表示される。

一方、フォームを使ってサーバへデータを送るような場

合は、たとえば、フォームの名前がarg1、arg2、arg3で

その内容がaaa、bbb、cccであるときに、

POST /cgi-bin/my-prog.cgi HTTP/1.0

Content-Length: 29

※ 空行（単にEnterを押す）

arg1=aaaa&arg2=bbbb&arg3=cccc

というようにしてWebサーバのmy-prog.cgiというプログ

ラムへデータを渡すことができる。ここで、最後の1行に

あるデータ行は29文字なので、“Content-Length: 29”を

指定している。my-prog.cgiへはこのデータが標準入力と

して与えられることになる。

POP3プロトコルについては、Linux magazine No.2の

137ページからの「GPG -自動暗号化システムをつくる-」

ですでに説明したので詳しくは触れないが、復習の意味を

兼ねて、簡単に説明しておこう。

POP3プロトコルでは110番ポートを使うので、

$ telnet POP3サーバ名 110

として接続してから、

USER ユーザー名

PASS パスワード

を送るとログインできるので、あとは LISTコマンドで現

在のメールのメッセージ番号とバイト数を調べ、RETRコ

マンドでメッセージ番号を指定してそのメッセージを読

み、DELEコマンドでその番号のメッセージを消したりす

ることができる。

今回のシステムでは、まずクライアントからHTTPプロ

トコルのPOSTを使って、Webサーバ上のCGIプログラ

ムへPOP3パスワードを送る。そして、そのCGIプログラ

ムはコンパイル時にあらかじめ指定しておいたPOP3サー

バの110番ポートに、USER、PASSコマンドでログイン

し、RETRコマンドを用いて得たメッセージを標準出力へ

書き出す。このCGIプログラムの出力結果は最終的にクラ

イアントマシンへ送られることになるので、あとはそれを

メールクライアントに応じたメールボックス形式で保存す

ればよいというわけである。

さて、HTTPプロトコルとPOPプロトコルが理解でき

たところで、今回のプログラムの規模がどのくらいのもの

になるかを見てみよう。今回のシステムは、レンタルWeb

サーバ上に置く「pop3gw.cgi」という名前のプログラム

（pop3gw.c）と、クライアントマシン上で、そのCGIプロ

グラムと通信してメールメッセージを読み込み、読んだメ

ールを1通ごとに切り分けて、メールボックスへ自動的に

保存する、「webpop」（webpop.c）という2つのプログラ

ムから構成される。

ソースファイルは、表1に示したとおり、上記2つのソ

ースファイルと、その2つのファイルで共通に用いる関数

を定義したwplib.cとそのヘッダファイルであるwplib.h、

そしてコンパイル方法を記述したMakefileの全部で5つの

ファイルからなり、全部合わせても500行に満たない小さ

なプログラムである。

このくらいの量なら、わりと簡単に理解できるだろうし、

自分で改造するのにも難しくないと思う。なお、これらの

プログラムは今回の記事向けにスクラッチから書き起こし
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POP3プロトコル

今回のシステムで必要な
プログラムの規模



たもので、掲載するスペースを考慮してあまり横幅が広が

らないように書いてあるため、ちょっと読みづらいかもし

れない。また、複雑になるのを避けるため、パスワード確

認などエラー処理が十分でない部分があることをあらかじ

めご了承願いたい。ここで紹介した上記のプログラムは付

録CD-ROMに収録してある。

さて、2つのプログラムのうち、今回はまずレンタル

Webサーバで動かす「pop3gw.cgi」というプログラムの

ソースコードである「pop3gw.c」の詳細について解説す

る。リスト1を見てもらえばわかるとおり、C言語で書か

れているとはいえ、やること自体が単純なため、メイン関

数の中身は変数宣言を除けば、25行程度に過ぎない。それ

ではリストのコメントに示した番号にしたがって解説して

みよう。なお、各モジュールの呼び出し関係を図2に示す

ので参考にしてほしい。

（1）クライアントからのデータ（pass=xxxxx）を読む

クライアントから送られてくるPOP3パスワードは、

CGIプログラムの標準入力に送られるため、ここでは

wplib.cというファイルで定義するread_line関数を使い、

標準入力から“line”というバッファへデータを読み込む。

そして、標準入力から読み込まれた値が“pass=xxxxx”

という形式であるかをチェックしている。CGI_ARGとい

うマクロには“pass=”という文字列が定義してあるので、

strlen（string lengthの意）関数によってその長さ（つ

まり“5”）をlenに代入している。そして、C言語の標準

ライブラリ関数strncmp（string n文字compareの意）

を用いてlineの最初の5文字が“pass=”と一致するかを

調べている。

C言語の標準ライブラリ関数strncmpは、文字列が一致

していると0を返すので、不一致の場合は致命的エラーと

なり、wplib.cで定義しているfatal関数を呼び、プログラ

ムを終了する。strncmpで文字列が一致した場合は、line

で示されるメモリからlen番目の番地から始まる文字列が、

パスワードであるため、そのアドレスをpasswd変数に代
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ファイル名 ファイル内容 行数
pop3gw.c Webサーバ上のCGIプログラム 139行
webpop.c クライアント用受信プログラム 85行
wplib.c 上記2つで使う共通ライブラリ 214行
wplib.h 共通ライブラリのヘッダ 16行
Makefile メイクファイル 37行

合計491行
表1 今回の記事で使用するファイル一覧

/*(1)クライアントからのデータ(pass=xxxxx)を読む */

read_line(stdin, line);

len = strlen(CGI_ARG);

if( strncmp(line, CGI_ARG, len ) != 0 ){

fatal("passwd arg err");

}

passwd = line + len;

/*(2)送られてきたパスワードでログインする */ 

fp = tcp_fopen(POP_SERV, 110);

check_ok(fp);

cmd_login(fp, POP_USER, passwd);

/*(3)メッセージ数を調べクライアントへ返送する */ 

cmd_list(fp, &msg);

printf("Content-type: text/plain\r\n");

printf("\r\n");

printf("%d messages\r\n", msg.max_num );

/*(4)すべてのメールを読み出しクライアントへ送る*/ 

for(i=0; i<msg.max_num; i++){

id = msg.buf[i].id;

cmd_retr(fp, id ); /* 標準出力へ書き込む */

cmd_dele(fp, id ); /* 読んだメールをPOPサーバから削除 */

}

/*(5)POPサーバとの接続を切り終了 */ 

cmd_quit(fp);

exit(0);

標準入力

“pass=”という文字列定数

POPサーバ名。たとえば“pop3.xxxx.ne.jp”

POPサーバとの通信用ファイルポインタ

構造体msgの先頭アドレス

現在あるメール数

メールID

▼リスト1 pop3gw.cのmain関数

Webサーバで動かすCGIプログラム
（pop3gw.cgi）



入している。

（2）送られてきたパスワードでログインする

次に110番のPOP3ポートに、wplib.cファイルで定義し

ているtcp_fopen関数を用いて接続している。ここで

POP_SERVというマクロには、POPサーバ名の文字列が

定義してある。正常に接続すると“+OK ”という文字列

が返ってくるので、それをリスト2に示すcheck_ok関数

を呼び出して検査する。この関数へは先ほど110番ポート

の通信路を開いたときに返ってきた“fp”という名前のフ

ァイルポインタを渡し、その通信路のデータを読み“+OK”

であるかを検査する。

そして、今度はリスト2にあるcmd_login関数を用いて

第2引数に「POPユーザー名」第3引数に「POPパスワー

ド」を指定してログインを行う。

リスト2のcmd_login関数では、引数で渡されたユーザ

ー名とパスワードを、C言語の標準ライブラリ関数fprintf

を使って、POPサーバへ送り、check_ok関数を呼び出し

ている。ここでcheck_okはリスト2で定義される関数で、

最初にwplib.cで定義されるread_line関数でPOPサーバ

から1行読み出し、C言語の標準ライブラリ関数strncmp

で“+OK”という文字列かどうかを検査している。

（3）メッセージ数を調べクライアントへ返送する

ログインが終わったら、リスト3の中で定義されている

cmd_list関数を呼び出し、POPサーバへ“list”コマンド

を送り、メールIDとそのメールのバイト数の組み合わせを

メッセージの数だけ取得する。取得した結果は次のように

定義される“msg”という構造体に保存されることになる。

typedef struct {

int max_num;

struct {

int     id;

int     bytes;

} buf[MAX_MSG];

} msg_t;

msg_t   msg;

このmsg構造体は、“max_num”と“buf”というメン

バから構成されるが、“buf”は構造体の配列で、“id”と

“b y t e”という名前のメンバからなる構造体を、

MAX_MSGの数だけ配列として用意している。この構造

体は、構造体の中に構造体を含んでおり多少わかりづらい

かもしれない。構造体についてあまり知識のない読者は、

212ページにある特別講座「ポインタと構造体」を参照し

てほしい。

さて、ここではx番目に登録するメールIDをmsg構造

体の“msg.buf[x].id”というメンバに格納し、そのIDの

ファイルサイズを“msg.buf[x].bytes”という構造体メン

バに格納する。登録時には“x”が1から順にインクリメ

ントされながら格納されるが、現在登録されている数を
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void check_ok(FILE *fp)

{

char buf[MAX_STR];

int len = strlen(OK_STR);

read_line(fp, buf);

if( strncmp( buf, OK_STR, len ) != 0 ){

fprintf(fp, "quit\r\n");

fatal(PASSWD_INCORRECT);

}

}

/*------------------------------------------------*/

void cmd_login(FILE *fp, char *user, char *pass)

{

fprintf(fp, "user %s\r\n", user);

check_ok(fp);

fprintf(fp, "pass %s\r\n", pass);

check_ok(fp);

}

“+OK”という文字列定数

POPサーバから1行bufに読む

エラー表示文字列

直後にある文字列userを代入

直後にある文字列passを代入

▼リスト2 main.cのcheck_okとcmd_login
main関数からの呼び出し関係 
main関数 
 read_line関数（wplib.c） 
 tcp_fopen関数（wplib.c） 
 check_ok関数 
 cmd_login関数 
  check_ok関数 
 cmd_list関数 
  check_ok関数 
   read_line関数（wplib.c） 
  read_line関数 
  msg_regist関数 
 cmd_retr関数 
  copy_until_dot_line関数（wplib.c） 
  check_ok関数 
 cmd_dele関数 
  check_ok関数 
 cmd_quit関数 
  check_ok関数 
 

エラー処理 
 fatal関数（wplib.c） 
  exit関数を呼び、プログラム終了 

図2 各モジュールの関係図



“msg.buf.max_num”という構造体メンバに記憶しておく

ことにする。この作業は wpl ib . c で定義されている

msg_regist関数で行われている

ここまででメールのメッセージ数がわかったので、クラ

イアントへその数を返答することにする。CGIプログラム

の場合、クライアントへの返答（すなわち、Webブラウ

ザへの表示）とは単に標準出力へ表示することを意味する

ので、printf関数を使い、最初に“Content-type”という

ヘッダを送り、次にヘッダとデータ部を分けるために空行

を送る。最後にデータとして

"xx messages"   ※ xxはメッセージ数

という文字列を送る。

（4）すべてのメールを読み出しクライアントへ送る

ここのfor文では、先ほど得たメッセージ数、つまり構

造体に保存したmsg.max_numの回数分だけループする。

ループ内では、前にLISTコマンドで取得したメールID、

つまりmsg.buf[i].idという構造体の中のデータをidという

ローカル変数に保存し、関数cmd_retr(fp,id)でメールの本

文を標準出力へ書き出し、そのid番号のメールを関数

cmd_dele(id)で消す。この操作をforループでメッセージ

の数だけ繰り返すことになる。

（5）POPサーバとの接続を切り終了

ここまでで、すべてのメールを読み終わったことになる

ので、cmd_quit関数で接続を切断し、プログラムを終了

する。

それでは、さっそくこのpop3gw.cgiを動作させてみよ

う。まず、POPサーバとPOPのユーザー名を指定するに

は、pop3gw.cの

#ifndef POP_SERV

#define POP_SERV        "mail.fujisawa.gr.jp"

#endif

#ifndef POP_USER

#define POP_USER        "pop-test"

#endif

という部分を書き換えればよい。そして、pop3gw.cをコ

ンパイルして、pop3.cgiを作成し、それをWebサーバの

/cgi-binディレクトリにftpで転送し、“chmod 755”と

して実行可能にしておく。なお、デバッグするには、ロー

カルホストでqpopperとhttpdを立ち上げておいて、

testuserという名前のユーザー登録を行い、Makefileに、

CGI=/home/http/cgi-bin/pop3gw.cgi

debug: wplib.o wplib.h

gcc -Wall -DPOP_SERV=\"localhost\"  \

-DPOP_USER=\"testuser\"   \

pop3gw.c wplib.o -o $(CGI）

というように書いておくと便利だ。-Dオプションでマクロ

を定義し、ソースファイルで#ifndefを使うとMakefileで

のマクロ定義が可能になるわけである。

pop3gw.cgiのインストールが終わったら、それをデバ

ッグしてみる。上記で指定したユーザーに、

$ echo "test message" | mail testuser

というようにしてテストメールを送り、テストユーザーの

パスワードを一時的に“xxx-777”と変更しておく。そし

て、
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void cmd_list(FILE *fp, msg_t *msg)

{

char line[MAX_STR];

int id, bytes;

int c;

fprintf(fp, "list\r\n");

check_ok(fp);

for(;;){

read_line(fp, line);

if( line[0] == '.' && line[1] == '\0' ){

break;

}

c = sscanf( line, "%d %d", &id, &bytes );

if( c != 2 ){

fatal("illegual list command");

}

msg_regist( msg, id, bytes );

}

}

128バイト

POPサーバへのファイルポインタ

&idの価を代入

この2つをmsg構造体へ登録

&bytesの価を代入

▼リスト3 main.cのcmd_list

pop3gw.cgiのテスト



$ telnet localhost 80

としてコネクトしたら

POST /cgi-bin/pop3gw.cgi HTTP/1.0

Content-Length: 12

※ 空行（単にEnterを押す）

pass=xxx-777

という3行をタイプすれば、画面1のような返答が返って

くるはずだ。

ここまでうまく動いたら、このCGIプログラムを呼び出

すページを作ってみよう。リスト4にあるようにフォーム

を使ってpop3gw.cgiを呼ぶようにし、NAME="pass"を

指定し、フォームに入力した文字列が“pass=xxx”とし

て p o p 3 g w . c g i の 標 準 入 力 に わ た る よ う に

“METHOD=POST”としておく。これをWebサーバの

/pop 3 / i n d e x . h tm l において Web ブラウザから、

http://www.fujisawa.gr.jp/pop3/というようにアクセス

すれば、パスワードを入力する画面が現れる（画面2）。こ

こでPOP3のパスワードを入力すれば、メールが表示され

るはずだ。

以上で、当初の「どこからでもメールを読めるようにす

る」という目的は一応達成されたことになる。しかしなが

ら、このままでは、単にWebブラウザの画面に表示され

るだけで、MIMEエンコードされたSubjectなどは読むこ

とができないし、何よりもふだん使いなれているメーラが

使えないのでは、あまり意味がない。そこで、今回作成し

たpop3gw.cgiとダイレクトに通信し、MH形式のメール

ボックスにメッセージごとに切り分け、Mewなどで読め

るようにするようなプログラムが必要になる。

このプログラムは、webpop.cとして今月号の付録CD-

ROM内に収録してあるが、このプログラムに関する詳し

い解説は次号で行う予定である。また、今月号で説明した

プログラムでは、POPパスワードがネットワーク上を平文

で流れるという問題や、途中で接続が切れたときにメール

が失われてしまう問題があるので、これらの問題点につい

ても具体的な対処法の考察も行うつもりである。

Linux magazineOctober 1999 211

P
ro
g
ra
m
m
in
g

HTTP/1.1 200 OK

Date: Sat, 07 Aug 1999 04:59:17 GMT

Server: Apache/1.3.6 (Unix)

Connection: close

Content-Type: text/plain

1 messages

Return-Path: fujisawa

...

To: testuser

Date: Fri,30 Jul 1999 03:59:05 +0900 (JST)

From: Toshiki Fujisawa <fujisawa>

test message

画面1 testuserアカウントによる接続 画面2 パスワード入力画面

<HTML>

<HEAD><TITLE>POP3GW</TITLE></HEAD>

<BODY>

<H3> POP3GW </H3>

<FORM METHOD=POST ACTION="/cgi-bin/pop3gw.cgi"> 

<P>PASS: <INPUT TYPE=TEXT NAME="pass"></P>

<P><INPUT TYPE=SUBMIT VALUE="GET">

</FORM>

</BODY>

</HTML>

今回の作成したCGIプログラム

引数の名前

GETという名前のボタン

リスト4 index.html

問題点と次号の予告



Linux magazine October 1999212

Pr
og

ra
m

m
in

g

■ポインタ（メモリブロックの先頭アドレス）

C言語を学習するにあたって、一番最初

につまずきやすいのがポインタである。入

門書などでは「実体を指し示すもの」とい

った説明がされていることも多いが、具体

的なイメージをつかめない人も多いようだ。

このポインタを理解するには、C言語の

入門書を読む前に、コンピュータがどのよ

うにして動作するかを考えることが近道だ。

コンピュータには、CPUとメモリがあり、

CPUはメモリの特定の番地に保存されてい

るデータを読み出して処理を進めていく。

さまざまな処理の中では特定のメモリブロ

ックを指定したいこともあるが、そのとき

には、そのメモリブロックの先頭アドレス

を示せばよい。

この「先頭アドレスを入れておくもの」

がまさに「ポインタ変数」である。たとえ

ば、次のようなプログラムを考えてみよう。

double buf[10];

double *p;

p = buf;

for( i=0; i<10; i++){

*p = 0.0;

p++;

}

このプログラムではdouble型（8バイト）

の変数10個分の「buf」という名前のメモ

リブロック（計80バイト）を確保している

が、ここではこのメモリブロックが1024番

地から割り当てられていると仮定してみる。

まず、“p = buf”という文で、bufの先頭

アドレスを“p”に代入しているが、この場

合、1024という数値が“p”に代入される

ことになる。

次のfor文の中の、＊p = 0.0 という文の

意味は、「“p”に保存されている数値をメ

モリブロック（8バイト）の先頭番地とみ

なし、そのメモリブロックに“0.0”を書き

込む」ことを意味している。つまり、“p”

に保存されている数値が1024であった場合

は、1024番地から1031番地までの8バイ

トにゼロが書き込まれることになる。

そして、p++を行うとdouble 1個分、つ

まり8バイト分だけ“p”の値が増加し、“p”

の値は1032となる。

■構造体（メモリブロックの塊をまとめた

もの）

構造体を用いると、変数の集合がひとか

たまりのものとして表現されるため、プロ

グラムが見やすくなったり、その内容を扱

う関数を書くのが楽になったりする。

たとえば、田中さんの身長と体重を入れ

る構造体を定義し、180cm、79kgを代入

するには、

typedef struct {

long height;

long weight;

} body_t;

body_t   tanaka;

tanaka.height = 180;

tanaka.weight = 79;

というような記述を行えばよい。ここで、

heightとweightのことを構造体の「メンバ」

と呼ぶ。

上記で、tanakaという構造体のメモリブ

ロックの先頭アドレスが1024番地であると

仮定すると、tanaka.weightというlong変

数が割り当てられるメモリブロックの先頭

アドレスは、heightの4バイト分（long）

をスキップした1028番地となる。

なお、ここで“.”（ピリオド）で構造体

のメンバを指定した場合には、そのアドレ

スがコンパイル時に決定される。つまり、

1028番地のメモリブロックに“79”という

数値が書き込まれるというオブジェクトコ

ードが生成されることに注目してほしい。

さて、次に身長と体重を表示する関数を

考えてみる。

void body_print( body_t *bp )

{

printf("身長=%d\n", bp->height );

printf("体重=%d\n", bp->weight );

}

上でbody_print関数の引数bpは構造体

へのポインタ、すなわち、身長と体重が保

存されているメモリブロックの先頭番地が

格納される。先ほどは、構造体メンバ

（heightとweight）をアクセスするのに“.”

を用いていたが、ここでbpは構造体そのも

のでなく、構造体へのポインタであるため

“->”（アロー演算子）を用いてアクセスし

ている。仮に引数bpに1024という数値が

格納されていた場合、heightは long変数

（4バイト）であるので、bp->weightは、

1028番地からの4バイトに保存されている

long型の変数を指すことになる。

なお、前述したように「構造体そのもの」

のメンバをアクセスするには“.”を使うが、

「構造体へのポインタ」が指し示す構造体

メンバへアクセスする場合は“->”を使う。

“.”はコンパイル時にアクセスするアドレ

スが決定されるが、“->”によるアクセスは、

ポインタ変数に入っている数値（番地）に、

“->”で指定されているメンバのオフセット

値を足して、アクセスすべき番地をプログ

ラムの実行時に計算することになる。

つまり、上記の例にある“bp->weight”

の場合はメンバweightのオフセットが4な

ので、“1024+4”という演算が実行時に行

われ、最終的に1028番地からの4バイト

（long型）に記憶されている、79kgという

数値を得てprintfすることができる。

構造体は難しいが、実際に自分で数行の

テストプログラムを書き、メンバに代入し

て関数へ渡してみたり、ポインタのアドレ

スを表示したりという実験をすると理解が

深まると思う。頭で考えて理解できないと

きは、キーボードを叩いて実験してみるの

が一番である。

ポインタと構造体

特別講座
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まずは、Linuxで利用できるIMAP4クライアントをい

くつか紹介しよう。

■Netscape Messenger

Netscape Messengerは、 Netscape Communicator

に含まれるメーラだ。Netscape MessengerでIMAP4サ

ーバを指定する方法を簡単に紹介しておく。以下の説明は、

Linux版のNetscape Communicator 4.61を前提として

いる。

①Edit->Preferencesメニューを選択

左部のカテゴリからMail Serversを選ぶ。IMAP4サー

バを新 規 登 録 する場 合 は、 右 部 の Incoming Mail

ServersにあるAddボタンをクリックする。すでにPOP3

サーバを使っていて、POP3からIMAPに乗り換えるとき

は、Edit ボタンをクリックする。IMAP4 の場合は、

POP3と違って、複数のサーバを登録できる。

②Mail Server Propertiesダイアログの設定

GeneralタブのServer TypeからIMAP Serverを選択

する。その下にあるUser Nameにユーザー名を入力、パ

スワードを保存したいときは、Remember Passwordを

チェックする。

次にIMAPタブに移り、クライアント側でメッセージを

削除したときにIMAPサーバ側でどのような処理を行うか

を選択する。また終了時に、INBOXにある削除マークの

付いたメッセージを削除するかどうか、Trashフォルダを

空にするかどうか、といった処理も選択できる。

Advancedタブについては、デフォルトのままで特に問題

ない。

設定が終わると、IMAP4サーバとのセッションが開始

され、フォルダ一覧にINBOXほかが表示される。

③購読フォルダの指定

購読するフォルダを指定するには、File->Subscribeを

実行する。IMAP4サーバ側で提供しているフォルダの一

覧が表示されるので、購読したいフォルダにチェックマー

クを付ける。

WU-imapdでは、デフォルトでユーザーのホームディレ

クトリにフォルダを作成する。このため、IMAP4のフォ

ルダ以外のファイルもすべて表示されてしまう。これを

WU-imapd側で調整する方法については後述する。

④その他の操作

フォルダを新規作成するときは、[File]-[New Folder]を

実行する。フォルダ名を変更するときは、[File]-[Rename]

Folderを実行する。いくつかのディストリビューションに

含まれているNetscape Communicatorの日本語対応を

強化したバージョンでは、日本語でフォルダ名を指定する
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こともできる（Default Character SetをJapaneseにし

ておく必要がある）。これらの操作は、IMAPサーバ名を

選択して右クリックで表示されるメニューからも実行でき

る。

メッセージをあるフォルダから別のフォルダに移動する

には、メッセージ一覧からメッセージを選択し、それを移

動先のフォルダにドラッグすればよい。元のメッセージに

は赤色の×印が付く。メッセージを削除するときは、DEL

キーを押す。これらの操作も、メッセージを選択し右クリ

ックして表示されるメニューから実行できる。このメニュ

ーからだと、メッセージのコピーも実行できる。

検索[Edit]-[Search Messages]は、IMAP4らしい面白

い機能で、IMAPサーバ側で実行できるのだが、残念なが

ら使用環境（Windows環境からでも）では検索条件に日

本語は使えなかった。CHARSETの情報をうまくIMAP

サーバに渡していないようだ。

また、フォルダ一覧に共有フォルダが表示されるものの、

そこにあるはずのメッセージが表示されず、アクセスでき

なかった（共有フォルダの設定についても後述する）。共

有フォルダのプロパティを見ると、“This server does

not support shared folders”と表示される。いまだに原

因がわからない。

■Wanderlust

Wanderlust（以下WL、http://www.gohome.org/wl/）

は、寺西裕一氏を中心とするgohomeプロジェクトによる、

Emacs系（Emacs、Mule、XEmacs）のための統合メー

ル機能だ。elispというEmacsのLispで書かれている。

IMAP4に特化したものではなく、POPやMH、はたまた

圧縮アーカイブにもアクセスできる。WLは、Emacs系で

Mewを使用しているユーザーであれば、自然に移行でき

るインターフェイスになっている。

余談だが、wanderは、驚きではなく放浪のワンダーで、

go homeもそうなのだが、レッド・ツェッペリンの歌詞

によく出てくる。それにlustは、最後ではなく渇望のラス

トで、これもイギー・ポップのLust For Life（映画トレ

インスポティングでリバイバルした）を連想してしまう。

なんだが’70年代ロックの濃いテイストを彷彿させるネー

ミングだなあ。

WLのインストール、およびカスタマイズ方法について

は、詳細なユーザーマニュアル（日本語）が含まれている

ので、そちらを参照していただきたい。ここでは、

IMAP4に関連する設定について簡単に説明しておく。

WLはEmacsで動くので、まずは、いずれかのEmacs

がインストールしてあることが前提になる。さらに、WL

は以下のelisp群を前提にしているので、これらもインス

トールしておく必要がある。

APEL A Portable Emacs Library

FLIM MIMEの構文解析、符号化/復号化機能

SEMI MIMEメッセージの表示/コンポーズ機能

WLをインストールする前に、まずapel-9.13.tar.gz、

flim-1.12.5.tar.gz、semi-1.13.3.tar.gzを入手しておく。こ

れらは依存関係があるので、APEL、FLIM、SEMIの順

にインストールする。XEmacsを使用している場合は以下

のようになる。なおプロンプトが#のコマンド行はsuなど

でスーパーユーザーになっていることを表している（以下

同）。

$ tar zxvf apel-9.13.tar.gz

$ cd apel-9.13

$ make EMACS=xemacs

# make install EMACS=xemacs

残りのFLIM、SEMI についても同様だ。APEL、

FLIM、SEMIのインストールが完了したら、次にWLを

インストールする。

$ tar zxvf wl-1.0.2.tar.gz

$ cd wl-1.0.2

$ make

# make install

ちなみにelispのコンパイルとインストールはEmacs自

身によって実行されている。Emacsの世界は、なんとも奥

深いのである。

wl-1.0.2/docディレクトリにはtexi形式のマニュアルが

ある。これは、TexinfoというGNUプロジェクトで使わ

れている汎用ドキュメント形式である。ちなみに、筆者は

これをmakeinfoしたところ、作成したInfoファイルの日

本語が化けてしまった。Emacsの達人によれば、texiファ

イルを読み込んだ状態で、以下のコマンドをEmacsから

実行するといいらしい。

M-x texinfo-format-buffer

※M-xは、Metaキー（PCの場合はAltキー）とxを同時

に押下することを示す。
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次にWLの動作をカスタマイズするための各種設定ファ

イルについて説明する。

̃/.emacs WLの起動に必要な設定情報を追加する。

(require 'mime-setup)

(autoload 'wl "wl" "Wanderlust" t)

(autoload 'wl-draft "wl" "Write draft with

Wanderlust." t)

̃ / .wl WLが参照する、各種変数の設定を記述する。

wl-icon-dirはWLがアイコン表示に使う画像ファイルの

あるディレクトリを指すように指定する。wl-smtp-

posting-serverは、メール送信に使用するSMTPサーバ

のドメイン名を指定する。付属するsample.dot.wlを修正

するのがお手軽だ。

(setq wl-icon-dir "/wl-1.0.3/etc")

(setq wl-smtp-posting-server "my.smtp.server.com")

̃/ .folders 購読フォルダ名を以下の書式で指定する。

IMAPの場合、your.imap.server.comにあるINBOXに

ユーザー名tomでアクセスするとき、以下のように記述で

きる。通常は、elmo-default-imap4-serverなどの変数に

指定しておき、フォルダ名にホスト名をいちいち書くこと

はしない。こちらもsample.foldersファイルを参照すると

わかりやすい。最後の文字列で指定したエイリアス名が、

WLでのフォルダ名の表示用に使われる。

%inbox:tom/auth@your.imap.server.com "受信箱"

以上の作業が完了したら、XEmacsを起動して、次のコ

マンドをタイプする。

M-x wl

これで、WLが起動し、ロゴのはいったスプラッシュ画

面が表示された後、IMAP4サーバにアクセスしにいく。

購読するフォルダで指定したユーザー名に対するパスワー

ドが聞かれるので、パスワードを入力する。IMAP4サー

バへのアクセスに成功すると、画面には、次のように表示

される。フォルダ名の後の“/”で区切られた各数字は、

順に、新着、未読、総数を示す。

デスクトップ 0/0/14

受信箱 0/0/8

TestML 0/0/4

Public 1/1/1

Shared 0/0/1

カーソルをフォルダ名に移動して、スペースキーまたは

Enterキーを押すと、画面2のような表示に切り替わる。

WLは、ELMOとWLの2階層で構成されている。

ELMO（elmo-*.el） フォルダを仮装するモジュール

（バックエンド）

WL（wl-*.el） 本体の動作を決めるモジュール（フロン

トエンド）

ホームディレクトリを見ると、̃/.elmo/imapというデ

ィレクトリが作成されている。この下にさらにサブディレ

クトリが以下の階層構造で作成され、mark、number、

overview、seenという4つのファイルが保持されている。

これらのローカルな情報とIMAPサーバ側の情報を照合し

て、フォルダの情報を更新しているのだ。

＜ドメイン名＞/＜ユーザー名＞/＜フォルダ名＞/
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前回、WU-imapdのインストールの説明では触れなかっ

た細かい点について補足しておこう。

①共有フォルダの設定

WU-imapdでは、#public/と#shared/の2種類の共有

フォルダを提供する。#public/はimappublicユーザー、

#shared/はimapsharedユーザーのそれぞれホームディレ

クトリに対応するように実装されている。

したがって、公共、共有フォルダを利用するときは、imap

publicとimapsharedをユーザー登録しておけばよい。

使用するLinuxで、ユーザー名が8文字までしか使用で

きない場合、imap-4.5/src/osdep/unix/env_unix.cを修

正する必要がある。env_unix.cにあるenv_init()を見ると、

imappub l i c および imap s h a r e d のユーザー名で

getpwnam()を実行している。ここで指定されているユー

ザー名を8文字以内にすればよい。

②各ユーザーのIMAP4ディレクトリの変更

各ユーザーが作成したフォルダは、デフォルトではホー

ムディレクトリの直下に作成される。この場合、他のディ

レクトリやファイルもアクセスできてしまうので、できれば

IMAPフォルダは特定のサブディレクトリ以下にまとめたい。

これを変更するには、たとえば、̃/imap/以下にフォル

ダを作成する場合、env_unix.cのenv_init()にある、

myHomeDir = cpystr (home);

を、

sprintf (tmp, "%s/imap", home);

myHomeDir = cpystr (tmp);

に変更する。

③認証機能（CRAM-MD5）の組み込み

WU-imapdでは、CRAM-MD5という認証方式が利用で

きる。CRAMとはChallenge-Response Authentication

Mechanismの略。具体的なやりとりは次のようになる。

まずサーバはクライアントにチャレンジ値（BASE64で

符号化されている）を送る。クライアントはチャレンジ値

を復号化し、これとパスワードをもとにMD5のダイジェ

ストを作成する。このダイジェストの先頭にユーザー名を

連結し、さらにBASE64で符号化して作成されたレスポン

ス値を、サーバに返す。サーバはこのレスポンス値を復号

化し、ユーザー名とダイジェストを取得する。このダイジ

ェストと、サーバ側で作成したダイジェストが同一である

かどうかを調べることで、当該ユーザーの認証を行う。

これにより、ネットワーク上に実際のパスワード、もし

くはパスワードを暗号化した値を流さなくて済む。実際に

は以下のようなやりとりになる（C：はクライアント側、

S：はサーバ側のメッセージ）。詳しくはRFC2195を参照

されたい。

C：A0001 AUTHENTICATE CRAM-MD5

S： +DE4OTYuNjk3MTcwOTUyQHBvc3RvZmZpY2UucmVzdG9

uLm1jaS5uZXQ+

C：dGltIGI5MTNhNjAyYzdlZGE3YTQ5NWI0ZTZlNzMzNGQzODkw

S：A0001 OK CRAM authentication successful

この機能を組み込むには、次のオプションでmakeを実

行する必要がある。

% make slx PASSWDTYPE=md5

さらに/etc/cram-md5.pwdを作成しておく。このファ

イルには、

＜ユーザー名＞＜タブ＞＜パスワード＞

の形式でパスワードのエントリを作成する。＜パスワー

ド＞は平文で指定するので、/etc/passwd（/etc/shadow）

で登録しているものと同じにしないほうがよい。当然、以

下のコマンドを実行し、root以外アクセスできないように

しておく。

# chmod 0400 /etc/cram-md5.pwd

IMAP 4 の CAPAB I L I TY コマンドを見ると、

AUTH=CRAM-MD5 が追加されているのがわかる。

PASSWDTYPE=md5 を指定して make しても、

/etc/cram-md5.pwdが存在しないとAUTH=CRAM-

MD5は有効にならないので、注意すること。また、

% make slx

で作成した場合でも、/etc/cram-md5.pwdがあれば、

AUTHENTICATEを実行する。ただし、このときには、

/etc/passwdのパスワードが照合に使用される。

このほかに、いくつか文書化されていない設定ファイル

がある。たとえば、/etc/anonymous.newsgroupsを作成

すると、AUTH=ANONYMOUSが組み込まれる。

# touch /etc/anonymous.newsgroups
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ただし、ANONYMOUSを有効にすると、誰でもアクセ

スできてしまうので、これは設定しないほうがいいだろう。

CPANでIMAP4をキーワードに検索をかけたところ、

Wing（Web IMAP/NNTP Gateway）というフリーソ

フトを見つけた。オックスフォード大学のMalcolm

Beattieによるもので、ライセンス形態はGPLになってい

る。このソフトウェアは、その名が示すとおり、Apache

とIMAPを連動させるためのゲートウェイであり、IMAP

をWebベースでアクセスできる環境を提供する。

Wingのインストールそのものは比較的簡単だが、実作

業としては、Wingが前提としているサーバ環境の構築／

設定が含まれるため、かなり複雑なものになる。具体的に

は、以下のソフトウェアが必要である。Wing全体のシス

テム構成は図1のとおり。

・Apache/mod_perl

・PostgreSQL

・WU-imapd

・Sendmail

・Perl5.004以上

Wingのシステム構成の特徴は、その論理構成にある。

フロントエンドとWingサーバ、そしてIMAPサーバの3

層構造になっている。この3層構造は、論理構成なので、

実際には各層をどのマシンに割り当てるかを調整でき、も

ちろん3層を1台のマシン上で実現することも可能だ。ま

たWingサーバは複数配置することもできる。

フロントエンドとWingサーバではApache/mod_perl

を立ち上げる必要がある。Perlで開発されたWingのモジ

ュールをここで実行する。mod_perlで実行させるのは、

処理の高速化をねらってのことだろう。ちなみに

mod_perlとは、ApacheとPerlの共同プロジェクトとし

て開発されているもので、PerlをApacheのモジュールと

して実行させることができる。

フロントエンドにはApache/mod_perl のほかに、

PostgreSQLを置く。フリーソフトのRDBMSである

PostgreSQLは、Wingではユーザー認証およびセッショ

ン管理のために使われている。また、ユーザー別の環境設

定（アドレス帳、表示設定）もここに保存される。

フロントエンドはWingへの入口にすぎず、Wingの主

要な処理はWingサーバ上で実行される。Wingサーバで

は、Apache/mod_perlのほかに、maildというデーモン

が稼動し、IMAPサーバへのアクセスを仲介する。

Wingでは、データベースへのアクセス、ソケット通信、

MIME形式のメールの処理、クッキーの処理など、扱う内

容が多岐にわたる。これだけの仕様を含むとなると、大規

模なプログラムになってしまいそうだが、Perlのモジュー

ルを徹底的に活用しているため、プログラム全体は非常に

コンパクトにまとまっている。Webアプリケーションを開

発するさまざまなテクニックが網羅されているので、CGI

プログラマーにとっても非常に参考になるはずだ。
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図1 Wingのシステム構成図

WingでIMAP4とApacheを連動させる



①Wingのインストール

Wingは以下のFTPサイトからダウンロードできる。

ftp://ftp.ox.ac.uk/pub/perl/Wing-0.8.tar.gz

アーカイブを展開すると、ディレクトリWing-0.8が作成

され、以下のファイルが含まれている。

・README、その他

READMEではWingのインストール方法を簡単に説明

してある。詳細なマニュアルはないが、Perlのプログラム

には細かくコメントがつけられている。

・Perlモジュール

Wing.pmとOutline.pmがあり、さらにディレクトリ

Wingに7つのpmファイルがある。これらはPerlがpmフ

ァイルを検索するパスのひとつであるディレクトリ

site_perlにインストールする。

・Perlスクリプト

IMAP4サーバへのアクセスを仲介するmaild本体の他

に、その起動スクリプトwing.initとテストプログラムがあ

る。

・HTML関連

ディレクトリicons以下に、Wingがアイコンとして使

用する画像ファイルがある。またディレクトリhelp以下

に、同じくWingがヘルプ表示に使用するHTMLファイル

がある。

・sqlファイル

PostgreSQLに作成するwingデータベースのテーブル、

インデックスなどのSQLが記述されている。

Perlモジュールの中で、サーバの環境に合わせた変更が

必要なものは、Wing/Shared .pm にまとめてある。

HTML表示に関連する各種定数はとりあえずデフォルト

のものを使うとして、最低限、以下の項目について変更が

必要だ。

$WING_DOMAIN

デフォルトはwing.example.orgなので、これを実際に

Wingサーバが稼働するドメイン名に変更する。単体マシ

ンでテストするときは、localhostにする。

sub initial_mailbox

このサブルーチンは、IMAPサーバのアドレスとそのメ

ールボックスを含むアドレス指定を返す。デフォルトでは、

ユーザー名が個々のマシン名に対応するクラスタ環境を想

定しているので、利用するシステム環境に合わせて調整す

る必要がある。

たとえば、WingサーバとIMAPサーバを同一マシンで

動かすのであれば、次のようにする。

return "{$WING_DOMAIN/imap}INBOX";

Wing/Shared.pmの変更ができたら、Perlモジュール

をsite_perlにコピーする。

# cp Wing.pm Outline.pm /usr/local/lib/site_perl

# mkdir /usr/local/lib/site_perl/Wing

# cp Wing/*.pm /usr/local/lib/site_perl/Wing

HTML関連ファイルは、Apacheのドキュメントルート

にコピーする。

# mkdir /var/www/wing-icons /var/www/wing-help

# cp icons/* /var/www/wing-icons

# cp help/* /var/www/wing-help

maild関連のファイルについては⑤で述べる。今回のイ

ンストールについては、Debian-JP 2.1で行った。これ以

外のディストリビューションの場合、インストール先のデ

ィレクトリが異なると思われる。適宜変更していただきた

い。

②PostgreSQLのデータベース設定

次にフロントエンドマシン上のPostgreSQLにWingデ

ータベースを作成する。PostgreSQL本体のインストール

については、ここでは割愛させていただく。

Wingデータベースの作成には、wing-0.8ディレクトリ

にあるsqlファイルを実行する。Wingでは、Apacheの実

効ユーザーがhttpdであることを前提にしている。したが

って、httpd以外の実効ユーザー（たとえばwww-dataな

ど）になっている場合、これをhttpd に変更するか、

Wingのプログラムを変更する必要がある。

ここでは、“usermod -l httpd www-data”として

Linuxのユーザーアカウント名を変更することにした。こ

のため、後述するようにApacheのhttpd.confにおける指

定も変更する必要がある。

次にPostgreSQLにWingデータベースを新規作成する。

まず、PostgreSQLでユーザー登録を行う。

$ su

# su postgres

$ createuser root
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$ createuser httpd

次にwingデータベースを作成する。

$ createdb wing

ユーザーrootでusers-init.sqlを実行する。

$ su

# psql -d wing -f users-init.sql

続いてユーザーhttpdでwing-init.sql、abook-init.sqlを

実行する。

$ su

# su httpd

$ psql -d wing -f wing-init.sql

$ psql -d wing -f abook-init.sql

③Wing以外のPerlモジュールのインストール

前述したように、Wingのモジュールは多岐にわたる

Perlモジュールに依存しているが、標準的なPerlの構成で

は含まれていないものが少なくない。そのため各種Perlモ

ジュールをインストールする作業が必要になるのだが、こ

れが思ったよりも時間を要してしまう。このような事情を

察してか、以下のサイトにWingが依存する全ファイル

（Wingも含む）が集められている。

ftp://ftp.ox.ac.uk/pub/linux/RPMS/i386  バイナリ配布

(RedHat 5.x)

ftp://ftp.ox.ac.uk/pub/linux/SRPMS/ ソース配布

ソース配布として収録されているrpmファイルは次のと

おり。

apache-mod_perl-1.2.6-5.src.rpm

exim-2.02-2.src.rpm

imap-4.4blackbox-5.src.rpm

perl-Apache-DBI-0.81-1.src.rpm

perl-CrackLib-0.1-1.src.rpm

perl-DBD-pg-0.73-1.src.rpm

perl-DBI-1.02-1.src.rpm

perl-DBO-0.2-1.src.rpm

perl-Data-Dumper-2.09-1.src.rpm

perl-HTML-Embperl-1.2b1-1.src.rpm

perl-HTML-Parser-2.20-1.src.rpm

perl-IO-stringy-1.203-1.src.rpm

perl-MIME-Base64-2.06-1.src.rpm

perl-MIME-Tools-4.121-src.rpm

perl-Mail-Cclient-0.4-2.src.rpm

0.5-1.src.rpm

0.6-1.i386.rpm

0.6-1.src.rpm

perl-MailTools-1.11-1.src.rpm

perl-Net-DNS-0.12-1.src.rpm

perl-Net-Telnet-3.01-1.src.rpm

perl-SQL-0.2-1.src.rpm

perl-Term-ReadKey-2.12-1.src.rpm

perl-Term-ReadLine-0.9904-1.src.rpm

perl-libnet-1.0605-1.src.rpm

perl-libwww-5.36-1.src.rpm

wing-0.6-1.src.rpm

wing-0.8-1.src.rpm

ファイル名がperlで始まっているファイルはPerlモジュ

ールだが、CPANに収録されていないモジュールが2つあ

る。CrackLibとSQLがそれで、Wingの作者Malcolm

Beattieによるものだが、SQLにはバグが含まれているこ

とを注意している。

今回はDebian-JP 2.1でインストールするため、以下の

手順をとった。

・Debian-JP 2.1に収録されているPerlモジュールのパ

ッケージをインストール

・それ以外のPerlモジュールはCPANからインストール

・CrackLibとSQLは、debファイル（Debianのパッケ

ージ形式）に変換して、インストール

そのほか、Mail::Cclientをインストールした。このPerl

モジュールは、WU-imapdに対する一種のAPIを提供す

るものであり、WU-imapdに含まれるライブラリを使用す

る。そこでCPANからMail-Cclient-0.5.tar.gzを入手し展

開した後、以下の手順でmakeを行った。

$ perl Makefile.PL CCLIENT_DIR=/path/to/c-client

ここで、/path/to/c-cliantには、WU-imapdをmake

したときに作成されるc-clientディレクトリを指定する。

このディレクトリに作成されたc-client.aからオブジェクト

形式のファイルを抽出している。Makefileが作成された

ら、makeを実行する。

$ make
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# make install

通常のPerlモジュールでは、make installの前にmake

testを実行するのだが、このモジュールで提供されている

テストは、あくまでプログラミングのサンプルとしてのも

のであり、実際に実行すると終了しなくなるので注意が必

要だ。

ちなみにrpmファイルのdebファイルへの変換には、

alienコマンドを使用した。

$ alien perl-CrackLib-0.1-1.src.rpm

$ alien perl-SQL-0.2-1.src.rpm

# dpkg -i perl-cracklib_0.1-2_i386.deb

# dpkg -i perl-sql_0.2-2_i386.deb

すると、ルートディレクトリに次のファイルが展開される。

perl-CrackLib.spec

CrackLib-0.1.tar.gz

perl-SQL.spqc

SQL-0.2.tar.gz

これを適当なディレクトリに移動させ、展開して、make、

インストールする。

$ perl Makefile.PL; make; make test

# make install

④Apache/mod_perlの設定

Debianでは、mod_perlはdselectを使ってパッケージ

libapache-mod-perlをインストールする。インストール後、

/usr/lib/apache/1.3/にmod_perl.soがあるのを確認す

る。

次に、apacheの設定ファイルhttpd.conf（Debianでは

/etc/apache/httpd.conf）にある一連のLoadModuleを

みて、perl_moduleの指定がコメントになっていたら、こ

れを外して次のようにする。

LoadModule perl_module /usr/lib/apache/1.3/mod_perl

.so

余談だが、Apacheのモジュールにmod_imapというの

がある。しかし、これはIMAP4ではなく、クリッカブル

マップのためのモジュールである。

ついでに、httpd.confのuserとgroupの指定を、www-

dataからhttpdに変更しておく。httpd.confの変更が終わ

ったら、次のコマンドを実行してApacheを再構築する。

# apacheconfig

次に、access.confを編集する。

フロントエンドとWingサーバを同一マシンにする場合、

このファイルの末尾に、以下の指定を追加する。

Alias /wing-icons/ /var/www/wing-icons/

PerlModule Wing

PerlModule Wing::Balance

<Location />

SetHandler perl-script

PerlHandler Wing::Balance

</Location>

<Location /wing>

SetHandler perl-script

PerlHandler Wing

</Location>

<Location /wing/login>

SetHandler perl-script

PerlHandler Wing::Login

</Location>

<Location /wing/admin>

SetHandler perl-script

PerlHandler Wing::Admin

</Location>

このAlias指定によって、/wing-icons/はWingの画像

ファイルのあるディレクトリを参照する。PerlModule指

定は、Apacheの起動時にここで指定されたPerlモジュー

ルをロードする。頻繁に使われるPerlモジュールをこのよ

うにあらかじめロードしておくと、オーバーヘッドが少な

くなる。Locationの指定については、順番を変えてしまう

と対応がうまくいかなくなるので、注意すること。

フロントエンドとWing サーバを分離する場合は、

access.confの追加部分はそれぞれ以下のようにする。

フロントエンド側：

PerlModule Wing::Balance

<Location />

SetHandler perl-script

PerlHandler Wing::Balance

</Location>

<Location /wing/admin>

SetHandler perl-script
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PerlHandler Wing::Admin

</Location>

Wingサーバ側：

Alias /wing-icons/ /var/www/wing-icons/

PerlModule Wing

<Location /wing>

SetHandler perl-script

PerlHandler Wing

</Location>

<Location /wing/login>

SetHandler perl-script

PerlHandler Wing::Login

</Location>

⑤maildの設定

Wingサーバに相当するマシンにmaildをインストール

する。

# install maild /usr/sbin

maildがセッションの記録に使用するディレクトリを作

成する。

# mkdir /var/lib/maild /var/lib/maild/sessons

# chown httpd /var/lib/maild /var/lib/maild/sessions

# chmod 700 /var/lib/maild /var/lib/maild/session

/var/lib/maildには、maildのログファイルmaild.log、

プロセスIDを記録するmaild.pidが作成される。maildを

起動／停止させるためのスクリプトがwing.initである。

これを見ると、su httpdを使ってmaildを起動しているの

がわかる。次のコマンドを実行して、このwing.initを

maildの起動スクリプトにする（スクリプトの場所は

/etc/rc.d/init.dなどディストリビューションによって異な

るので注意すること）。

# cp wing.init /etc/init.d/maild

# ln -s /etc/init.d/maild /etc/rc2.d/S20maild

# ln -s /etc/init.d/maild /etc/rc3.d/S20maild

# ln -s /etc/init.d/maild /etc/rc4.d/S20maild

# ln -s /etc/init.d/maild /etc/rc5.d/S20maild

最後にフロントエンドのマシンに/etc/wing.liveを作成

する。このファイルには、Wingサーバのホスト名を指定

する。この内容を見て、フロントエンドからWingサーバ

に処理がリダイレクトされる。Wingサーバを複数配置す

る場合は、１行につき１ホスト名にしたものを複数行指定

する。先頭に#があれば、コメント行として解釈される。

⑥テスト

フロントエンドとWingサーバの両方で、それぞれ

Apacheを再起動する。またWingサーバではmaildを再

起動する。

# apachectl restart

# /etc/init.d/maild restart

必要なPerlモジュールが欠落している場合、Apacheの

起動時やWingの実行時にエラーが発生する。Apacheの

ログ（/var/log/apache/error. log）とmaild のログ

（/var/ l ib/ma i ld/ma i ld . l og）、WU- imapd のログ

（/var/log/syslog）を見て、原因をつきとめるとよいだろ

う。

問題なければ、フロントエンドサーバにWebブラウザ

でアクセスしてみよう。添付された画像ファイルへのリン

クをクリックすると、画像が画面表示される。本文が日本

語のメールを表示すると、文字化けが発生する場合もあっ

たが、設計そのものはかなりモジュール化されているので、

見通しは悪くない。また、Wingをベースにすれば、従来

のWebメールや掲示板システムとは、一味違ったWebア

プリケーションが構築できるだろう。

Linux magazineOctober 1999 221

IM
A
P
4

画面3
W i n g による
Web画面



Ext2ファイルシステムのユーティリティとしては、次の

コマンドが用意されている。ここではそれぞれのコマンド

の解説とちょっとしたポイントを紹介したいと思う。

chattr ファイルの属性を設定する

lsattr ファイルの属性を表示する

e2fsck ファイルシステムのチェックと修復を行う

e2label ファイルシステムのボリュームラベルを設定する

mke2fs ファイルシステムを作成する

tune2fs ファイルシステムの設定を変更する

dumpe2fs ファイルシステムの各種パラメータを表示する

debugfs ファイルシステムのデバッグを行う

;

;chattr

;

chattrは、ファイルの属性を変更するツールである。

Ext2ファイルシステムでは、ファイル単位で属性を設定

できるようになっている。設定できる属性は、以下のとお

り。

usage: chattr [-RV] [-+=AacdisSu] [-v version]

files...

A アクセスタイムを更新しない

S 同期更新モード

a 追加書き込みのみ許可（設定変更はスーパーユーザー

のみ可能）

c ファイル圧縮

i 変更不可（設定変更はスーパーユーザーのみ可能）

d dumpプログラムでのバックアップ候補から除外

s セキュア削除（使用ブロックをランダムバイトで埋め

るなどしてからファイルを削除する）

u アンデリート可能

これらのうち、ファイル圧縮とアンデリートは、属性を

設定できるものの、機能としては現時点では実装されてい

ないので意味をなさない。ちなみに現在のExt2ファイル

システムのバージョンは“0.5a”である。

;

;lsattr

;

ファイルの属性一覧を表示する。オプションなどは以下

のとおり。

usage: lsattr [ -RVadv ] [ files...  ]

-R リカーシブモード

-V プログラムバージョンを表示

-a “.”（ドット）から始まるファイルを含めディレ

クトリ内のすべてのファイルの属性情報を表示

-d ディレクトリの属性を表示

-v ファイルのバージョンを表示

実行例：
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[user@linux01 test]$ chattr +AacdisSu -V license

chattr 1.15, 18-Jul-1999 for EXT2 FS 0.5b, 95/08/09

Flags of license set as sucSiadA

chattr: Operation not permitted while setting flags

on license

（※aとi属性はスーパーユーザーのみ設定可能なので、コマンド

は失敗している）

[user@linux01 test]$ chattr +AcdsSu -V license

chattr 1.15, 18-Jul-1999 for EXT2 FS 0.5b, 95/08/09

Flags of license set as sucS--dA

[user@linux01 test]$ lsattr

sucS--dA ./license

-------- ./jpnfont.tar.gz

-------- ./ILINXR.install

[user@linux01 test]$

[root@linux01 /root]# chattr +AacdisSu -V test.log

chattr 1.15, 18-Jul-1999 for EXT2 FS 0.5b, 95/08/09

Flags of test.log set as sucSiadA

（※スーパーユーザーでは、すべての属性が設定可能だ）

[root@linux01 /root]# lsattr

-------- ./nsmail

sucSiadA ./test.log

[root@linux01 /root]#

;

;e2fsck

;

e2fsck（fsck.ext2）は、Ext2ファイルシステムの整合

性チェックおよび修復を行うプログラムだ。

ファイルシステムの整合性のチェックは、ブート時のフ

ァイルシステムをマウントする際にクリーンフラグをチェ

ックして自動的に実行されるように設定されているので、

手動で実行することは少ない。/etc/fstabの6フィールド

目が自動的にチェックするかどうかの設定だ（1は有効、0

は無効）。またファイルシステムのクリーンフラグだけで

なくマウント回数、経過時間などによってもチェックが有

効になる。これに関しては後述するtune2fsコマンドなど

を参照してほしい。

Usage：

e2fsck [-panyrcdfvstFSV] [-b superblock]

[-B blocksize] [-I inode_buffer_blocks]

[-P process_inode_size]

[-l|-L bad_blocks_file] device

-a （-pオプションと同じだが互換性のために残っている）

-b superblock 通常のsuperblockの代わりに指定した

superblockを使用する

-B blocksize ブロックサイズをsuperblockからでは

なくオプションで指定する

-c 不良ブロックのチェックを行ってi-nodeに登録する

-C fd fdで指定した番号のファイルハンドルに終了状況

を書き込む。このオプションは、fsckを起動する

プログラムで使用する

-d デバッグ情報を出力する

-f ファイルシステムの状態がfsckが必要な状態かどうか

に関わらずチェックを実施する

-F 起動時にファイルシステムのデバイスのキャッシュを

クリアする（ベンチマーク用）

-l filename ファイルで指定した不良ブロックのリスト

をファイルシステムに追加する

-L filename ファイルで指定した不良ブロックのリスト

をファイルシステムに設定する

-n ファイルシステムを読み取り専用で開き、すべての質

問に「n」が入力されたものとみなしてプログラムを実

行する

-p 修復に関する質問を行わずに自動で修復を行う

-r 互換性のために残されており、何もしない

-s ファイルシステムのバイトオーダーを標準のバイトオ

ーダー（little endian）に変更する

-S ファイルシステムのバイトオーダーを現在のバイトオ

ーダーに関わらず変更する

-t 処理時間の統計情報を出力する。オプションを2回指

定するとより詳細な統計情報を出力する

-v プログラム動作の詳細出力を行う

-V プログラムのバージョンを表示し終了する

-y すべての質問に「ｙ」が入力されたものとみなしてプ

ログラムを継続する

なお、マウントした状態のファイルシステムは、チェッ

クの最中に書き込み、変更が行われる場合があるので、以

下のようなワーニングメッセージが表示される。一般にア

ンマウントしてからチェックするのが望ましい。

# fsck /dev/hda1

Parallelizing fsck version 1.12 (9-Jul-98)

e2fsck 1.12, 9-Jul-98 for EXT2 FS 0.5b, 95/08/09

/dev/hda1 is mounted.
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e2fsck



WARNING!!!  Running e2fsck on a mounted filesystem

may cause

SEVERE filesystem damage.

Do you really want to continue (y/n)? no

check aborted.

;

;e2label

;

e2labelは、Ext2ファイルシステムのボリュームラベル

の表示と設定を行うコマンドである。ボリュームラベルの

表示と設定は、後述するtune2fsなどでも行える。

# e2label

Usage: e2label device [newlabel]

# e2label /dev/hda1 "ROOT"

# e2label /dev/hda1

ROOT

# 

;

;mke2fs

;

mke2fs（mkfs.ext2）は、Ext2ファイルシステムを作

成するプログラムである。

オプションを指定しないで実行するとブロックサイズ

1024バイトでファイルシステムが作成される。オプション

としてよく使用されるものは、ブロックサイズを指定する-

bとグループを何ブロックで構成するかを指定する-gだ。

Usage：

mke2fs [-c|-t|-l filename] [-b block-size]

[-f fragment-size] [-i bytes-per-inode]

[-N number-of-inodes]

[-m reserved-blocks-percentage]

[-o creator-os] [-g blocks-per-group]

[-L volume-label] [-M last-mounted-directory]

[-r fs-revision] [-R raid_opts]

[-s sparse-super-flag] [-qvSV] 

device [blocks-count]

-b block-size ブロックサイズをバイト単位で指定する。

1024、2048、4096のいずれかが指定できる。デフォルト

は1024バイト

-c ファイルシステムを作成する前に不良ブロックのテス

トを行う。テストは読み出しのみ

-f fragment-size フラグメントのサイズをバイト単位で

指定する。1024、2048、4096のいずれかが指定できる。

ただしブロックサイズ以下でなければならない

-i bytes-per-inode ディスク容量に対するi-nodeの割合

を、ディスクの何バイトに対して1つのi-nodeを作成する

かで指定する。デフォルトは4096 [バイト/i-node]。1024

以上でなければならない。これによりi-nodeの個数が決定

される

-N number-of-inodes ブロック数とbytes-per-inodeか

ら計算されるi-node数をユーザーが直接指定する

-l filename 指定したファイルから不良ブロックのリス

トを読み込む

-m reserved-blocks-percentage 予約ブロックの割合

をパーセンテージで指定する。デフォルトは5%

-g blocks-per-group グループを何ブロックで構成する

かを指定する。デフォルトはビットマップの構成上、1ブ

ロックサイズ×8となる。つまりブロックサイズ1024バイ

トの場合、デフォルトは8192。これ以上は指定できない。

これ以下なら指定できる

-o creator-os 作成OS名を指定する

-q メッセージの出力を抑止する

-s sparse-super-flag このフラグに1を指定すると、

sparse superblockフラグをオンにする。0を指定すると

sparse superフラグをオフにする（デフォルト）。sparse

superフラグはカーネルが正しくサポートしていないので

通常は指定しない

-v 動作の詳細を出力する

-F 指定したデバイスがブロックデバイス以外でも強制的

にmke2fsを実行する

-L volume-label ファイルシステムに付けるボリューム

ラベルを指定する

-M last-mounted-directory 最終マウントディレクトリ

を指定する

-r revision ファイルシステムのリビジョンを設定する

-R raid_options RAID関係のオプションを設定する

-S superblockとgroupデスクリプタのみを書き込む

-V バージョン番号の表示する

;

;tune2fs

;

tune2fsは、Ext2ファイルシステムのパラメータを調整

するツールである。Ext2ファイルシステムのパラメータ

は、スーパーブロックに書き込まれており、tune2fsはそ

の内容を変更する。

tune2fsのスイッチには以下のものがある。
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-c max-mount-counts ファイルシステムに障害がなく

てもfsckをかけるマウント回数を指定する

-e errors-behavior エラーを検出した場合にカーネルが

行う処理を指定する。errors-behaviorには、以下の種類

がある

continue 処理を継続する

remount-ro 書き込み禁止でファイルシステムを

マウントし直す

panic panicを引き起こしてOSを停止する

-g group 予約領域を使用できるグループを指定する。

グループは数値（グループID）かグループ名で指定する

-i interval-between-checks[d¦m¦w] ファイルシステム

に障害がなくてもfsckをかける時間間隔を指定する。0を

指定すると時間間隔をfsckのタイミングとして使用しな

い。[d¦m¦w]はそれぞれ日／月／週を表し、3dなら3日、

6mなら6カ月、9wなら9週間となり、指定しなければ日

の指定とみなされる。デフォルトでは6mつまり6カ月で

ある

-l superblockの内容を表示する

-m reserved-blocks-percentage 予約領域の割合をパ

ーセントで指定する

-r reserved-blocks-count 予約領域の大きさをブロッ

ク数で指定する

-s sparse-super-flag sparse superblockフラグを設定

する

-u user 予約領域を使用できるユーザーを指定する

-C mount-count マウント回数を実際の値を無視して設

定する

-L volume-name ボリューム名を設定する（最大16文字）

-M last-mounted-directory 最後にマウントされたディ

レクトリ名を設定する。通常使用しない

-U UUID UUIDを設定する

ファイルシステムのパラメータを変更する前には、-lス

イッチを指定して現在の状態を必ず確認しておこう。また

“tune2fs -l -c 30 /dev/hda1”のように指定すると現在の

値と変更した値の両方を確認できる。

fsckのタイミングやディスクの予約領域の大きさは、よ

く調整される項目だ。

まずfsckのタイミングの制御は-cおよび-iスイッチで行

う。マウントした回数が-cスイッチで指定した数に達した

場合、ファイルシステムの状態がクリーンであってもfsck

が実行される。また、以前のfsckから-iスイッチで指定し

た時間が経過した場合も同様にクリーンであるかどうかに

関わらずfsckが実行されるようになる。シャットダウンを

たまにしか行わないサーバでは短く、逆に煩雑に行うマシ

ンでは長くしておくのがよいだろう。

ディスクの予約領域の制御は-mまたは-rスイッチで行

う。予約領域は、ユーザーから見たファイルシステムの上

限を設定する。ユーザーから見てディスクの空きがなくな

った状態でも、スーパーユーザーなら予約領域を使用でき

るためファイルを消さなくても作業をすることができる。

予約領域のデフォルトはディスクの5%である。5%という

値は、ディスクのフラグメンテーションを避けるためにも

使われる。しかし、フロッピーディスクでは予約領域を設

定する意味はない。

なおスーパーブロックを更新するような操作をした場

合、書き込み処理にそれなりの時間がかかるので注意する

こと。

;

;dumpe2fs

;

dumpe2fsは、Ext2ファイルシステムのパラメータ

（superblockの内容）と各groupの割り当て状況を表示す

るコマンドだ。-bスイッチで不良ブロックを表示すること

もできる。ファイルシステムのパラメータの表示は

tune2fsと同じである。

;

;debugfs

;

debugfsはファイルシステムの内部構造操作用のツール

（デバッガ）である。debugfsでは、ファイルシステムの

ディスク上のデータ構造を直接変更できるので、fsckで自

動的に修復できないような場合でもファイルシステムの内

容を変更することが可能だ。つまり、削除したファイルの

復活にも利用できるということである。もちろん、ファイ

ルシステムのディスク上のデータ構造を操作するのだか

ら、Ext2ファイルシステムの知識が不可欠であり、操作

に失敗すればディスクを修復不可能にまで破壊することが

できてしまう。注意して使用してほしい。ヘルプは?を入

力すると表示される。

なおデフォルトは、リードオンリーモードでオープンさ

れるので、書き込みも行いたい場合は、-wオプションをつ

ける必要がある。

dumpe2fs

debugfs
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カーネルのダイナミックなローダブルカーネルモジュー

ルのサポート、つまりシステムの実行中に動的にデバイス

ドライバを読み込み、その機能を使用できるようにする

（また取り外す）しくみは、一見、モノリシックカーネル

のLinuxカーネルには似つかわしくない感じがする。しか

し、それは偏見だ。この機能自体は、モノリシックである

かマイクロカーネルであるかは関係ない。

2.0以降のLinuxカーネルは、カーネルモジュールの依

存関係を考慮したオンデマンド（必要に応じた）ダイナミ

ックローディングをサポートしている。このとき、ユーザ

ーは処理に伴うデバイスドライバのロードをまったく意識

する必要はない。

たとえば、あるディスク（パーティション）をマウント

する場合（ここではSCSI接続のディスク）、単に“mount

/dev/sda1 /mnt/1”とするだけで、必要となるSCSIデ

ィスクの処理を行うドライバ、SCSIのジェネリックな処

理を行うドライバ、そしてそれぞれのSCSI機器固有の下

位ドライバがロードされる。さらに、適切なファイルシス

テムモジュールもロードされるのである。

ただし、これらが円滑に処理されるには、適切な設定が

なされていることが必要十分条件である。特にハードウェ

アに直接依存したデバイスドライバの場合、どれが必要な

のか設定されていないと処理のしようがない（でも、これ

は今のところの話であって、今後は、プラグアンドプレイ

がサポートされて完全自動ってことになるだろう。ISAデ

バイスはともかく、PCIデバイスに関しては）。

ローダブルモジュールをサポートするかどうかは、カー

ネルの構築時に決定される。現在、ほとんどのディストリ

ビューションでは、ローダブルモジュールをサポートした

カーネルが採用され、ひとつのカーネルイメージでさまざ

まなユーザー環境に適応できるようになっている。ローダ

ブルモジュールが本格的にサポートされる以前は、ハード

ディスクのインターフェイスやネットワークアダプタに応

じた、数十種類のカーネルが別途用意されていたことを覚

えている読者も多いと思う。今では、カーネルイメージと

しては1種類（SMPの場合は別）だけを用意し、各デバイ

スドライバは、インストール時にチェックして、

/etc/conf.modulesに設定するようになっている。

カーネル2.2系でローダブルモジュールとして設定でき

るのは、ファイルシステムから、SCSI、IDE、ネットワ

ーク、サウンドなどの各デバイスドライバ、各バイナリフ

ォーマット用のローダモジュールなど多岐にわたっている。

またカーネル2.2系では、従来ローダブルモジュールのオ

ンデマンドロードを処理していたkerneldという外部プロ

グラム（ユーザーレベルデーモンとして動作していた）は

必要なくなり、代わりにkmodというカーネルモードで動

作するプログラムで処理されるようになった。カーネル2.0

から2.2にアップデートする場合は注意してほしい。

ローダブルモジュールをサポートするメリットは、先ほ

ど述べたような、それぞれの環境で必要となるネットワー

クアダプタなどのデバイスの違いをカーネルの再構築なし
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Linuxカーネルと
ダイナミックローダブルモジュール

文：政久忠由
Text:Tadayoshi Masahisa

ローダブルモジュールのメリット



で解決できる点、そしてあまり使用されない機能をロード

しないでおけるためカーネルが消費するメモリを軽減でき

る点などである。そしてモジュールは、リブートなしにロ

ード、アンロードできるので、テストも非常に容易だ。

デメリットはというと、機能が要求されてから、最初にロ

ードされ、利用できるようになるまでに多少時間がかかる

（といっても数ミリから数秒程度、SCSIデバイスは初期化に

結構時間がかかる）ことぐらいだ。一般的な利用において

は、まったく問題にならないレベルである。あとは、スタテ

ィックなモジュールと何らパフォーマンス上の差はない。

ローダブルモジュールを利用するには、ローダブルモジ

ュールをサポートするカーネルと後述するモジュールユー

ティリティが必要となる。最近のディストリビューション

では、何の問題もないと思う。ここでは、カーネルを再構

築する際のポイントだけ紹介しておこう。カーネルのコン

フィギュレーションでは、次の項目を有効にする（カーネ

ルは2.2を前提）。

Loadable module support：

[＊] Enable loadable module support

[＊] Kernel module loader

あとは、ブートして、ルートファイルシステムがマウン

トできて、initが実行できるのに最低限必要なドライバだ

けスタティックに組み込み、それ以外はモジュール＜M＞

として設定するだけだ。実は、LILOなどのブートローダ

のサポートで、最低限必要なドライバさえもローダブルモ

ジュールにしてしまうことができるのだが、とりあえずは、

あまり無理をしないで設定しよう。どうしてもという人は、

後述の「モジュールをプリロードする」の説明が参照にな

るだろう。

カーネルのコンフィギュレーションが終わったら、次の

ようにしてカーネル、各ローダブルモジュールをコンパイ

ル、そしてインストールする。

# make bzImage modules modules_install

モジュールは、/lib/modules/＜カーネルバージョン＞

内のblock、fs、netなどタイプ別のディレクトリにインス

トールされる。上記のコマンドでは、モジュールのインス

トールまで行っている。けれども、カーネルのインストー

ルはユーザー環境に依存するので、あえて行っていない。

一応、次のコマンドでカーネルをインストールすることが

できる（環境もある）。これは適宜環境に合わせて行って

ほしい。

# make install

また、実際にモジュールを利用するには、以下のコマン

ドを実行してモジュールの依存関係をチェックしておく必

要がある。通常は、/etc/rc.d/rc.sysinitなどの初期化ス

クリプトで実行されるようになっているのでユーザーがい

ちいち実行する必要はないのだが、知っておこう。

# /sbin/depmod -a ＜バージョン＞

ところでローダブルモジュールとしてコンパイルしたオ

ブジェクトと、カーネルにスタティックに組み込むモジュ

ールとしてコンパイルしたオブジェクトとでは、何が違う

のだろうか？

ローダブルモジュールの場合、コンパイル時にMODULE

を定義することでinit_module()とcleanup_module()を有効

にしている。これらは、それぞれの名前から内容は想像で

きると思うが、カーネルがモジュールの初期化と登録抹消

を行う時に実行する。スタティックなオブジェクトでは、

これらの代わりに通常の初期化ルーチン（init_foobarとか）

が有効になり、カーネルは起動時にそれを呼んでその機能

を使用できるようにしている。違いとしてはこれだけで、

init_module()と通常の初期化ルーチンは基本的には同じ内

容である（違う必要はどこにもない）。異なるのは、カーネ

ルがどのタイミングでどのように初期化しているかと、登

録を抹消する機能があるかどうかだけである。

依存関係のあるモジュールのいくつかでは、request_

module()を使用して、明示的に必要なモジュールを要求し

ている。たとえば、pppでは、slhcを必ず先にロードする

必要がある。これは、pppがslhcからエクスポートされて

いる機能を使用しているためだ。

一方カーネルでは、モジュールを生成、初期化、削除、

クエリーなどを行う機能が有効になっている（詳細は

/usr/src/linux/kernel/module.cを参照）。request_

module()はkmodが提供する機能だ。
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ローダブルモジュールを利用するには

ローダブルモジュールって？



ちなみにモジュールファイルは、foo.oなどのように拡張

子に“o”がついているが、ユーティリティで暗黙のうち

に処理されているので、ユーザーは単にfooとして扱うこ

とができる。

Linuxのローダブルモジュールのサポートでは、それを

操作するユーティリティが不可欠である。ここでは、その

ユーティリティを紹介しておこう。これらのコマンドは通

常、/sbinに格納されている。

insmod ローダブルモジュールのインストール

rmmod モジュールの登録削除

ksyms シンボルの表示

lsmod 読み込まれているモジュール一覧の表示

modinfo モジュール情報の表示

modprobe 設定ファイルに基づくモジュールの読み込み

depmod modprobe用のモジュールの依存関係の生成

genksyms モジュールシンボルのバージョン生成用プログラム

■insmod

insmodコマンドは、引数として渡されたモジュールを

実際にインストールするコマンドだ。ローダブルモジュー

ルは、自動的に導入されるにしろ、手動で導入するにしろ、

最終的には、このコマンドが使用される。このコマンド自

身は、システムコールのsys_init_moduleを呼んで実際の

登録を行っている。通常は insmod よりも、後述の

modprobeコマンドを使用するほうがスマートだ。

コマンドのオプションは次のとおり。

Usage：

insmod [-fkmopsvVxX] [-o name] module [[sym=value].]

module モジュールのファイル名（*.o）

-f, --force 強制的にロードする

-k, --autoclean オートクリーンを有効にする

-m トレース用のロードマップを生成する

-o NAME

--name=NAME 内部的なモジュール名

-p, --poll Pollモード、バージョンチェックを行う

-s, --syslog syslogにエラーをレポート

-v, --verbose 詳細を表示

-V, --version バージョンを表示

-x エクスポートしない

-X エクスポートする（デフォルト）

■rmmod

rmmodコマンドは、ローダブルモジュールをカーネル

からアンロードするコマンドだ。引数としてモジュール名

を指定して実行するだけだが、実際に使用されているモジ

ュールをアンロードすることはできない。現在使用されて

いるかどうかは、後述のlsmodコマンドで確認できる。な

お、-aオプションを指定すると使用されていないモジュー

ルすべてをアンロードできるようになっている。

Usage： rmmod [-a] [-s] module ...

-a 使用されていないモジュールすべてを取り外す

-s syslogに詳細をレポート

■ksyms

ksymsコマンドは、カーネルにロードされたローダブル

モジュールのエクスポートしているシンボルを表示するコ

マンドだ。実際に各プロセスにマッピングされる際のアド

レスとシンボル名、そしてモジュール名をリスティングす

ることができる。

オプションを何もつけないとローダブルモジュールのエ

クスポートシンボル情報だけが表示される。-aオプション

をつけるとローダブルモジュール以外、最初からカーネル

に組み込まれたモジュールのエクスポートシンボル情報も

表示される。また、-mオプションをつけると各モジュール

のロードアドレス、サイズなどの情報も表示されるように

なる。これにより、エクスポートシンボル情報を持たない

モジュール、ntfs.oなどの状況もわかる。

Usage： ksyms [-a] [-h] [-m]

-a すべてのシンボルを表示

-h カラムのヘッダーを表示しない

-m モジュール情報を表示（ロードアドレス、サイズなど）

■lsmod

lsmodコマンドは、ロードしているモジュールの情報を

表示する。システムコールquery_moduleを利用している。

表示される情報は、モジュール名とサイズ、そして使用カ

ウンタなどだ。オプションはない。

■modinfo

modinfoコマンドは、各モジュールオブジェクトの情報

を表示する。
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usage： modinfo <parameters> <module>

-a, --author モジュールの作者を表示

-d, --description モジュールの説明を表示

-f <str>

--format <str> 任意の情報を表示

-p, --parameters モジュールパラメータの表示

-V, --version バージョン表示

-h, --help ヘルプ

■modprobe

modprobeコマンドは、/etc/conf.modulesや後述する

depmodコマンドで生成された情報に基づき、柔軟なモジ

ュールの管理を行うコマンドだ。内部的には、insmodコ

マンドを実行している。

このコマンドは、-cオプションで確認できるデフォルト

の設定情報をコマンド自体に含んでいる。実行すると

/etc/conf.modulesに設定した情報に加えて、物理的なデ

バイス機器に依存しない基本的なデバイス番号と対応する

モジュール名などの設定が表示されるはずだ。つまりこの

コマンドを使用する限り、ユーザーがいちいちリクエスト

内容とモジュールの対応を設定しておかなくても問題はな

い。この設定には、モジュールファイルの格納先の設定も

含まれている。pathで始まる項目がそれだ。基本は、各

バ ー ジ ョ ン の デ ィ レ ク ト リ に 格 納 す る の だ が 、

/lib/modules/defaultや/lib/modulesにそれぞれのタイ

プ（fsなど）のディレクトリを作成してファイルを格納し

ても参照されるようになっている。サードパーティ製のモ

ジュールを利用していて、複数バージョンのカーネルを切

り替えて使っているユーザーは参考にしてほしい。

なお、modprobeが把握しているモジュールファイル一

覧は、-lオプションで確認できる。

Usage： modprobe [-a] [ -t TYPE ] MODULE [opt=val

...] ...

modprobe -c

-a, --all すべてのモジュールをロード

-c, --show-conf モジュールの設定状況を表示

-d, --debug デバッグモードで実行

-k, --kernel-daemon （kerneldが利用）

-l, --list モジュールファイルの表示

-r, --remove カーネルからモジュールをアンロード

-s, --system-log syslogにエラーをリポート

-t TYPE,

-type TYPE fsやnetなどカテゴリタイプの選択

--help ヘルプ表示

-v, --verbose 詳細表示

-V, --version バージョン表示

■depmod

depmodコマンドは、modprobeで利用するモジュール

の依存関係情報を生成するコマンドだ。個別にモジュール

を指定する方法もあるが、通常は、-aオプションをつけて

すべてのモジュールの依存関係をチェックするのが一般的

だ。これによりチェックされた依存関係情報は、

/lib/modules/＜カーネルバージョン＞/modules.depファ

イルに保存される。このファイルの内容はプレーンテキス

トなのでlessなどで見てみるとよいだろう。各モジュール

名のあとに、依存するモジュール名が絶対パスで指定され

ている。複数のモジュールに依存しているものもわかる。

前述のmodprobeコマンドでは、これらの情報を元に、必

要なモジュールを自動的にロードしている。

Usage： depmod [-e -s -v ] -a [FORCED_KERNEL_VER]

depmod [-e -s -v ] MODULE_1.o MODULE_2.o ...

-a, --all すべてのモジュールの依存関係をチェック

-d, --debug デバッグモード

-e 未解決シンボルの表示

-i シンボルバージョンを無視

-m, --system-map <file> 指定したファイルのシンボル

情報を使用する

-s, --system-log syslogにエラーをレポート

--help ヘルプ表示

-v, --verbose 詳細表示

-V, --version バージョン情報表示

■genksyms

genksymsコマンドは、モジュールのシンボルバージョ

ン情報を生成するプログラムだ。ユーザーが直接使用する

ことはなく、カーネルのコンフィギュレーションでバージ

ョン情報を生成するように設定した場合に自動的に使用さ

れる。

それでは、オンデマンドローディングの実際の処理の流

れを見ていくことにしよう。ローダブルモジュールがどの
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ようにオンデマンドにロードされて使用できるようになる

のかをまとめると次のようになる。

・まずカーネルは、あるリクエストを処理する際に、それ

を処理するための機能（モジュール）がカーネル内に登録

されていないことに気づく。

・そこでカーネルは、kmodに必要な機能の情報を送る。

・kmodでは、送られてきた情報を元に、その機能を提供

するモジュールをロードするためにmodprobeコマンドを

実行する。

・modprobeは、/etc/conf.modulesや/lib/modules/＜

カーネルバージョン＞/modules.depを走査してモジュー

ルの実体と依存関係、さらにいくつかのオプション情報を

入手し、insmodコマンドを用いて、必要なモジュールを

インストールする。

・insmodコマンドによってローダブルモジュールは、カー

ネルのメモリ空間に登録され、ほかのカーネル内に配置され

ている機能の呼び出しと同じように使用できるようになる。

kmodがLinuxカーネルから依頼を受け、modprobeを

実行するのに使用するリクエストは、次のようなものだ。

binfmt-?

block-major-?

char-major-?

eth?

net-pf-?

tty-ldisc-?

iso9660

上記のリクエストすべてをユーザーが設定する必要はな

い。ユーザーは、モジュールの設定を/etc/conf.modules

に記述するわけだが、コマンドの説明で述べたとおり、

modprobeコマンド自体にデフォルトの設定情報があらかじ

め組み込まれているので、足りない部分を補えばよいのだ。

ユーザーが設定しなければならないのは、下位のドライ

バである物理的なデバイス機器に依存する部分と、設定さ

れていない特別なデバイスに関する部分だけである。一般

に、ネットワークアダプタ、SCSIホストアダプタ、そし

てサウンドカードである。これらに関しては、後述サンプ

ル設定を参考にしてほしい。

ちなみに、kmodが実行するmodprobeでは、insmod

を呼び出す際に、-kオプションをつけて実行している。つ

まり、モジュールをオートクリーン属性でインストールし

ている。そのため、モジュールは通常1分間使用されない

状態でいると自動的にアンロードされるようになってい

る。これにより、カーネルのメモリ使用量を最小限に抑え

ることができる。カーネルモジュールはスワップアウトの

対象ではないので、結構重要だ。

では実際に、/etc/conf.modulesの設定を行ってみよう。

サンプルとして筆者のテストマシンの設定ファイルを紹介

しておく（#以降はコメント）。

alias eth0 via-rhine

#alias eth1 smc-ultra

alias scsi_hostadapter aic7xxx

alias net-pf-3 off

alias net-pf-4 off

alias net-pf-5 off

alias net-pf-6 off

alias sound pas2

#alias char-major-14 pas2

#post-install pas2 /sbin/modprobe "sb"

options pas2 io=0x320 irq=5 dma=5

options sb pas2=1

1、2行目はネットワークアダプタの設定だ。ここでは、

eth0にvia-rhineを指定している。eth1は、2枚目のネッ

トワークアダプタだが、現在使用していないのでコメント

アウトしている。

3行目はSCSIホストアダプタの指定だ。aic7xxxを指定

している。

4～7行目の設定は、ネットワークプロトコルの設定で、

それぞれ、ax25、ipx、appletalkのモジュールを使用しな

いという設定だ。わざわざこのように設定しなくても、実

害はないのだが、ifconfigなどが実行されたときのワーニ

ングメッセージがうざいので設定している。

8行目以降は、サウンド関連の設定だ。デフォルトで、

alias char-major-14 soundと設定されているので、その

soundのエイリアスとしてpas2を指定している。ユーザー

設定が優先されるのでalias char-major-14 pas2としても

よい。pas2は、 ISAバスの Pro Audio Spectrum 16

（PAS16）サウンドカードなので、オプションとして、リ
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ソースの設定を行っている。最近のPCIカードであれば、

IRQ、IOポート、DMAの設定はハードウェアのほうで自

動的に行ってくれるので必要ないが、ISAカードには基本

的にこのような仕組みはない（PnP ISAとかはあったけ

ど）ので手動で指定する必要がある（11行目）。一応、

PAS16には、SoundBluster互換モードがあり、そのドラ

イバも用意されている。その設定が10行目と12行目で、

post-installとしてpas2のロード後にmodprobeコマンド

でインストールするように指示している。ただし、筆者は

sbモードは使用しないので、コメントアウトしている。

post-install以外では、install、pre-install、さらに

post-remove、remove、pre-removeが指定できる。post、

preはそれぞれ指定したモジュールがロードされる後、も

しくは前に行う処理を指定する。単なるinstall、remove

は、前か後の区別をしない時に指定する。

先ほどの設定中のchar-major-14は、カーネルで定義さ

れたデバイス番号を指している。char-major-14だと、キ

ャラクタデバイスのメジャー番号14番ということになる。

マイナー番号まで指定したものだと、char-major-10-130

などとなる。どの番号が何に割り当てられているかは、

/usr/src/linux/Documentation/device.txtに記されてい

るので、参照してもらいたい。ちなみに/dev/のファイル

群は、このデバイス番号をマッピングしたスペシャルファ

イルである（ls -lで確認してみよう）。

これまでの設定は、カーネルのイニシャライズ後のモジ

ュールの扱いである。つまり、ローダブルモジュールファ

イル、モジュールユーティリティ、設定ファイルが格納さ

れているデバイスにアクセスできることが前提だ。

では、そのデバイスにローダブルモジュールでしか、ア

クセスできない場合はどうしたものだろう。これにはいく

つかの解決策がある。ひとつは必要なモジュールをカーネ

ルに最初から組み込んでしまうことだ（要カーネル再構

築）。もうひとつは、LILOなどのカーネルローダーのサポ

ートで、RAMディスクを用いて、カーネルの初期化時に

必要なモジュールをロードできるようにする方法である。

この方法は、最近のディストリビューションではよく利用

されている。プリロードするモジュールをRAMディスク

イメージとして作成し、カーネルのロード時に同時に読み

込み、RAMディスクに展開して、そこからモジュールを

ロードする。このRAMディスクイメージの作成には、

/sbin/mkinitrdコマンドを利用する。このコマンドでは、

/etc/conf.modulesのscsi_hostadapterとして設定されて

いるモジュールと、--preload（SCSIモジュールの前にロ

ード）、--with（SCSIモジュールの後にロード）で指定し

たモジュールをまとめてイメージファイルにできる（これ

を利用するのは通常SCSIアダプタなので、それが基本と

なっている）。このイメージはどこに配置してもよいが、

通常はカーネル本体と同じディレクトリ（/bootなど）に

置き、/etc/lilo.confのinitrd=の指定でそのファイルを指

定する。たとえば次のような設定である。

image=/boot/vmlinuz-2.2.5-15

label=linux.orig

root=/dev/hda1

initrd=/boot/initrd-2.2.5-15.img

read-only

この機能を用いれば、可能なものすべてをローダブルモジ

ュールにすることもできる。扱いやすいかどうかは別だけど。

それでは、実際にローダブルモジュールの振る舞いを確

かめてみることにしよう。まずは、オプションは指定しな

いでmodprobeでローダブルモジュールのいくつかをロー

ドしてみた。その状態は次のようなものだ（lsmodで確か

めている）。

# /sbin/lsmod

Module                  Size  Used by

vfat                   10812   0  (unused)

msdos                   5724   0  (unused)

fat                    31680   0  [vfat msdos]

ntfs                   39104   0  (unused)

ide-cd                 25140   0

cdrom                  14136   0  [ide-cd]

使用状況を表す部分では、依存関係のあるモジュール名

が表示されている。たとえば、fatの[vfat msdos]という

表示は、vfatとmsdosによってfatモジュールの機能が利

用されているという意味だ。また（unused）という表記

は、現状使用されていないことを表している。実際に

Windows 98をインストールしたFATパーティションを
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マウントしてみると次のように、使用されたモジュールfat

とvfatの使用カウンタはインクリメントされ、vfatに表示

されれいた（unused）もなくなる。

# /sbin/lsmod

Module                  Size  Used by

vfat                   10812   1

fat                    31680   1  [vfat msdos]

では、必要なモジュールを手動でロードしないで、シス

テム任せで行ってみることにしよう。ここではvfatもfat

もロードされていない状態で、“mount /dev/hda3

/mnt/win98”を実行した。mountでは、-tオプションで

ファイルシステムタイプを指定したほうが確実なのだが、

vfatなどはそれなりに判定してくれるのであえて指定して

いない。少なくとも筆者の環境では、vfatとntfsは問題な

く判定できている。

# /sbin/lsmod

Module Size Used by

vfat 10812 1  (autoclean)

fat 31680 1  (autoclean) [vfat]

先ほどと異なり、ここでは、(autoclean)という表記があ

るのがわかる。これはinsmodコマンドの-kオプションつ

きでモジュールがインストールされたことを表している。

つまり、オートクリーン有効である。前でも述べたが、こ

のオートクリーンが有効な場合、1分間使用されない状態

が続くと自動的にアンロードされるようになっている。

実は、カーネルから依頼を受けたkmodは、modprobe

-s -k ＜モジュール名＞を実行している。modprobeコマ

ンドの説明には、-kオプションはないが、キックする

insmodには渡しているのだ。もちろん、ユーザーが手動

でモジュールをロードする場合に、上記のコマンドを実行

すれば同様の結果となる。

ここでksymsコマンドでインストールしたモジュールが

エクスポートするシンボルを見ることができる。ただし、

ほかのモジュールから使われることのないもの、たとえば

bsd_comp.oなどは、エクスポートしているものがないの

でシンボルは表示されない。しかし、-mオプションを指定

して実行すると、各モジュールが組み込まれマッピングさ

れているアドレスとサイズが表示される。

# ksyms -m

Address  Symbol                          Defined by

d081f000 (4k) [bsd_comp]

d0818000 (21k) [ppp]

d081be90 ppp_register_compressor_Rsmp_9682e733 [ppp]

d081bf00 ppp_unregister_compressor_Rsmp_a1b928df

[ppp]

d081ce60 ppp_crc16_table_Rsmp_cacc1f6a     [ppp]

d0815000 (5k)                              [slhc]

d081504c slhc_init_Rsmp_1ca65fca           [slhc]

d0815218 slhc_free_Rsmp_b99033d9           [slhc]

d0815ccc slhc_remember_Rsmp_07972313       [slhc]

d08152d8 slhc_compress_Rsmp_cfd3a418       [slhc]

d08158e4 slhc_uncompress_Rsmp_3bb36b01     [slhc]

d0815e84 slhc_toss_Rsmp_a152cec0           [slhc]

ちなみに、システムがエクスポートしているシンボルは、

/proc/ksymsをcatすると見られる。ここには、ローダブ

ルモジュールがエクスポートするシンボルだけでなく、カ

ーネルのスタティックモジュールのシンボルも含まれる。

なおカーネルは、モジュールのロード、アンロードのた

びに必要となるメモリ領域を確保、開放しているので必ず

しも同じアドレスにマッピングされるとは限らない。

■

Linuxにおいてローダブルモジュールのサポートは、結

構よくできた機能である。実際問題としてユーザーが行わ

なければならない作業は、ハードウェアに依存したドライ

バの設定だけである。設定自体は前述のとおり、少しも難

しいものではない。むしろ一番大変なのは、ハードウェア

に対応するモジュールを見つけることかもしれない。とい

うわけで、対応モジュールを見つけるために、手当りしだ

いロードしてみるという手段もないわけではないと付け加

えておこう。

下位のハードウェアまで自動認識してくれるようになれ

ば、言うことなしなのではあるけれども、これにはもうし

ばらく時間がかかりそうだ。あと今後、Linuxが広く浸透

するにつれて、Linuxカーネルに含まれるモジュールだけ

でなく、各社（人）から配布されたモジュールを利用する

ことも増えてくる。この時、バイナリ配布では、バージョ

ンチェックの問題が発生する場合があるので注意しておこ

う。
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フリーで公開されてい
るUNIX用かな漢字変換
システム「FreeWnn」の
メンテナンスを目的と
したプロジェクトのサ
イト。FreeWnnは、商
用のWnn6とは兄弟にあ
たり、有志によって開
発、メンテナンスが進
められている。現在の
最新版はFreeWnn1.1だ。

FreeWnn Project

J apane se  impu t  t o o l s

http://www.freewnn.org/

RPMパッケージの検索
サイト。カテゴリ、名
前、ディストリビュー
ションで検索でき、欲
しいパッケージがすぐ
に見つかる。また、
個々のパッケージに含
まれるプログラムやラ
イブラリ、そのパッケ
ージに必要なライブラ
リなどの情報もある。

RPM repository on rpmfind.net

So f twa r e  s e a r ch

http://www.rpmfind.net/linux/RPM/

UNIX用日本語入力シ
ステムの定番、「かん
な」のページ。NECが
開発し、ソースも含め
公開されている。プロ
グラムのダウンロード
サイトがたどれるほ
か、マニュアルがPDF
形式で公開されている
ので、プリントアウト
して活用できる。

Canna Home Page

J apane se  impu t  t o o l s

http://www.nec.co.jp/japanese/product/computer/soft
/canna/index.html

煩わしいダイヤルアッ
プ操作からユーザーを
開放し、ネットワーク
インターフェイスを選
ばないというon demand
ダイヤラ「diald」のサ
イト。今年の6月に、
オリジナルの作者Eric
S c h e n k氏から、M i k e
Jagdis氏にメンテナン
スが引き継がれた。

Network Link Management

Ne two rk  t o o l s

http://diald.unix.ch/

Linuxに関する新着情
報を扱うニュースグ
ループcomp.os . l inux .
announceのサイト。こ
のグループに投稿され
た過去の記事を閲覧
できる。Newsを読むの
はつらいけど、Linux関
連の最新情報はチェ
ックしたいという人に
お勧め。

The comp.os.linux.announce home page

News  Top i c s

http://www.cs.helsinki.fi/u/mjrauhal/linux/cola.html

ELKSは、パームトップ
PCや組込み用途をタ
ーゲットに、8 0 8 6や
80286などの16ビット
CPUに特化したLinuxカ
ーネルサブセット。た
った400～512Kバイト
のメモリで動作すると
いう。家電製品が
Linuxで制御される日
も近い？

ELKS pages

Kerne l

http://www.elks.ecs.soton.ac.uk/cgi-bin/ELKS/

L i n u x初心者必見、
net_hal氏のパソコン入
門サイト。「Linux日記」
には Vine Linuxを中心
に、Linuxビギナーに役
立つ内容が盛りだくさ
んだ。アプリケーショ
ンのインストール、X
やネットワークの設定
方法などが具体的に
解説されている。

ZERO Home

Documen t

http://cwaweb.bai.ne.jp/~net_hal/main.htm

Linux向けに用意され
ている科学分野の研
究支援ツール検索と
その紹介ページ。各分
野用アプリケーション
についてのコメント、
リンクURL、パッケー
ジ情報、フリーのもの
についてはFTPサイト
情報まで得ることがで
きる。

SAL (Scientific Applications on Linux)

Sc i en t i f i c  app l i c a t i on s

http://sal.linet.gr.jp/index.shtml

VNC（Vi r tua l  Ne twork
Computing）のサイト。

VNCは、異種OSをGUI
環境のままネットワー
ク越しに操作できる優
れものだ。高速な回線
が確保できれば、リモ
ートからGUIでの操作
を可能にする。GPLに
従って無料配布され
ているのが嬉しい。

VNC

Remo t e  c on t r o l  s o f twa r e

http://www.uk.research.att.com/vnc/index.html

サーバのホスト名を
F Q D Nで入力すると、
そのWebサイトが使用
しているWebサーバと
OSが調べられるサイ
ト。検索エンジンと同
じノリで調べることが
できる。また、どのサ
イトの問い合わせが多
いかも参照でき、違う
意味で楽しめる。

Netcraft－What's that site running？

Se r v e r  che cke r

http://www.netcraft.com/whats/

SuSEの「ハードウェア
動作確認データベー
ス」ページ。他に比類
がないデータ量を誇
り、ベンダー名や製品
名から検索できる。
x86 CPU用 Linuxなら、
ほかのディストリビュ
ーションを利用してい
るユーザーも参考にで
きるだろう。

CDB-Query Frontend

Hardwa r e  d a t aba s e

http://cdb.suse.de/cdb/english/

John Kirch氏の「Microsoft
Windows NT Server 4.0
versus UNIX」を翻訳
工房の小林 修氏が日
本語に翻訳したドキュ
メント。サーバ管理者
向けに、コスト面、安
全性などの比較や実
例を通してNTとUNIX系
OSの詳細な比較がな
されている。

Microsoft Windows NT Server 4.0 と
UNIX との比較

Documen t

http://www.ne.jp/asahi/personal/kobayashi-osamu
/Translation/kirch.net/unix-nt.j.html

～ちょっと気になるWebサイト12選～
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インターネットに接続しているWebサーバとして50％以上のシェアを持つApacheや、

ネットスケープのWebブラウザであるNavigatorなど、インターネットの普及とともにオー

プンソースソフトウェアが注目されてきた。Linux自体もそうだが、Linuxで動作するソフ

トウェアの多くはソースコードを公開している。従来フリーソフトウェアと呼ばれていた

ように、フリーすなわち無料で配られているソフトウェアがオープンソースと名前を変え

たとたんに、それに携わる会社がビジネス的に成功し始めたのだ。本書では、GNUプロジ

ェクト創始者のリチャード・ストールマン氏や、Linux開発者であるリーナス・トーバル

ズ氏、Red Hatのボブ・ヤング氏ら14名の先駆者が、オープンソースの歴史や背景、意義

について、それぞれの立場から語っている。彼らの話からソフトウェア開発の新しい流れ

を感じ取ってもらいたい。

B ooks
Chris DiBona、Sam Ockman、Mark Stone 編著　倉骨彰訳

オライリー・ジャパン

A5変形判／506ページ　

オープンソースソフトウェア

PowerPCを搭載するMacintoshに対応した、Linux for PowerPCの解説書である。イン

ストールの章は短めだが、作業の要点は押さえてあるため、本書を片手に操作を進めれ

ば、たいていはうまくいくだろう。活用方法としては以下の3つ、ネットワークの設定を

含めたWebブラウザや電子メールの操作、GimpやMP3プレイヤーを使った音と映像、そ

してNetatalkとSambaを用いたサーバ的な用途を紹介している。Macintoshは、Linuxプ

ラットフォームとしてはマイナーだが、実現できることはPCと差がない。だが本書で最

も多くページを割いているのは、ls、cp、rm...といったコマンドを始めとするUNIXの基

本操作についてである。「MacOS使い」がLinuxを使うためには、このようなページが必

要なのであろう。iMacのHDDが大きすぎて困っている人や、PC Linuxに食傷気味な人は、

1ボタンで操作するX Window Systemに挑戦してみるのも良いだろう。

まえだひさこ/西村勇亮/大津真/向井領治/天野賀章著

BNN

B5変型判／282ページ／CD-ROM付き　 本体価格 2500円

Linux for PPCインストール＆活用ガイド

本体価格 1900円

オランダのアニメーションスタジオNeoGeoによって開発された、3Dアニメーションソ

フトBlenderは、SGI、SUN、Windows 95/98/NTのほか、FreeBSDやLinuxのX Window

System上でも動作する。3Dウインドウで対話式にモデリングを行い、レンダリング、ア

ニメーションをマウスでコントロールできる。付属CD-ROMには、フリー版のBasic

Blenderを収録していて、ポリゴン、NURBSモデラー、メタボール、アニメーションテク

スチャ、頂点ペイント、パノラマレンダリングなど、3Dアニメーションの作成に十分な機

能を持っている。さらにライセンスを購入することにより、ラジオシティや環境マッピン

グのテクスチャ自動計算のような、ハイクォリティなCGを作成することができる。全ペ

ージカラーでBlenderの機能を手順に合わせて紹介しており、かわいらしい火星人やスタ

ーのサンプルを見ると、思わず自分でも3DCGを作ってみたくなる解説書だ。

斉藤寛、中村達也著

エクシード・プレス

B5変型判／240ページ／CD-ROM付き

Blenderガイドブック

本体価格2800円
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脇 英世 著
日経BP
四六判／248ページ
本体価格 1200円

LINUXがWindows
を超える日

B o o k s

田中ひろゆき 著
ソフトバンク パブリ
ッシング
B5変型判／236ペ
ージ／CD-ROM付き
本体価格 2600円

GTK+入門

竹田善太郎、美濃村
直之 著
アスキー
B5変型判／328ペ
ージ／CD-ROM付き
本体価格 2300円

TurboLinux4.0スタート
ブック

浅野理森 著
技術評論社
B5変型判／292ペ
ージ／CD-ROM付き
本体価格 2280円

Samba2.0によるWindows
ネットワーク構築入門

白井徹也 編，VNC
研究会 著
カットシステム
A5判／180ペー
ジ／CD-ROM付き
本体価格 2300円

Virtual Network Computing
入門～OSの壁を越えて～

アスキー書籍編集部
編
アスキー
B5変型判／232ペ
ージ
本体価格 980円

人に聞けないLinuxの使い方
（基本コマンド編）

良い参考文献を選んで作った本はよく売れると、私が長年

コンピュータ書を担当していて実感しています。コンピュー

タのどの分野でも、本格的に勉強するなら参考文献に多く使

われている書籍をお勧めします。Linuxを思う存分使いこな

し、また自分自身がより深くLinuxの世界に入るには、UNIX

の名著をぜひとも読んでいただきたいものです。

表の一番下の本はその後、'96年にLefflerを除いた著者陣

により4.4BSD版が出版され、現在邦訳も進んでいるようで

す。さらに渋いところで、Silberschatz A／Galvin P著

「Operating System Concepts」（'94 Addison Wesley）を習

得すれば、怖いものナシです。

言語で言えば、Kernighan B W/Ritchie D M著「The C

Programming Language」（'88 Prentice Hall）、Tondo C L著

「The C Answer Book 2/E 」（'89 Prentice Hall）と、C言語

の3部作といわれるKoenig A著「C Traps and Pitfalls」（'89

Addison Wesley）がお勧めです。

次回は、今回取り上げた何点かの出版よもやま話を少々と、

そのほかのC言語やC++、コンパイラ、GNU、TCP／IPに関

する本を紹介していきたいと思います。

（書泉ブックドーム 古田島）

Linuxユーザーにお勧めするUNIX書籍

著者 書名 発行年 出版社
Bach M J 「The Design of the UNIX Operating System」 '86 Prentice Hall
Tanenbaum A S 「Operating System：Design and Implementation」 '87 Prentice Hall
Kernighan B W 「The UNIX Programming Environment」 '84 Addison Wesley
Goodheart B／Cox J 「The Magic Garden Explained」 '94 Prentice Hall
Memeth E 「UNIX System Administration Handbook」 '95 Prentice Hall
Stevens W R 「UNIX Network Programming Ｉ＆II 」 '97/98 Prentice Hall
Stevens W R 「Advanced Programming in the UNIX Environment」 '92 Addison Wesley
Leffler／McKusick／ 「The Design and Implementation of the 4.3 BSD UNIX Operating System」 '89 Addison Wesley
Karels／Quaterman
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